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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　始まりも終わりも、表も裏うらも、定かではなく。

　みずからの尾おを咥くわえた蛇へびのように、無む限げんの円えん環かんめいて繫つながった。

　抜ぬけ出だすことのできない、メビウスの輪のような。

　それは──そんな事じ件けんだった。




　　　　＊　＊　＊




　──やあ、お友達。

　この本は、ＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition』（以下『ＤＸ３』のリプレイ、『メビウス』シリーズの、第二巻かんとなる。ＴＲＰＧや『ＤＸ３』については、第一巻『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・メビウス①　キミだけが望むすべてだから』に説明がある。

　今巻もまた、〝秘ひ密みつ〟と〝裏うら切ぎり者もの〟、それぞれの願いと陰いん謀ぼうの絡からみ合あう物語となる。

　運命の糸は、解ほどかれていくのか、それとも、さらに縺もつれていくのか──。

　それでは、ゲームを始めよう。







第一巻のあらすじ

　ＵＧＮのエリートエージェントである緋蜂紅ひばち・くれないは、レネゲイド濃のう度どの異い常じような上じよう昇しよう、そしてエージェント・羊坂供犠ひつじざか・くぎの失しつ踪そうを調ちよう査さするために、刻ときヶが峰みね学園に潜せん入にゆうした。

　刻ヶ峰支し部ぶのチルドレン、鳩はと宮みやアンゼリカと共に学園へとやってきた紅は、フリーランスのオーヴァード、墓守清正はかもり・きよまさとネズミのふたり組に襲しゆう撃げきされ、辛からくも撃げき退たいする。

　転校から三日後、学園祭前日の夜に、紅は生徒に襲おそわれ、死し亡ぼうしてしまう。だが、気がつくと時間は三日前に戻もどり、驚おどろく紅に、アンゼリカは「この学園では時間が何度もループしているのだ」と告げる。

　紅は、記き憶おくを保ほ持じした保持者キーパーたちと協力して調査を進める。支し部ぶ長ちようの尾お嚙がみ、ＵＧＮ支部の篠月秋雨しのつき・あきさめ、加賀美珠樹かがみ・たまき、そしてＦＨエージェントであった墓守とネズミらと、〝ループ〟から脱だつ出しゆつする方法を探さがす紅だが、ふたたび殺されてしまう。

　実のところ、〝ループ〟を発生させる〝林檎りんご〟の持ち主は、アンゼリカだった。アンゼリカは、紅の死を回かい避ひするために、何度も時間を巻まき戻もどしていたのだ。

　紅は、自分を殺し、ループを起こさせた〝犯はん人にん〟が支部長の尾嚙であることを突つき止とめ、協力して尾嚙を倒たおす。願いを果たした〝林檎〟はアンゼリカの手から消え──しかし、ふたたび世界は〝ループ〟し、まだ見ぬ過か去こへと巻まき戻もどったのだった。







『リプレイ・メビウス』シリーズの登場人物




緋蜂紅ひばち・くれない：ＵＧＮのトップエージェントにしてエリートのスパイ。任にん務む達たつ成せい率りつ[image: 100]％。

鳩はと宮みやアンゼリカ：天使のようなＵＧＮチルドレン。紅を守るため〝ループ〟を起こした。

篠月秋雨しのつき・あきさめ：ＵＧＮエージェント。死んだ妹を蘇よみがえらせるため〝ループ〟を調査している。

墓守清正はかもり・きよまさ：ＦＨの〝マスターグレイヴ〟。〝ループ〟の調査のため潜入している。

ネズミ：ＦＨのエージェント。墓守の相あい棒ぼうで、情じよう報ほう収しゆう集しゆう担たん当とう。角かく砂ざ糖とうに目がない。

尾嚙筐一郎おがみ・きよういちろう：ＵＧＮ刻ヶ峰支部長。〝ループ〟を発生させた黒くろ幕まく。一巻で死亡した。

羊坂供犠ひつじざか・くぎ：尾嚙に殺された、予知能のう力りよくを持つＵＧＮエージェント。

加賀美珠樹かがみ・たまき：鏡の魔ま眼がんを操あやつるＵＧＮエージェント。生真面目な風紀委員長。

ソフィア・Ｌ・コードウェル：生徒会長として潜入していたＦＨの〝マスターレイス[image: ]ベータ〟。

天船巴あまふね・ともえ：ＦＨの幹かん部ぶ、〝マスターマインド〟。墓守とネズミを派は遣けんした。

阿玉弾児あだま・だんじ：刻ヶ峰学園二年Ａ組の生徒。野球部のエースだが一ヶ月前に肩かたを怪け我がしている。

伊武麻衣子いぶ・まいこ：刻ヶ峰学園二年Ａ組の生徒。クラス委員長。阿玉の幼おさななじみ。

宇津木椎子うつぎ・しいこ：刻ヶ峰学園二年Ａ組の生徒。今風のギャル。

眠木姫子ねむき・ひめこ：刻ヶ峰学園二年Ａ組の担たん任にん教きよう師し。いつも眠ねむそう。学園の卒業生。

謎なぞの少女：アンゼリカに〝林檎〟を渡わたした、半はん透とう明めいの幽ゆう霊れいのような少女。
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉




　一巻の執しつ筆ぴつを終えて、しばらく後。

　わたくし、中村やにおは、『メビウス』二巻のシナリオを考えておりました。

『メビウス』の場合、開始時におおむね全体の構こう想そうはできており、二巻のためのシナリオも、大おお雑ざつ把ぱなところは、キャンペーン開始時に考えてあります。

　そこに、第一話セッションの結果、それぞれのＰＣの設せつ定ていや、一巻での動きなどを考こう慮りよして、シナリオを完成させていきます。なかなか楽しい作業です。

　──と、そんなところで、ある人物が連れん絡らくしてきました。




天てん：‥……なあ、やにおさんや。




　電話、というか、スカイプで話しかけてきたのは、天こと田中天たなか・たかし。

　フリーライターで、ちょっとヤンチャな不死身系けい男子、墓守清正のプレイヤーです。

　禿とく頭とうに髭ひげ面づらの大男で、外見通りロックでアグレッシブ、豪ごう快かいな男……なのですが。




天：『メビウス』の二巻かんなんだけどね。……ネズミにひどいことしないよね？

[image: ]

やにお：何言ってんだお前（笑）。




　バイオレンスとゴアを引き連れたロックなタフガイ、田中天。

　彼かれは同時にとても心優やさしい男であり、そしてストレスに弱い。特に自分の気に入ったＮＰＣがひどい目にあうのに弱いのでした。




天：ネズミは可愛かわいいし、いい子じゃないか。幸せになって欲ほしいじゃないか。なあ？

やにお：そうだねぇ、俺おれもそう思うよ。

天：そうだろう！　そうだろう！

やにお：でもさぁ、普ふ通つうに考えたら──。

天：言うな！

やにお：はい。

天：わかってる……わかってるんだ。俺たちは超ちよう悪わるい組そ織しきＦＨフアルスハーツのエージェントだし、上司はよりによって〝マスターマインド〟。最悪のクソ女だ。あれが派は遣けんしてきた部下なんだから、悪いことが仕し掛かけてあるに決まってるんだ。でもかわいそうじゃないか！　幸せにしておあげよ！

[image: ]

やにお：どうなるかはシナリオの展てん開かい次第じゃないですかねー？

天：その舐なめきった態たい度ど！　貴方あなたって最低の屑くずだわ！

やにお：ははは、セッション中にがんばってください（笑）。




　この、天による「ネズミにひどいことしないで」コールは、一度や二度でなく、第一話のセッション時や、別の仕事で会った時、ツイッターなどで繰くり返かえされるのでした。

　どんだけ心配なんだ。

　しかし、天の希望はともかく、ネズミだけでなくＰＣたちも含ふくめ、第一巻に登場したキャラクターたちには、まだ色々と明かされていない設定や、困こん難なんな運命が待ち受けています。

　しょうがないよね、俺だってみんなに幸せになって欲しいけど、設定は決まってるからね。

　そんなわけで、わたくしはシナリオを完成させ、セッション当日を迎むかえたのでした。




　　　　＊　＊　＊




　──その日。スーパーエリートスパイエージェント、緋蜂紅のプレイヤー、声せい優ゆうの佐藤有世さとう・ありせさんは、とてもいい笑顔でした。




有世：ふぅ～っ♡　今日はすごく嬉うれしいです♡




　思い返せば、第一話のセッション時。有世さんは「他のＰＣが〝秘密〟を持っている」「〝裏切り者〟がいる」というシチュエーションに、緊きん張ちようを隠かくせない様子でした（まあ、その時もニコニコはしてたんですが）。それに比くらべると、実に朗ほがらかな様子です。




あづさ：駅から歩いている間も、「今日はみんな〝秘密〟とかないんだよ！」「仲良しなんだよ！」って、すごく嬉うれしそうでした……（笑）。




　天使のようなＵＧＮチルドレン、鳩宮アンゼリカのプレイヤーである、同じく声優の榎えのきあづさ（このたび、芸名を変えられたそうです）さんが、そう付け加える。




やにお：そうですね、前回、全員の〝秘密〟は明らかになりましたし、今回、開始前に配る〝秘密〟もありません。

有世：やったー！　もぉ、よかったよぉ～！

あづさ：うーん……。フラグっぽいなぁ……（笑）。

矢や野の：そうですよねぇ……（笑）。




　あづささんと、そしてもうひとり、ヘラヘラ系神父、篠月秋雨のプレイヤーであり、『ＤＸ３』のゲームデザイナーでもある矢野俊しゆん策さくが、顔を見合わせている。




天：ネズミがひどい目にあわないといいな～！

有世：みんなで助け合ってがんばろう♡




　そんな感じで、セッションのメンバーは全員集合。

　有世さんと天の願いは、叶かなうのだろうか。




あづさ・矢野：…………嫌いやな予感しかしない（笑）。




※ここで章タイトルを見返して下さい







◆Preplay02◆有世ノート：シリアス編へん




　さて、セッション開始の前に、恒こう例れいの「有世ノート」があります。

　有世さんが、前回のセッションの感想や、今回のセッションへの準じゆん備び（？）を書いて来てくださって、その愉ゆ快かいなノートをみんなで見よう、という時間です。




あづさ：今回の有世ノートは〝シリアス〟らしいですよ（笑）。

矢野：マジですか……！

有世：そうなんです♡　『メビウス』はお話がシリアスなんで、わたしも真しん剣けんに、どうしたら〝ループ〟を止められるかな、って考えてきました！

やにお：おお！　それは楽しみですね。それでは、みんなで見てみましょう。




経けい験けん点てん of The スパイ!!

　これは、スパイ'sレコードシートである。経験点をチェックだぜ!!

　チェックしたら、霧谷さんにＦＡＸを送信せよ!!
















やにお：これは、レコードシートにある、経験点算出欄らんを模もした感じかな。

有世：はい♡　スパイとしての経験点を得てみました！

天：霧谷もいい迷めい惑わくだなぁ……（笑）。

[image: ]

あづさ：ひ、ひどい……つっこみどころしかない（一同笑）。

有世：ええっ!?　そんなことないよ！　シリアスシリアス♡




　見やすいように、次ページにまとめてみました。




やにお：つっこみどころは、もう山ほどあるんですが、まずですね──「スパイだと名乗らなかった」ですが、名乗ってましたよね。

有世：名乗ってないですよ♡

あづさ：いやいやいや！　言ってた、言ってたよ！（一同笑）

矢野：いきなりこの調子か……！（一同笑）

やにお：「ミッションを忘わすれなかった」と。

有世：忘れなかった忘れなかった♡

あづさ：思いっきり学園祭の準備に走り回ってたじゃん！（一同笑）

やにお：「人をすぐに信用しなかった」ときましたか。

有世：はい。しなかった（キリッ）。

あづさ：ええっ!?（一同爆ばく笑しよう）

矢野：あづささんから、ものすごいブーイングが……（笑）。

あづさ：そもそも、自分で採さい点てんするのが間ま違ちがってると思う、これ……（笑）。

天：この、カッコの中のコメントはなんだろう？

有世：それは、よくそれで失敗しちゃう、ってことです！

やにお：はいはい。人なつっこいから、すぐ信用しちゃうことが多いよ、と。

矢野：でもこれはどうなのよ。「⑤神しん秘ぴ的てきを貫つらぬいた」

天：「（クレオパトラのファン）」（一同爆笑）

矢野：もうね、まったく意味がわからない!!

やにお：このカッコの文章って、「いつもだと」ってことですよね。

有世：はい。

やにお：つまり、①は「いつもだと嬉うれしくてすぐスパイだと言ってしまうが、今回はスパイだと名乗らなかった」という意味ですよね。

有世：はい♡　その通りです！

やにお：だとすると⑤は「いつもだとクレオパトラのファンになってしまうが、今回は神秘的を貫いた」。ちょっと何言ってるかわからないですよね。

有世：なんでですか!?　貫きました！

やにお：……これ、あれですよね、先にスペース決めて書き始めたけど、項こう目もくが思いつかなかったんですよね？　だからよくわからない項目が入ってるんですよね？（笑）

天：点数配分おかしいもんな。

有世：違ちがいますよ！　ちゃんとＦＡＸしてますよ！

あづさ：ＦＡＸしたことは疑うたがってないよ！（一同爆笑）

やにお：文通もすごいですね……。

有世：紅ちゃんは、携けい帯たいを持ってないので！

あづさ：スパイなのに!?（一同笑）

やにお：すごい……あとお腹なか壊こわしてるのって、餌え付づけじゃなくて、毒を盛もられてるか拾い食いしてますよね（一同笑）。……まあ、いいや、次行きましょう。

矢野：次は……なんですか、これ？

有世：これはですね、紅がメモ帳の代わりにつけてる、ボイスメモです。

あづさ：『アカデミア』でもあった、キャラ日記の『メビウス』バージョンなんだね。

有世：そうなの。紅はスパイだから、日記もちょっとスパイっぽく♡




　ダディ事件けんです。アンちゃんが幸子にクリソツなのです!!　私わたしをスルーする所まで一いつ緒しよ!!

　まっ、まさか……本当は幸子なのでしょうか!?　疑うたがわしい……。




あづさ：いきなり妄もう想そうなんだけど？（一同爆笑）

有世：妄想じゃないよぉ♡




　ダディ事件です。知らない人に殴なぐられました。これもトップスパイエージェントの宿命なのですね。こんな積極的にアプローチしてくるってことは、まっ、まさか……道場破やぶりですか!?　疑わしい……。




やにお：これは墓守とネズミに襲撃された一件ですね。

天：なんでも「疑わしい」んだね（笑）。

有世：はい♡　スパイなんで、どんどん疑っていかないと！

あづさ：セッション中、ひとつも疑ってなかったけどね（一同笑）。




　ダディ事件です。パッドがバレました。私のＢＩＧバスト☆読者さんパクパク作戦は一いつ瞬しゆんで小麦粉化しました。

　ところでなぜアンちゃんは知っているのでしょうか？　まっ、まさか……パッドを貸かしてほしいという天使の合図!?　天使のお遊ゆう戯ぎ!?　紛まぎらわしい……。




矢野：あ、「疑わしい」以外もあった（笑）。

やにお：作戦名はおいといて……「小麦粉化」ってなんですか？

有世：散っちゃった！　ってことです。ぱーって！

あづさ：あのさ、一いち応おう言っておくけど、アンゼリカは貸して欲ほしくないから（一同笑）。




　ダディ事件です。アンちゃんに親の七光りだと口に出して言われました。傷きずついたけど、どんな言葉でもアンちゃんの口から言ってもらえると、やっぱり嬉しいんです。

　まっ、まさか……私はマドだったのでしょうか!?　疑わしい……。




やにお：これも最初の晩ばんにアンゼリカと会話した一件ですね。……マドってなんですか？

有世：サドとマドってやつです。やんっ♡

あづさ：マゾね。

有世：んっ？

あづさ：マドじゃなくて、マゾ。

有世：うそっ！　どういうこと!?　──あたしの人生を返してっ!!（一同爆笑）

矢野：じ、人生っ……!!（爆笑）

やにお：矢野先生バカウケ（笑）。

天：すごいなこれ、全部面白い。

やにお：しかも、ダディへのメッセージ、一四種類あるからね。さすがに全部は載のせられないので、厳げん選せんしていきますが……どれも面白くて困こまるなぁ……（笑）。

矢野：だね（笑）。で、一周目のあれこれがあって、紅が死んで──その直後。




　ダディ事件です。I'll be back!!（やにお注：生き返った、という意味のようだ）

　まっ、まさか……私はエリートではなくゾンビだったのですか!?

　ゾンビ！　ゾンビ！　お空を飛ぶのはトンビ！　せめてトンビに！

　私は本当にエリートなのか。疑わしい……。




あづさ：どこがシリアスなんだ。

矢野：混こん乱らんしてしまうくらい、一度死んで、生き返ったのがショックだったんですね（笑）。

天：有世さんの言葉は韻いんを踏ふんでてラップっぽいね。

やにお：これね、書いてる途中でリズムに乗って楽しくなってきちゃって、こういうことしてくるんですよ。

有世：そうなの……（一同笑）。

矢野：で、二周目になって、あれこれ情報を手に入れて、秋雨の過去を知ったり、墓守の〝秘密〟を知ったり、色々あって──で、アンゼリカの告白を聞いたところ。




　ダディ事件です。アンちゃんは、ずっとずっと私を助けようとしてくれていました。なんでもっと早く気づいてあげる事ができなかったんでしょう……。この汚お点てんスパイが！

　泣いているアンちゃんを見て胸むねが張はり裂さけてしまいそうでした。ありがとうアンちゃん。

　汚点スパイ、絶ぜつ対たい生き残ってみせる!!




天：シリアスだ……シリアスなんだが、やっぱり言葉のチョイスはおかしい（一同笑）。

やにお：汚点てなんですか？

有世：ばかやろうぅ！　ってことです！　あたしのバカ！　って！

あづさ：で──「絶対生き残ってみせる!!」の次がこれ……（笑）。




　ダディー!!　I died again!!

　ダディー!!　I died again!!




一同：死んだ────っ!!（爆笑）

有世：すぐ死んじゃった……（しょんぼり）。

矢野：まあ、あの「生き残ってなんとかしよう」からの、「やっぱりダメだった！」は、絶ぜつ望ぼう感漂ただよう展開でしたからねぇ……。

天：──で、三周目になって、アンゼリカが墓守やＵＧＮに狙ねらわれたところで、紅が、尾嚙支部長が真しん犯はん人にんだ、と突き止めて、クライマックス、と。

矢野：あの流れはよかったね。有世さん、かっこよかった。

やにお：で、ダディへの、一話最後のメッセージが、これです。




　ダディ事件です。林檎がソフィアさんの手にわたってしまいました。新しい世界を造つくるため？　漠ばく然ぜん壮そう大だい広こう域いきの三段だん活用!!

　わけのわからないことを言って!!　煩わずらわしい……。




やにお：……三段活用？

あづさ：ソフィアさんが、最後に出て来て、また〝ループ〟が起こった時に、「なんだかスケールが大きくて意味のわからないことを言った」──という意味だと思います。

有世：そうなの！　わけわかんないこと言って、もうっ！

やにお：すいません（笑）。──と、いうことで、紅の日記というか、ボイスメモは以上です。ここまでが一巻を振り返る内ない容ようで、次から、第二話への準備ですね。




りんご

　レネゲイド濃度上昇の原因は〝ループ〟が起こっているからです。そして、〝ループ〟のキーワードが、りんご。

　〝ループ〟を起こしたい、時間を巻き戻したいと願う者の手にもたらされるとの事。これは……まずは、りんごの事を知らなくてはいけません!!　ＹＥＳ!!




やにお：なるほど。〝林檎〟について調べる、と。真面目ですね。

有世：はい♡

矢野：真面目なんだけど、でもさぁ……これ……（笑）。




栄養：ビタミン、カリウム、ペクチン、リンゴ酸さん、食物繊せん維い

効こう果か：あらビックリ！　疲ひ労ろうをスムーズにとりのぞいてくれます。女じよ性せいに嬉しい！　美び肌はだ効果もあるんです!!　お食事中の方はごめんなさい！　便べん秘ぴも解かい消しようスッキリポン！　エリート Put your hands up！　口こう臭しゆう予よ防ぼうでお口フレッシュ！

　とにかく素す敵てきな果物のようです。良い所しか見つかりません。




天：うん……うん？

あづさ：これ、普通の林檎の話だよね。

有世：そうだよ？

あづさ：えっと、わたしたちの関わってる〝林檎〟はレネゲイドの結けつ晶しようだと思うけど。

やにお：ていうか、エリートはどんだけ口臭気にしてるんですか（一同笑）。

矢野：一巻でもミントガム嚙かんでたもんなぁ（笑）。




　だがしかし!!　弱点がありました!!

　高温ＮＧ!!　湿しつ度どの低い所ＮＧ!!

　禁きん断だん!!　これ禁断!!

　破は壊かいしたり捨すてたりしても、いつの間にか持ち主のもとに戻ってきてしまうのなら──。

　ガスバーナー!!　除じよ湿しつ器き!!




天：うん……うん？

矢野：本当の林檎とレネゲイドの〝林檎〟の話がシームレスに（一同笑）。

有世：なので、紅ちゃんのトランクにガスバーナーと除湿器が増ふえました♡

天：ガスバーナーで林檎炙あぶったら、美お味いしくなっちゃうよ。

あづさ：シナモンとかふりかけたら、もう最高じゃん！（一同笑）

天：すごいな。ナチュラルに話が混こん線せんしてきて、なんかドライヴ感ある（笑）。

矢野：そうだね……（笑）。

やにお：続きまして……おや、前からあった、「Topsecret スパイ'sアイテム」のコーナーに、アイテムが増えてますね。

有世：はいっ♪　スパイとして、入念な準備をしてきました！




Topsecret スパイ'sアイテム（追加分）




やにお：増えたアイテムは……ああ、これですね。まず、バーナーと除湿器（一同笑）。

矢野：ああ、さっきのね（笑）。

あづさ：……この、観光地の写真撮さつ影えい用みたいなパネルは？

有世：それはね、葉っぱじゃ顔隠せない、って言われたんで、用意したの！

あづさ：うん、今度は顔だけ丸出しだけどね（一同笑）。

矢野：林檎とバナナ……これはおやつですか？

有世：えっと、林檎は、攪かく乱らんのためです！

やにお：……はい？

あづさ：本物の〝林檎〟がどれだか敵てきを混乱させる、みたいな話か。

有世：そう！

やにお：え？　そうすると、バナナの意味が余よ計けいにわからなくなるんですが。

有世：バナナは、林檎のお友達だからです♡

やにお：ちょっと意味がわからないです。

天：林檎からエチレンガスが出るから、バナナが成せい熟じゆくするって意味かな……。

有世：あと、バナナは昔、神様だったって聞いたんで♡

あづさ：何の話？

天：……ポリネシア神話か何か？

やにお：「原始、女性は太陽であった」みたいな話ですか？

有世：よくわかんないけど、聞いたんです。

あづさ：なんなんだろう……（笑）。そして謎なぞのアイテム、きびだんご。

有世：それは……秘密です♡

やにお：秘密アイテム！　気になりますね（笑）。

あづさ：嫌な予感しかしないなぁ……（笑）。

やにお：では、今回の有世ノート、シリアス編。いよいよ……最後の……（ページをめくりかけて固まる）……コー……ナー……。

一同：これは……！（ざわめく）




紅'sフィールドデータ

　とってもステキな人達に出会いました。

　このチームで高校野球優ゆう勝しようを狙ねらえるかもしれません!!　土なんていらないわ！




あづさ：ま、まさかの……（笑）。

天：野球コーナー……っ！（一同爆笑）




　──そう。そこに書かれていたのは、なぜか野球のユニフォームを纏まとったＰＣたちのイラスト。そして、各選手（？）の紹しよう介かいだったのだ。




矢野：秋雨、二五歳さいなのに……高校野球優勝狙ねらっちゃうのかぁ……（笑）。

やにお：一応、公式戦には出られない、ってあたりが「土なんていらないわ！」なんじゃないですかね（笑）。で、では……紹介見ていきま……しょうか……。




一番ピッチャー　緋蜂紅

　私はチームのリードオフマン！　打線をひっぱり波を作ることが役目だと思っています。先せん陣じんを切ってミッションに挑いどんでいきます。

　残念ながら、ストライク直球勝負しかできないピッチャーです。

　でも、私には信じられる仲間がいます。どんなに強い打球でも、必ずキャッチしてくれる仲間が！




やにお：なんかイイこと言ってる！

矢野：うん。そうだね。野球の話だけどね。俺たちＵＧＮだけどね（一同笑）。

あづさ：このエース、打たれる気満々なんですけど（一同笑）。

有世：バックを信しん頼らいしてるんだよ♡




四番キャッチャー　鳩宮アンゼリカ（幸子）




あづさ：うん、幸子じゃないから（一同笑）。

有世：そっくりだからね！　どうしてもね！

あづさ：そして、ポジションに納なつ得とくいかないものが……。

矢野：四番でキャッチャー。

天：ドカベンと同じだね。




　彼かの女じよはチームのエンジェルフェイス！　天使のような可愛かわいさで相手を打うち砕くだくこと、一瞬にして流れを変えるビックリＨＲホームランを打つことができます。

　私のすべてを受け入れてくれる最高のキャッチャーです。彼女のおかげで私がいる。

　頭を使うことがとにかく多く、とっても大変なポジションですが、彼女は逃にげずに成なし遂とげる力を持っています。




やにお：女によう房ぼう役やくなのと、頭ず脳のうプレイが必要なんでキャッチャーなんですね。

有世：そうなんです♡　かしこいし、とっても強いから！

あづさ：ありが……とう……？（[image: ←]釈しやく然ぜんとしない顔）

天：ＩＤ野球！　ノムさんやね。リードとか頭使うからな。

矢野：リードしようにも、直球のストライクしか投げないけどな（一同笑）。

やにお：うん、まあ次にいきましょうか（笑）。




三番ショート　篠月秋雨

　彼はチームのベストヒッター！　謎を解とくために打者を帰す能力に長け、また自ら調べ出しゆつ塁るいすることもできるとても重要な人です。

　正直、プレイボーイなのかプレイボールなのかわからないくらい不思議ですが、治ち療りようも守しゆ備びも上手なショートです。状じよう況きよう判はん断だん力りよくに優すぐれていて、とても頼たよりにしている存そん在ざいです。




天：プレイボーイなのかプレイボールなのかわからない!!（笑）

矢野：俺は自分が何を言われているのかわからないよ！（一同爆笑）

やにお：こう、任務とか捜そう査さとかを野球に例えて……いるというか……。

有世：そうなんです♡

あづさ：じゃあ、高校野球で優勝って一体……？

やにお：つ、次いきましょう、最後は墓守ですね。




五番サード　墓守清正

　彼はチームのビッグスラッガー！　誰だれにも負けないという勝負強さと、強い意い志しがあります。力強いパンチ力、長打力を持っているので、とても心強いです。そして、実は心の優しい人だと思っています。

　どんなに強いホットな打球が飛んできてもキャッチできるサードです。

　ネズミちゃんとのコンビがお似に合あいで、ちょっと癒いやされる時もあります。




天：うん、サードはね、強い打球が飛んでくるからね……（笑）。

有世：（あづささんを向いて）チームができたよ♡

あづさ：どこがシリアスなのか（一同爆笑）。

有世：真剣に考えたんだよ！（一同笑）

やにお：は、はい（笑）。……えー、今回もボリュームたっぷりの有世ノートでした！　有世さん、ありがとうございました！

天：面白かった……（笑）。




　というわけで、大騒ぎの中、「有世ノート」の時間は終わり。

　いよいよ、セッションの準備に入っていきます。



ノムさん　元プロ野球選手・監督の野村克也のこと。









◆Preplay03◆キャラクター成長、紹介




やにお[image: →]ＧＭ：じゃ、ここから名前の表記も「ＧＭ」と、ＰＣ名にしていきますね。

一同：はーい！

ＧＭ：それでは、各ＰＣの、成長報ほう告こくと、それと前回は紅以外のＰＣは自じ己こ紹しよう介かいがなかったので、あらためて軽く自己紹介などお願いします。

有世[image: →]紅：うふふ……♡

ＧＭ：なんか、すごい嬉うれしそうですね（笑）。

紅：そう！　だって、もうみんな仲間だもん！　秘密もないし♡

天[image: →]墓守：そうそう、仲間仲間。フレンド。

矢野[image: →]秋雨：お前はＦＨだろ！（一同笑）

ＧＭ：じゃ、墓守からいこうか（笑）。




◆墓守清正

墓守：あいよ。墓守清正。ＦＨの〝マスターグレイヴ〟。マスターエージェントだ。

あづさ[image: →]アンゼリカ：大物なのです……。

墓守：イエスイエス！　アイアム大物！　コードネームの由来は、体内に、死んだ仲間たちの記憶や能力を持っているから。──エンブレムデータの「濃縮体エンリツチト」の効果で、ＨＰ上昇エフェクト《異い形ぎようの刻こく印いん》の効果を高めている。

秋雨：チルドレン同士で殺し合ったことで能力を高めた……という設定の、ＦＨチルドレン専せん用ようのエンブレムデータ、ッスね。

墓守：そういうこと。ＦＨチルドレンの養成所が、丸ごと実験場にされて、チルドレン同士で殺し合いをやらされた。ただひとり生き残った俺に、仲間の生命力や、記憶の断だん片ぺんなンかが受うけ継つがれた……ってことで、墓場の主マスターグレイヴと呼よばれてる。

ＧＭ：殺し合わせて、生き残ったモノを使う呪じゆ術じゆつ、蠱こ毒どくみたいな感じですね。

墓守：ああ、そンなもんだ。シンドロームはキュマイラ／エグザイル。不死身の生命力と、全身に彫ほり込こまれた骨ほねの刺青いれずみを実体化させた巨きよ大だいな白はく槍そうを使うのが主な能力。

ＧＭ：タフで、デカい武ぶ器き持って……と、わかりやすいキャラですね（笑）。えー、一巻では秘密にしてましたが、ＦＨのキャラクターは、ライフパスの「邂かい逅こう」の代わりに、「欲よく望ぼう」というものを持ちます。これは、ＦＨで成なし遂とげたい、目的や願望を表わすものです。

墓守：うン。俺の「欲望」は「復ふく讐しゆう」。──俺と、俺の仲間たちを、ふざけた実験に使いやがったクソ野や郎ろうに復讐するために行動している。

紅：そうなんだ……。

墓守：ああ。〝マスターマインド〟天船巴に従したがってるのも、アイツが、その「仲間の仇かたき」の正体を知っている、手て柄がらを立てたら教えてやる、って言ってきたからだ。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、成長報告をお願いします。

墓守：あいよ。まず……【感覚】を１上げて、行こう動どう値ちを２点上げたぜ！

秋雨：ああ……足が遅おそくて、遠くを殴なぐれないから……（笑）。

墓守：防ぼう具ぐを買ったンだよ。それで行動値がマイナスになっちまうンで、上げた。まあ、おかげで移い動どう距きよ離りも伸のびたけどな……１メートル（一同笑）。

ＧＭ：よかったね（笑）。

墓守：そんなわけで、買い物のために〈調達〉を５に、あと、槍が命中低いのを補おぎなうために〈白兵〉を７に上げた。

ＧＭ：ほいほい。新しいエフェクトはなし？

墓守：キュマイラの《フルパワーアタック》を１レベルで取得した。セットアップで使用して、攻こう撃げき力りよくが上がるが、行動値が０になるエフェクト。１上がったけど結局０に（笑）。

ＧＭ：まあ、１も０もあんまり変わらないからね（笑）。

墓守：固定ロイスは「仲間の仇」と、上司である〝マスターマインド〟天船巴。それと、「死んだ仲間たち」へのメモリーを持ってる。

ＧＭ：了解です。
















◆篠月秋雨

ＧＭ：では、次は秋雨、お願いします。

秋雨：はいはい。篠月秋雨、ＵＧＮエージェント。主に研究や調査をメインにするエージェントで、緋蜂サンや鳩宮サンみたいな現げん場ばで活躍するタイプじゃないッスね。

ＧＭ：ＰＣとしては、ちょっと珍めずらしいタイプかもしれませんね。

秋雨：そうッスねえ。で、五年前に、妹が死んで……妹を生き返らせるために、「時間を巻まき戻もどすエフェクト」の研究をしてたッス。

墓守：随ずい分ぶんと、夢ゆめみてェな研究内容だな。

秋雨：ま、そうッスね。でも、実じつ際さいに手がかりを見つけちゃったんで……それで、十年前に起きたっていう〝ループ〟について調べるために、ＵＧＮ刻ヶ峰支部にやってきたッス。教師とかは面めん倒どう臭くさいんで、神父に偽ぎ装そうして。別に資し格かくとかは持っちゃいませんけど（笑）。

ＧＭ：はい。秋雨の〝秘密〟は、「十年前の〝ループ〟を調査している」でした。

紅：よかった……もう秘密はないですもんね♡

アンゼリカ：わたしは……秋雨さんは、いまいちまだ信用できないと……（笑）。

秋雨：ひどいッスねぇ（笑）。でも、〝秘密〟はもうないッスよ。安心してください。──んで、シンドロームは、ハヌマーン／ソラリス。風と水……雨を媒ばい介かいに、治ち癒ゆや支し援えん、調査なんかの、小こ技わざをします。自身の戦せん闘とう能力は皆かい無むッス（笑）。

ＧＭ：純じゆん支し援えん系けいですからね。成長はどうしましたか？

秋雨：あれこれレベルを伸のばしましたね。治癒の効果を上げる《ソーマの雫しずく》、ダメージを軽けい減げんする《波は紋もんの方ほう陣じん》を成長。

ＧＭ：支援に徹てつ底ていしてますね。

秋雨：それと、アージエフェクト──衝動ごとに設定された特とく殊しゆなエフェクトを取得しました。衝動「自傷」の、ハヌマーンのエフェクト、《生命の追い風》ッス。

ＧＭ：ＨＰを消費して、仲間ひとりの行動値を上昇させるエフェクトですか。渋しぶいものを。

秋雨：ＨＰさえあれば、かなり上げられるんでね。範はん囲い攻こう撃げきのある緋蜂サンや鳩宮サンを、敵より先に動かしたり、墓守サンの移動距離を伸ばしたり、色々使えそうでしょ。

墓守：おっ！　そりゃあイイな！

ＧＭ：《フルパワーアタック》使ってると、他のエフェクトの効果では、行動値０から変わらないんで、気をつけてくださいね。

秋雨：了解ッス。固定ロイスは、妹と……んー、前はＵＧＮの同どう僚りようでしたが、これは鳩宮サンに変えておきましょう。「■Ｐ：共感／Ｎ：嫉しつ妬と」で。

ＧＭ：嫉妬？

秋雨：彼女は、ほら、叶かなえたでしょ。大切な人を救うって願いを。

アンゼリカ：なるほど……です。
















◆鳩宮アンゼリカ

アンゼリカ：では、わたしなのです。鳩宮アンゼリカ。ＵＧＮチルドレンなのです。

墓守：そっちもチルドレンか。

ＧＭ：幼よう少しよう時にオーヴァードに覚かく醒せいし、組織に保ほ護ごされたのが、チルドレンですね。

秋雨：ＵＧＮチルドレンは「保護」を主しゆ眼がんとして、能力のコントロールや抑よく制せいを教わるのに対して、ＦＨチルドレンは兵士や兵器の「素そ材ざい」として扱あつかわれる……って感じの違いッスかねぇ。それぞれの施し設せつや教育担当によっても色々ありますが。

ＧＭ：そうですね。墓守の場合は、出自が「天てん涯がい孤こ独どく」で、覚醒が「素体」、そして、実際に施設ごと実験台にされたわけです。

アンゼリカ：わたしの場合は、そこまでではないです。訓練は厳きびしかったですが。……それと、ＵＧＮに拾われた七歳さいより前の記き憶おくは、ほとんどないのです。

ＧＭ：断だん片ぺん的てきな記憶──父親の面おも影かげだけがあるんでしたね。

アンゼリカ：はいです。優やさしかった……ような、おぼろげな印象だけあるです。

紅：そうなんだ……。悲しいね。

アンゼリカ：それを悲しいと思ったことはないです。──訓練では優ゆう秀しゆうでしたが、あまり周囲に心を開かないタイプのチルドレンだったです。

紅：でも、私には開いてくれたよね♡

アンゼリカ：……そういうことにしておくのです（一同笑）。

紅：なんで！　親友じゃない！

アンゼリカ：ともかく。チルドレンとして訓練を受けてきて、任務で刻ヶ峰学園に潜入して……そして、〝林檎〟の〝持ち主〟になったです。

ＧＭ：そうですね。〝林檎〟に願った結果、アンゼリカは十回以上……恐おそらくは、何十回も〝ループ〟を起こし、紅を救うために戦い続けました。

アンゼリカ：おかげで経験点がいっぱいもらえたです（一同笑）。

ＧＭ：そうですね（笑）。アンゼリカは、ソラリスの《絶対の恐きよう怖ふ》、Ｄロイス「動物使いマスターテイマー」の《アニマルアタック》などを組み合わせた幻げん覚かくの〝羽根使い〟でしたね。

墓守：ありゃ、痛いたかった。

秋雨：攻撃だけじゃなくて、支援や調査も優秀でしたね。

アンゼリカ：器き用よう貧びん乏ぼうなのです（笑）。……で、成長も、より器用に、オルクスの《束そく縛ばくの領りよう域いき》と《リフレックス：オルクス》を取りました。あと《力の法ほう則そく》を３レベルに。

ＧＭ：相手の攻撃を失敗させるエフェクトですね。羽根で妨ぼう害がいする、アンゼリカらしい。

アンゼリカ：なのです。固定ロイスは、紅と、父です。

ＧＭ：了解しました。
















◆緋蜂紅

ＧＭ：それでは最後に、紅です。

紅：はい！　緋蜂紅、16歳！　エリートエージェントで、スパイです！

ＧＭ：あ、自己紹介はいいです。一巻でやりましたし（一同笑）。

紅：私だけないなんて……！　あ、でも、私は〝秘密〟まだあるんですよ♡

アンゼリカ：他人には〝秘密〟を持つな持つなと言っておいて？（一同笑）

紅：くひひ……そうなの……♡

ＧＭ：前回明らかになった紅の〝秘密〟は──「巨乳を装よそおっているが、パッド三枚まい入りの偽にせ乳ちちである」「犬が大好きだがアレルギーがある」でしたね。

紅：はい♡　あと、ダディとマミィのコードネームも〝秘密〟ですよ♡

墓守：いや、それは別に知らなくてもいいです（一同笑）。

ＧＭ：まあ、別に既き存そんの有名人だったりはしません（笑）。残った〝秘密〟ですけど……今回、少し出てくるかもしれません。

アンゼリカ：おお……気になるのです。

紅：出さない出さない♡　秘密秘密ぅ～♡（一同笑）

秋雨：上じよう機き嫌げんだなぁ……（笑）。

アンゼリカ：よっぽど、他のＰＣに〝秘密〟がないのが嬉しいらしいです（笑）。

ＧＭ：そうですか……（笑）。成長はどうしましたか？

紅：はい！　えっと、いろんなエフェクトの、レベルが上がりました！

ＧＭ：おお、ほんとだ。ダメージを上げる《赫あかき弾》に《クリスタライズ》、ダイスを増ふやす《カスタマイズ》、武器を強化する《聖せいなる血けつ槍そう》に、ＨＰを上げる《ハイパータフネス》まで……軒のき並なみレベルが上がってますね。

紅：はい♡　あと、〈射しや撃げき〉のレベルを上げました。

秋雨：いいッスね。全体的に上がったので、だいぶ強くなってるはずッス。

墓守：一いつ層そうエリートに！

紅：はい！（一同笑）　あ、あと、〈情報：刻ヶ峰学園〉を取ってもいいですか？

ＧＭ：ああ、学園に詳くわしくなったと。いいんじゃないでしょうか、紅らしくて。

アンゼリカ：学園祭の準備で走り回ったから……（笑）。

紅：そうなの♡

ＧＭ：固定ロイスはどうしましたか？

紅：えっと、「両親」と、あと、アンちゃんに！　ずっと友達だよ♡

アンゼリカ：お、おう……（笑）。

ＧＭ：了解です。これで、成長報告は終しゆう了りようになります。
















◆ＰＣ間ロイス

ＧＭ：では最後に、ＰＣ間のロイスを取りましょう。前回はこれもなかった（笑）。

秋雨：どんなＰＣなのか、出てくるまで誰も知らなかったもんなぁ（笑）。

紅：でも、もう大だい丈じよう夫ぶ！　仲良しだから♡

秋雨：墓守サンとは、ちょっと仲良しとは言えないかなぁ……（笑）。

ＧＭ：じゃ、まずは紅からアンゼリカに。

紅：ポジティブは「友ゆう情じよう」！　ネガティブは……う～ん、困る。あ、「偏へん愛あい」で！

アンゼリカ：好かれすぎている（笑）。わたしから秋雨には……そうですね、ポジティブは「有ゆう為い」で。役に立つ。

ＧＭ：け、計算高い……（一同笑）。

アンゼリカ：役に立つことを……色々知っている、と（笑）。ネガティブは「恐怖」です。

秋雨：ああ、噓うそを見み抜ぬかれたトラウマが（笑）。アタシから墓守は、ポジティブは「誠せい意い」。噓つかなそうだからッスね。でも、ネガティブの「隔かく意い」が表になってます（笑）。

墓守：ま、そうだろな。……俺から紅は、ポジティブが「いい子」、ネガティブが「大丈夫か？」（一同笑）　ポジティブが表な。

ＧＭ：なんだそれ（笑）。ま、了解です。それでは、セッションを始めましょう！

一同：おー！
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◆Opening01◆篠月秋雨──新たな〝輪〟




〝ループ〟を発生させていた黒くろ幕まく、尾お嚙がみは倒たおれ、事じ件けんは終わった。

　──はずだった。

　だが、アンゼリカの願いを果たした〝林檎りんご〟は消え、世界はふたたび、赤い光に包まれた。

　そして……時は巻まき戻もどる。新たな〝ループ〟の始まりだった。




ＧＭ：──さて、最初のシーンは、全員登場で、この新たな〝ループ〟の状じよう況きようを確かく認にんする場面になります。侵しん蝕しよく率りつ上げてくださいね。シーンプレイヤーは秋あき雨さめです。

一同：了りよう解かい！

ＧＭ：場所は旧きゆう校こう舎しや、第二音楽室。ＰＣたちの他に、加賀美珠樹かがみ・たまきがいます。っと、墓はか守もりとネズミもいる、でいいですかね。

墓守：ああ。状況は知りたいからな。

ＧＭ：はい。では、珠樹が全員を見回して言います、「結けつ論ろんから言うと、現げん在ざい、新たな〝ループ〟が始まっています。その結果、時間が約一ヶ月、巻き戻っています」

墓守：前は三日、今度は一ヶ月か……。

秋雨：ずいぶんと幅はばが広がったッスねぇ。

紅：今は、春なんだよね！

アンゼリカ：そうですね。前ぜん巻かんのエンディングでは、桜さくらが咲さいていました。

ＧＭ：はい。刻ときヶが峰みね学園の学園祭は、五月なんですね。その一ヶ月前で、今は四月の上じよう旬じゆん。

「──ちょうど、今日が始業式の日になります」と珠樹。

墓守：ふむ、一ヶ月前ね。俺おれとネズミが学園に来たのは、その頃ころだったか。

ＧＭ：ネズミが、怯おびえた感じで墓守の後ろに隠かくれながら「……そうです」と言います。

紅：やんっ、かわいい♡　ネズミちゃん、仲良くしよ？

ＧＭ：「うう、目が覚めたら戦せん闘とうは終わってるし、ＵＧＮばっかりいます……」（一同笑）

墓守：そういや、ネズミは尾嚙との戦闘前に気き絶ぜつしたンだったな。

ＧＭ：そうです。珠樹に負けて。で、目が覚めたら一ヶ月前に巻き戻っていて──。

墓守：目の前には、ソフィア・Ｌ・コードウェル。〝マスターレイス[image: ]ベータ〟がいたわけだ。ま、意味ありげに「新世界」だかなンだか言って、消えちまったが。

アンゼリカ：わたしと紅くれないは、目が覚めたら、ふたりで駅前にいたです。

紅：うん。そこで桜が咲いてるの見たんだよ。

秋雨：アタシは、目が覚めたら死んだはずの羊ひつじ坂ざかサンがいて、自分が支し部ぶ長ちようだと言ってたッスねぇ……で、その羊坂サンは？

ＧＭ：はい、ではここで一いつ旦たん、秋雨の回想シーンに移うつりましょう。その前に、珠樹が言います。「時間がより大きく戻ったことと、もうひとつ、今度の〝ループ〟には、前との違ちがいがあります。……尾嚙支部長が、この世界にはいなかったことになっているんです」
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秋雨：ちょ、ちょっと待ってくださいよ。支部長って──尾嚙サンは？

ＧＭ：「尾嚙……？　えっと、すいません、それって誰だれでしょう」




　「どうしたんですか、秋雨神父──お化けでも見たような顔して」

　そう言って、ＵＧＮ刻ヶ峰支部支部長、羊坂供犠は、小首を傾かしげた。


　　『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・メビウス①　キミだけが望むすべてだから』






ＧＭ：羊坂供犠は、シスター服を着た、二十代なかばの女じよ性せいです。いつも、おっとりと微笑ほほえんだような表ひよう情じようの人ですね。あと胸むねが豊ゆたかです。

紅：きぃっ！（一同笑）

秋雨：あー……お化けでも見たような顔、ッスか。そうッスね。ちょっと、こう、最近色々ね、信じられないようなことがあって……あの、羊坂サン、変なこと聞きますけど。

ＧＭ：「はい？」

秋雨：今日って、何月何日ですかね（一同笑）。

墓守：いいね。タイムリーパーみたいで（笑）。

秋雨：アタシが未来から来たって言ったら信じます？（笑）

ＧＭ：「（深しん刻こくな声で）……秋雨神父、飲み過ぎですよ」（一同爆ばく笑しよう）
















秋雨：あ、はい。ははっ、そうッスよねぇ……（一同笑）。

ＧＭ：羊坂さんは、とても心配そうに秋雨を見ています（一同笑）。ちなみに、時計を見れば、今日が四月の上旬──そうですね、八日だとわかります。

墓守：ま、始業式ってンなら、そのくらいだな。

秋雨：とりあえず、尾嚙サンのことを知らないってのは……《真しん偽ぎ感知》できますかね。

ＧＭ：はい。判はん定ていは省しよう略りやくします。噓うそではなく、羊坂さんは本当に知らないようです。

アンゼリカ：羊坂さんは、いつ頃ごろからＵＧＮ刻ヶ峰支部にいたんですか？

ＧＭ：一年くらい前ですかね。二年前に尾嚙が来て、その後に秋雨、羊坂さん、珠樹の順番に、この支部に来た──という感じです。

秋雨：そうだなぁ……加賀美サンを呼よんでもいいッスかね、状況がおかしいんで、味方が欲ほしいところ。──四月だと、緋ひ蜂ばちサンや鳩はと宮みやサンは学園にいないはずですしね。

ＧＭ：いいですよ。メールなり電話なりすれば、すぐ来ます。

秋雨：じゃ、羊坂サンに「あ、そういえば、加賀美サンに用があったんスよね」と言って、メールしよう……羊坂サンが生きている、と添そえて。

ＧＭ：珠樹は寮りよう住まいなので、すぐに来ます。慌あわてた感じで、走って来て、息を切らせて、羊坂さんを見て、ぶわっ！　と涙なみだ目めになって──。

秋雨：あ、やば（笑）。

ＧＭ：「羊坂さん！　生き返ったんですね！」（一同爆笑）

秋雨：ちょっと、ちょっと加賀美サン、落ち着いて（笑）。

ＧＭ：珠樹は、秋雨の言葉に耳を貸かさず「よかった！　羊坂さんは一度、尾嚙支部長に殺されて、でも、〝ループ〟で生き返ったんですね！　あ、今、ここは〝ループ〟っていって、時間が巻き戻る事件が起きてるんです！」と一気に話す（一同笑）。

アンゼリカ：あーあ……（笑）。

秋雨：加賀美サンを呼んだのは失敗だったか（笑）。羊坂サンはどんな反はん応のうッスか？

ＧＭ：「えっと」「はぁ」みたいな、困こん惑わくした感じです。

墓守：そりゃそうだろ（笑）。

ＧＭ：──が。珠樹が説明を終え、息を整ととのえる間に……どこか、ぼんやりした雰ふん囲い気きになると、次に、こう言います。「あら、珠樹ちゃん。おはよう、どうしてここに？」

一同：ん？

秋雨：今聞いた話を、忘わすれてる……？

ＧＭ：そうです。珠樹も愕がく然ぜんとして「えっ、いや、羊坂さんはだから、一回殺されたんです！」って繰くり返かえすんだけど、やっぱり、すぐに羊坂さんはその内ない容ようを忘れます。

紅：どういうこと……？

アンゼリカ：これは、もしかして──保持者キーパーじゃない、ということですか。

ＧＭ：そうです。

秋雨：〝ループ〟で記き憶おくが失われないのは、一部の、強い意い志しを持った保持者キーパーだけ……。

アンゼリカ：なのです。

秋雨：……加賀美サン、一度、羊坂サン以外で集まって相談しましょう。もしかしたら、緋蜂サンや鳩宮サンなんかの保持者キーパーは、この〝ループ〟にいるかもしれませんし。

ＧＭ：──と、内ない緒しよ話ばなしをするんですね。ＯＫです。珠樹は、涙目になりつつも頷うなずきます。

紅：ショックだよね……。

ＧＭ：とはいえ、珠樹も優ゆう秀しゆうなエージェントですから、「わかりました。鳩宮や、緋蜂がいるなら、学園に向かってくるはずです。探さがしながら一通り調ちよう査さしてみます。後ほど、本部で合流しましょう」と秋雨に言います。

秋雨：すみませんが、よろしくお願いするッスよ。アタシは……適てき当とうに羊坂さんを言いくるめて、どこかに行かせないと（笑）。

ＧＭ：まあ、羊坂さんは普ふ通つうに、「私は、始業式の準じゆん備びとか、教会の掃除とかしますね。新入生が見学に来ますし」と言います。で、微笑んでるような顔で、「──ですので、秋雨神父、お酒を抜ぬいておいてください」と凄すごむ（一同笑）。

秋雨：は、はい……（笑）。

墓守：なんで笑ってンだ、怖こわいよ！

ＧＭ：そういう地顔なんですよ（笑）。──で、去り際ぎわにこう言います。「そういえば、なんだか……わたしの〝オラクル〟──未来視しが、うまくできないんですよ」

秋雨：ん？　どういうことですか？

ＧＭ：「なんだか、〝未来〟が全然見えなくて……こんなこと、今までなかったんですけどねえ」──羊坂さんは、小首を傾かしげながら、出て行きます。

秋雨：……〝ループ〟した世界だから、ですかねぇ。

ＧＭ：──と、そんな感じで、さきほどの場面に戻もどります。
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ＧＭ：では、あらためて、珠樹が「今回の〝ループ〟では、尾嚙支部長はいなかったことになっています」と告げた場面です。

秋雨：羊坂サンの記き憶おくからだけじゃなくて、ってことッスね。

ＧＭ：「そうです。ＵＧＮ支部の記録からも消えていました」

アンゼリカ：四月……だと、わたしと紅は、まだこの学園にはいないはずなのです。

紅：じゃあ、私たちは制せい服ふく着てるけど、生徒じゃない……？（一同笑）

ＧＭ：「それが……」と、珠樹。「今日付けで、つまり始業式に合わせて、鳩宮も、緋蜂も転校してくることになってるんです」

秋雨：来ることになっている、ってのは、学校の記録ッスかね？

ＧＭ：「学校のデータベースも、ＵＧＮの方の記録も、そうなっています」

紅：なんだか、本当に世界が書かき換かわってるみたいだね……。

アンゼリカ：……支部長が、〝林檎〟に喰われたせいなのでしょうか。




　前巻のクライマックス、紅たちに倒たおされた尾嚙筐きよう一いち郎ろうは、その肉体が、何かに〝喰くわれた〟かのように消しよう滅めつした。




秋雨：……かも、しれないッスね。

墓守：ジャームが死ぬと、次の〝ループ〟には残れない、世界からも消えてしまう、か。

紅：そんなの……ひどいよ。

アンゼリカ：尾嚙が喰われた後……〝林檎〟が大きくなって、その後消えたです。

秋雨：ってえと、それで〝林檎〟の力が強くなって、〝ループ〟期間が延のびた、とか。

ＧＭ：珠樹が「ありそうな話ですね」と頷うなずくと、ビクつきながらネズミが「あ、あの……時間だけじゃなくて、場所も、範はん囲いが広がってる……っぽい、ですよ」と。

アンゼリカ：どういうことです？

ＧＭ：「ひっ！」とネズミは墓守の背はい後ごに隠かくれる（一同笑）。

墓守：びびンなって、ネズ公。範囲ってなァ、どういうこった？

ＧＭ：「え、えっと、前の〝ループ〟の時は、刻ヶ峰市から出られなかったんですが……今は、隣となりの町くらいまで行けるみたいです」

墓守：ほう。

ＧＭ：「そこから先に行こうとすると、やっぱり、いつの間にか逆ぎやく方ほう向こうに進んで、戻ってきちゃいますけど。……あ、あの、鼠ねずみを操あやつって調べてました」

アンゼリカ：やっぱり、〝林檎〟の力が増ぞう大だいしているですか……？

秋雨：…………。

墓守：ってことに、なるかねェ。

秋雨：……ま、判はん断だんするにはまだ早いッスね。なにしろ、わからないことばかりッスから。まとめると、「〝今〟は一ヶ月前」「〝ループ〟の時間と空間は拡かく大だいしている」「羊坂サンは保持者キーパーではない」「尾嚙サンに関しての記憶や記録が消えている」って状況ッスね。

ＧＭ：そうですね。

秋雨：で──鳩宮サンは、もう〝林檎〟を持ってない。みなさんもですよね？

紅：持ってないです！

墓守：あァ、ねェな。

ＧＭ：珠樹とネズミも頷きます。ああ、《真偽感知》しますよね、噓うそじゃないです。

秋雨：どうもッス。──で、アタシも〝林檎〟を持っていない。となれば、誰か、新しい〝林檎の持ち主〟がいるってことッス。勘ですが、恐おそらくは──この学園に。

アンゼリカ：まずは、その〝持ち主〟を見つけなければならない……ですね。

秋雨：ええ。それと同時に、〝林檎〟や〝ループ〟についても、我われ々われはもっと知る必要があるッスね。

墓守：わけわかンねェからな、この〝ループ〟は。

秋雨：ええ。それに──前の〝持ち主〟である、鳩宮サンの手から〝林檎〟は消えた。けれど、また新しい〝ループ〟が起こった……つまり、単に願いを叶かなえたり、〝持ち主〟を倒たおすだけでは、この〝ループ〟は終わらない、ということです。

墓守：倒すのは、実は試してないがな。まあ、言いたいことはわかるぜ。

秋雨：そうッスね、とはいえ、捨すてたり壊こわしたりしても意味がないことはもうわかっていますし、一度消えても、新たな〝持ち主〟の元に現あらわれる……としたら、〝ループ〟を終わらせるためには、もっと根本の、原げん因いんを突つき止とめなければならないッス。

アンゼリカ：……そうですね。

秋雨：そして、我々ＵＧＮは、この〝ループ〟を止めたい。……（ＧＭに）このあたりの、レネゲイド濃のう度どの上じよう昇しようは続いてるッスよね？

ＧＭ：はい。依然、〝ループ〟の発生による周囲のレネゲイド濃度は上昇を続けており、危き険けんな状じよう態たいです。今回の〝ループ〟でも、上昇しています。

秋雨：──ＵＧＮは〝ループ〟を止めたい。墓守サンはＦＨだけど、〝ループ〟から出たい、と考えている。協力できますよね。

墓守：あァ。異い存ぞんはねェよ。

アンゼリカ：あ、ここで言っておいたほうがいいかな。ちょっと、ひとつ情じよう報ほうを。

秋雨：はい、お願いします。

アンゼリカ：わたしに〝林檎〟を渡わたしたのは、幽ゆう霊れいみたいな、半はん透とう明めいの女の子だったです。

墓守：幽霊？　……ハチはともかく、シロが幽霊とか言い出して困こん惑わくする（一同笑）。

アンゼリカ：その子は、紅の前にも姿すがたを見せているので、わたしの気のせいではないです。

紅：あ！　そう！　でね、その子はね、尾嚙さんの、昔の知り合いなの！

秋雨：お……それは初耳ですね。

ＧＭ：前巻の最後に、紅が、秋雨の「記憶探索者メモリダイバー」の効こう果かで見た情報ですね。高校生時代の尾嚙とその彼女、そして彼女の親友が見えた場面。

紅：そうなの！　で、その、尾嚙さんの彼女の親友、が、その幽霊の子なの！

アンゼリカ：十年前の事件の関係者で、今も姿を現わしているです。

墓守：なるほどなァ。となると、ソイツのことも調べた方がいいだろうな。

秋雨：そうですね──では、情報を共有しつつ、調査を進めていきましょう。……まずは、〝林檎の持ち主〟を見つけるのが最さい優ゆう先せんですかね。

ＧＭ：珠樹が、「前回も苦労しましたし、そう簡かん単たんには見つからないでしょうね」と。

秋雨：じゃ、ま、無理はしないで、でも、がんばりましょうかね。

一同：──はい！




　飄ひよう々ひようとした、けれど決意を秘ひめた秋雨の言葉に、その場の面々は頷うなずいたのだった。







◆Opening[image: ]◆緋蜂紅──きびだんごの誓ちかい




　方ほう針しんが決まり、動きだそう──としたところで、紅が、一歩、踏ふみ出だした。




紅：──あ、ちょっと、わたしからみんなに言いたいことがあります！

秋雨：おや、どうぞ。

紅：……ふふ……いひひひひ♡（一同笑）

墓守：いきなり笑い出したぞ（笑）。

アンゼリカ：……なんですか、紅？（[image: ←]疑うたがわしい顔）

ＧＭ：珠樹が「エリートエージェントの緋蜂が何か発言するぞ！」と、期待した感じで、目をキラキラさせて紅を見ます（一同笑）。

墓守：お前、まだハチにそンな印象なのかよ！（笑）

ＧＭ：そうですよ。前回も最後で名めい推すい理りで犯はん人にん見つけてますしね（笑）。

紅：この、不思議な現げん象しよう……〝ループ〟を起こしてるのはね──あの〝林檎〟なんです！

秋雨：そうッスね。

紅：それでね！　あの〝林檎〟は、叶かなえたい願いを持った人のところにあらわれて、それで、時間を巻き戻しちゃうんです。それで、捨てたり、壊したりしても……なんと！　また、〝持ち主〟のところに戻ってきちゃうんです。

墓守：お、おう。

アンゼリカ：……その話、さっきしませんでしたか（一同笑）。

紅：えっと、それでね……今、新しい〝ループ〟が始まったでしょ？　これって、また新しい、〝林檎の持ち主〟が選ばれた、ってことだと思うんです。

墓守：……せ、せやな。

紅：でも、その人が願いを叶えても、また次の〝持ち主〟のところにいっちゃうかもしれないでしょう？　だから、〝林檎〟そのものを、なんとかしないといけないんです！

アンゼリカ：紅。それ、さっき秋雨が言ったこと、そのまんまなのです（一同笑）。

秋雨：いや、いいです、続けてください（一同笑）。

紅：えっと、それでね、私、〝林檎〟について調べてきたんです！

アンゼリカ：……あっ（察し）。

ＧＭ：じゃあ、ネズミが「さすがエリートエージェントです！　すごいです！　すごすぎます！」っと目を輝かがやかせますよ。

紅：はい！　あのね、まず、高温に弱いんです！

秋雨：あ……はい。

ＧＭ：ネズミは「レネゲイドの結けつ晶しようにそんな弱点が!?」と驚きよう愕がくします（一同爆笑）。

紅：そうなの！　あとね、湿しつ度どが低いのにも弱いんです！

ＧＭ：「す、すごい情報です！　すごすぎます！」と感かん嘆たんするネズミ。一方、同じように感心しながら聞いていた珠樹が、そこで「……あれ？」って顔になります（一同笑）。

秋雨：あ、気づいた（笑）。

ＧＭ：「えっと、あの、緋蜂……さん？　あの、その林檎って、どの林檎の話？」（一同笑）

紅：赤い林檎の話ですっ！（一同笑）

ＧＭ：ネズミは真面目に「なるほど、あの〝林檎〟は赤いです。赤すぎます！」と頷いていますが、珠樹は困惑した顔でアンゼリカを見ます。

アンゼリカ：……紅の言うことは気にしないでいいのです（一同笑）。

紅：だから、ガスバーナーと除じよ湿しつ器きを用意したんです！

秋雨：……なるほど、じゃあ、〝林檎〟を見つけたら試してみましょうね、と、アタシは優やさしい顔で答えておくッスよ（一同笑）。

アンゼリカ：……紅、話っていうのはそれだけですか？　時間の無む駄だなのです。

紅：幸子ひどい……。

アンゼリカ：アンゼリカです。

紅：それからね、もうひとつあるの！　あのね、私たちはこれまで、お互たがいのことを、疑うたがい合っていたでしょう？

アンゼリカ：今でも別に信じ合ってはいないです（一同笑）。

紅：だめよ！　あのね、お互いに、疑って……えっと、ギ、ギ……ギ……。

一同：……？

紅：ギゴコウチョクになっていたんです！

ＧＭ：はい？

墓守：……なンて？

アンゼリカ：疑ぎ心しん暗あん鬼きです。

紅：それだ！（一同爆笑）

ＧＭ：すごい！　「ギ」しか合ってない！（一同笑）

墓守：何と何が混まざって「ギゴコウチョク」になったんだ……？

秋雨：疑心暗鬼と死後硬こう直ちよくかな……（笑）。

アンゼリカ：やめるです！　みんな、紅をそんな目で見るなです！　紅は新しい〝ループ〟で、今ちょっと混こん乱らんしてるだけなのです！　紅は本当はできる子なのです！（一同笑）

紅：でも！　今の目的は、〝ループ〟を止めることで一いつ致ちしてます！（[image: ←]くじけない）

アンゼリカ：それもさっき、秋雨が……いや、いいです。最後まで言うです（笑）。

紅：だから、ＵＧＮとかＦＨとか関係なく、みんなで協力しましょう！

墓守：おかしい、さっき聞いたような……時間がループしている？（一同笑）

紅：じゃあみんな、人差し指出して！

一同：……？




　実じつ際さいに、テーブルの上に、人差し指を差し出す有世さん。

　その指をどうしたらいいのか……全員、困惑しています。




紅：ほらほらっ！　出して出してっ♡

秋雨：えーと、同じように人差し指を、出す……？

紅：そうそうっ♪　ほらほら、みんな♡

ＧＭ：え、俺もですか？　あ、ネズミとか珠樹の分か……（困惑しつつ指を出す）。

紅：はい♪　そしたら、重ねて♡

アンゼリカ：これ、円えん陣じん組んだり気合入れる時のアレですか……？　でもなんで指……。

紅：重ねたね！　じゃあ、いくよ……せーの──。

一同：!?




「せーの」と言われても、我々、なんの打ち合わせもしていない。

　全員が困惑する中、有世さんの声だけが響ひびいた。




紅：きびだんごの誓い♡

アンゼリカ：…………………………はい？

墓守：………………うン？

秋雨：……なに？

紅：フゥ～ッ♡　……あれ、なんでみんな言わないの？

ＧＭ：ちょ、ちょっと待ってください。ひとつも意味がわからない！（一同爆笑）

紅：……あれ？　あれ、ちょっと待って？

秋雨：す、すごい、本当に、まったく、意味がわからない！（爆笑）

アンゼリカ：どういうことなんですか……どういう……。

墓守：きび……だンご？　って、新しいスパイグッズに入ってた奴やつ……？

紅：え、あれ？　あれ……ええと、みんな、ピーチ太た郎ろうって知ってるよね？

ＧＭ：急に何の話!?（一同爆笑）

アンゼリカ：え、桃もも太た郎ろう？　それで、きびだんご……？　え……？

紅：しーっ♡　あのね、ピーチ太郎は、ひとりじゃ鬼おにを倒たおせなかったんです♡




　そう解かい説せつしながら、鞄かばんをごそごそと探さぐる紅（有世さん）。

　そして、出てきたのは──。




墓守：きびだンごだァ────────っ!?（一同爆笑）

秋雨：ほっ、ほんとに出て来た……どういうこと……っ（爆笑）。

紅：ピーチ太郎は、仲間の、猿さるさん、雉きじさん、犬さんがいたから、鬼を退たい治じすることができたんです♡　ねっ？（きびだんごを全員に配っていく）




　ちなみに、有世さんは実際に駄だ菓が子しの「きびだんご」を購こう入にゆうしてきていた。

　これを買うのに、すごいたくさんお店を回って探したらしいです。

　そして、そのきびだんごを受け取る我々の困惑した表情。




紅：ね？　仲間って大事♡

アンゼリカ：あの、紅、お話し中申もうし訳わけないんですが、ちょっといいですか？

紅：なになに♡

アンゼリカ：桃太郎の話っていうのは、獣けものを餌え付づけした話ですよね（一同爆笑）。

紅：ええっ！　ちがうよ～！

アンゼリカ：わたしたちを、猿とか犬だと思ってるってことですよね？（一同笑）

紅：ちがうちがう。みんなピーチ太郎♡

アンゼリカ：いや意味わかんないです！（一同笑）




　ちなみに、なぜ桃太郎と言わず、ピーチ太郎なのか、後で確認したところ、

「他の作品のキャラクター名を出すのはまずいと思ったので」

　だそうです。




秋雨：はぁー……はぁ……ダメだこれ、もう、苦しい……（[image: ←]笑いすぎてぐったり）。

墓守：すげェな。なンというか、もう、すごい。ロックを感じる。

紅：それでね、私、みんなと仲良くなるために、カードを書いてきたの。

ＧＭ：まだ出て来た！（一同笑）




　きびだんごに続き、全員に渡わたされたカード。

　それは、紅から、それぞれのＰＣに向けたメッセージカードだった。




アンゼリカ：わたしの宛あて名ななのですが……。

紅：うん♡

アンゼリカ：幸子ではなくてアンゼリカです（一同笑）。




DEAR：アンちゃん（幸子）

　これからはずーっと一いつ緒しよだよ♡

　大好きだよアンちゃん♡　絶ぜつ対たいにループを止めようね!!

　Ｐ．Ｓ．パッドいつでも貸かすからネ!!




アンゼリカ：それと、わたしはちっぱいに誇ほこりを持っているのでパッドはいらないです。

紅：マミィおすすめなのに……（一同笑）。

墓守：俺の方も宛名が……「DEAR：お墓はかくん」ってなってる（笑）。




DEAR：お墓くん

　私たちは同じ刻ヶ峰学園の生徒だよ！　一いつ緒しよに協力し合って〝ループ〟を止めようね!!

　Ｐ．Ｓ．ネズミちゃんにはもう告白した？




アンゼリカ：下げ世せ話わな好こう奇き心しんが前に出すぎなのです（一同笑）。

ＧＭ：ゴシップに興きよう味み津しん々しんですね（笑）。

秋雨：アタシのは、まあ、普通……ですかね。




DEAR：秋雨さん

　頼たよりにしてます秋雨さん！　協力し合ってループを止めましょう！　アーメン!!

　Ｐ．Ｓ．ワインのかわりに野菜ジュースにしてみませんか？




紅：ネズミちゃんのもあります！　どうぞどうぞ！（ＧＭに渡わたす）

ＧＭ：あ、どうも、ありがとうございます（笑）。怯おびえつつ、受け取りますよ。

紅：きびだんごもどうぞ♡

ＧＭ：あー……（考えて）……じゃあ、ネズミは「こ、これ、なんですか？」と後ずさる。

紅：きびだんごだよ♡　食べて食べて～♡

ＧＭ：……ネズミは受け取りません。怯えた感じで、墓守の後ろに隠れる。

紅：あれっ？　なんで～っ!?

秋雨：あー……なるほど、ね。

ＧＭ：──と、そこで、紅を、珠樹がチラッ、チラッと見ています。

紅：……あ。

ＧＭ：「私には手紙ないのかな～、どうなのかな～」チラッ（一同笑）。

紅：ご、ごめんなさい……（一同笑）。

秋雨：あ～、これね、各プレイヤーに一通、ＧＭに一通、で考えたから……こうなったんだろうね。仕方ないね……（笑）。

ＧＭ：「……いいんです、どうせ私なんて、敵てきに操あやつられてしまうようなダメダメなエージェントなんで……」珠樹のおでこが光を失っていく……。

アンゼリカ：おでこが……（笑）。

紅：あっ、あのね！　私……エリートエージェントって呼よばれてるでしょう？

アンゼリカ：はぁ……呼ばれては、いますね。

紅：でもね、それって、私ひとりの力じゃないの！

墓守：お、おう。

紅：私を助けてくれる、周りの力があるから、だから任にん務む達たつ成せい率りつ[image: 100]％にできたの！

ＧＭ：いい話ですね。

紅：みんなで力を合わせて、〝ループ〟を止めましょう！

アンゼリカ：だから、それはさっき秋雨が……まあいいです。そうしましょう（笑）。

秋雨：そうッスね。じゃ、とりあえず……始業式、行ってらっしゃい（一同笑）。

紅：そうだね。始業式出よう、アンちゃん！

ＧＭ：珠樹が「ていうか、秋雨さんは行かないんですか？」と。

秋雨：アタシ、別に担たん任にんとか持ってないですし。

ＧＭ：「いや、普通に先生も全員出ますし。羊坂さんも出ますよ。シスターがいるのに、神父がいないなんて……」

秋雨：いや～……その、なんですかね。一ヶ月前に戻ったってことは、一ヶ月前に、つい空けちゃった、秘ひ蔵ぞうのワインも戻ってるっていうか（一同笑）。

アンゼリカ：ろくでもない神父なのです（笑）。

ＧＭ：ま、実際、どっちでもいいですよ。珠樹は風紀委員長なので、出席して、壇だん上じようで挨あい拶さつしたりする予定ですが、墓守なんかはどうせ行かないでしょ。

墓守：だな。

紅：しょうがないな～。アンちゃん、行こっ♡

アンゼリカ：そうですね。本当はいないはずの時間に転校すると、どうなるのか……紅、油ゆ断だんしてはいけないですよ。それと、〝持ち主〟の手がかりを見み逃のがさないよう……。

紅：だいじょぶだいじょぶ～♡

秋雨：……やれやれ、ですね。




　アンゼリカの手を引き、紅は駆かけだしていく。

　その背せ中なかを見送って、秋雨はうっすらと、遠い目をして笑った。







◆Opening02◆緋蜂紅と鳩宮アンゼリカ──〝林檎〟




　紅は決意していた。

　必ず、〝ループ〟を止めてみせる。

　まずは、〝持ち主〟を見つけ出す……難むずかしいだろうが、やり遂とげるのだ。




ＧＭ：さて、紅とアンゼリカは、始業式の行なわれる、講こう堂どうへとやってきました。

アンゼリカ：本来なら、わたしたちはいないはずですが……。

ＧＭ：はい。ですが、あなたたちが講堂に入ると、二年Ａ組の担たん任にん、眠ねむ木き先生が、「……おー、今日から来るっていう転校生たちか」と声をかけてきます。

紅：ちゃんと来ることになってるんだよね。

アンゼリカ：加賀美がそう言ってましたね……。

ＧＭ：その珠樹は、前の方、生徒会役員とかが並ならんでいる場所に向かっています。

墓守：あー……ソフィアはいるのか？　アイツ、生徒会長だよな。

ＧＭ：いますよ。平然とした顔で（一同笑）。

秋雨：あの人が、〝持ち主〟として一番怪あやしいんスよねぇ……。

ＧＭ：珠樹もそう思っているようで、探さぐるような視し線せんを向けつつ、とはいえ、公こう衆しゆうの面前で何か仕し掛かけるわけにもいかず、という感じですね。

紅：そっか。あとで話聞かないと。

ＧＭ：てなとこで、眠木先生が「……じゃ、とりあえずクラスのとこ、行くか。紹しよう介かいは後で、教室に着いてからちゃんとするわ……あー……どっちが緋蜂で、どっちが鳩宮？」。

紅：私わたしが緋蜂紅です！　ス……スパイじゃないです！

アンゼリカ：…………疑うたがわしい視線を紅に向けているです（一同笑）。

ＧＭ：眠木先生は「あー……そう」とだけ答えて、クラスの方に向かいます。

墓守：相変わらず無気力で好感の持てる先生だ（笑）。

ＧＭ：さて、歩いていくと、見覚えのある、二年Ａ組の生徒たちが並んでいます。

墓守：ギャル山さンとかね。

ＧＭ：誰だそれは。

紅：宇う津つ木ぎちゃんね！　ギャルの子！　宇津木椎しい子こちゃん。

墓守：そうか。ギャル山ギャル子で覚えてたわ。

秋雨：そんな名前、一巻かんで一ひとッ言ことも出て来てないからな！（一同笑）

ＧＭ：で、その名前の出た宇津木ちゃんが、「お～、転校生、ふたりもいるんだ～」と。

紅：よろしくね♡

ＧＭ：眠木先生は「紹介は後でするから」とだけ言って、教員の並ならぶ列へと眠ねむそうに歩いて行きます。で、宇津木ちゃんはニコニコして「よろしく～」とか言ってきますね。

紅：ええ子や～！

ＧＭ：で、その向こうから、男子生徒──阿玉弾児あだま・だんじくんですね──も、人なつっこい感じで、「おー、よろしく！」と。前に会った時より、明るい感じ。

紅：……明るいんだ。（ひそひそ声で）……ねえ、一ヶ月前って。

アンゼリカ：（ひそひそ声で）……確たしか、事じ故こで怪け我がをしたのがそのくらいだったはずです。

紅：（ひそひそ声で）だよね……だから、ちょうど、事故の前に戻もどってるんだよね……？

ＧＭ：よく覚えてますね（笑）。──さて、阿玉くんが声をかけたところで、宇津木ちゃんが、からかうように「可愛かわいい女子ふたりで嬉うれしいっしょ？　あ、阿玉っちには、伊い武ぶっちがいるから関係ないか～」と言います。で、周りが、ひゅーっ、って騒さわぐ。

秋雨：小学生か！（笑）

ＧＭ：周囲が、話題のふたりを見る。阿玉くんは「うっせーよ！」と赤面して──。

紅：かわいい～♡

ＧＭ：伊武麻ま衣い子こは──カッ！　と、目を見開いて、紅とアンゼリカを見てる。

紅：ん？

ＧＭ：「どうして緋蜂さんと鳩宮さんが一緒に転校してくるの？」

紅：えっ!?

ＧＭ：「どうして、四月に、ふたり一緒に転校してくるの？」

紅：アンちゃん、これおかしくない？

アンゼリカ：……そうですね。

紅：ねえ、伊武ちゃんはどうして私たちのこと知ってるの!?

ＧＭ：「どうして質しつ問もんに質問で返したの!?」（一同爆ばく笑しよう）

秋雨：な、なんだこの会話……（笑）。

ＧＭ：周囲は、わけのわからない会話なので、呆ぼう然ぜんとしています。で、焦あせった顔で、伊武が、「ちょっと来て！」と、紅とアンゼリカを引ひっ張ぱっていこうとします。

紅：ついてく！




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──では、講堂を出て、体育館の裏うらに来ました。「どういうことなの？　あなたたち、何か知ってるの？」

アンゼリカ：……なんのことなのです？

ＧＭ：「時間が巻まき戻もどってることよ……知ってるんじゃないの？」

アンゼリカ：どうして、あなたは、わたしたちのことを知っているですか？

紅：私たちが出会うのは、もっと先だよ。

ＧＭ：「どうして、って……だって、昨日まで、同じクラスにいたじゃない？」

アンゼリカ：でも、今は──。

紅：まだ四月だよ？

ＧＭ：「ひっ、怖こわい！　この人たち！」（一同爆笑）

墓守：お互たがい、自分の視し点てんからは普ふ通つうに喋しやべってるのに、すごい嚙かみ合あわない（笑）。

ＧＭ：「……ま、まさか、クラスのみんなの記き憶おくを消したってこと？」（一同笑）

墓守：面白いなーこの子（笑）。

ＧＭ：「学園が狙ねらわれて、謎なぞの転校生が……！」と、顔が真まっ青さおになっているよ。

アンゼリカ：落ち着くです。繰くり返かえしますが、今は四月です。

ＧＭ：「なんで四月に戻ってるのよ!?」

アンゼリカ：こっちが聞きたいです！（一同笑）

紅：落ち着いてアンちゃん！　彼女も混こん乱らんしてるんだよ！

ＧＭ：「……最初は、昨日までのことが夢ゆめだったのかって思ったの。でも、学校に来たら、いないはずの、あなたたちが来て……どういうことなの……」

紅：実を言うとね……時間が巻き戻ってるんだよ♡

ＧＭ：「どうしてそんなことが……？」

紅：（不思議そうに）なんでだろう？（一同笑）

アンゼリカ：ちなみに、伊武は、いつからの記憶があるですか？

ＧＭ：「いつから、って、どういうこと？」

アンゼリカ：……昨日までの三日間、どうしていたです？

ＧＭ：「どう、って……ええと、三日前に、緋蜂さんが転校してきて──」

紅：うん！

ＧＭ：「で、自じ己こ紹介だけして、コスプレ衣い装しようだけ置いて、その後は全然来なくて……」

紅：うん!?

秋雨：一巻での〝ループ〟でいうと、二周目の話ですね、これ。

墓守：一周目以前の記憶はない、わけだ。

ＧＭ：「──で、学園祭の前日の夜に、急に周りが赤く光って……朝になって。混乱してたら、また世界が赤く光って……一ヶ月前に、なってた」

秋雨：三周目は、初日の朝に始まって、朝に終わってますからね。二周目の時点で保持者キーパーになっていた、ということッスね。

ＧＭ：はい、そういうことです。

紅：どうしよ、どう説明したらいいかな……。

ＧＭ：「もう、わけわかんないよ。時間は変に巻き戻るし、今朝は、起きたらなんか、変な林檎みたいなものが手元にあるし」

紅：ん？

アンゼリカ：やはり……です。

紅：〝林檎〟持ってるの!?

ＧＭ：「え？　う、うん……」

紅：ちょっと待って！　トランクからバーナーを取り出す！（一同爆笑）

ＧＭ：「えっ!?　な、何っ!?」伊武は、ざざーっと後ずさります（一同笑）。

紅：大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫だから落ち着いて！　トランクから除じよ湿しつ器きも出す！（一同爆笑）

アンゼリカ：紅が落ち着くです！

ＧＭ：「なに？　どういうこと？　『林檎は消毒だー！』みたいなことなの!?」（一同笑）

紅：いいから！　大丈夫だから！（バーナーを構かまえる）
















アンゼリカ：紅！　くーれーなーいっ！

紅：止めないで！　だって、あれ焼いちゃえば、全部終わるかもなんだよ!?

アンゼリカ：いいから手を離はなすです。

紅：止めないで────────っ!!




　バーナーを構えた紅、それを羽は交がい締じめで止めるアンゼリカ。

　伊武麻衣子、高校二年生。ドン引きであった。

　ちなみに矢野と天は爆笑している。




アンゼリカ：落ち着くです。あれは〝林檎〟と呼よばれているだけで、林檎ではないです。

紅：えぇっ!?（一同笑）

ＧＭ：「え、これ林檎じゃないの!?」（一同爆笑）

紅：どういうことアンちゃん？

アンゼリカ：……食べられないです。

紅：そっか。

一同：納なつ得とくするのかよ!!（爆笑）

紅：じゃあ……私が調べてきたことは、なんだったの……？

アンゼリカ：知ち識しきがひとつ増ふえたです。

紅：ほんとだね！　よし！

秋雨：な、なんだ、この教育番組みたいな流れ……（一同笑）。

墓守：深いな。林檎に見えるけど林檎じゃない……アニメだけどアニメじゃない……。

ＧＭ：うるさい（笑）。──えーと、伊武は困こん惑わくしてます。

秋雨：そりゃそうだ（笑）。

ＧＭ：で、「あなたたちの言ってること、よくわからないんだけど、この〝林檎〟が何か、事じ件けんに関係してるのね？」。

アンゼリカ：そうなのです。

ＧＭ：「あと、わたし、急に視し力りよくがよくなったんだけど」

アンゼリカ：何の話ですか（一同笑）。

ＧＭ：「昨日までコンタクトだったのに、急に視力がよくなって、今日は裸ら眼がんなのに、前よりよく見えるし、体の動きも妙みようによくなった、ていうか、力が出で過すぎて気持ち悪いし」

紅：それって……。

ＧＭ：「あと、うっかり包丁で指切ったら、あっという間に傷きずが治ったんだけど」（一同笑）

紅：それ、オーヴァードになったんじゃない？

ＧＭ：「オーヴァード？」

アンゼリカ：……とりあえず、その〝林檎〟は危き険けんなものなのです。こっちに渡わたすです。

ＧＭ：「あなたたちを信用していいかどうか、わからないんだけど……」

墓守：そりゃそうだ。

ＧＭ：「でも、ま、いいわ。はい」と、〝林檎〟を出して、手渡します。

紅：渡してくれた！

秋雨：まあ、思い入れのあるモノでもないでしょうしね。

アンゼリカ：……（紅に）これで、〝持ち主〟が伊武だと、はっきりしたです。

紅：（ひそひそ声で）ってことは、願いごとはあれだよね……阿玉くんの、事故。

ＧＭ：じゃあ、ひそひそ話をしているふたりに、伊武が言います。「ねえ、それ渡したのと交こう換かん……ってわけじゃないんだけど、わたしからも、ひとつ、頼たのみがあるんだ」

紅：……う。なに？

ＧＭ：「実はね、明日……隣となり町まちで、阿玉が交通事故に遭あうんだ。知らないだろうけど」

アンゼリカ：（ひそひそ声で）知ってるです。

紅：（ひそひそ声で）伊武ちゃんの知ってる私たちは、その話聞いてないんだよ。

ＧＭ：「その事故で、阿玉は大おお怪け我がして……野球部なのに、肩かたを壊こわしちゃうんだよ。わたし、その事故から──阿玉を助けたいんだ」

紅：……アンちゃん、阿玉くんの事故は、〝ループ〟と関係あるのかな？

アンゼリカ：どういう意味ですか？

紅：〝ループ〟が、〝林檎〟があったから、起こった事故なのかな。それとも、元々、彼の……人生に、起こるはずの事故なのかな。

アンゼリカ：事故が起こったのは、わたしが〝ループ〟を起こす前です。だから、関係ないと思うです。

紅：だったら……それを変えちゃうのは、正しいこと、なのかな。

アンゼリカ：…………。

紅：時間を巻き戻して、過か去こを書かき換かえて……いいのかな。

アンゼリカ：紅。……紅を助けるために時間を巻き戻したわたしに、それを聞くですか。

紅：あ……。

アンゼリカ：残ざん酷こくな質問なのです。

紅：そうだよね……。

ＧＭ：「ねえ、ふたりでコソコソ話してるけど、手伝ってくれないの？　手伝ってくれないなら、いいよ」──伊武は、目に、涙なみだと、決意を浮うかべます。「わたし、ひとりでやるから」

紅：──っ！　手伝う！

アンゼリカ：……紅。

紅：手伝うよ……。

アンゼリカ：わたしも、助けられるものなら、助けたいです。……クラスメイトですから。




「よかった！　ありがとう、鳩宮さん！　緋蜂さん！」

　伊武が笑顔になり、飛とび跳はねる。

　それを見つめる紅の瞳ひとみには、まだ、迷まよいが浮うかんでいた……。
















◆Opening03◆墓守清正──過去




　講堂で始業式が行なわれている、その間。

　墓守とネズミは、屋上で過すごしていた。




ＧＭ：ということで、オープニングの最後は、墓守のシーンです。

墓守：あいよ。俺おれは屋上から、講堂を見下ろしてる。

ＧＭ：なるほど。では、そこで墓守の過去がフラッシュバックします。




　──その日、〝施し設せつ〟の子供たちは集められ、こう告げられた。

「殺し合え、勝ち残ったひとりだけ、生きることができる」




墓守：殺し合いをさせるために、連中は様々な方法をとった。脅おどし、すかし、人ひと質じちをとり、恐きよう怖ふや暴ぼう走そうを煽あおるガスなンかも使われてたンだろうな。気づいたら、始まってた。




「妹だけは助けたい」「生きて両親に会いたい」「幸せになりたい」

　様々な〝願い〟が、すべて殺し合いに利用された。

「死にたくないよ！」──墓守を背はい後ごから刺さして、子供が泣く。

「殺したくないんだ」──墓守をかばい倒れながら、子供が告げる。




「ここで一番強い奴やつが生き残るんだ。そうすれば、皆みなの仇かたきがとれる」

〝施設〟で一番、強く、優やさしかった子供がそう言って、墓守に斬きりつけた。

「誰だれかに僕ぼくのことを覚えていて欲ほしい。忘わすれないで欲しい」

〝施設〟で一番、賢かしこく、臆おく病びようだった子供はそう言って、墓守の腕うでの中で死んだ。




ＧＭ：気づくと、墓守は、広い部屋の中央に、膝ひざをついています。周囲には、赤黒い液えき体たいが満たされ、いくつもの、背せ中なかや、頭がそこから覗のぞいている。

墓守：なンで……俺は生きてンだ。なンで、生き残っている……？

ＧＭ：「キミが強かったからだ」──声がします。とても高い場所にある、ガラス張ばりの壁かべから、キミを見下ろす人物がいる。逆ぎやつ光こうで、その顔は見えません。

墓守：てめェがやったのか！　てめェが！

ＧＭ：「そうだね。実験は成功した」──そう、その人物が言うと、墓守の周囲で赤黒い液体が渦うず巻まき、黒く黒く、濃のう縮しゆくされ、粘ねばり着つくようなそれが、墓守の腕に這はい上あがってくる。




　黒い粘ねん液えきが、みずからの意い志しを持つように這はい上あがり、そして──激げき痛つう。

　皮ひ膚ふに、肉に、骨ほねに。黒い粘液が入はいり込こみ、墓守を汚けがしていく。




墓守：これは……みンな、か……？

ＧＭ：骨まで削けずられるような痛いたみと共に、子供たちの能のう力りよく、生命力、そして記憶や感かん情じようの断だん片ぺんまでもが、墓守に刻きざみ込こまれていきます──刺青いれずみとして。

墓守：俺の体が、みンなの墓ぼ標ひようってワケ、か。




　激はげしい苦く痛つうと共に、意い識しきが闇やみに飲まれていく。

　墓守は刻きざみ込こむ。苦痛を、悲ひ劇げきを。そして復ふく讐しゆうの誓ちかいを。決して消えぬように。




ＧＭ：──回想は終わり、春風の吹ふく屋上に場面が戻ってきます。フェンスにもたれた墓守に、ネズミが、おずおずと、「どうしたんですか、ぼんやりして」と尋たずねてくる。

墓守：いや、なに、ちょっとな……狭せまいトコに、ガキを詰つめ込こむのは、嫌なもンだ。

ＧＭ：「あー……狭いところに、子供が……」ネズミも、何か思い出した感じで、「うう、じめじめ……場所……食べ物……取り合い……イヤですねぇ……」と渋しぶい顔。

墓守：ま、色々あらァな。

ＧＭ：「……はい」

墓守：……しばらく無言になってから、頭を搔かいて……そのなンだ、ハチが渡してきた団だん子ご、あれ、喰くわねェのも、なンだ、嫌な思い出とか、そういうンだろ？

ＧＭ：「……自分が、前に人からもらったお菓か子しは、毒が入っていたので」

墓守：文字通り、鼠扱あつかいってワケだ。

ＧＭ：「……お腹なかの中が火傷やけどしたみたいで、血とか吐はいて、大変すぎました。オーヴァードじゃなかったら死んでたと思います」

墓守：簡かん単たんに、もらったモン食うからだ。

ＧＭ：「そうですよね……でも、子供にお菓子とか小こ銭ぜにとかくれる人、ときどきいますし。その時、くれた人も、優やさしそうで、だからきっと、別に悪意とかなくて……」

墓守：街の人間に迷めい惑わくな鼠を退たい治じする、善ぜん意いのつもりだった、ってか？　──ハッ、優しげなツラした大人は、ロクなもンじゃねェよ。

ＧＭ：「……あの蜂の人は、大丈夫だとわかってるんですけど……」

墓守：ま、刷すり込こみってのはそういうもンだ。──コイツなら、毒の入れようもねェしな。と、角かく砂ざ糖とうを放ってやる。

ＧＭ：「角砂糖は美お味いしいです！　甘あますぎます！」飛びついてカリカリします。

墓守：ネズミにロイス取っておくか。「Ｐ：懐かい旧きゆう／Ｎ：無関心」。表は無関心だ。

アンゼリカ：……全然無関心に見えないですけど（笑）。

ＧＭ：ネズミは角砂糖を大事そうに囓かじりながら、周囲を見て、「でも、懐なつかしいですね。ちょうど、マスターと初めて会って、任にん務むに来たのがこの日でした」と。

墓守：あァ、そうだな。一ヶ月前か。

ＧＭ：「マスター、最初は怖こわかったです……」

墓守：あン？　なンでだ、別に怖こえェところなンて、ねェだろうが。

ＧＭ：「だってマスター強そうですし、強い人ってたいてい、悪い人ですし」

秋雨：ＦＨだからなぁ（一同笑）。

ＧＭ：俯うつむき加か減げんに、前まえ髪がみで顔を隠かくして、「──でも、この一ヶ月、楽しかったです」。

墓守：う……。お前……なんだそのセリフ。

アンゼリカ：死し亡ぼうフラグっぽい……（笑）。

墓守：──ハッ！　ネズミが消える!?　お、おい、ネズミ？　どこへ行くんだ!?　光の中へ……？　ああっ！　やめろーッ！　戻ってこーいッ!!（一同爆笑）

ＧＭ：「ど、どうしたんですかマスター！　どうして急にそんな不安定に!?　無関心なんじゃなかったんですか!?」（一同笑）

秋雨：天は、ヒロインが奪うばわれることに耐たえられない男なんだよ……（笑）。

墓守：いいかネズミ、お前は空気のようにおとなしくして、俺の側にいればいいの。

ＧＭ：「は、はあ」

墓守：変なことは考えるな、今回のヒロインになろうとか考えるンじゃない！（一同爆笑）

ＧＭ：「そ、そんなこと考えてないですけど」

秋雨：そりゃネズミは考えてないだろうな（笑）。

墓守：あっ、あとそうだ、お前その、「マスター」ってのやめろ。

ＧＭ：「え、でも、マスターはマスターですし……」

墓守：だってお前、マスターじゃ、俺のコードネームのことなのか、あの、〝マスターマインド〟のクソ女のことなのか、わかンねェだろうが。

ＧＭ：「（愕がく然ぜんとした顔で）ほ、ほんとだ！」（一同笑）

墓守：だろ？　だから、マスターと呼よぶな！　あと、死亡フラグを立てるな！（一同笑）

ＧＭ：「な、なにもしてないのに、ひどすぎます……」と困惑するネズミ。──あと、天、ＧＭ権けん限げんだ。ロイスの表を「無関心」から変えろ（一同笑）。

墓守：なンて横おう暴ぼうなＧＭだ……ッ！（一同笑）

ＧＭ：読者も納なつ得とくしてくれるよ（笑）。……で、ネズミは腕組みをして考かんがえ込こむ。「う～ん……でも、マスター以外に、なんて呼んだらいいんでしょうか」

墓守：なンでもいいよ。マスターじゃお前、『ロビンソン・クルーソー』みてェだろうが。

ＧＭ：「じゃ、じゃあ、四月に会ったから……エイプリル？」

墓守：だからその法ほう則そくが『ロビンソン・クルーソー』なンだよ！　しかも俺がフライデー役かよ！（一同爆笑）

ＧＭ：「う、うう、でも、なんて呼んだら……」と、頭を抱かかえてうずくまるネズミ。考えすぎて、ぷしゅ～っと頭から煙けむりが出て来ます（笑）。

墓守：ああもう、なンでもいいだろうが！　墓守くンでもなンでも！




「あらそう。墓守くんって呼んで欲しかったんですか？」




紅：えぇっ!?

墓守：……ネズミがそう言うのか？

ＧＭ：ええ。ゆら～っと、立ち上がって、微笑ほほえみを浮うかべて墓守を見ます。「それは知りませんでした。わたくしも、そう呼んだ方がいいんですか？」

墓守：…………。

ＧＭ：で、ネズミはそのまま、悠ゆう然ぜんと屋上の端はしまで歩き、周囲をぐるっと見回して。「なるほど。これが、飢餓のインフィニティ・コードというわけですか」

墓守：……〝マスターマインド〟天船巴あまふね・ともえ。

ＧＭ：「ええ、正せい解かいです。驚おどろかないんですね？」

墓守：お前ェのやり方は知ってるからな。

秋雨：でも、どうやって話してるのかね。天船巴は〝ループ〟の外にいるはずなんだよな。

ＧＭ：それは、今はわかりません。で、巴は「〝マスターレイス[image: ]ベータ〟とやりあったそうですね」と墓守に。

墓守：ああ……なンか、お前ェの出で来き損そこないみてェな喋しやべり方かたしてたぜ。

ＧＭ：巴は、ネズミの顔で笑います。「当たらずといえど、遠からず、というところですね」

墓守：どういうことだ？

ＧＭ：「〝[image: ]ベータ〟は、先代の〝マスターマインド〟、綾淵宗二あやぶち・そうじの〝作品〟のひとつなのですよ。わたくしとは、いわば姉妹弟子のようなものでしょうか」

秋雨：綾淵ね……。懐かしい名前だ。

ＧＭ：ま、〝[image: ]ベータ〟の訓練、あるいは製作に、綾淵が関わった設せつ定ていだ、というだけなんで、別に綾淵のことを知っている必要はないです。

墓守：ま、墓守も直ちよく接せつは知らないだろうしな。……で？　巴さンよ、なンでわざわざ、それも、今になって顔を出した？

ＧＭ：「それは──」と、巴が喋しやべり出します。その内ない容ようは──。




　そこでＧＭは、一いち枚まいの紙を、墓守のプレイヤーである天に手渡した。




紅：あらっ、なにっ!?　なにそのメモっ！　ちょっと！　やめて～～～～っ!!（一同爆笑）

アンゼリカ：や、やっぱり……〝秘ひ密みつ〟があったです……（笑）。

紅：噓っ！　ねえちょっと、どうして!?　今日は〝秘密〟ないって言ったでしょ!?

ＧＭ：俺は言ってないです（一同笑）。

墓守：……（渡わたされたメモを読んでいる）……はン、やっぱりな。

ＧＭ：予想通りだったかい。

墓守：ああ、ま、こう来るだろうな、と予想してたぜ……（読んでいる）ふンふン、まあそうだろうな……（読んでいる）あ～……ああ～～～～～～～～～ッ!!（一同爆笑）

ＧＭ：なんだよ！　予想通りなんだろ!?（一同笑）

墓守：いや、予想通りだよ、予想通りなンだけど……あ～～～～……うぼォ～～～～……あ～～……巴、いや巴さン、巴様！　悪いわ～～～～……悪だわ～～～!!

秋雨：黙だまって読めよ！（一同笑）

墓守：（読みながら）なンだと巴、どうして俺がテメェの──お任まかせください！（一同笑）

ＧＭ：はっはっは、大おお騒さわぎだなぁ……（笑）。




　ぎゃあぎゃあ（ひとりで）騒さわぎながら、〝秘密〟のメモを読み終えた墓守（天）。

「予想通り」を連発しながら、息が荒あらくなり、目が泳いでいる。

　天……。なんて豆とう腐ふのように脆もろいメンタルなんだ……。




ＧＭ：読み終わった？　何か質問があれば、別室で伺うかがうよ。

墓守：いや、大丈夫。……いやァ～～～……ホントに巴は、性しよう根ねが腐くさってるな（一同笑）。

ＧＭ：卑ひ怯きよう卑ひ劣れつで売ってるマスターなんで（笑）。じゃ、シーンを再さい開かいしますね。

墓守：いや～、巴ちゃ～ン！　あ、巴ちゃンて呼んでいい？　あ、ありがと！

ＧＭ：言わねえだろお前、そんなこと！　落ち着けよ、シーン始めるぞ！

墓守：うン、大丈夫……（両手で口を押おさえて）噓っ！　巴の性根腐りすぎ!?

ＧＭ：シーン再開するって言ってんだろうが！（一同爆笑）

秋雨：ダメだこれ、天がショックでフラフラになっている……（笑）。

ＧＭ：いいからシーン再開するぞ。──では、一通り話し終えたところで、ネズミが不意に、きょとんとした顔になります。「……どうしたんですか、マスター？　怖こわい顔して」

墓守：（大声で）怖くないッッッ!!（一同爆笑）

ＧＭ：「ひっ！　す、すみません！　ごめんなさい！　ごめんなさい！」──ネズミはしゃがみこんで、丸くなって頭をかばいます（一同笑）。

墓守：あーあーあー、違ちがう違う、ゴメンゴメン、怖くない怖くない！

ＧＭ：「ごめんなさいごめんなさい」カタカタ震ふるえてますよ。

墓守：ほら、な、角砂糖やるから。角砂糖。ほら、角砂糖、角砂糖（次々出す仕草）。

秋雨：何なん個こやるつもりなんだよ！（一同笑）

アンゼリカ：何十個もバラ撒まいている感じのジェスチャーなのです（笑）。

ＧＭ：じゃあ、あのね、墓守のシーン、これで終わりだから。最後、なんか演えん出しゆつどうぞ。

墓守：あ？　ああ～～～～……あぁ～～～～～っ！

ＧＭ：天！　天！（笑）　最後締しめるよ！　屋上から見下ろしてなんか言えば？

墓守：あ～～～～……うわぁ～～～～街は広大だわ～～～～っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：意味わかんねえよ！　（笑）

秋雨：ダメだこれ、天が動どう揺ようしすぎてシーンが終わらないぞ（一同笑）。

墓守：いや、大丈夫！　えっと、えー……（〝秘密〟を見返す）……あァ～～～！　悪い！悪いな～～～！　ＦＨって悪い組そ織しきだな～～～～！（一同爆笑）

ＧＭ：そうだよ（笑）。いいからシーンもう終わるぞ。

墓守：待って！　待って、ええと、ネズミ！　肩をがしって摑つかんで……ええと、まあなンだ。色々辛つらいこともあるけどよ、強く生きていこうぜ、な!?（一同笑）

ＧＭ：「え、っと……はい？」（一同笑）

墓守：なンだ、なンか、食いたいものあるか？　行きたいところとかあるか？

ＧＭ：「ま、マスターが急に優やさしくなりすぎて怖すぎます……」（一同笑）

墓守：怖くない！　もう何も怖くない！

ＧＭ：「マスター……もしかして、死ぬんですか？」（一同笑）

墓守：死なない！　お前も死なない！　誰も死なせない！

秋雨：なんかさぁ……天、お前の〝秘密〟、大体わかっちゃったよ……（一同笑）。

アンゼリカ：こりゃ……ネズミ死ぬな……（一同笑）。

ＧＭ：いいからもうシーン締めるぞ。

墓守：うおーっ！　ネズミ、おンぶしてやろう！　な！　一緒に下りていく！　よし！

ＧＭ：「よし」じゃねえよ！　まあいいや、もうシーン終わり！（一同笑）




　──〝マスターマインド〟天船巴の告げた〝秘密〟、そして──指令。

　ネズミを相手におどけて誤ご魔ま化かしながらも、墓守は、抱かかえた〝秘密〟の重さに、じっとりと、嫌な汗あせをかいていた……。



懐かしい名前　〝マスターマインド〟綾淵宗二は、矢野俊策著『ダブルクロス The 2nd Edition リプレイ・オリジン』に登場した人物である。詳しくは『オリジン』シリーズもしくは『レネゲイズ・アージ』を参照のこと。
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◆Middle01◆イヴの林檎りんご




　旧きゆう校こう舎しや、第二音楽室。

　そこに、紅がアンゼリカと駆かけ込こむと、中には珠たま樹きと秋雨が揃そろっていた。




紅：これ！　これ見てください！（〝林檎〟を差し出す）

ＧＭ：「〝林檎〟！　もう見つけたのですか？　さ、さすがはエリートエージェント……！」と驚きよう愕がくする珠樹（一同笑）。

アンゼリカ：探さがす前に、向こうから来たのです（笑）。

紅：じゃあ、〝林檎〟を──バーナーで炙あぶります！（一同爆ばく笑しよう）

アンゼリカ：く、紅、まだ諦あきらめてなかったですか……（笑）。

ＧＭ：まあ、いいですよ（笑）。しばらく炎ほのおを当てると、〝林檎〟は消えてしまいます。

紅：やった！　やったわ！

秋雨：いやこれ、元の〝持ち主〟のところに戻もどっただけじゃないッスかね……（笑）。

アンゼリカ：……今回の〝持ち主〟は、伊武麻衣子いぶ・まいこという生徒なのです。

秋雨：ふむ……どんな人ッスかね。

アンゼリカ：ごく普ふ通つうの、一いつ般ぱん人じんのようなのです。ただ、ごく最近、オーヴァードに覚かく醒せいしたようです。

ＧＭ：ちなみに、アンゼリカは伊武と連れん絡らく先さきとか交こう換かんしてます？

アンゼリカ：（即そく座ざに）してないです（一同笑）。

ＧＭ：で、紅は、携けい帯たい電話を持っていないと。──じゃあ、特に伊武から連れん絡らくは来ませんね。

秋雨：伊武サンのところに戻ってるっぽい、ッスよねぇ。じゃ、普通に、校内放送で呼よび出だしますよ。第二音楽室まで来てくれ、と。

ＧＭ：はい、では、しばらくして、伊武がやってきます。「ど、どうしてわたしが、神父に呼び出されるの？　一体、何を悔くい改あらためさせられるの……？」（一同笑）

アンゼリカ：ちなみに、ちょっとパニック体たい質しつで、妄もう想そう癖へきがあるようなのです。

秋雨：なるほど、まあ、いいでしょう。そういうのの相手は慣なれてるッス（笑）。

ＧＭ：「あれ、神父だけじゃない。鳩はと宮みやさんと緋蜂さん……それに、風紀委員長？」

秋雨：どうもッス。

ＧＭ：「もしかして、みんな……これの関係者なの？」と、〝林檎〟を取り出す。

アンゼリカ：やっぱり、戻ってたです。

秋雨：伊武サンですね。我われ々われは、その〝林檎〟と、それに関わる事じ態たいを解かい決けつしようとしているッスよ。我々も……学園祭の前日までの、記き憶おくを持ってるッス。

ＧＭ：「……あ、あなたたちは一体、何者なの……？」

紅：スパイだよ！

アンゼリカ：30点減点なのです。今回の採さい点てんには絶ぜつ対たい反はん映えいさせるです（一同笑）。

紅：やめて！　正体を聞かれると、どうしてもスパイって答えちゃうの……！

墓守：どンなスパイだ（一同笑）。

秋雨：ま、そうッスね。じゃあ、伊武サンには、〝ループ〟のこと、保持者キーパーのこと。それに、オーヴァードとＵＧＮのことを、イチからちゃんと説明するッスよ。

ＧＭ：お、イチからなんだ。

秋雨：そうッス。その方が、話が早い。基き本ほんルールブック①に書いてあることを順番に説明する感じで（笑）。──で、信用してもらうために、《竹馬の友》を使うッス。

墓守：相手を友人のように思わせる、ソラリスのイージーエフェクトか。

秋雨：（確かく認にんして）……と、エキストラにしか効こう果かがない、だった。大丈夫ッスかね。

ＧＭ：うん、まあ、実は大丈夫です（笑）。伊武は秋雨を信しん頼らいした感じで、おとなしく話を聞いています。

秋雨：──と、いうわけなんスよ。

ＧＭ：「……つまり、世界には実は超ちよう能のう力りよく者しやがいて、あなたたちはその超能力者の組そ織しきで、時間が巻き戻ってるのは超能力のせいで、わたしも超能力に目覚めた……？」

秋雨：あー、まあ……おおむね、そんな感じッスかね（笑）。

ＧＭ：「そしてわたしは……謎なぞのアイテムを手にし、超能力に目覚めて、謎の組織からコンタクトを受けた……これ、わたし主人公っぽい！」（一同笑）

墓守：まあ、確たしかにそうだな（笑）。

ＧＭ：「わたしの物語が、ここから始まる……！」（一同笑）

秋雨：だが、そうはならなかった……そうはならなかったんスよ（一同笑）。ま、とにかく、アタシたちは、この異い常じような事態を解決したいと考えてるッス。協力お願いするッスよ。

ＧＭ：「わかりました。信用できそうな気がしますし……ただ、代わりってわけじゃないんですけど、わたしのお願いも、聞いて欲ほしいんです！」

紅：う……うう～……それは、でも……。

ＧＭ：「さっきは、手伝ってくれるって言ったじゃない！」

紅：そうなんだけど……。

秋雨：その、同級生の事じ故こを防ふせいで欲しいって話ッスよね。紅が、答えられないなら、アタシが「いいッスよ、もちろん手伝います」って答えちゃっていいッスかね。

ＧＭ：はい。珠樹はちょっと意外そうに秋雨を見ますが、特に異い論ろんは唱えません。まあ、秋雨の方が、年ねん齢れいも、支部への在ざい籍せき歴れきも上ですしね。秋雨の意い志しを尊そん重ちようします。

秋雨：じゃ、ＵＧＮ刻ときヶが峰みね支部として、協力を約束するッスよ。

ＧＭ：伊武は、「本当ですか！　やった……ありがとう、神父さん！」と喜んでます。

秋雨：じゃ、事故についての情じよう報ほうと、あと、伊武サンの連絡先を聞いておくッスよ。

ＧＭ：では、事故の起こる時間と場所、自分のアドレスを秋雨に伝えた、ということで。

秋雨：後はこっちで話し合った方がよさそうッスね。

ＧＭ：では、伊武は紅とアンゼリカに「お願いね？」とすがるように言って、退場します。

紅：……うう、私わたしは……。

アンゼリカ：秋雨があっさり頷うなずいたのは、少し意外だったです。

ＧＭ：「そうですね、私も驚おどろきました」と珠樹。「私が少しためらったのは、〝林檎〟の所しよ在ざい、〝持ち主〟がはっきりした状じよう態たいで〝ループ〟が始まる、という状じよう況きようが、次にいつ来るかわからない、と思ったからです」

秋雨：監かん視しできる状態で、〝ループ〟の調ちよう査さができる状況、ってことッスね。

ＧＭ：「そうです。〝林檎〟の調査もできますし。言いにくいですが……事故の防止より、それを優先した方がいいのでは、と」

秋雨：そうッスね。それも一理あると思いますが……アタシが事故を止めることを選んだ理由は、ふたつあるッス。

アンゼリカ：ふたつですか？

秋雨：はい。ひとつは、〝ループ〟発生までの期間が短すぎること。前回は三日でしたが、今回は一日です。〝ループ〟を放置して調査する……となると、〝ループ〟が頻ひん繁ぱんに発生してしまう。それでは、刻ヶ峰市のレネゲイド濃のう度どが急きゆう激げきに上じよう昇しようしてしまう。

ＧＭ：「そうですね、秋雨さんの言う通りです」ちょっと意外そうな珠樹。

秋雨：加か賀が美みサンはアタシをなんだと思ってるんですか（笑）。もうひとつは、〝持ち主〟の願いが叶かなった時、何が起こるのか、実はよくわかっていない、ということッス。

アンゼリカ：前回は、わたしの手から消えて──。

秋雨：その後、次の〝持ち主〟、つまりは伊武さんの手に渡わたった、ように思えます。ただ、具体的に、何が起こって、次の〝持ち主〟に移い動どうしたのか、それは次も続くのか……そういうことは、何もわかっていないッス。

アンゼリカ：確かに……。

ＧＭ：珠樹も頷うなずきます。「わかりました。秋雨さんの意見に賛さん成せいです。それに、私も、風紀委員長として事故の話は聞きましたし……できることなら、救ってあげたい、とも思っています。同じ学園の、生徒ですから」

秋雨：そうッスね。それも大事なことッス。……ちょっと、なんでアタシ、こんな支し部ぶ長ちようみたいな感じになってるッスか（一同笑）。

ＧＭ：「一番年上だからじゃないですか？」（笑）

秋雨：本来は……羊ひつじ坂ざかさんが、記録上今の支部長ですが……。

ＧＭ：そう言うと、珠樹が、ずーん、と暗い顔になります（笑）。まあ、珠樹は羊坂さんを慕したっているので、「いいですか羊坂さん、ちゃんと聞いてくださいね、まず〝ループ〟というのが……」みたいな感じで、根気よく説明したんですが──。

アンゼリカ：忘わすれてしまうですね。

ＧＭ：はい。説明した先から忘ぼう却きやくしてしまい、「あら珠樹ちゃん、おやつにしましょうか？」みたいなことしか言わない（一同笑）。なので、珠樹も、実じつ質しつ秋雨を支部長扱あつかいですね。

秋雨：柄じゃないんスけどねぇ（笑）。──で、緋蜂サンは、どうしたいんスか？

紅：私は……やっぱり、〝林檎〟に頼たよるのはよくない、って思う……。

アンゼリカ：でもそれは、紅が助かったことも否ひ定ていしてしまうです。

紅：で、でも！　私の場合は、〝林檎〟のために、〝林檎〟が関わって、尾お嚙がみさんが仕組んだんでしょう？　でも阿あ玉だまくんの場合は、運命を……変えちゃうことになる……。

秋雨：緋蜂サンは、運うん命めい論ろん者しやなんスねぇ……そこに違ちがいがあるかどうかは、まあ、正直わかりませんがね。ただ──ＵＧＮ刻ヶ峰支部としては、事故を防ふせぐ方ほう針しんッスよ。

紅：じゃあ……伊武ちゃんが、願いを、変えてくれたらいいんじゃないかな？

アンゼリカ：阿玉の事故を防ぐ……以外に、ですか？

紅：うん。説得して、願いを別のにできたら……。

秋雨：……できますか？　彼かの女じよにとって、とても強い願い、想いですよ。




　──秋雨の、いつになく強い口調。

　一いつ瞬しゆん、第二音楽室に沈ちん黙もくが流れた。




秋雨：それこそ、〝林檎〟を呼よび寄よせ、起動させるほどの、強い、願いです。……何も知らない貴方あなたが、「考えを変えてくれ」と言って、それで変えるとは思えないッスね。

紅：で、でも……っ！

アンゼリカ：……わたしは、紅に甘あまいかもしれないですが、でも、願いを捨てたり、変えたりしなくても、抱かかえたまま……本人の意志で、納なつ得とくして……。そういう、止め方も……あるかもしれない、とは、思うです。

紅：ありがとう、アンちゃん！　だから……話してみたいです。伊武ちゃんと。

秋雨：話すのは構かまわないッスよ。──ただ、ＵＧＮとして、この支部としては、明日の事故は、防ぐ方針でいくッス。説得したいなら、それまでに済すませておいてください。

紅：わかりました。……（ひそひそ声で）アンちゃん、伊武ちゃんの連絡先教えて。

アンゼリカ：知らないです（一同笑）。

ＧＭ：秋雨しか交換してないですよ（笑）。

紅：秋雨さんっ！　伊武ちゃんの連絡先教えてください！　公こう衆しゆう電話から電話します！

秋雨：はい、どうぞ（笑）。

紅：行こう、アンちゃん！　伊武ちゃんと話してみよう！

アンゼリカ：……（溜ため息いき）。わかったです。付いていくです。

ＧＭ：はい、了解です。では、ここで一度シーンは切りましょうか。




　──〝ループ〟は悪いものだ。

〝ループ〟のせいで、アンゼリカは辛い目にあい、尾嚙は死んだ。そればかりか、尾嚙は世界からも消えてしまった。街の住人にも、被害が出るかもしれない。

　もう、不幸な人を出さないように。

　もう、悲しい出来事を起こさないように──。

　そう思って、紅は駆かけ出だす。



エキストラ　データを持たない、簡易に処理されるＮＰＣのこと。









◆Middle02◆迷めい走そうＭＩＮＤ




　墓守は焦あせっていた。

〝マスターマインド〟天船巴あまふね・ともえから聞かされた〝秘ひ密みつ〟。

　これを、どう解決すればいいのか。

　自分ひとりでは対たい処しよできない──ということに、彼かれはまだ、気づいていなかった。




ＧＭ：さて、では次は墓守のシーン──。

墓守：（裏うら返がえった声で）はっ、はいっ！（一同笑）

ＧＭ：……大丈夫か天。お前、すごい強こわばった顔してるぞ（一同笑）。

秋雨：なんか今、置き去りにされたぬいぐるみみたいな顔になってるよ（笑）。

墓守：ああ……うン、ああ……あァ！　……うン……うン？

ＧＭ：なんなんだお前は（笑）。──はい、じゃあ墓守のシーン！　何する？

墓守：何……？　ええ……あァ……ええと……？

ＧＭ：なんだよ！　お前のシーンだよ、何したいの！（一同笑）

墓守：何がしたいかと問われますと、善よき人間として生きていきたい（一同爆笑）。

秋雨：何言ってんだお前（笑）。

ＧＭ：やりたいことないなら、別の人のシーンにしますよ。

墓守：ある！　あるンだ……あるンだ……が……？

ＧＭ：ある。あるのね？　じゃあお前のシーンね。はい、侵しん蝕しよく率りつ上げて（一同笑）。

墓守：お、おう……おう、７。上がった……あ、ダイスが机つくえの下に落ちた……っ！

紅：もう、動どう揺ようしすぎだよ……っ！（笑）

墓守：ああ、おう、なンだ。じゃあ、ええと……そうだ、よし。おい、ネズミ。お前あれだ、監視。な。ハチとシロを監視してこい。そうしろ。な！

ＧＭ：てことは、いつもみたいに、どっかの準じゆん備び室しつにいるのね。──じゃ、そう言われたネズミは、「はい！」と言って、《アニマルテイマー》で操あやつってる二十日鼠はつかねずみを呼び出して、放はなって──やりました！　みたいな顔して墓守を見るよ。

墓守：ですよねええええええええええええええええええっ!!（一同爆笑）

アンゼリカ：ネズミをどっかにやりたいんですね……（笑）。

墓守：はいはいはい！　そうだよねェ！　お前、鼠使うンだよねェっ!!（一同笑）

ＧＭ：「あ、はい。えっと、前から使ってましたけど……？」

墓守：そうだよな！　うン、そうだった！　いやー、便利だなオイ！（一同爆笑）

秋雨：（笑いながら）天さぁ、出ていって欲しいなら、直ちよく接せつそう言えば？（笑）

墓守：あ、ああ、うン、そうだな。おい、ネズミ！

ＧＭ：「はい、なんでしょうマスター」

墓守：うン、あの、えっと……そうだ、角かく砂ざ糖とう買って来て！（一同笑）

ＧＭ：「あ、ええと、はい……その、マスター」

墓守：何ッ!?

ＧＭ：「監視はどうしましょう……？」

墓守：あ～～～～～～ッ！　監視ねっ!!（一同爆笑）

秋雨：買い物と監視を同時に頼たのまれても、報ほう告こくとかどうすんだ、ってなるッスね（笑）。

墓守：あ～……あ！　そうだ、おっと、角砂糖が尽つきちまったから、俺、自分でちょっと買って来るわ！　あれだ、美う味まい角砂糖が街の方に売ってっから、自分で行くわ！

ＧＭ：ネズミは「あ、はい、わかりました」と言って、普通に一いつ緒しよに行こうとしますよ。

墓守：だよね～～～～～～～～～っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：だって、時間かかるんでしょ？　監視するなら、報告のために一緒にいたほうがいいだろうし、っていうか、お前が「側そばにいろ」って言ったんじゃん（笑）。

墓守：言ってたわ──────っ!!　俺言ってたわ────────っ!!（一同笑）

紅：す、すごいパニックになってる……っ！（笑）

秋雨：変な理由つけないで、普通にここで待ってろ、って言えばいいじゃない（笑）。

墓守：はぁ……はぁ、そうか、おい、ネズミ、俺は出かける。お前はここにいろ。

ＧＭ：「あ、はい」

アンゼリカ：最初からそう言えばいいのに……（笑）。

墓守：じゃ、じゃあ、俺は行くからな！　お前はここにいろ。絶対に外に出るんじゃないぞ！　ガラガラガラッ！　外に出る！　バタンッ！　扉とびらを閉しめる！

ＧＭ：はい（笑）。……えー、じゃあですね、残されたネズミは、考かんがえ込こんでから、こう呟つぶやきます。「マスターの様子がおかしい……」（一同爆笑）

アンゼリカ：（ネズミになって）「マスターの様子を見ておいた方がいいのでは……」

墓守：ガチャ！　外から鍵かぎをかける！

ＧＭ：中からネズミがドアを叩たたきます！　バンバンバン！　「マスター!?」（一同爆笑）

墓守：いいからお前はそこにいろ……いろったらいろ！　はァ……はァ……ええと、どうするンだっけ（〝秘密〟のメモを読み返し）……じゃ、じゃあ、俺はこの、②の行動をする。

紅：②の行動？

アンゼリカ：取れる「秘密の行動」の選せん択たく肢しが、番号で示しめされているのだと思うです。

紅：なるほど！　こっちに、何をしてるかバレないようにだ、面白い！

ＧＭ：えっと……②で本当にいいの？　注意事じ項こうちゃんと読んだ？

墓守：あン？　（読み返す）………………あれ、うン。よくないね。ダメだね、②は。

ＧＭ：「わからないことがあったら聞け」って、ちゃんと言ったろ！（笑）

墓守：あ、はい。ええと……ガチャ、ガラガラガラ、ただいまー（一同爆笑）。

秋雨：お前、ほんと何してんだよ!!（笑）

ＧＭ：「あれ、マスター、もう用事は済すんだんですか？」

墓守：用事？　用事ね……はい、用事ですか。うン。済ンだ（一同笑）。

ＧＭ：「大丈夫ですか……なんか顔色悪すぎますけど、角砂糖食べます？」

墓守：ありがとなっ！　ガリガリガリッ！　（頭を抱かかえて）ああ～～～～～ッ!!（一同爆笑）

秋雨：なんだこのシーン、一体何が起こってるんだ……（笑）。

墓守：ああもう！　難むずかしいな～～～っ！

ＧＭ：あの、もう、あれだよ、無理に行動しなくてもいいんだよ（笑）。

墓守：いや、したい！　何かはしたい！　焦あせってる！　でもどうしよう……ああ、そうだ！あっちの情報を聞こう。前のシーンの話とか知らないし！　シロとか神父は口が堅かたそうだけど、ハチなら喋しやべってくれそうだし、話聞きに行ってくるわ。

ＧＭ：あ、ネズミは置いていくのね。

墓守：……（不安そうな顔でＧＭを見る）。

ＧＭ：いや、お前が「行ってくるわ」って言うから、置いていくんだと思ったんだよ。

墓守：……一緒に行くか（一同笑）。

ＧＭ：お好きにどうぞ。

墓守：どっちがいいのか……ああもう！　一緒に行くぞネズミ！　行こう！

ＧＭ：じゃ、一いつ旦たん場面を切きり替かえましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、墓守とネズミが校こう舎しやを出たところで、紅とアンゼリカにばったり会います。

墓守：お～～～～っと、どこへ行くンだい、おふたりさン？

秋雨：なんでそんな四次元殺さつ法ぽうコンビみたいな登場なんスか（笑）。

紅：あ、お墓くんだ♡　あのね、伊武ちゃんに──。

アンゼリカ：（遮さえぎって）ブー！　ブブー！

ＧＭ：不ふ正せい解かいのブザーだ（笑）。

墓守：ン？　伊武……？

紅：そう！　これから、伊武ちゃんに会いに──。

アンゼリカ：（遮って）ブブブー！　ブッブー！（一同笑）




　ブザーを鳴らして紅の言葉を遮った（どこに持っていたんだろう……）アンゼリカは、紅の袖そでを引ひっ張ぱり、耳元に顔を寄よせた。




アンゼリカ：（ひそひそ声で）墓守は以前、〝持ち主〟であるわたしを殺そうとしたです。

紅：（ひそひそ声で）でも、結局殺さない、ってわかったよ？

アンゼリカ：（ひそひそ声で）新たな〝持ち主〟を見つけた時に、どう行動するかはわからないです。墓守はＦＨのマスターエージェントなのですよ！

紅：でも……きびだんごの誓ちかいしたよ？（一同笑）

アンゼリカ：紅。人を信用しすぎないようにすると、レポートにも書いていたでしょう。

紅：そうだった！（一同笑）

墓守：お～～～い、おふたりさンよ。なに、ふたりで離はなれて、コソコソやってンだい？

アンゼリカ：（ぎこちない口調で）……ら、らぶらぶな時間……なのです（一同笑）。

墓守：そりゃ失礼。だがよ、お互たがい協力するって話だったろ？

秋雨：紅がボケてくれると、墓守は正気を保たもてるんスねぇ……（笑）。

墓守：そうかもしれない（笑）。

紅：お墓くんは、何か新しいことわかった？

墓守：……いいや、何もォ？（一同笑）

紅：噓うそっぽい！　ネズミちゃんは？

ＧＭ：ネズミは普通の表ひよう情じようで、「特に新しいことは何も、すいません」と答えます。「う～ん、新しい、〝林檎の持ち主〟は誰だれなんでしょうね……わからなすぎます」

秋雨：それを最初に調べよう、って話はしてたッスからね。

ＧＭ：そうそう。「でも、新しい〝ループ〟が始まったばっかりですからね、わからないのも仕方なさすぎです。そんな早く〝持ち主〟を見つけるなんて、ものすごく腕うで利ききすぎる、スパイでもなければ──」

紅：あのね、〝持ち主〟、見つけた！（一同爆笑）

アンゼリカ：──見つけた……ら、すぐに報告するですよ（一同笑）。

ＧＭ：無理矢理繫つないだ！（笑）

アンゼリカ：く～れ～な～い～～～っ！

紅：だって……腕利きのスパイだって……言わせて！　お願い、言わせてぇっ！（一同笑）

墓守：あ、これは当たりだな、と思うけど、まあ、シロが誤ご魔ま化かそうとしてるし、いいや。これ以上は追及しない（笑）。──じゃ、ま、なンかわかったら、教えてくれや。

紅：お互たがいにね！

墓守：隠かくし事ごとはなしだぜ。

紅：なしだぜ！

墓守：…………。

紅：…………。

墓守：じゃあ、あの、僕ぼくらは、美味しい角砂糖を買いに行くので、これで失礼しますね。

アンゼリカ：そうですか。わたしたちも、休きゆう憩けいしに行くので、失礼するのです。

墓守：……うン、じゃあね（一同笑）。

ＧＭ：なんだこの会話（笑）。じゃ、紅とアンゼリカは退場ですかね。

墓守：一応、ネズミに「監視に使い魔まの鼠つけとけ」と命令しておくぜ。

ＧＭ：「あ、はい。……あの、さっき言われたんで、ずっとつけてます……けど」

墓守：…………そうだった、な（一同笑）。

ＧＭ：ええと……これ、シーン終しゆう了りようでいいの？

墓守：おう。……あれ、もしかして俺、このシーン……何もしてない？

秋雨：してないね。

ＧＭ：「マスター……このシーン、一体なんだったんでしょう……」

墓守：意味なンてないさ──そう言って立ち去る。おしまい！

ＧＭ：は、はい……じゃ、シーン、終わりますね（笑）。




　紅たちと別れ、墓守は深い、溜ため息いきをつく。

〝秘密〟をどうするか……まだ、考えはまとまらなかった。







◆Middle03◆塗ぬり替かえられた過か去こ




　古びた旧校舎の一角。ＵＧＮ刻ときヶが峰みね支部こと、第二音楽室。

　そこには、カモフラージュされた、最新の情報機器が設せつ置ちされている。篠しの月つき秋雨は、この〝ループ〟によって塗り替えられた世界を、改めて調べ直そうとしていた。




ＧＭ：──さて、秋雨のシーンですね。

秋雨：情報収しゆう集しゆうがしたいッスねぇ。今、手元にはないけど、〝林檎〟を調べるか……あるいは、十年前の事じ件けんについて、もう一度調べたいところッス。

ＧＭ：秋雨は、元々十年前の事件について調べてましたね。この〝ループ〟では、あらためて、調べ直すことができる──新しい情報が手に入りますよ。

秋雨：なるほど。じゃあ、それを調べるッス。

ＧＭ：はい。〈情報：ＵＧＮ〉でどうぞ。

秋雨：〈情報：ＵＧＮ〉のダイスに＋する、「コネ：ＵＧＮ幹かん部ぶ」使ってもいいッスかね。

ＧＭ：いいですよ。〝ループ〟によって、限げん定ていされた場所──今回なら隣となり町まちまで──より外に保持者キーパーは出られませんが、電話連絡などは普通にできますしね。

秋雨：幹部、って感じじゃないッスけど、加賀美サンと一緒に調べる感じでもいいスか。

ＧＭ：ああ、了解。それでＯＫです。そういうことなら、先に、珠樹から、ちょっとした情報があります。「あ、そうだ、秋雨さん、生徒会長のことなんですけど」

秋雨：ソフィア・コクマー……というか、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟ッスね。

ＧＭ：「はい。始業式には普通に出てました。問とい詰つめようとしたんですけど、のらりくらりとかわされてしまって……」

秋雨：ああ、目に浮うかぶようッスね（一同笑）。

ＧＭ：「一般生徒の前で荒あら事ごとにするわけにもいきませんし……ぐぬぬ……」

秋雨：まあ、仕方ないッスね。普通に聞いて、素す直なおに喋しやべるタマでもないでしょうし。それに、荒事にするにしても、加賀美サンひとりで手を出してはダメッスよ。

ＧＭ：「わ、私だって、戦せん闘とう訓練を受けたエージェントです！」

秋雨：加賀美サンが強いのは知ってますよ。アタシなんかより、ずっと戦闘向きだ。でもね、相手はマスターエージェントなんです。

ＧＭ：「……はい」──珠樹からの話はそんなところです。

秋雨：了解ッス。生徒会長サンにも話は聞きたいですが、タイミングは難しいッスね。……じゃ、〈情報：ＵＧＮ〉の判定を──達たつ成せい値ちは10。財ざい産さん点てんも９点あるッスよ。

ＧＭ：10なら十分です……が、ん～、なんといったらいいのかな……。

秋雨：はい？

ＧＭ：前とは、大きく情報が違ちがうんですね。まず、十年前の事件について隠いん蔽ぺいされていたんですが、その隠蔽工作が、なくなっています。

秋雨：……ほう。

ＧＭ：ただし、十年前の事件については──保持者キーパーの生せい存ぞん者しや、つまり尾嚙は、いなかったことになっている。そのため、情報自体が減へっています。

秋雨：なるほどねぇ。……尾嚙サンの存そん在ざいは、本当になかったことになってるんスね。

ＧＭ：はい。ということで、あらためて「今の〝ループ〟における、十年前の事件」について、説明します。




・十年前に、刻ヶ峰学園で、複ふく数すうの生徒がジャーム化し、殺し合った

・ジャーム化した生徒は全員死し亡ぼうしている

・生き残った生徒たちによれば、「突とつ然ぜん生徒が暴あばれ出し、殺し合った」とのこと

・ひとり、生き残ったが昏こん睡すい状態で目覚めなかった女子生徒がいる




秋雨：……ふむ。本当なら、保持者キーパーだった尾嚙サンが生き残って、〝ループ〟について証しよう言げんしていたんスけど……それがなくなってる、ッスね。

ＧＭ：そうです。あと、昏睡状態の女子生徒の名前がわかります。──刻ヶ峰園果ときがみね・そのかです。現げん在ざいの居い場ば所しよなどは、やはり不明です。

秋雨：刻ヶ峰姓せいですか……。

アンゼリカ：あからさまにキーパーソンなのです。

秋雨：ああ、そうだ。その十年前の事件の前に、事故で死んだ女子生徒がいた、ってのは、記録に残ってるッスかね。

ＧＭ：はい、わかります。事件の一ヶ月ほど前に交通事故で死亡した女子生徒がいます。名前は、役守奏やくもり・かなで。

紅：尾嚙さんの、幼おさななじみ……。

秋雨：役守奏に、刻ヶ峰園果、ね。これで、十年前の事件のキーパーソン、三人の名前が判はん明めいしたわけッスね。……外見のデータとか、手に入ります？

ＧＭ：そうですね。判定させるほどの情報じゃないな。──資し料りよう室しつを探さがせば、十年前の卒業アルバムが見つかります。

秋雨：前回の〝ループ〟では、なかった……尾嚙サンが隠かくしてた、ってことッスか。

ＧＭ：そういうことでしょうね。アルバムの中に、役守奏と刻ヶ峰園果が並ならんでいる写真があります。場所は第二音楽室ですが……ふたりの間に、不自然な隙すき間まがあります。

秋雨：ちょうど、人ひとり分くらいの？

ＧＭ：はい。

秋雨：……尾嚙サン。

ＧＭ：入手できる情報はこんなところですね。珠樹にも説明します？

秋雨：ええ。一緒に調べたでしょうからね。

ＧＭ：では……珠樹は少し、顔色が悪くなっています。「……尾嚙支部長、十年前の存在も、消えてしまってるなんて……本当に、世界から消えたみたいです……」

秋雨：加賀美サン、この写真、見て下さいよ。明らかに不自然でしょ？

ＧＭ：「……はい」

秋雨：世界から消えたって言ってもね、こうやって、不自然な〝痕こん跡せき〟が残るッス。これは、尾嚙サンがこの世界に存在していたっていう、証しよう拠こッスよ。

ＧＭ：「……そう、ですよね。はい。私も、覚えています……」ちょっと涙なみだぐんでいます。

秋雨：……世界の書かき換かえ、か。──まだまだわからないことだらけッスけど、少しずつ、〝林檎〟の、〝ループ〟の正体に近づいて来てるッスよ。

ＧＭ：「はい！　頑がん張ばって調査を続けましょう！」

秋雨：…………。




　励はげまされた、と。そう感じたのか、明るさを取とり戻もどした、珠樹の声。

　しかし、秋雨の表情は──影かげになって、見えなかった。







◆Middle04◆少女たちの涙なみだ　




　──夕ゆう刻こく。

　紅は、アンゼリカと共に、伊武の元を訪たずねていた。

　説得し、〝林檎〟への願いを変えてもらう。

　そう、心に決めて。




ＧＭ：──では、紅とアンゼリカのシーンですね。公衆電話で伊武に連絡し、伊武の家の近所で落ち合ったところです。

紅：うん……。

ＧＭ：伊武は、一度家に帰ったので、私し服ふくに着き替がえて、で、散歩ついでなのか、犬を連れています。小さめの、コリーみたいな感じの犬ですね。「おまたせ！　どうしたの？」

紅：（沈しずんだ声で）……あのね、明日の事故のことで──。

ＧＭ：「ああ、そのことね！　そういえば、詳くわしく説明してなかったもんね。一ヶ月前に、って、明日なんだけど、まあその日に、弾児が、隣町に靴くつ買いに行くっていうからさ、わたしも買いたいものあったし、ついでに一緒に行こう、ってことになって──」

紅：あ……えっと──。

ＧＭ：「あ、ごめん、歩きながらでいい？　この子の散歩だって言って出て来たからさ」

紅：う、うん……。

ＧＭ：「それで、色々買い物したり、見て回ったりしてたんだけど、夕方……ってほどじゃないか、三時くらいかな。車道に子こ供どもが出ちゃってて、そこにトラックが突つっ込こんで来る、ってところを見ちゃって……！　わたし、もう夢む中ちゆうで、気がついたら飛び出しててさ！」

紅：……。

ＧＭ：「でも、いざ子供を抱かかえたら、足がすくんじゃって……そこに、弾児が追いついて、わたしと子供を突つき飛とばしてくれて、でもその時、トラックに、肩かたがぶつかって……それで、怪け我がしちゃって、ボール、投げられなくなって……」

紅：うん……。

ＧＭ：話しながら、河原かわらに着いて。伊武は犬を遊ばせています。犬は、楽しそうに走り回って、紅やアンゼリカの周りを、「やんのか!?」みたいな顔でぐるぐる回ってます。

紅：うう……かわいい……じんましんが出る～……（一同笑）。

ＧＭ：「──実はさ、三年前にも、怪我してるんだよね、弾児。その時も、わたしのせいだった……リハビリに、一年くらいかかって、中学の大会も出られなくて」伊武は話しながら、河原の石を拾って、川に投げている。あと〝林檎〟とか投げてる。

秋雨：投げても戻ってくるッスね（笑）。

ＧＭ：そう（笑）。──で、ぽつりと、「本当は、三年前に戻りたかったんだけどね」と。

秋雨：…………うん？

ＧＭ：「怪我してさ、リハビリがんばって、やっと投げられるようになって、高校で、一年から試合出て、次からもうエースだって……ほんと、これからって時に……」

紅：うん……。

ＧＭ：振ふり向むくと、伊武は涙目で。「わたしのワガママだって思う、でも、どうしても助けたいの……お願いします。手伝ってください！」──と、頭を下げます。

紅：…………。

アンゼリカ：……〝ループ〟を諦あきらめさせよう、と思って来たら、こんな話……。

紅：うう……っ。

アンゼリカ：……伊武が、どうやって〝ループ〟を起こしたのか、教えてくれるですか。

ＧＭ：「へ？」伊武は、ぽかんとします。「どういう意味？」

アンゼリカ：どうやって〝林檎〟を手に入れて、どういう風に願ったのですか？

ＧＭ：「どうやって、って……朝、起きたら、手の中にあった……かな。で、ぼんやりしてたら……急に赤く光った……ような」

アンゼリカ：「戻りたい」と、はっきり願ったりは、してないですか？

ＧＭ：「うーん、寝ね起おきだったから……あー、でも、悪あく夢むを見て、それかな」

アンゼリカ：阿玉のですか？

ＧＭ：「うん、まあ、夢ゆめだから、よく覚えてないけど」ちょっと赤くなって顔を背そむけます。

墓守：かーっ！　甘あま酸ずっぺェ！（一同笑）

ＧＭ：「起きたらちょっと、いや、けっこう……泣いてた、かな。顔が濡ぬれてて、それで手で拭ふこうとしたら、〝林檎〟があって、急に光り出した、みたいな感じだったと思う」

秋雨：…………（考え込んでいる）。




　ずっと黙だまっていた紅が、顔を上げる。その顔は、涙で濡ぬれていた。

　──実をいえば、プレイヤーの有あり世せさんも、実じつ際さいに涙を流していた。




紅：（涙なみだ声ごえで）……私ね、本当に、彼が、もう一度、投げられるようになるなら……事故を、止めてあげたいって思うよ……でも──。

ＧＭ：（割わり込こみ気味に）「本当!?　ありがとう！」

紅：う、うう～……う……。

アンゼリカ：……がんばるです。

紅：……ううっ、でも、でもね？　あの、〝林檎〟はっ、わっ、悪いものなの。だから、〝ループ〟で戻もどして……なんとか、する、とかじゃなくて……っ！

ＧＭ：「…………何が言いたいの？」

紅：うっ……く、（ぽろぽろ泣き出して）た、たとえばね、野球が好きなら……なっ、投げられなくても……っ、まっ、マネージャー……とか……っ。大人になって、コーチに、なって、なったら、その時、怪我の経けい験けんが……あ、あった、ほう、が──。

ＧＭ：「…………」

紅：だ、だから、事故のことは、辛つらいけど、助けてあげたいけど、でっ、でも……でも、受け止めて……〝ループ〟は……やっ、やめて、欲しいんだ……。

ＧＭ：「言いたいことは、それだけ？」




　伊武麻衣子は、表情をなくして、紅を見る。

　次の瞬しゆん間かん──河原に、乾かわいた、小さな音が響ひびいた。




ＧＭ：「あなたに、何がわかるっていうの!?」──伊武は、紅の頰ほおを叩たたくと、そのまま背せを向け、走り去っていきます。

秋雨：…………うん。

墓守：……まあな。




　頰を叩かれ、俯うつむいて。紅は黙だまって、泣いている。

　ひどいことを言った──と、そう、自覚している。

　それでも、言わないわけには、いかなかったのだ。




ＧＭ：犬は伊武を追いかけて走っていきますね。──紅とアンゼリカはどうしますか。

アンゼリカ：紅は、ここで待っていてくれるですか。わたしが、追いかけるです。

紅：…………うん。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──では、追いかけたアンゼリカ。しばらく走ったところで、伊武は立ち止まり、叫びます。「わたしの気持ちなんて、なんにもわからないくせに！」

アンゼリカ：……前の〝ループ〟を願ったのは、わたしだったです。

ＧＭ：「……え？」伊武は驚おどろいた顔で振ふり向むきます。

アンゼリカ：伊武は一周しか経験していないですが、前の〝ループ〟は何十周もしたです。──死んだ紅を、救うために。

ＧＭ：「死んだ？　え……そんな……でも、なら、なんで」

アンゼリカ：〝ループ〟で救われた紅が、〝ループ〟を否定しようとするのか、ですか。

ＧＭ：「そうだよ！　自分は〝ループ〟で助かったのに、弾児は助けないなんて！」

アンゼリカ：……前の〝ループ〟が終わった時、人が、ひとり、消えたです。

ＧＭ：「……消えた？　どういうこと？」

アンゼリカ：わからないです。その〝林檎〟が喰った、と、そう言う人もいるです。

ＧＭ：伊武は、手の中の〝林檎〟を慌あわてて離はなします。林檎がアスファルトの上を転々とする。

アンゼリカ：……本当のところは、よくわからないです。でも、あの〝林檎〟は、人の命や、その過去──記憶までも代だい償しようにするです。だから、紅は止めようとしたです。

ＧＭ：「で、でも、わたしは……願いが叶かなうなら、自分が消えたって構かまわない！」

アンゼリカ：──飛び上がって、頰を叩くです。

ＧＭ：「ぶったわね!?」（一同笑）

墓守：つくづく主人公気取りの女だ（笑）。

ＧＭ：伊武も、アンゼリカをビンタします。「どうしても、叶えたいんだよ！」

アンゼリカ：それは受けるです。でも、アンゼリカ的にもここは地じ雷らいなので──あと結けつ構こう、実は短気なので、殴なぐり返かえすですよ（笑）。

ＧＭ：キャットファイトが（笑）。

アンゼリカ：阿玉が助けた命を、あなたは捨すてるというですか！　阿玉の怪我であなたがそれほど傷きずついたのに、あなたが消えたら阿玉がどれだけ傷つくか、考えないですか！

ＧＭ：「……っ」頰を赤くして、伊武は涙目でアンゼリカを睨にらみます。「──じゃあ、あなたは、もう一度、緋蜂さんが目の前で死んだら──それでも、願わずにいられるの？」

アンゼリカ：──……っ！

ＧＭ：言葉に詰つまってくれるなら、伊武はそこで背を向け、歩いて──退場します。

アンゼリカ：……それでも──。




　春の空が茜あかね色いろに、そして濃のう紺こんに染そまっていく。

　路上で、アンゼリカは涙を一粒つぶ、流す。

「それでも、消えてもいいなんて、そんなのは……間ま違ちがっているのです」

　アンゼリカに背を向け、歩きながら、伊武は目元を拭ぬぐう。

「ひとりだって、弾児を助けるんだ。わたしが、助けるんだ……」

　そして──。

　夕ゆう暮ぐれの河原で、紅は、泣きじゃくっていた。

「……助けてあげたい……でも……でも……っ」

　──少女たちの涙と共に、夕日は落ちていき、そして夜になる。







◆Middle05◆それぞれの夜




　新たな〝ループ〟、伊武麻衣子の〝ループ〟の、一日目、その終わり。

　それぞれの想いを、目的を抱かかえ、夜は過すぎていく。




ＧＭ：──では、それぞれの夜を描びよう写しやして、一日目の最後とします。

墓守：俺おれ、調べたいことがあるンだが。

ＧＭ：ん～、この夜の場面は、判はん定ていとかは、なしにしよう、と思ってたんですが……。

墓守：あ、そうなのか。〝インフィニティ・コード〟について調べたかったンだよな。……と、いっても、俺には調べる手しゆ段だんがねェンで、ソフィアに会いに行くつもりだった。

ＧＭ：ああ、ソフィアに会いに行きますか。んー……わかりました、いいでしょう。

墓守：お、サンキュ。ンじゃ、家に押おしかけるかね。

ＧＭ：ソフィアの自じ宅たくに行くと──そこには、誰も住んでいません。

墓守：お？

ＧＭ：夜に会いに行こうとしても、どこにいるかわからないんですよ、ソフィアは。

墓守：真夜中は別の顔……か。

ＧＭ：あー、そうだ。一いち応おう、判定してください。【精せい神しん】で、難なん易い度ど30。

一同：30！

アンゼリカ：え、っていうか、その効こう果かは……。

ＧＭ：では、墓守とネズミが、ソフィアの自宅を訪たずねると、そこは無人です。で、ネズミが、「この効果知ってます！」と叫さけぶ（一同笑）。

墓守：ＦＨ専せん用ようＤロイスの「工作員マグネイト」だなァ……。

アンゼリカ：一巻かんの時、ネズミが使っていたですね。

墓守：あァ。一応、判定はするが……達たつ成せい値ち４。ダメだな。……参ったな、こりゃ。行動がことごとく外れに終わってる。

秋雨：いや、情じよう報ほうが偽ぎ装そうされてるってわかったのは収しゆう穫かくッスよ。わざわざ、ソフィアの居い場ば所しよを、Ｄロイスの効果を使って隠いん蔽ぺいしてるって情報が手に入ったッス。

アンゼリカ：確たしかに、なのです。

墓守：……つか、一応聞くがよ、ネズ公。これ、お前の仕し業わざじゃねェよな？

ＧＭ：「ちがいますよ～」

墓守：そうか、そうだよな。じゃ……（ネズミの頭の上の方を見て）お前でもねェよな？

ＧＭ：「はい？」と困こん惑わくするネズミ。

秋雨：えっ、何今の……？（笑）

墓守：気にすンな！　大事なことだから二回確かく認にんしただけだよ！（一同笑）

紅：疑うたがわしい……（笑）。

ＧＭ：「マスター、なんだか様子が変ですけど……大だい丈じよう夫ぶですか？」

墓守：あン？　変じゃねェし！　全然変じゃねェし！　普ふ通つうだし！（一同笑）

ＧＭ：「なんか、この〝ループ〟に入ってから、マスター変です……」と、ネズミ。──一方、ネズミの方は、なんとなく機き嫌げんがいいように見えます。

墓守：ン？　……お前ェこそ、なンか機嫌よさそうじゃねェか。

ＧＭ：「え？　……えへへ♡」（一同爆ばく笑しよう）

墓守：なンなのお前！　気持ち悪いんだけど！

ＧＭ：そう言われると、ビクっとして、「ひっ、す、すいません！　気持ち悪すぎてすいません！　ごめんなさい！」と、体をプルプルさせて、物もの陰かげに隠かくれます（一同笑）。

墓守：ああもう！　なンだよ、気持ち悪くないよ！　悪かったよ！　なンでプルプルして物陰に行くンだよ！　そこで用を足すの!?　なンなの!?（一同笑）

ＧＭ：「た、足しません」（一同爆笑）

墓守：なンだよお前……もう。

ＧＭ：「す、すみません、あの……マスターと一いつ緒しよだった、この一ヶ月が……生きてきて一番幸せだったので、それが繰くり返かえせるって思ったら、ちょっと……嬉うれしくて」

墓守：…………そうか。

ＧＭ：「は、はい」

墓守：はァ……あ、そうだネズ公、あいつらの監かん視しどうなった？

ＧＭ：「そうでした。えっと……〝林檎りんごの持ち主〟がわかりました」

墓守：お前すげェな！（一同爆笑）

ＧＭ：本当は、ネズミと紅、アンゼリカで〈知覚〉の対決しようと思ってたんですが……まあ、なんか、周囲に注意を払はらっている様子もなかったので、成功にしました（一同笑）。

アンゼリカ：まぁ……はい。払っていなかったのです（笑）。

ＧＭ：「えっと、伊武麻衣子っていう学生で、一いつ般ぱん人じんっぽかったです。で、明日、隣となり町まちで起こる事じ故こを防ふせぎたくて〝ループ〟を起こした、という話でした」

墓守：なるほどな……。

ＧＭ：「えっと、自分たちはどうしますか、マスター？」

墓守：どうするってお前……どうしよう（一同笑）。

ＧＭ：「〝持ち主〟は事故を防ぎたいみたいですけど、ＵＧＮはどうするのか……ちょっと、方ほう針しんはよくわかりませんでした」

秋雨：ああ、さっきのシーン覗のぞいてると、そういう理り解かいになるッスね（笑）。

墓守：あ～……う～……うーン……まあ、なんだ、とりあえず……様子見、だな。

ＧＭ：「わかりました」とネズミは頷うなずきます──と、こんなところですね。

秋雨：相変わらず、ネズミが絡からむと天が不安定になるなぁ……（笑）。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──続いて、紅とアンゼリカです。あの後、合流して……寮りように戻もどったところ。




　刻ときヶが峰みね学園、学がく生せい寮りよう。

　本来なら、一ヶ月後に入るはずのその部屋で、紅とアンゼリカは、沈ちん黙もくしていた。

　しばらく沈黙が続き──紅が口を開く。漏もれたのは、涙なみだまじりの声。




紅：……私わたし、最低だよね。

アンゼリカ：……いえ。わたしも、わたしなら、説得できたかもしれないのに……。結けつ果か論ろんを出しても、伊武の心には響ひびかないと、わかっていたのに……短気だったです。

紅：ううん。……私、〝ループ〟を肯こう定ていしたくなかった……だから……。

アンゼリカ：わかっているです。でも、紅は、〝ループ〟で周囲に被ひ害がいが出ることには触ふれず、なんとか、伊武が納なつ得とくできないか、と考えていたです。……それは、紅らしいです。

紅：……明日、伊武ちゃんは、ひとりでも助けに行くって言ってたよね。

アンゼリカ：はいです。

紅：私……伊武ちゃんが、阿あ玉だまくんを助けるために、怪け我がしたり、傷きずついたりしないように、伊武ちゃんを守るために、行こうと思う。

アンゼリカ：その場に紅が行って──目の前で、阿玉が、トラックに轢ひかれそうになった時に、紅はそれを助けずにいられるですか？

紅：（即そく答とうで）無理！（一同笑）

アンゼリカ：……矛む盾じゆんしてるです（笑）。

紅：……（涙まじりに）そうなの……（笑）。

アンゼリカ：それでも、助けに行きたいんですね。

紅：……うん、そうなの。

アンゼリカ：……そういうところです。そういうところが──。

紅：（泣きながら）好きなんでしょ！（一同爆笑）

秋雨：すごい、強気なんだか弱気なんだかわからない！（笑）

アンゼリカ：……一緒に行くですよ。だから、もう泣かないです。

紅：うぅ……もうっ……ひ～ん……っ！（一同笑）

ＧＭ：──では、そこで場面を切きり替かえましょう。




　　　　＊　＊　＊




　ところで──有世さんは、ミドルのシーン４から、泣きっぱなしだった。

　お化け粧しようとか大変なことになってしまい、しばし休きゆう憩けい。




紅：あ～～……あー、もう、泣きすぎ……。もう……ぐすっ……。

アンゼリカ：毎回泣かなきゃいけないの、大変ですね（笑）。

ＧＭ：別に、毎回泣かなきゃいけないわけじゃないですよ。確かに、前回はあづささんに、お願いしましたけど……今回は別にそういうわけじゃないです（笑）。

アンゼリカ：てっきり佐藤有世を泣かせるＲＰＧというシリーズかと（一同笑）。

秋雨：今日は早かったなぁ……（笑）。

紅：……ぐす……はい……うう、がんばります（笑）。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて──落ち着いたところで、次は秋雨の場面です。

秋雨：う～ん、アタシは、調ちよう査さを続けたいんスよね。

ＧＭ：一応、この夜の場面は、判定とかは、なしの方向です。墓守の場合、行動内ない容ようを聞いて、「外れだ」ってわかったんで、ＯＫにしたんですよね。

秋雨：うん、わかるッス。ただ、アタシの方は、調査以外する気がないんで。割わりと、寝ねる気もない。で、まあ、レネゲイド濃のう度どを調べたり、類るい似じしたレネゲイド関連事じ件けんについてもう一度データベースをさらったりとか、してるッス。

ＧＭ：では、そうやって、秋雨が自室で調査に没ぼつ頭とうしているところに……来客があります。

秋雨：お、イベントがあるッスか。なるほどね。

ＧＭ：──来客は、まあ、前にも来ましたね。ソフィア・Ｌ・コードウェルです。

アンゼリカ：前の〝ループ〟の時は、紅が死ぬのを止めるな、と、言いに来たですね。

秋雨：そうッスねぇ。ま、扉とびらは普通に開けて──またッスか、と言いますよ（笑）。

ＧＭ：「ええ、そうですわ。用よう件けんも、前と似にたようなものですわね」

墓守：お、前よりお嬢じよう様さま言葉がスムーズだ（笑）。

秋雨：同じ用件なら、返事も同じッスよ。帰ってくれませんかね（笑）。

ＧＭ：そう言われると、ソフィアは、余よ裕ゆうのある感じで微笑ほほえんで──（紙を取り出し、秋雨に渡わたす）この内容を言います。

紅：えええ～～～～っ！　またなの～～～～っ!?（一同笑）

アンゼリカ：秋雨にも〝秘ひ密みつ〟が……！（笑）

秋雨：アタシにも来るんスねぇ……（紙に目を落として）──え？

一同：……。

秋雨：うえええぇ～～～～？　マジッスかこれ!?

アンゼリカ：や、矢野さんが、あんな反はん応のうを……（笑）。

秋雨：ちょ、ちょっとこれ……さすがに、聞いただけで信じるのは……。

ＧＭ：ソフィアは笑って、「どうぞ？」と言います。《真しん偽ぎ感知》していいよ、という意味ですね（笑）。──難易度は、10です。

秋雨：じゃあ、〈ＲＣ〉で──よし、達成値12。成功ッス。

ＧＭ：はい。噓うそではありません。

秋雨：アタシが気になっているのは、最初の部分なんスけど……そうッスか、本当ッスか。

ＧＭ：後半も、少なくとも、ソフィアは真実だと思って言ってますよ。

秋雨：……いや、しかし、参ったッスね、これは……。




　ちなみに、こっそり、読者の皆みなさんにだけ、秋雨の〝秘密〟の一部、彼かれが特に気にしている部分をお知らせしておこう。それは、こんな内容である。




　「お前たちの中に、〝裏うら切ぎり者もの〟がいる」




秋雨：はぁ……ちょっと、こういう、面めん倒どう臭くさいのは、アタシ、勘かん弁べんして欲ほしいんスけどねぇ。

ＧＭ：「で、お返事はいかが？」

秋雨：……返事も、前と同じってことでいいッスかね？（笑）

ＧＭ：「『保ほ留りゆう』ね──そうだと思いましたわ」ソフィアは笑って、背せを向けます。

秋雨：せっかく来たんで一いつ杯ぱいどうぞ……ってわけにも行きませんしね。……じゃ。

ＧＭ：「ええ、それではまた」──ソフィアは、悠ゆう然ぜんと微笑んで、去って行きます。

紅：……はぁ、もう、秋雨さんまで〝秘密〟があるなんて！

墓守：この調子だと、アンゼリカにも〝秘密〟が来そうだよなぁ……（笑）。

紅：アンちゃんには来ないのっ！（一同笑）

アンゼリカ：まあ、わたしの話は、一巻でほとんど終わってますし（笑）。

ＧＭ：……では、そんな感じで、それぞれの夜は更ふけていき──。




　それぞれの願い、それぞれの思惑おもわく。

　夜の闇やみの中、数多くの想いが交こう錯さくし──。

　そして翌よく日じつ。事故の、当日がやってくる。







◆Middle06◆運命の日




　四月九日。休日。

　本来ならば、その日は、阿玉弾児と伊武麻衣子が、隣町に買い物に行き、そして、事故に遭あう。悲ひ劇げきの一日。

　だが──今回の今日は、その運命が変わる。変えてみせる。

　伊武麻衣子はそう決心し──窓まどを開けた。




ＧＭ：さて、いよいよ事故当日のシーンです。このシーンは、マスターシーン。シーンプレイヤーのいないシーンです。ＮＰＣの、というか伊武の視し点てんで進みますが、ＰＣは途と中ちゆうで登場することができます。

アンゼリカ：了りよう解かいなのです。

ＧＭ：というわけで、最初は朝。伊武が、自分の部屋の窓を開けると、その向こうが、そのまま、阿玉の部屋の窓になっています。

墓守：由ゆい緒しよ正しい窓まど越ごしの幼おさななじみだな（笑）。

ＧＭ：伊武は、意を決した表ひよう情じようで、隣りん家かの幼なじみに声をかける──。「ねえ弾児。……ちょ、ちょっとさ、今日、買い物行くのやめない？」（一同爆笑）

墓守：ダメだなーこの子（笑）。

ＧＭ：阿玉くんは、怪け訝げんな顔をして、「じゃ、俺ひとりで行くわ」と答えます。

紅：そりゃそうだよ～！（一同笑）

ＧＭ：で、伊武は慌あわてて「や、や、やっぱりわたしも一緒に行く！」と（一同笑）。

秋雨：もうなんか、さっきの天みたいだなぁ……（笑）。

ＧＭ：阿玉くんは、だいぶ怪訝そうな顔してます（笑）。そんなこんなで──。




　幼なじみのふたりは、バスで隣町に移い動どうすると、ぶらぶらと買い物を始めた。

　ふたりで出かけることは、よくあるのだろう。ふたりとも、気負った様子もなく、年とし頃ごろの男女、というよりは姉弟のように、馴な染じんだ様子で街を歩いている。

　しかし──。




ＧＭ：買い物の合間に、伊武は周囲をきょろきょろしたり、時々、「あ、やっぱり、こっちじゃなくて、あっちの店行こう、あっちの店！」と突とつ然ぜん言い出したりします。

墓守：前の時とは、ルートを変えさせようとするわけだ。

紅：そうすると、子こ供どもはそのまま事故に遭あっちゃうのかなぁ……？

秋雨：どうッスかね。──阿玉くんの反応は？

ＧＭ：「お、おう？」と、戸と惑まどいつつも、普通に従したがってますね。でも、伊武は焦あせった感じで、結局ぐるっと回って同じところに出たりしている。

アンゼリカ：いっぱいいっぱいなのです……（笑）。

ＧＭ：そうこうするうちに、事故に遭った時間が近づいてきます。

紅：私、ずっとふたりを見み張はってます！

秋雨：ＵＧＮとしては、事故を止める方針にしたんで、アタシと加賀美サン、あと、緋ひ蜂ばちサンと鳩宮サンも一緒に行動したいところですが……。

紅：……ごめんなさい、私、昨日の夜から、ずっと落おち込こんでて……今も、ひとりで来てます。アンちゃんにも内ない緒しよで行動してる……。

アンゼリカ：……こっそり、紅の後ろを、距きよ離りを取ってついていくです。

ＧＭ：了解しました。ということは、紅とアンゼリカは、支し部ぶとは別行動ですね。

秋雨：ま、仕方ないッスね。加賀美サンと手分けして、見張ってましょうか。

墓守：俺とネズミも来てるぜ。隠かくれてるけどな。

ＧＭ：ＯＫです。全員登場済ずみですね。──では、そろそろ事故の時間になり……そして、ふたりは結局、事故のあった現げん場ばの近くに来ています。

秋雨：テンパって、結局来ちゃったのか……（笑）。

ＧＭ：というよりは、さっき紅が言ったように、行かなかった場合、子供が事故に遭うんじゃないか、と思ったんですね。で、伊武は阿玉に「ちょっと弾児、ここにいて。動かないで！」と言って、自分は事故現場の方へと向かいます。

墓守：弾児くンはそれでいいのか（笑）。

ＧＭ：納得してない顔してますよ（笑）。──で、伊武の方ですが。




　小走りになって、伊武が大通りに出る。

　そこには──〝前〟と同じように──サッカーボールを追って車道に飛び出た子供がおり、その先にはトラックが見える。

　伊武は知っている。あのトラックの運転手は居い眠ねむりしており、このままでは、子供に向かって突つっ込こんでしまうのだと。




ＧＭ：「でも──この能力チカラがあれば！」（一同爆笑）

墓守：出た、主人公気取り！（一同笑）

秋雨：この子、面白いなー（笑）。

ＧＭ：伊武の瞳ひとみが煌きらめくと視点が一気に上じよう昇しよう。上空から見ているような視し界かいを得ます。

秋雨：エンジェルハィロゥかな。

ＧＭ：そうです。同時に、視界内──〝領りよう域いき〟内の、動いている物体がマーキングされ、動きを捕ほ捉そくする。エンジェルハィロゥ／オルクスですね。「わかる……すべてのモノの動きが、同時に認にん識しきできる……いけるっ！」（一同笑）

紅：いけないよ～っ！（一同笑）

アンゼリカ：エキストラですからね……（笑）。

紅：わ、私も出て行く──！




　車道に駆かけだした伊武。それを追って走り出す紅。

　その瞬しゆん間かん──伊武が転てん倒とうし、一瞬遅れて、銃声が響いた。




墓守：……狙そ撃げきか！

ＧＭ：はい。車道に飛び出した伊武は、何者かに狙撃され、転倒。それを見て、子供が車道で足を止め──そして、その向こうからトラックが迫せまる。

紅：やだ！　だめよ、ふたりとも轢かれちゃう！

ＧＭ：──と、いうところで、ＰＣたちの行動を確認していきましょう。

紅：飛び出して、伊武ちゃんと子供を助ける！

墓守：その紅を妨ぼう害がいする。

紅：えっ!?　ど、どういうこと!?

墓守：……途中でかっぱらったバイクに乗って、紅の前を塞ふさぐ。

ＧＭ：一応、先にバイクの〈調達〉判定してください。購こう入にゆう難易度12。

墓守：〈調達〉は５レベルある──成功だ。ネズミは後ろに乗せとく。

ＧＭ：ＯＫです。では、まず、伊武と子供のいる車道に飛び出す紅と、妨害する墓守の対決を処しよ理りしましょう。墓守は〈運転：二輪〉、紅は〈回かい避ひ〉で判定してください。

紅：そんな……！

ＧＭ：墓守が勝った場合は、紅はそこで足止め。紅がリアクションに成功した場合、伊武と子供を助ける判定は、また別に行なうことになります。

墓守：ネズミ、手伝え。

ＧＭ：「は、はい」……ああ、一応、ネズミに、行動方針を説明して。そうしないと、どう援えん護ごしていいかわからない（笑）。

墓守：……そうだな、俺は①の行動をする。

アンゼリカ：また番号ですか……前は②でしたが。

ＧＭ：はい。①は「天船巴の命令に従って〝ループ〟を継続させる」ですね。

紅：そんな……っ！　お墓くん、なんでっ!?

墓守：こっちにも、色々事じ情じようがあンだよ……！

ＧＭ：ネズミとしては、〝マスターマインド〟の最初の命令通りですし、ま、墓守が前に言ってた方針と違ちがうな～、くらいは思うかもしれませんが、普通に従したがいますよ。──ということで、《強化の雷らい光こう》を使用します。

秋雨：メジャーアクションの判定ダイスを増ぞう加かさせるエフェクトッスね……厳きびしいッスね、これ。正直、勝ち目がない。

ＧＭ：墓守の〈運転〉は、【肉体】なのでダイス５個こ、ネズミの支し援えんで＋３個です。

紅：私、絶ぜつ対たい、負けない……！（ダイスを握にぎる）

ＧＭ：すごい気合入れて、いっぱい握にぎってますけど、そんなに振ふれないです（一同笑）。

紅：え……あれ？

アンゼリカ：〈回避〉なので、【肉体】です。紅は……２です。

墓守：いくぜ。〈運転〉技ぎ能のうはねェが……クリティカルした。達成値12。

紅：私、２個しか振れない……４！　失敗！　最悪……っ！

アンゼリカ：……今回も、〝ループ〟のたびに、エフェクトの使用回数は回かい復ふくするですか？

ＧＭ：ああ、先に言っておきましょう、しません。理由は、元の時間と離はなれたためでしょう。ＰＣにはまだわからないでしょうが、リソースの使用法を考えるのに必要でしょうしね。

秋雨：確かに。

アンゼリカ：回復しない……でも、仕方ない。《妖よう精せいの手》を使うです。

ＧＭ：了解です。紅の振ふったダイスの目、ひとつが10になります。

紅：クリティカルして……達成値13！　やった！　ありがとうアンちゃん！




　路地の出口を塞ふさごうと滑り込んだ墓守──その眼前に、白い羽根が舞まう。

「ちィ！　目め眩くらましか！」

　墓守がハンドルを切り、クラッシュを避さける。バイクが蛇だ行こうした隙すき間まを、紅が走はしり抜ぬけた。




ＧＭ：紅は、倒れた伊武と、その近くの子供の方に走ります。一応、各ＰＣ、一回ずつメジャーアクションしましょうか。秋雨とアンゼリカ、どうぞ。

秋雨：と、いっても、アタシは今の侵しん蝕しよく率りつだと、治ち癒ゆくらいしかできないッスね。ん～……とりあえず、様子見してます。

ＧＭ：了解です。珠樹も、隣であたふたしてます。今の状じよう況きようで使えるエフェクトも特にないので。──アンゼリカはどうしますか？

アンゼリカ：……狙撃してきた相手を探さがします。

ＧＭ：なるほど。アンゼリカは、紅から離はなれて見守ってる感じでしたっけ。

アンゼリカ：そうです。近くのビルの上とかにいるです。

秋雨：高いところ好きッスね（笑）。

ＧＭ：鳩を使って監視したりしますからね、開けた場所の方が都合がいいんでしょう。……ふむ、そういうことなら、向こうからアンゼリカの前に来ます。

アンゼリカ：……っ!?

ＧＭ：ビルの屋上に立つアンゼリカの前に、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟ソフィア・Ｌ・コードウェルが登場します。空中に浮ういて、手には銃じゆうを持っています。

墓守：え、あれ、お前、そンな戦せん闘とうスタイルだっけ……？（笑）

秋雨：前は炎ほのおの剣けんを造つくって飛ばしたりしてたッスね。

ＧＭ：で、ソフィアは無言で銃を向けます。禍まが々まがしいフォルムをした、邪じや悪あくそうな銃。

墓守：〝悪あく魔まの銃〟か！

秋雨：ＦＨ専用アイテムのアレか。うえぇ……面めん倒どうくさいッスね。

ＧＭ：ちなみに、背せ中なかに天使のような翼つばさがあって、それで飛んでます。ま、データ的には、エネミーエフェクトの《飛行能力Ⅲ》ですけどね（笑）。

アンゼリカ：天使の翼……キャラがかぶっているのです（一同笑）。……身み構がまえるですよ。

ＧＭ：はい──では、一通り行動したところで、紅の行動の処理に行きましょう。




　暴ぼう走そうするトラックが迫る。運転席ではドライバーが居眠りしている。

　伊武は、足から血を流しながらも、子供を庇かばうように身を乗り出した。




紅：トラックを止めたいです！

ＧＭ：それなら、タイヤを撃うち抜ぬくということで、〈射しや撃げき〉で可か能のうですね。

紅：あ、あと、運転手さんも怪我しないように……他の通行人の人とかも巻まき込こまないように、安全に止めたい……。

ＧＭ：はい、そうなると、結けつ構こうな難易度ですねぇ……20になります。ま、攻こう撃げき扱あつかいで、エフェクトは使用してＯＫですよ。

紅：それなら……！　《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》《赫あかき弾》《カスタマイズ》！　これで、ダイス８個に、クリティカル値８だよ！

秋雨：それでも難むずかしいですが、なんとか……。

ＧＭ：《フラッシュゲイズ》です。ダイス８個減へらしてください。

一同：っ!?

アンゼリカ：マジか……！

紅：……そりゃないぜぇ～……っ!!

秋雨：アタシの《援えん護ごの風》でダイスを増ふやします……が、１個、です。

ＧＭ：では、一応、判定は可能になりました。ダイス０個だと自動失敗ですからね。

墓守：ダイス１個、クリティカル値ち８で……20か。絶ぜつ望ぼう的てきだな。

紅：それでも……やるしかない！　い、いきますっ！




　震ふるえる手で十面体ダイスを放ち、転がす。

　出た目は──１。




ＧＭ：振ったダイスがすべて１の場合は、ファンブル。自動失敗です。

紅：ああああ……そ、そんなぁ～…………。

アンゼリカ：《妖精の手》は、２レベルなので、あと１回です……。

秋雨：《妖精の手》を使っても、達成値20を出すには……ダイス１個で、５以上を出さないといけないッスね。《妖精の手》を使い切って、さらに五分五分……厳きびしいッスね。

一同：…………う～ん。

ＧＭ：ちょっと考える時間が必要っぽいので、その間にアンゼリカとソフィアの方の描写をしておきましょう。まず、さっきの《フラッシュゲイズ》を使ったのは、ソフィアです。

秋雨：そうでしょうね。

ＧＭ：演えん出しゆつは、狙撃によって紅の射撃を妨ぼう害がいする、というものです。

アンゼリカ：わたしの目の前で！　……そうなると、やはり《妖精の手》を紅に使うです。──紅の邪じや魔まは、させない！

ＧＭ：了解です。では──その直後、ソフィアは、空中を滑すべるようにアンゼリカに近ちか寄より、何かを囁ささやきます。すると、アンゼリカの体は動かなくなる。

アンゼリカ：どういう……ことです!?

ＧＭ：──先に、紅の判定を処理しましょう。アンゼリカの《妖精の手》が使われて、ダイス１個がクリティカル──１個だけ、振ふり足ししてください。

秋雨：これで、５以上……！

紅：ああっ、でも、えっと、アンちゃんが……！

アンゼリカ：今は射撃に集中するです、紅！　何のために来ているですか！

紅：そうだ、伊武ちゃんを助ける──あ、クリティカル！　やった！　やった！

秋雨：おお、一個なのにクリティカル連続……達成値、42！




　迫せまり来くるトラック。紅は銃を構かまえ──そこに、狙撃。銃じゆう身しんが弾はじかれる。

　──間に合わない！

　そう思った瞬間、紅の手元に、白い羽根がふわりと舞う。手を支ささえ、銃身を戻もどす。

　そして、放たれた赫い弾だん丸がんは、トラックのタイヤを貫つらぬいた。




紅：……やった！　伊武ちゃん！

ＧＭ：タイヤを貫かれたトラックは減げん速そくしながら曲がっていき、伊武と子供に向かうルートから外れて、無人の歩道に滑すべっていきます。

秋雨：なんとか、なったッスねぇ……。

紅：力が抜ぬけて、へたりこんじゃう……あ、でも、今とさっきの羽根、アンちゃんだよね？周りを見て、探します！

ＧＭ：では、背はい後ご、少し離れたビルの上に、アンゼリカと、翼を生やしたソフィアがいます。

アンゼリカ：動けないです……（笑）。どうしてですか？　──と、尋たずねるです。

ＧＭ：ソフィアはアンゼリカに、「……ちょっとした、〝秘密〟ですわ」と、さっきまでの無む表ひよう情じような感じから、急に豹ひよう変へんしたように囁きます。そして──（紙を渡す）。

アンゼリカ：わたしにも〝秘密〟が来た～～～～～っ！（一同笑）

紅：ちょ、ちょっと……！　ああもうっ！　忙しいよ！

秋雨：ふむ……（考かんがえ込こむ）。

ＧＭ：そこで──トラックが滑っていく先の路地から、阿玉が出て来ます。

紅：ええっ！　ちょ、ちょっと！

秋雨：次はこれを止める……？

ＧＭ：いえ、阿玉が避よけようと思えば、簡かん単たんに避けられる状況です。

紅：よかった……なら──。

ＧＭ：しかし阿玉は、棒立ちのままトラックに轢かれます。

紅：ええええっ！　なんでっ!?

ＧＭ：伊武が悲鳴を上げ、そして──世界は赤い光に包まれる。

紅：そ、そんな……どうして……っ！

秋雨：……判定に成功しても、止められないってことッスか……。

ＧＭ：そうですね。判定以外の条じよう件けんが揃そろっていなかった、ということです。ただ、ここでトラックを止める判定に成功したことには、ちゃんと意味がありますよ。

紅：そんな……でも……！

ＧＭ：──ビルの上ではアンゼリカがソフィアから〝秘密〟を語られ、その下、道路では、紅たちの眼前で阿玉が事故に遭あい──そして世界は、〝ループ〟します。




　止められたはずだった。阿玉は、避けられるはずだった。

　なのに、少年は動かず──そして、伊武の悲鳴が響ひびく。

　伊武の懐ふところで赤い光が放たれ、周囲に広がっていく。

「どうして……なんで、止められないの……？」

　紅の呟つぶやきを最後に、世界は赤い光に満たされ──〝ループ〟した。







◆Inter Scene◆秘密についてのエトセトラ




　アンゼリカに〝秘密〟が渡わたされたことで、ふたたび、紅以外のＰＣ全員が〝秘密〟を持つことになった。前ぜん巻かんではセッション前、今回はセッション中に渡す、という趣しゆ向こうである。




紅：もぅ……もう、信じられない……今日は、〝秘密〟はないと思ってたのに……！

アンゼリカ：わたしは、あると思ってたです（笑）。さて……（読み始める）。




　ちなみに、今回の〝秘密〟はどれも、「ＮＰＣから聞いた話」の内容となっている。

　墓守は〝マスターマインド〟天船巴から、秋雨は訪たずねてきた〝マスターレイス[image: ]ベータ〟ソフィア・Ｌ・コードウェルから、聞いた話。

　そしてアンゼリカも同じく、ソフィアから聞かされた話だ。




ＧＭ：ま、長い話ではないです。話し始めてすぐ〝ループ〟が起こってますからね。その〝秘密〟には、ソフィアの語った内容から、アンゼリカが推すい測そくできる内容も含ふくまれています。

アンゼリカ：はいはい……（読んでいる）ええっ!?　あ～……あは、あはははは！

紅：あづちゃんが壊こわれた!?（一同笑）

アンゼリカ：いや～……あははは……そうですよねぇ、こうなりますよねぇ……（笑）。

秋雨：あづささんの、こんな反応初めて見た！（笑）

アンゼリカ：考えてた設せつ定ていと同じっていうか、ピタリとはまる〝秘密〟だったので！

墓守：あづささンの思考とシンクロするなンて、やにおすごいな！

秋雨：こっちは、すごい予想外の〝秘密〟が来ましたけど……（笑）。

墓守：矢野の予想を外して来るなンて、やにおすごいな！（一同笑）

紅：みんな、隠かくし事ごとはやめよう！（提てい案あん）

アンゼリカ：いや～、わたしも、話したいのはやまやまなんですけどね……（笑）。

ＧＭ：それぞれの〝秘密〟の公開条件は、ＧＭから指定してあります。

墓守：うまく行動して、公開していかなきゃいけないわけだな。

ＧＭ：うん。まあ、今のところ一番うまくないのがお前だけどな（一同笑）。

墓守：お、おう……そのなンだ、難しいな、これ（笑）。

ＧＭ：何年ＴＲＰＧやってんだお前は！（一同爆笑）

アンゼリカ：読み終わったです……思っていた通りだったですが、思っていた以上だったです…………これ、大変だ……っ!!

紅：うう～、気になるよぉ～！

ＧＭ：それでは、再さい開かいしましょうか。ふたたび〝ループ〟が発生したところから──。
















◆Middle07◆異い変へん




　世界が〝ループ〟し、巻まき戻もどった──朝。

　刻ときヶが峰みね市の中央、大通りでは、通つう勤きんの車が、信号待ちの列を作っている。

　やがて信号が青に変わり、だが、その中の一台が、いつまでも動かない。

　後続の車がクラクションを浴びせ──。




ＧＭ：このシーンは、マスターシーンで、ＰＣ登場不ふ可かです。

アンゼリカ：動かない車……嫌いやな予感が……。

ＧＭ：クラクションが響ひびく中、しばらくすると、止まっていた車から、巨大な爪を持った男だん性せいが下りてきます。

墓守：……ジャーム！

ＧＭ：そうです。しかも、暴ぼう走そう状じよう態たいのようで、周囲の車を、無差別に爪つめで攻こう撃げき。車体が紙切れのように斬きり裂さかれ、車は爆ばく発はつします。

紅：ええええっ！　ちょっ、大変だ！

ＧＭ：そのままジャームは暴あばれだし、次々に車が爆発。闇やみ雲くもな悲鳴、クラクション、ブレーキ音や爆発音が響き、周囲はパニックになります。

秋雨：……〝ループ〟によるレネゲイド濃のう度ど上じよう昇しようの影えい響きよう、ついに出たッスか。

ＧＭ：はい。そういうことです。……で、そのジャームが、辺りを見回し、新たな獲え物ものを探さがした──ところで、その胸むねから、炎ほのおの剣けんが突つき出だします。

紅：えっ!?

墓守：ソフィアか……。

ＧＭ：次の瞬しゆん間かん、ジャームの体が一気に燃もえ上あがり、崩くずれ落おちる。その背はい後ご、車の屋根の上には、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟──ソフィアが立っている。「……だいぶ、熟してきましたわね」と呟つぶやいて、微笑ほほえみます。

アンゼリカ：熟じゆくす……レネゲイド濃度のことですか……。

ＧＭ：あ、違ちがうな。こいつは炎の剣を使ってるから──「だいぶ、熟して来やがったみてえだなぁ！　……ですわ」と呟きます。

秋雨：あ～……こいつ、そういう奴か。なるほどね……。

ＧＭ：そして、燃もえながら倒たおれたジャームの死体ですが、見えない牙きばに食われたように、体が消えていき──やがて、完全に消しよう滅めつします。

墓守：喰くわれた……いや、喰わせたのか？

ＧＭ：そしてソフィアは退たい場じよう。周囲には、呆ぼう然ぜんとした人々が残され、シーン終しゆう了りようになります。では、次のシーンへ──。







◆Middle08◆二周目：冒ぼう頭とう




　世界は〝ループ〟し、ふたたび、四月八日に戻もどる。

　繰くり返かえすたび、濃のう度どを上げて。

　繰り返すたび──熟していく。




ＧＭ：──では、伊武の〝ループ〟、二周目になります。

秋雨：事じ故こが防ふせげなくて……鳩宮サンが、ソフィアからなんか言われて、〝ループ〟、か。

ＧＭ：はい。アンゼリカとソフィアが対たい峙じしていたのは、全員目もく撃げきしていていいです。では、〝ループ〟で戻った場面──駅前の、紅とアンゼリカ。




　紅が目を開くと、そこは刻ヶ峰駅の、駅前。

　春の風に、桜さくらが舞まう。




紅：（沈しずんだ声で）……また、〝ループ〟しちゃったね……。

アンゼリカ：（不自然に淡たん々たんと）そう、ですね。

紅：これでまた、レネゲイド濃度が上がって……オーヴァードの人とか、ジャームになっちゃう人とか増ふえて……刻ヶ峰市が、どんどんひどくなっちゃう……。

アンゼリカ：そう、ですね。

紅：……とりあえず、伊武ちゃんと、みんなと合流しよう。

アンゼリカ：そう、ですね。

紅：……アンちゃん？　どうかしたの？

アンゼリカ：ドウモシナイデス（一同笑）。

紅：アンちゃん!?　アンちゃんどうしたの、何があったの!?（一同笑）

アンゼリカ：なんでもないです……とりあえず、学園に行くです。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、墓守とネズミ。学園内の一室ですね。今度はソフィアはいません。

墓守：……戻ったか。

ＧＭ：ま、目もく論ろ見み通り、事故は起こって〝ループ〟が発生したわけですが──ネズミは「これで、よかったんでしょうか……」と、不安げな顔で墓守を見ます。

墓守：ああ、これでいい──と言ってから、ロッカーを蹴け飛とばす。……ちっ、胸むなくそ悪ィ！

ＧＭ：「どっ、どうしたんですか？」ネズミはビクビクしてます。

墓守：……俺おれは、〝ループ〟から出てェんだよ。そう言ったろ。

ＧＭ：「え、でも……ＵＧＮが事故を防ふせごうとするのを、妨ぼう害がいしろって……」

墓守：言ったよ。それが命令だからな。……お前は悪くねェ、よくやった。──そう言って、角かく砂ざ糖とうを放ってやる。

ＧＭ：ネズミは、困こん惑わくしつつもカリカリ角砂糖を囓かじります。「マスター、この後、前みたいに、ＵＧＮの人が集まって相談すると思いますけど……行きます？」

墓守：ハッ、どのツラ下げて行けるよ。……あとマスターはやめろ。

ＧＭ：「は、はい……」ネズミはしょんぼりします──では、秋雨の場面へ。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：秋雨の私し室しつ。暖だん炉ろに火が入り、テーブルの上にはワイングラスが置かれています。

秋雨：参りましたねぇ……と、ワインを一口。──羊坂サンが来るんスよね？

ＧＭ：はい。来ますが──前と違ちがい、慌あわててドアを開けて、表ひよう情じようも──まあ、いつも通り、目を閉とじて微笑ほほえんでるような顔なんですが、冷ひや汗あせが浮うかんでいる。

秋雨：おや？

ＧＭ：「あ、秋雨神父！　これは一体……？　何が起こっているんです！」

秋雨：ああ、なるほど（笑）。……羊坂さん、同じ一日を何度も繰くり返かえしている。そんな風に思ったことは、ありませんか……？（一同笑）

ＧＭ：「（震ふるえ声で）あ、秋雨神父……貴方あなたは一体、何を知っているのです!?」（一同爆ばく笑しよう）

秋雨：ま、つまり、この周回から保持者キーパーになったんスよね？（笑）

ＧＭ：そういうことです。羊坂さんは、だいぶ混こん乱らんしていますね。

秋雨：任まかせてください。アタシ、この説明するの、もう何回目かですから（笑）。──いいですか羊坂サン、今この学園では──と、一通り説明するッスよ。

ＧＭ：これまでにあったこと全部ですか？

秋雨：そうですね……あ、いや、（〝秘ひ密みつ〟のメモを押おさえ）これ以外を（一同笑）。

ＧＭ：なるほど。公開条件を満たしたと判はん断だんするかな、と思って。

秋雨：あー……微び妙みようッスね。いや、やめておきましょう。

紅：なんなんだろう、公開条件って……。

秋雨：ま、それ以外は、これまでのあらましを、ざっくり説明しますよ。

ＧＭ：了りよう解かいです。で、話してると──秋雨は、不思議なことに気づきます。羊坂さんの記き憶おくは、まあ通つう常じよう通り前の周回からなんですが……なぜか、尾嚙のことは覚えています。

秋雨：ん？　おや？　……ええと、一ヶ月先のことは、知らないッスよね？

ＧＭ：はい。知りません。どうも「尾嚙のいた四月九日」までの記き憶おくがあるみたいですね。

秋雨：保持者キーパーには、記憶操そう作さが通用しないから……ッスかねえ。

ＧＭ：で、秋雨が、一ヶ月先、という話をしたところで、羊坂さんは部屋を見回し……顔が青ざめて、「一ヶ月後に……私わたし、殺されたんですか？」と聞きます。

墓守：お？　……ああ、未来視ししたのか！　確たしか、秋雨の部屋で紅と秋雨が話してたな。

ＧＭ：はい、そういうことです。

秋雨：そうか。予知能のう力りよくが使えなかったのは、保持者キーパーじゃないから、だったんスね……まあ、質しつ問もんには──はい、尾嚙サンに。……と答えておくッス。

ＧＭ：「尾嚙さんが……私を……」と呟いた後、顔を青くして、フラっと揺ゆれる。

秋雨：大だい丈じよう夫ぶッスか？　ショックな話ッスよね……気付けにワイン飲みます？（一同笑）

ＧＭ：「大丈夫です……ショック、というより、私の〝オラクル〟──未来予よ測そく能力の発動が、前と違ちがったもので……なんだか、複ふく数すうの未来が重なって見えて、目眩がしたんです」

秋雨：ふむ……なるほど。ともあれ、役に立つ羊坂さんに戻ってくれてよかったッス（笑）。

アンゼリカ：ひどい……（笑）。

ＧＭ：「はい、役に立ちますよ。クライマックス前になったら、今回、敵てきが持っているＥロイスの数とか予知しますよ」

秋雨：ものすごい役に立つッス！（一同爆笑）

ＧＭ：──じゃ、そんなところで、他のメンバーと合流しましょうか。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──と、いうわけで、ＵＧＮ刻ヶ峰支し部ぶ。第二音楽室です。紅、アンゼリカ、秋雨、そして珠樹と、羊坂さんが来ています。──墓守はいないんですよね？

墓守：あァ。だが、ネズミに盗とう聴ちようさせたい。

ＧＭ：了解です。さすがに今回は、ちゃんと〈知覚〉の対決しますよ。

秋雨：本気でやりますか。【感覚】の高い、緋ひ蜂ばちサンに《援えん護ごの風》使って支し援えんッス。




　しかし判はん定ていの結果、ネズミが、動物（鼠ねずみ）を操あやつる《ハンドリング》で達成値を上昇させ、勝利。このシーンの情じよう報ほうは、墓守に伝わることになった。




秋雨：ま、これは仕方ないッスね。じゃ、アタシはみんなに「羊坂サンが、保持者キーパーになったッス」と、まあ諸もろ々もろの事じ情じよう込こみで説明します。

ＧＭ：珠樹は羊坂さんに飛びついて喜んでいます。「よかった！　秋雨さんが支し部ぶ長ちようみたいな顔してて、どうしようかと思ってたんです！」（一同笑）

紅：すごい失礼！（一同笑）

ＧＭ：羊坂さんは、「秋雨神父の方が、ＵＧＮでもこの支部でも先せん輩ぱいですけど……」と。

秋雨：いいッス、いいッス。支部長の真似まね事ごとなんかして、アタシ、へとへとッス（笑）。

ＧＭ：「そうですか、では……ひとまず、まとめ役はしますね」と羊坂さん。で、紅とアンゼリカに「はじめまして……というのも、変ですけど」と、ぺこっとします。「以前の……鳩宮さんの〝ループ〟では、私のせいで、色々ご迷めい惑わくをおかけしたみたいで、すみません」

紅：貴方のせいじゃないです！　よろしくお願いします！

アンゼリカ：……ちょっと警けい戒かいした感じで、距きよ離りを置いておくです。

秋雨：鳩宮サン？

紅：アンちゃん、この周回になってから、なんか、様子が変なんです……。

秋雨：──鳩宮サン、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟に、何か言われたッスか？

アンゼリカ：……何も、です。接せつ触しよくして、すぐ〝ループ〟が発生したですから。

秋雨：……ま、そう言われたら、そうッスか、としか言えないッスね。

紅：アンちゃん……。

秋雨：で、まあ……前回、ＵＧＮ支部としては、阿あ玉だまサンが遭あう事故を止めよう、って方ほう針しんで臨のぞんだわけッスけど──。

ＧＭ：では、羊坂さんが、「失敗、したんですよね？」と。

紅：（暗い声で）……はい。失敗、しました……。

秋雨：まー、そのー……アタシたちは、精せい一いつ杯ぱいやったッスよ（一同笑）。

ＧＭ：珠樹も「そうです！　ＦＨの妨害も止めましたし！」と便乗します（笑）。

秋雨：アタシと加賀美サンは役に立ってないッスけどね（笑）。……あの墓守サンが、こっちの妨害に回ったのは、意外でした。

ＧＭ：「やっぱりＦＨなんか信用できないですよ！」と珠樹。

アンゼリカ：そうですね。前の〝ループ〟でも、わたしを殺そうとしましたし（一同笑）。

秋雨：まあ、今のところ、それには反はん論ろんできないッスねぇ。とはいえ、墓守サンの妨害も、緋蜂サンがかいくぐって、実じつ際さいトラックを止めるのには成功した、と思ったんですが……。

紅：そうなんです。成功したはずなのに……。

秋雨：まるで、阿玉サンが、自分から事故に遭あったような……。

紅：…………伊武ちゃん、どうしてるかな。

ＧＭ：ああ、紅とアンゼリカは、始業式出たんですかね？

紅：はい、出ます。……その時会ったのかな？

ＧＭ：いえ、伊武は始業式にいませんでした。

紅：落おち込こんでるのかな……。

秋雨：だとしても、無理はないッスね。

ＧＭ：──では、そこで、伊武が第二音楽室に飛とび込こんできます。「ねえ、なんか、〝林檎りんご〟が大きくなってるんだけど！」（一同笑）

墓守：家で落ち込ンでたけど、それ見て学校に飛ンで来たンだな（笑）。

秋雨：……それ、さっきのマスターシーンの結果ッスかね。アタシたちにわかります？

ＧＭ：珠樹が、事じ件けんのことを報ほう告こくしてきますよ。「どうも、朝方、市街区で、ジャームが暴走して、その後何者かに処しよ理りされたみたいで……もしかすると……」

秋雨：そのジャームを喰って、大きくなった、ってことですかね。

紅：このまま〝ループ〟が続いたら、どんどんジャームが発生して……。

秋雨：〝林檎〟は育ち続ける、ッスか。参ったッスねぇ。

ＧＭ：「そんな……」と、伊武は青ざめます。で、ふと、紅とアンゼリカを見て、「あの……助けてくれたよね。ありがとう。ひどいこと言って、ごめん」と、頭を下げる。

紅：……ううん。助けられなくて、ごめん。

秋雨：ちょっといいスかね、伊武サン。阿玉サンが最後、まるで自分から事故に遭いにいったように見えたッスけど、何か、心当たりあります？

ＧＭ：「え？　そんな風だったかな……？　心当たり……わからないです。いきなり車が突つっ込こんできたら、動けないのは当たり前……じゃないですか？」

秋雨：ふむ……。まあ、そうかもしれないッスね。

ＧＭ：「わたし……何度でも、うまくいくまでやるから！」

アンゼリカ：（ぽつりと）……そう、思っちゃうですよ。やっぱり。

ＧＭ：特に引ひき留とめなければ、伊武はそのまま部屋を去ります。──で、黙だまって様子を見ていた羊坂さんが「ちょっと……まずいですね」と、真しん剣けんな口調で言う。

秋雨：どうしたッスか？

ＧＭ：「あの子……伊武さんは、レネゲイドコントロールの訓練、受けてないですよね」

紅：レネゲイドコントロール？

秋雨：技ぎ能のうの〈ＲＣ〉のことッスけど、ま、レネゲイドの操作、衝しよう動どうの抑よく制せいとか、暴走の対たい処しよとか、レネゲイドに関する技ぎ術じゆつ全ぜん般ぱんのことッスね。

ＧＭ：「きちんと〝見えた〟わけではないのですが──」と前置きして、羊坂さんは「〝ループ〟を何度も起こすと、あの子がジャーム化してしまう可か能のう性せいが高いです」と言う。

秋雨：と、言いますと？

ＧＭ：「鳩宮さんは、ＵＧＮでＲＣレネゲイドコントロールの訓練を受けています。だから、〝持ち主〟として、数多くの〝ループ〟を起こしても、耐たえられました。けれど、伊武さんはオーヴァードに覚かく醒せいしたばかりな上に、何の訓練も受けていません」

秋雨：確かにそうッスね。〝林檎〟の能力を発動させる──〝ループ〟を起こすことで、〝持ち主〟のレネゲイドにも影響する、ってのは、十分考えられる話ッス。

ＧＭ：「直ちよく接せつ、エフェクトを使っているわけじゃなくても、強い情じよう動どう、至し近きんで発動するレネゲイドの力……そういうものに対処する訓練を受けていませんから」

紅：このままだと、伊武ちゃんが、ジャーム化しちゃう……。

ＧＭ：「そうですね。あと数回……本人がエフェクトを無む闇やみに使ったりするなら、恐おそらくは……二回、といったところでしょう」

墓守：ああ！　これ、伊武の〝ループ〟回数に、シナリオ上の制せい限げんがあるって話か！

ＧＭ：はい。全部で三回、つまり、あと二回〝ループ〟すると、伊武はジャーム化します。

アンゼリカ：ジャーム化すれば……〝林檎〟に、喰われてしまうです。

紅：どうしよう……どうしたら……。

秋雨：まあ、緋蜂サンが言ってたみたいに、伊武サン自身が〝ループ〟をやめるか──。

アンゼリカ：それは無理だと思うです。

秋雨：アタシもそう思います。……なので、基き本ほん的てきには、あの事故を食い止めて、伊武さんの願いを叶かなえてもらう、って方向で行こうと思うッスよ。どうスか、羊坂支部長？

ＧＭ：「……それでいいと思います。悲ひ劇げきをそのまま受け入れろ……と、納なつ得とくさせるのは難むずかしいでしょう。その後、〝林檎〟がどこに行くのか、という問題はありますが、まずは、目の前の伊武さんを助けることを優ゆう先せんしましょう」

秋雨：ま、妥当な感じッスね。

アンゼリカ：……紅は、どうするですか？

紅：伊武ちゃんを止めたいけど、無理だから……また、助ける。

アンゼリカ：……では、アンゼリカは急に、不自然な感じで、キツい口調になって──そうやって、ただ目の前の人を助けるのを、馬ば鹿かみたいに繰り返すですか！

紅：だって……放っておいたら、伊武ちゃんが……。

アンゼリカ：もっと、他にすべきことがあるはずです！

紅：……え？　どういうこと？

アンゼリカ：もう、そんな、目の前のことしか考えられない紅とは、付き合ってられないです！　──と叫さけんで、背せを向けて走り去っていくです。

紅：アンちゃん、どうして……！

秋雨：もっと、他にすべきこと、ッスか……。




　伊武の説得にも、阿玉を救うことにも、失敗し。

　そして今──アンゼリカまでも、去っていった。

　……紅は、ただ呆ぼう然ぜんと、アンゼリカの小さな背を見送るしかなかった。



敵が持っているＥロイスの数　Ｅロイスと同じダイス数だけ、トラックバック時に、追加で侵蝕率を低下させることができる。そのため、事前にわかっていると、どのくらいまで侵蝕率を上げていいか判断しやすい。









◆Middle09◆二周目：行動




〝伊武のループ〟──その二周目。

　ＰＣたちは、それぞれの想いや目的を抱かかえ、動いていく。




紅：……うう、ぐすっ……。アンちゃんが行っちゃった……。

アンゼリカ：泣かないの……（笑）。

ＧＭ：では、ひとりずつ、行動していきましょうか。最初は──秋雨どうですか。

秋雨：アタシは、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟について調べたいッス。

ＧＭ：はい。〈情報：ＵＧＮ〉か〈情報：ＦＨ〉で調ちよう査さ可か能のうです。難なん易い度どは10。達たつ成せい値ち15と20で、それぞれ追加の情報があります。

秋雨：さすがに高いッスね。ま、財ざい産さん点てんはある、やってみましょう。




　秋雨は〈情報：ＵＧＮ〉で判定。ダイス目が……９。




秋雨：〈情報：ＵＧＮ〉のレベルを足して、達成値10……財産ポイントを全部使っても、19。……うーん、20の追加情報は無理か。

墓守：タイタスを昇しよう華かして達成値＋１Ｄ10って手もあるが……やりすぎだな。

秋雨：仕方がないッス──財産ポイント５点消費して、達成値15で。

ＧＭ：はい、了解です。〝マスターレイス[image: ]ベータ〟、前回わかったのは、「特とく徴ちよう的てきな能力は他人を操ること」という情報でしたが──。

秋雨：炎ほのおの剣けんを使ったり、悪あく魔まの銃じゆうを撃うったりもしてるッスねえ。

ＧＭ：はい。〝マスターレイス[image: ]ベータ〟は、「多様な場面で能力を発はつ揮きする万ばん能のう型がたのエージェント」です。洗せん脳のうや情報工作、射しや撃げきに白兵、護ご衛えいなど、様々な能力を持ちます。

紅：多すぎ……！

ＧＭ：で、15まで、でしたか──大きく分けて、以下の能力を持ちます。




・護衛を得意とする「炎の剣を操る能力」

・狙そ撃げきや幻げん覚かくを得意とする「光を操る能力」

・白兵戦闘を得意とする「獣けもののような怪かい力りきを持つ能力」

・洗脳や精せい神しん攻撃を得意とする「精神操作能力」




墓守：ハッ、こいつは器用だな。まるで、ひとりじゃねェみてェだ。

秋雨：……恐らくは、そういうことなんでしょうね。

ＧＭ：その、あまりに多様な能力から「四面の天使」と呼よばれています。能力の発動するヴィジュアルや変へん異いが、天使を思わせるところからも来ているようですね。

秋雨：……了解ッス。口調の変化といい、人じん格かくごとに能力が変わるタイプ、ッスかねえ。

ＧＭ：その達成値だと、確たしかなことはわかりませんね。

墓守：四面の天使……智天使ケルブか。炎の剣を持って〝林檎〟を守る──ちと、出来すぎだな。

ＧＭ：そうですね、智ち天てん使しは、アダムとイヴが〝禁きんじられた知ち識しきの樹〟の果実を食べて楽園エデンを追放された後、残った〝生命の樹〟を守るため、楽園──エデンの東を、回転する炎の剣と共に守しゆ護ごしている……と言われます。

秋雨：なるほどね。……了解したッス。

ＧＭ：では──次ですね。墓守どうですか。

墓守：あー……うーン……どうしようか。どうしたら……（一同笑）。

ＧＭ：相変わらず、自分に焦しよう点てんが当たると不安定になるな（笑）。

アンゼリカ：迷まよっているなら、わたしの行動、先にいいですか。墓守と会って話したいです。

墓守：お？　それは別に構わねェよ。

ＧＭ：了解です。では、アンゼリカの行動を処理しましょう。




　　　　＊　＊　＊




アンゼリカ：メールで、墓守を屋上に呼よび出だすです。

墓守：……よォ、シロ。ハチへの妨害の件なら──。

アンゼリカ：いえ。それとは別に、聞きたいことがあるです。

墓守：あン？　……答えられるかどうかはわからねェが、言ってみな。

アンゼリカ：……（素すになって）あ～！　やだなぁ、墓守に頼たよるの！（一同笑）

秋雨：どうしたんスかねぇ……（笑）。

ＧＭ：ちなみに、ネズミは一いつ緒しよでいいんですかね。

アンゼリカ：ネズミもＦＨの人間なので、来て欲ほしいのです。──あなたたちは、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟ソフィア・Ｌ・コードウェルに、ここ以外で会ったことがありますか？

墓守：うン？　ここ以外ってのは、学園の外で、ってことか？　……いや、ねェな。

ＧＭ：「自分もないです」とネズミ。

墓守：まァ、事故ン時に、街にいたのは見てるが……そもそも、普段、学園の外で、アイツがどこにいるかは、偽ぎ装そうされてて分からねェンだ。

アンゼリカ：同じ、ＦＨのマスターエージェントなのでしょう？

墓守：マスター、たって、別にお仲間ってワケじゃねェしな。

アンゼリカ：……そうですか。質問は以上なのです。

墓守：……は？

アンゼリカ：…………それだけです。

墓守：意味がわからねェな。質問の意図くらいは、教えてくれてもいいンじゃねェのか？

アンゼリカ：……墓守が知らないなら、ソフィアの居い場ば所しよは誰だれにも探さがせないのです。

墓守：……Ｄロイスの「工作員マグネイト」で隠かくされてた話か。

アンゼリカ：…………。ソフィアは……前に、学園でやり合った時とは、別人のように見えたです。能力も、人格も。

墓守：ま、同じ顔をした奴やつが何人かいるのかもしれねェし、あるいは、ひとりの中に、何人か住ンでいるのかもしれねェ……と言って、チラっとネズミを見る。

アンゼリカ：中に……複数の人格がある、とかですか。

ＧＭ：「へー、そんなことができるんですか」と、感心した顔のネズミ。

墓守：……っ！　おま……っ！　お、おお！　できる、できるンだよ！（一同笑）

秋雨：なんスか、その反応（笑）。

墓守：ＦＨにはァー！　ＵＧＮにない技術が色々あるしィ！　できるンだよォ！（一同笑）

アンゼリカ：……なるほどです。とにかく、用よう件けんはそれだけなのです。

墓守：そうかい。……今回も、どうせお前ェは、ハチのために動くンだろ？

アンゼリカ：……そっ、そ、そんな、こと、ないです！（一同笑）

ＧＭ：動どう揺ようしすぎ（笑）。

アンゼリカ：くっ、紅、のことなんか！　もう、知らないのです！　仲間ではないです！

紅：ええ～……（泣きそう）。

墓守：……一度でも、仲間だと思ったらよ、大事にした方がいいぜ。

アンゼリカ：俯うつむいて、唇くちびるを嚙かむです。

墓守：……なンかよ、そっちも……事情がありそうだな。

アンゼリカ：「も」ということは、そちらも何か、事情があるですか。

墓守：……チラっとネズミを見て──別に、と言う（一同笑）。

ＧＭ：ネズミはきょとんとしてます。

アンゼリカ：……お互たがい、協力者がいた方が、いいのではないですか……不本意ですが。

墓守：……かも、しれねェな。手伝えることがあったら、言ってくれや。

アンゼリカ：そうですね……（独ひとり言ごとっぽく）今は、墓守の方が、頼たよりやすいかもです。

紅：え～……私を頼ってよ！（一同笑）

アンゼリカ：墓守にロイスを取っておくです。「Ｐ：連帯感／Ｎ：不安」で表は連帯感。

ＧＭ：はい、了解です。

アンゼリカ：──墓守。もうひとつ、聞いてもいいですか。

墓守：なンだい？

アンゼリカ：ＦＨのリーダーとは……どんな人物ですか？

墓守：あ？　コードウェル博士のことか？　会ったことねェ。どンな人間か、なンて、こっちが聞きてェくらいだな。

[image: ]

アンゼリカ：（激げつ昂こうして）知らないから聞いているです！

墓守：お？　シロにしちゃ、珍めずらしい反応だな。

アンゼリカ：…………聞きたいことは、それだけです。一応、礼は言っておくです。

墓守：あァ……ありがとよ。ま、なンかあったら、連れん絡らくしろや。こっちもそうする。

アンゼリカ：……はいです。

ＧＭ：では、そんなところで、場面を切きり替かえましょう。




　　　　＊　＊　＊




墓守：う～～ン……（〝秘密〟の紙を見ている）。

ＧＭ：今の場面とは別に、墓守は自分の行動できますよ。

墓守：ああ、おう。うン。その……あ～……これ、②を、俺が調べると……。

ＧＭ：前にも言ったけど、注意事じ項こうにあることが起きるよ。

墓守：だよなァ……むむ……。

ＧＭ：お前はどうしたいんだよ（笑）。

墓守：他人を……頼りたい（一同笑）。

ＧＭ：うん、じゃあ、そうしなよ（笑）。

墓守：うう……うン、そうだよな、やっぱ、秋雨だろうな。会いに行こう。……ネズミ、ついてきちゃうかなぁ……きちゃうよなぁ……。

秋雨：来るな、って言えばいいでしょうに（一同笑）。

墓守：そ、そうか、そうだ。ネズミ、お前は、ＵＧＮの様子を探さぐってこい。行ってこい。

ＧＭ：「はい。わかりました」

墓守：でも神父は調べなくていい。俺が調べるから。お前は何もしなくていい。

ＧＭ：「は、はぁ……？　えっと、はい……？」（一同笑）

秋雨：お前、なんでそんな、毎回挙きよ動どう不ふ審しんになるんだよ！（笑）

ＧＭ：まあいいか、ネズミは言われた通り、秋雨以外を探りに行きますよ（笑）。墓守は、教会を訪たずねるってことでいいですか？

墓守：ああ、そうする。キョロキョロしながら……アイツ、付いて来てねえよな？

秋雨：……墓守サン、何やってんスか？（一同笑）

墓守：お、おお、オッサン。あのよ、なンだ、ちっと……聞きたいことがあってな……。

秋雨：墓守サンは、ＵＧＮの妨害をしてくれちゃったワケですけど……（一同笑）。

墓守：ああ……まあ……なンだ。まあな……。

秋雨：ふむ。ま、こっちに頼たのみ事ごとをするくらいだ。次は妨害しないんでしょ？

墓守：いや、それは……その、する……かも？（一同笑）

秋雨：するのかよ！（一同笑）　……ああもう、とりあえず、聞きたいこととやらを、話して下さい。それから考えるッスよ。

墓守：うン、その、なンだ……あンた、本ほん職しよくはレネゲイドの研究者なンだよな？

秋雨：そうッスね。専せん門もんはそっちで、神父は偽ぎ装そうッス。

墓守：……あのよ、誰だれかの中に潜ひそンで、ソイツを操あやつってるオーヴァードがいたとするだろ？……どうすれば、その寄き生せいしてる奴やつを、止められる？

秋雨：それだけじゃ、答えようがないッスねぇ。──（ＧＭに）で、いいよね？（笑）

ＧＭ：はい、その通りです。

墓守：ぐ……。

秋雨：たとえば、エグザイルのオーヴァードには、自分の肉体の一部を切きり離はなして、融ゆう合ごうさせることで他者を操る能のう力りよく者しやがいます。あるいは、オルクスだったら、自分のレネゲイド因いん子しを相手に埋うめ込こんだりとか、ソラリスなら、薬品で相手を洗脳したりとか。

墓守：ふむ……。

秋雨：尾嚙サンなんかは、音楽を媒ばい介かいに、メロディを流ながし込こむことで他人を操ってましたね。あれはハヌマーンと、エグザイルの掛かけ合あわせみたいな感じッスかねえ。……だからまあ、解かい除じよ方法についても、どういう方法で寄生してるかによるッスよ。

墓守：そうか……。

秋雨：ま、だいたいは、大本の能力者を倒たおせば、解かい決けつすると思いますけど？

墓守：それができりゃ、とっくにやってンだよ！（一同笑）

秋雨：はぁ……（笑）。じゃあ、相手の能力の詳しよう細さいがわからないと、難しいッスね。

墓守：そう、か……。じゃあ、その……話は、変わるんだが……。

秋雨：はい？

墓守：ＵＧＮってのは……上司には恵めぐまれてンのか？（一同爆笑）

秋雨：なんスか、その質問（一同笑）。

墓守：いやその、ちょっと気になってよ！

秋雨：まあ、色々ッスよ。どんな組そ織しきでもそうでしょ。

墓守：そうか。……こっちは特にひどいっていうか、性しよう根ねが腐くさってるっていうか（一同笑）。

秋雨：はぁ……（笑）。

墓守：うン……それだけ（一同笑）。

秋雨：まあ、その、なんとなく、わかるような、わからないような……（笑）。あ、じゃあ、こっちからも、ひとつ質問、いいッスかね。

墓守：なンだい？

秋雨：今の話……〝マスターレイス[image: ]ベータ〟の話ッスか？

アンゼリカ：…………。

墓守：いや、違うぜ。

秋雨：なるほどね。……墓守サンは、じゃあ、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟の仲間じゃない、と思っていいんスかね？

墓守：……俺の仲間はもう、みンな、いなくなっちまったよ。

秋雨：いや……それは──ま、いいッス。わかりました。お尋たずねの件は、なんだったら、ちょっと資し料りよう当たって調べてみるッスよ。

墓守：お！　おう、頼たのむぜ！　いやマジ助かるわ！（一同笑）

秋雨：調べられるのは、次の周回以い降こうになるッスけどね。もう判定できないんで（笑）。

墓守：あ～……助かるわぁ～……頼むぜ、ほンと！　と、言って出て行くか。

秋雨：墓守サンの様子もおかしいッスねぇ……（笑）。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：お待たせしました。紅の行動はどうしましょうか。

紅：えっと……羊坂さんは、未来予知ができるんですよね？

ＧＭ：そうですね、対象は、そんなに広くない……まあ、部屋ひとつくらいの空間。で、そこで未来に起こる事象を予測する能力です。

紅：じゃあ、事故現げん場ばに羊坂さんを連れていったら、どうして事故が起こるのか、とか、どうすれば防ふせげるのか……みたいなことが、わかりますか？

ＧＭ：なるほど。一応、その可能性はあります。

紅：じゃあ、お願いして、一緒に行ってみたいです！

ＧＭ：はい、了解です。




　隣となり町まちのショッピングモール。道を一本奥おくへと入り、路地を抜ぬける。

　その先の通りが、阿玉弾児が事故に遭う〝予定の〟場所である。

　今そこでは、制せい服ふく姿すがたの女子高生と、シスターが、様々な角度から、通りを眺ながめていた。




紅：羊坂さん、ここで阿玉くんが事故に遭っちゃうんです……。

ＧＭ：「わかりました。見てみましょう」と、羊坂さんは、いつも通り、穏おだやかな表情で頷うなずいて、集中します──が、しばらくすると、顔が真まっ青さおになって、膝ひざをつく。

紅：羊坂さん!?　だ、大丈夫ですか？　支ささえます！

秋雨：前に能力を使った時も、同じような様子だったッスね……。

ＧＭ：羊坂さんは青ざめた顔で「……すみません。大丈夫です。やはり、この〝ループ〟の中では、私の能力は、いつものようには働かないようです」と。

紅：だめ……ですか。

ＧＭ：「いえ、未来自体は見えました。それも、たくさんの未来が重なるように……そのせいで、情じよう報ほう量りようが膨ぼう大だいになって、一気に消しよう耗もうしてしまったみたいです」

秋雨：なるほどね……。

ＧＭ：「……結けつ論ろんから言うと、見えた未来のすべてで、阿玉さんは事故に遭っていました。未来の中では、我われ々われも、様々な手しゆ段だんで対たい抗こうしているのですが……」

紅：そんな……変えられない、ですか？

ＧＭ：「いえ。元々、私の能力〝オラクル〟は、確かく定ていした未来を予知するのではなく、あくまで可能性の高い未来を予測し、それに対処するための能力です」

紅：未来は……変えられるんですね。

ＧＭ：「ええ、そうです。とはいえ、こんな風に、たくさんの未来が見える……というケースは経けい験けんがないので、対処も難しいとは思いますが」

紅：阿玉くんは、誰かに操られたりしてないですか？

ＧＭ：「エフェクトの影響を受けている様子はないですね」と言ってから、羊坂さんは小首を傾かしげます。「ただ……自分から、事故に遭いにいっているようにも……見えます」

紅：どうして……？

ＧＭ：「それは、わかりませんが……」羊坂さんが言うには、見える未来の中には、ＦＨの妨害にあって失敗する場合もあれば、妨害を跳はね返かえした──前回のようなケースですね──場合もある、と。その上で、ＦＨの妨害を阻そ止ししても、事故は発生してしまいます。

秋雨：ＦＨの妨害に負ければ、それで事故が起きる。でも、ＦＨの妨害を止めても、事故自体は止まらない……？

ＧＭ：そういうことです。ＵＧＮとＦＨの対決、という点でいうと、前回のケースはほぼ、最さい善ぜんの結果なんですね。

秋雨：なるほど。前回の結果が最善、とすると……何か別の角度から、手段を考えないといけないッスね。何か、我々の気づいてない、事故の原げん因いんがある……か。

紅：阿玉くんと……話してみる？

ＧＭ：「それは、ひとつの手かもしれないですね」と羊坂さん。

紅：じゃあ、阿玉くんに会いに行きたい！　……あ、でも、もう行動しちゃったから、会えないのかな？

アンゼリカ：明日、出かける前に会うのはどうですか？

ＧＭ：それは可能です。

紅：そっか……じゃあ、そうする！　阿玉くんと話してみる！

ＧＭ：羊坂さんは、目を閉とじたように伏ふせたまま、頷うなずきます。

紅：……大丈夫ですか、眠ねむいですか？

ＧＭ：「いえ、こういう顔なんです。キャラデザです」（一同笑）

紅：そっか！　よかった！　無理させてしまって、すみません！

ＧＭ：「いいんです。私も、ＵＧＮの一員、貴方あなたの仲間なんですから」

紅：（しみじみと）ええ人や～……（一同笑）。

ＧＭ：「能力が暴走している理由はわかりませんが……この〝ループ〟の世界は、何か、普ふ通つうの世界とは違う状態なのかもしれませんね」

紅：早く、〝ループ〟を終わらせましょう！　みんなで、ここから出ましょう！

ＧＭ：「そう……ですね」羊坂さんは微笑みます。──では、シーンを終了しましょう。




　繰り返す悲劇を止める。

　そのために、阿玉と──少年と話す。

　紅は、ふたたび顔を上げる。前に進み、事件を解決するために。
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　そしてまた、〝事じ故この当日〟がやってきた。

　今度は、止めてみせる。

　紅くれないは、そう思いながら、阿玉弾児あだま・だんじの家の前に立っていた。




ＧＭ：では──事故当日。朝になります。紅は、阿玉の家にやってきました。

紅：ピンポンピンポンピンポン！（一同笑）

アンゼリカ：め、迷めい惑わくな……（笑）。

ＧＭ：じゃあ、ユルい格かつ好こうの──Ｔシャツと短パン姿すがたの阿玉が、眠ねむそうに出て来ます。「はい……あれ、ええと、キミは……転校生？」

紅：（いきなり）時間がループするって想そう像ぞうできる？

ＧＭ：「…………はい？」（一同爆ばく笑しよう）

紅：ホントは、私わたしのこと、よく知ってたりするんじゃない？

墓守：保持者キーパーじゃないか、って疑うたがってンのか。

秋あき雨さめ：それはいいんスけど、聞き方が……（笑）。

ＧＭ：「ちょっと何言ってるのかわかんないんだけど……」阿玉は冷ひや汗あせを流してます。

紅：あ！　当たったから!?

アンゼリカ：いや、紅の発言が電波っぽいからだと思うです（一同笑）。

ＧＭ：「あの、よくわかんないけど……ウチ、浄じよう土ど真しん宗しゆうだから」（一同笑）

紅：あれ、阿玉くんは、〝ループ〟のこと知らなさそう？

ＧＭ：そのように見えますね。「……あの、それじゃ」とドアを閉しめようとします。

紅：待って待って！　話を聞いて！　ドアに手を挟はさんで閉めさせない！

アンゼリカ：超ちよう怖こわいです（一同爆笑）。

紅：あのね、阿玉くん……。

ＧＭ：「（怯おびえた様子で）な……何？」

紅：今日一日、私と一いつ緒しよにいてくれない？

ＧＭ：「……は？」（一同爆笑）

紅：ね、お願い！

ＧＭ：「いや、あの……今日は、友達と約束があるんで……」

紅：その約束を破やぶって欲ほしいの！（一同爆笑）

ＧＭ：「いや、ちょっとその、ごめん……嫌いやです」

アンゼリカ：そりゃそうだよ（一同笑）。

墓守：ハチ……ちょっと、その、ヤバい人になってる（笑）。

紅：……じゃあ、どうすればいいんだろう……。あ、そうだ！　こう言えばいいんだ。──今日は、伊い武ぶちゃんと約束があるんだよね？

ＧＭ：「なっ、なんで知ってるの!?」（一同爆笑）




　ちなみに、紅（有あり世せさん）は、この間、常つねに真しん剣けんである。本気と書いてマジである。

　そして他のプレイヤーは爆笑している（特に天）。




紅：伊武ちゃんが来るまで、一緒に待と？

ＧＭ：「いや、あの、麻ま衣い子こに用事があるなら……直ちよく接せつ、隣となりに行けば？」

紅：……ほんまや（一同爆笑）。

ＧＭ：「ごめん、もう、そろそろいいかな。俺、キミのことよく知らないし……」

紅：どうして～！

アンゼリカ：阿玉の態たい度どは、ごく普ふ通つうだと思うです。誰だれでもこうなるです（笑）。

紅：（身を乗り出して）伊武ちゃんと、何しに行くの？

ＧＭ：もう勘かん弁べんしてくれ、みたいな顔になりますが、「……か、買い物」と答えます。

紅：何を買うの？

ＧＭ：「え……靴。っていうか、スパイクだけど」

紅：やった！　じゃあ、トランクからスパイクを出します！　──実は私、野球のチームを作ろうと思ってるの！　だから靴ならいっぱいあるから、あげるね！（一同笑）

ＧＭ：「え、いや……サイズ合わないし、いらないよ」

紅：阿玉くんの足を見て……26センチね！　って言って、26センチの靴を置きます！

ＧＭ：「ヒッ!?」（一同爆笑）

紅：これでもう、買い物に行く必要ないよね!?

ＧＭ：「いや、自分で選んで買いたいから……ていうか、その、マジでもう帰ってくれる？」と、阿玉は、紅を追い出します（一同笑）。

秋雨：まあ、そうなるッスねぇ……（笑）。

紅：もう……どうしたらいいの!?




　実は、「阿玉と話しに行く」という手しゆ段だんは正せい解かいである。

　ただ、情じよう報ほうが足りないのと、説得の方ほう向こう性せいがちょっと（？）迷めい走そうしていたので、無む駄だになってしまったのだった。

　そして追おい詰つめられた紅が、呟つぶやく。




紅：阿玉くんを……傷きずつける……。

一同：!?

紅：撃うつ……!!

アンゼリカ：やめるです、紅。それに、紅にはそんなことできないでしょう。

紅：うん……できない。どうしよう……。

秋雨：他の方法を考えるしかないッスね。道路に飛び出す前に子こ供どもを止める、トラックの運転手を居い眠ねむりから覚ます、そもそも道路を通行止めにする……。

紅：……うん。やってみる。

ＧＭ：なるほど。了りよう解かいです。秋雨と紅、あと珠たま樹きと羊ひつじ坂ざかさんで、そういった方法を試すわけですね。アンゼリカと墓守はどうします？

アンゼリカ：……合流はしないですが、現場にいて、支し援えんするです。

墓守：俺は……クソ！　……ＵＧＮを妨ぼう害がいする。

ＧＭ：了解です。──それでは、結果から言います。事故はふたたび起きます。

秋雨：ダメッスか……。

ＧＭ：ＵＧＮが様々な手段をとり、ＦＨ──〝マスターレイス[image: ]ベータ〟と墓守が、それを妨害します。さらに、今回、アンゼリカは十分に動けません。

アンゼリカ：……そうですね。

紅：アンちゃん、なんで……。

ＧＭ：結局──阿玉は、別の場所で、事故に遭あってしまいます。前と同じように、簡かん単たんに避さけられるような状じよう況きようで、ふらっと、自分から飛とび込こむように。──で、伊武の〝林檎りんご〟が赤く光り、世界はまた、〝ループ〟します。

秋雨：これは……情報が足りてないッスね。阿玉サンを調べるしかないか。

アンゼリカ：これで〝ループ〟が二回目……次で失敗すると……。

秋雨：伊武サンが、ジャーム化してしまうッスね。

紅：どうしよう……どうしたら……！

ＧＭ：では、世界が赤い光に包まれ──シーン終しゆう了りようです。




　また、ダメだった。

　また、人が傷きずつくことを止められず、

　また、世界が、危き機きに近づくのを止められなかった。

　赤い光の中で、紅は、それでも考える。

　何か、方法があるはずだ。

　何か──。
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　紅は考える。

〝ループ〟を止めるには、阿玉弾児が事故に遭あうのを防ふせぐしかない。

　しかし、事故を止めるためには……何か、もうひとつ決め手がいる。

　──情報が、必要だった。




ＧＭ：──では、〝伊武のループ〟、三周目になります。〝ループ〟開始時の描びよう写しやなんかは端折はしよって、一日目の行動にいきましょう。

秋雨：情報が必要ッスね。阿玉サンの、過か去ことか、最近の事じ情じようについて調べたいところッスけど。伊武サンには、心当たりがないんスよね？

ＧＭ：はい。

アンゼリカ：では、クラスメイトや野球部員などから、〈情報：噂うわさ話ばなし〉で聞けますか？

ＧＭ：はい、それは可か能のうです。難なん易い度どは８。

アンゼリカ：では、〈情報：噂話〉で判はん定ていするです。──クリティカルして、達たつ成せい値ち17。

ＧＭ：アンゼリカが、聞きき込こみをしたり、《地じ獄ごく耳みみ》で噂を集めたりした結果、いくつかのことがわかります。まず、最近、阿玉はピッチングの調子が悪く、悩なやんでいること。これはどうも、肩かたにトラブルを抱かかえているようです。

秋雨：……三年前の怪け我が、ってのが、また悪化してるんじゃないスかね。

ＧＭ：実はそうです。──で、阿玉はバッティングもいいので、野手に転向してもいいんじゃないか、と他の部員は考えているのですが、阿玉としては、ピッチャーでなければ野球をやる意味がない、と思っており、悩んでいる……ということです。

墓守：このこと、伊武ちゃンは知らなかったンだなァ。

秋雨：距きよ離りが近い分言いにくいとか、あとは、野球部じゃないと知りにくい情報かもッスね……どうやら、この情報があれば、説得できそうな感じッスね。

ＧＭ：一応、情報なしの状じよう態たいでも、会話の中で引き出したり、説得できる可か能のう性せいはある……と、思ってたんですが、やっぱり難むずかしかったですね。

アンゼリカ：紅の説得が異い次じ元げんすぎたです……（一同笑）。……まあ、調べた情報は、みんなに伝えるですよ。

紅：これで話に行けるよね。でも、いきなりフゥ～ッ！　って話して大だい丈じよう夫ぶかな？

アンゼリカ：いきなり「フゥ～！」って話すのをやめたらいいと思うです（一同笑）。

紅：そっか……わかった！　じゃあ、私、阿玉くんと──野球をする！

アンゼリカ：えっ！　何がわかったですか!?（一同笑）

紅：それで、同じピッチャーとして、話してみる。

アンゼリカ：どうして選手目線なんですか!?（一同笑）

秋雨：いやまあ、いいんじゃないスか。この件の説得なら、緋蜂サンが適てき任にんだと思いますし、会話だけより、実じつ際さい体を動かす方がいい……かも、しれないッス（笑）。

アンゼリカ：せめて、いきなり野球に誘さそうんじゃなくて、伊武を通して話すといいです。

秋雨：そうッスね。伊武サンには、事情を全部話しておいた方がいいと思うッス。

紅：わかりました！




　紅は、伊武を捕つかまえ、わかった情報を話す。

　伊武は、自分の知らない阿玉の事情にショックを受けていたが──。




ＧＭ：「わかった。……弾児を、呼よび出だせばいいのね？」

紅：そうなの！　お願いできる？

ＧＭ：「……緋ひ蜂ばちさんは、私が間ま違ちがってるって言いながら、手伝ってくれた。恩おんがあるからね、少しは……返すよ」

紅：伊武ちゃん……！　ありがとう～……！




　そして、しばし後。

　部活もなく、帰ろうとしていた阿玉を、伊武がグラウンドに連れてきた。

　そこに待っていたのは──。




紅：私、ユニフォームを着ています（一同笑）。

秋雨：うん、まあ、そんな気がしてました……（笑）。

アンゼリカ：まさか、ノートのイラストがセッション中に実じつ現げんしてしまうとは……（笑）。

ＧＭ：阿玉は戸と惑まどった様子です。「えっと……転校生の、緋蜂さん、だっけ？」

紅：実はね……私、ピッチャーをやってるの！

ＧＭ：「あ、そうなんだ」（一同爆笑）

紅：阿玉くんは、ポジションはどこ？（一同笑）

ＧＭ：「え、あ、俺も……ピッチャーだけど……」阿玉は困こん惑わくした顔で伊武を見ますが、伊武は必死で顔を背そむけて誤ご魔ま化かそうとしてます（一同笑）。

紅：でもね！　直球ストライクしか投げられないの！　これでいいのかなぁ……？

ＧＭ：「……いや、まあ、体ができあがってないうちは、それでいいんじゃないかな。肘ひじへの負ふ担たんとかもあるし」（一同笑）

紅：そっか。でも、悩なやむことはあるよ。野球に向いてないのかも……とか。

ＧＭ：ちょっと、イラっとしますね。「……じゃあ、やめればいいんじゃない？」

紅：でも、野球が好きなんだ。……阿玉くんはいいよね、男の子だから。でも、私は──。

一同：…………。

紅：大リーグに行きたかったんだ（一同爆笑）。

ＧＭ：……くっ！　「女子だから甲こう子し園えんで試合に出られない」って話が来るとばかり思ってたから、ノーガードで食らってしまった！（一同笑）

紅：阿玉くんは、ピッチャーやってて、楽しい？

ＧＭ：「……ああ。ピッチャーが一番楽しいよ」

紅：でも、他のポジションも大事だよね？

ＧＭ：「まあ、そりゃ……そうだけど。でも、俺は、ピッチャーが……ピッチャーじゃないなら、野球をやめても、いいかな、って思うよ」

秋雨：よし、かかったッス。

紅：噓うそだよ！　投げられなくても、野球が好きなら、続けたいはずでしょ！

ＧＭ：「……なんなんだよ、さっきから。わかったようなこと言って……！」

紅：どうして、そんなにピッチャーにこだわるの？

ＧＭ：「それは、その……ピッチャーが似に合あう、かっこいいって……前に……」

紅：言われたんだ。誰に言われたの？

ＧＭ：阿玉は伊武から顔を背けて、赤くなります。「わ、忘わすれたよ。どうでもいいだろ！」

アンゼリカ：伊武に言われたですね……。

ＧＭ：伊武ちゃんは「へー、誰に言われたんだろ」みたいな顔してますよ。

墓守：忘わすれてやがる！（一同笑）

秋雨：まー、そんなもんスよね（笑）。

ＧＭ：「いい加か減げんにしてくれよ。キミには関係ない話だろ。……苛いらつくんだよ、どうせ、そっちの野球はただの遊びなんだろうけど、こっちは──」

紅：遊びじゃない！　真しん剣けんだよ！

アンゼリカ：そ、そうだったんですか……（笑）。

ＧＭ：「そんなに言うなら……お前の球、見せてみろよ」（一同笑）

墓守：来た！　野球勝負だ！（一同笑）

ＧＭ：判定にしたほうが、わかりやすいと思いまして（笑）。阿玉くんは、制せい服ふくのまま、バットを取ってきます。「……ハンデつけてやってもいいんだぜ」

紅：いらない！　三球で十分だよ！

ＧＭ：では、ヒット性せいの当たりなら阿玉の勝ち、三さん振しんなり、打ち取とった当たりなら紅の勝ち、ということで……投げる側は〈射しや撃げき〉、打つ側は〈白兵〉でいいですかね、デザイナー。

秋雨：知らん。好きにしろ（一同笑）。

墓守：これ、オーヴァードの投げる球、受けたキャッチャー、死ぬンじゃねえの（笑）。

アンゼリカ：……し、仕方がないのです。……私が、受けるです。

紅：アンちゃん！　ありがとう♡

アンゼリカ：屈くつ辱じよくなのです……（一同笑）。

墓守：仕方ねェ、サードの守りについてやっか。ネズ公、お前ファーストな。

ＧＭ：「え、え、野球とか、したことなさすぎです……！」

紅：よかった、全員分のユニフォーム作っておいて（一同笑）。

ＧＭ：野球回は大事ですからね。

秋雨：……アタシは嫌ですよ。この年になって高校野球のユニフォーム着るなんて（笑）。

墓守：つべこべ言わずに来いよ、オッサン。内野くらいは埋うめねェとな（一同笑）。

ＧＭ：ま、そんな感じで──集まったみなさんを見て、阿玉は「……なんだこいつら」みたいな顔しますが、怒おこってるのと、いちいち突つっ込こんでると終わらないので、そのまま勝負に入ります（一同笑）。

紅：じゃあ、マウンドに立って──行くよ、阿玉くん！




　ＧＭは、この（ピッチングの）〈射撃〉判定に、攻こう撃げき用エフェクトの組み合わせを許きよ可か。まあ、受けるのもアンゼリカだし、いいかな、と。──そんなわけで、紅は、《コンセントレイトブラム＝ストーカー》《赫あかき弾》《カスタマイズ》で判定した。




紅：クリティカルしてる！　達成値──24！

墓守：これ、完全に魔ま球きゆうだよな……（笑）。

秋雨：《赫き弾》って自分の血で武ぶ器きを強化するエフェクトなんスよねぇ……（笑）。

ＧＭ：ちょっと指嚙かんで血付けたりしてるんでしょうかね（笑）。えー、阿玉くんは、【肉体】６に、〈白兵〉４レベルですが……はい、達成値８。全然ダメ。

秋雨：そりゃそうッスよ（笑）。

ＧＭ：「な、なんだこの球……[image: 180]キロくらい出てないか！」（一同笑）

アンゼリカ：オーヴァード野球……アカデミアを思い出します（笑）。




　続く二球目も、阿玉のバットは空を切る。

　そして三球目──。




秋雨：……これ、もしかして、阿玉サン、打てた方が、打者に転向しやすいんじゃ（笑）。

紅：そうか！　でも私……野球で手て加か減げんは、できない！（一同笑）

アンゼリカ：まあ、そうだろうと思ったです……（笑）。

紅：最後の一球、ど真ん中に──達成値46！

アンゼリカ：これ受けるとわたしが死んでしまう気がするので、避よけます（一同笑）。

ＧＭ：では、バックネットをボールが突つき破やぶります（笑）。……阿玉くん、呆ぼう然ぜん。

秋雨：まあ、三球投げるのに、侵しん蝕しよく値ち18も上げてるッスからね……（笑）。

紅：（息を切らせて）はぁ……はぁ、こ、これで、わかって……くれた？

ＧＭ：「緋蜂さんが本気なのは、よくわかったよ。遊びなんて言って、すまない」

紅：そう！　私、真剣なの！　だから、阿玉くんも──。

ＧＭ：「……俺も？」（一同笑）

紅：えっと、だから……その……。

ＧＭ：「考えないで勝負してたのかよ！」（一同笑）

紅：ちがうの！　えっと、その──。

ＧＭ：ふっ、と、笑って溜ため息いきをつきます。「……わかったよ。ピッチャーができなくなっても、野球を続けるよ。それで、いいんだろ？」

紅：…………うん。

ＧＭ：「肩が治っても、俺には、あんな球投げられないしな」（一同笑）

墓守：オーヴァード野球だからなァ（笑）。

ＧＭ：「……それに、よくわからないけど、キミが真剣で、一いつ生しよう懸けん命めいなのも、でも悩んでるってのも、伝わってきたよ。ボールからさ」（一同笑）

紅：よかった……。

ＧＭ：阿玉は、どこか吹ふっ切きれたような顔です。……こんな説得になるとは（笑）。

アンゼリカ：……まあ、紅らしかったです（笑）。

紅：アンちゃんも、手伝ってくれてありがとう♡

アンゼリカ：……支し部ぶの仕事だから手伝っただけです。

紅：うぅ～。冷たい～……。

秋雨：──ま、後は伊武サンと阿玉サンで話してもらえばいいッスかね。

ＧＭ：そうですね。一応、この周回での行動をしてない人は、できますよ。

秋雨：もちろん調ちよう査さをするッスよ。ショートに立っていただけで終わるのは嫌いやだ（笑）。

ＧＭ：では──阿玉と伊武が並ならんで、伊武が、チラっとキミたちを振ふり向むいて、感かん謝しやを示しめして、黙もく礼れいした……ところで、一いつ旦たん切きり替かえましょう。




　阿玉には、気持ちが伝わったろうか。

　うまく言えたかはわからない。でも、本気で投げた球からは、何かが伝わったはず……。

　紅は、マウンドを降おりながら、祈いのるような気持ちで、そう思った。







◆Middle12◆〝秘ひ密みつ〟①──墓守清正




　篠しの月つき秋雨は、ＵＧＮのデータベースを調べていた。

　調査対象は──黒くろ幕まくを意味する名、〝マスターマインド〟。




ＧＭ：では、調査をする、という秋雨の場面。

秋雨：じゃ……墓守サンの上司とやらについて調べるッスよ。

墓守：ふゥ～……（心底、ほっとした顔）。

ＧＭ：なんつう顔してんだ（笑）。──じゃ、秋雨は〈情報：ＵＧＮ〉か〈情報：ＦＨ〉、もしくは〈情報：裏うら社会〉なんかで判定どうぞ。難易度は12です。

秋雨：普通に〈情報：ＵＧＮ〉で──達成値10。財ざい産さんポイント２点使って12ッス。

ＧＭ：では……ま、８くらいで、基き本ほん的てきなプロファイルはわかります。天船巴あまふね・ともえ、コードネーム〝マスターマインド〟。野心の強い陰いん謀ぼう家で、策さく略りやくや罠わな、脅きよう迫はく、洗せん脳のうなどの搦からめ手てを好むエージェントです。『パブリックエネミー』Ｐ60を参照のこと（一同笑）。

秋雨：ま、そのへんは一通り知ってるッス。……で？

ＧＭ：はい。〝マスターマインド〟は、首しゆ謀ぼう者しや、黒幕などを意味する言葉でもありますが、同時に、精せい神しん操そう作さに優すぐれている、という意味のコードネームでもあります。

秋雨：そうでしょうね。シンドロームはオルクス／ソラリスか……。

ＧＭ：はい。天船巴は、人間の精神を、コンピュータプログラムのように操作することができます。催さい眠みん術じゆつみたいなもの、ともいえますね。暗あん示じに後ご催眠、洗脳など。

秋雨：ふむ。墓守サンが言ってた──。

ＧＭ：ええ、その、催眠能のう力りよくの応おう用ようで、相手の精神内に、自分の精神のコピー……言ってみれば、ＡＩプログラムのようなものを仕し込こむことができます。これはＥロイスの《悪あく夢むの鏡きよう像ぞう》の効こう果か──自分の分身、のような精神体、ということです。

秋雨：なるほど……。精神体として寄き生せいする、と。色々、悪さができそうッスね。

ＧＭ：そうですね。色々できますが、今回のケースにおいて、この能力が使われていた場合、ポイントは──分身が〝ループ〟の中にいる、ということです。

秋雨：と、言うと？

ＧＭ：外にいる天船巴は保持者キーパーではありませんが、分身の寄生先が保持者キーパーであれば、「分身は〝ループ〟の知ち識しきを持ち、それについて判はん断だんできる」ということになります。

秋雨：あぁ……そういうことッスか。ここの保持者キーパーの誰だれかに天船巴の分身が寄生していれば、その分身は保持者キーパーになる、と。

ＧＭ：はい。そういうことです。なので、この分身は、〝ループ〟を認にん識しきし、部下に命令したりできる、というわけです。──で、「色々な悪さ」の方ですが、まあ、身体を操あやつって、動かしたり、ですね。

秋雨：できそうッスね。

ＧＭ：それから、相手がオーヴァードであれば、能力を暴ぼう走そうさせて自じ爆ばくさせる……いわば、脳のう内ない爆ばく弾だんのような効果をもたらすことができます。通つう称しよう、〝マインドボム〟。

秋雨：ははぁ……（墓守の方を見る）。

墓守：……まァ、そういうこった。

秋雨：解かい除じよする方法はあるッスか？

ＧＭ：精神系けい能力を持つオーヴァードが、〈交こう渉しよう〉の判定に成功すれば、解除できます。

秋雨：鳩宮サンにお願いするしかないッスね。

アンゼリカ：…………。

秋雨：ま、とにかく〝現げん物ぶつ〟を見てから、ッスかね。……やれやれ、どうも、アタシはここんとこ働きすぎじゃないッスかねぇ──ブツブツ言いながら、墓守サンに連れん絡らくするッス。

ＧＭ：了解です。……では、墓守の行動ですが。

墓守：──公開条件が整った。なので、全員集めて、〝秘密〟を公開してェ。

ＧＭ：わかりました。場面を切り替えましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──というわけで、墓守からの呼よび出だしで、三人が集まりました。まあ、もう時間的には夜でしょうかね。場所は、学園内ですか？

墓守：あァ。さっきまで、神父のオッサンから話を聞いてた……ってことで、教会にしよう。

紅：どうしたの、お墓くん。

墓守：あー……その、なンだ。と、ちょっと離はなれたトコに待たせてる、ネズミを示して──アイツの中に、〝マスターマインド〟天船巴が、いンだ。

紅：……え？　どゆこと？

秋雨：では、アタシから──ま、分身というか、精神プログラムみたいなモノ、ッスかね。それが、あの子の中にいて、墓守が逆さからうと、ネズミが死ぬ。わかりやすく言えば、爆弾が仕し掛かけられている、ってとこッスね。

紅：だから、事故の時に、私たちを妨害してたんだ！

墓守：まァ……そういうことだな。

ＧＭ：では、墓守の〝秘密〟が公開されます。




　墓守の〝秘密〟については、次のコラムにまとめてある。
















秋雨：自分では調べられない、と。だから、あんなに挙きよ動どう不ふ審しんだったんスね（笑）。

墓守：……まァ、そういうこった。

紅：お墓くんの知りたい情報って……？

墓守：俺と、俺の仲間を実験台にした、〝誰か〟。ソイツのせいで、俺のいた施し設せつのガキどもは全員、死んだ。俺が天船巴に求めていた報ほう酬しゆうは、ソイツの情報だ。

アンゼリカ：……〝マスターレイス[image: ]ベータ〟と仲間では、ないのですね。

墓守：同じＦＨつっても、俺たちは自分の目的を最さい優ゆう先せんするからな。今回の場合、天船巴とソフィアは、むしろ対立してる……ンだろうな。

秋雨：なるほどね……。

墓守：……で、だ。シロ、お前ェに頼たのみがある。ネズミの中の、爆弾を止めてくれ。

アンゼリカ：……わたしが、ですか。

ＧＭ：ちなみに、〈交渉〉で、難易度は30です。

一同：はい!?

秋雨：うーん……普通の〈交渉〉だと厳きびしいッスね。《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》を組み合わせて、精神攻撃にすれば……色々エフェクトが組み合って、出せる目もありますが。

ＧＭ：その場合、「爆弾を止める」ではなく、「精神攻撃で天船巴の分身を殺す」という行動になります。難易度は変わりません。

秋雨：そっちにすると……墓守サンの知りたい情報、ってのは。

ＧＭ：消えるでしょうね。天船巴は、情報について「自分の記き憶おくからは消した。分身にしか情報は残っていない」と言っています。ま、本当かどうかは確たしかめようがないですが。

紅：……でも、ネズミちゃんを助けるんだよね？　そうだよね？

墓守：…………。




　──〝仇かたき〟の情報。

　ＦＨに残ったのも、〝マスターマインド〟の部下になったのも、すべては、その情報を手に入れるためだった。しかし──。




墓守：……わかった。シロ、頼たのむ。その、巴の分身をブチ殺してくれ。

秋雨：いいんスか？

墓守：よかァねェよ。だが……仕方ねェだろ。今、ネズミを──ガキを、犠ぎ牲せいにしたら、俺は、俺が探さがしている奴と──仇と、同じになっちまう。あの、阿玉や伊武ってガキを犠牲にするのも……これ以上〝ループ〟させることも、できねェしな。

アンゼリカ：……わかりました。

ＧＭ：もうひとつ。攻撃する方法でいくと、ネズミもダメージを受けます。ま、《リザレクト》できるんで、死ぬことはありませんが。

墓守：わかった。おい、ネズミ、ちょっと来い。

ＧＭ：「お話、終わりましたか、マスター」

墓守：だからマスターは……まァ今はいいや、おい、お前、これからシロに攻撃されて、ちょっと、スゲー、死ぬほど痛いたいけど、我が慢まんしろ。

ＧＭ：「え……」顔面蒼そう白はくになるネズミ（一同笑）。

アンゼリカ：……貴方あなたを、助けるためなのです。──真面目な顔で言うです。

紅：信じて、ネズミちゃん！

ＧＭ：「う、うう……よくわからなすぎるけど、わかりました」と涙なみだ目めのネズミ。

紅：お願い、アンちゃん。私たちの友達の、ネズミちゃんを……助けてあげて。

アンゼリカ：……努力は、するです。

ＧＭ：「マ、マスター！　と、友達って言われました……！　自分、そんなこと言われたの初めてです！」

墓守：あァ……よかったな。

秋雨：ま、これで墓守サンに恩が売れるのは大きいですしね。……それに、アタシとしても、子供が死ぬのは、見たくないッスから。──で、アンゼリカに《狂きよう戦せん士し》を使う。

ＧＭ：了解です。判定のダイス＋２個こ、クリティカル値にマイナス１のボーナスですね。

アンゼリカ：《コンセントレイト：ソラリス》と《絶対の恐怖》で判定するです。これで、クリティカル値が７、ダイスは10個です。

秋雨：さらに《支し援えんの風》でダイス＋１個ッス。ささやかッスけどね。

ＧＭ：〈交渉〉が４レベルなので、ダイス目で26以上ですね。──どうぞ。




「目ェ、閉とじてろ、ネズ公」

「はっ、はい！　マスター！」

　目を閉じたネズミの前に、緊きん張ちようした表ひよう情じようの、アンゼリカが立つ。

「……始めるです」

　そう、囁ささやくと──白い、天使の羽根が舞まった。




アンゼリカ：まずは11個。……クリティカルはしてる。少ない……けどっ！

紅：──出た！　二回目。これで20……！

秋雨：次で、６以上が出れば成功ッス。……五分五分、ッスか。今回は、こればっかりだ。

アンゼリカ：いきます──っ！




　最後に残った、ひとつのダイス。６以上が出れば、ネズミを助けられる。

　しかし──。




アンゼリカ：……３ッ！

一同：ああ～～～～～～～ッ!!

秋雨：《妖よう精せいの手》は、もう尽つきている……これは……。

墓守：俺から出来る援えん護ごは何もねェ……クソッ！

アンゼリカ：……まだです。父のロイスをタイタスにして、昇しよう華か！

秋雨：タイタスの昇華による達成値上じよう昇しよう……確たしかに、もうそれしかないッスね。

アンゼリカ：ダイス１個で３以上出れば成功──７！　よし！

紅：やった！　アンちゃん！

墓守：シロ、お前ェ……！

アンゼリカ：協力すると、言ったです。それに──紅が、泣きますから。

紅：……アンちゃん……!!




　幻まぼろしの羽根が舞まい、ネズミの中へと入っていく。

　だが……もぞり、と、ネズミの中で〝ソレ〟が蠢うごめき、羽根を腐ふ食しよくさせる。

　──強い、です。

　アンゼリカの羽根が黒く染そまり、朽くちていく。その時に、

　不意に、朧おぼろ気げな、〝父〟の面おも影かげが浮うかんだ気がした。

〝────〟

　内ない容ようは思い出せない。けれど、いつか聞いた──。




ＧＭ：なるほど、〝父〟のタイタスをね……。

秋雨：どうかしたッスか？

ＧＭ：いえいえ。ちょっとこう……なるほどねと、納なつ得とくしてただけです（笑）。ともあれ、判定は、成功です。一応、ダメージを算出してください。

アンゼリカ：はいです。……26点。

ＧＭ：ネズミのＨＰは26点なので、ちょうど倒たおれますね。《リザレクト》しますよ。

秋雨：あれ……その、《リザレクト》の侵蝕率って、管理するんスか？

ＧＭ：…………します、よ？

秋雨：うーん、怪あやしいなそれ（笑）。《波は紋もんの方ほう陣じん》でダメージ軽けい減げんしておくッス。21点軽減。

ＧＭ：はい。ではダメージは５点。放っておけば、そのうち治ります。




　目を閉じ、緊張するネズミ。

　ふわり、と〝羽根〟の感かん触しよく。そしてネズミの中で蠢く〝怪かい物ぶつ〟が──苦く悶もんの声を上げる。

「貴き様さま、墓守……ッ！　この、裏切り者ダブルクロス！」

　同時に、優やさしい風と共に、雨あま粒つぶがネズミの頰ほおに落ちて、苦く痛つうを和らげる……。




ＧＭ：ネズミの中の〝マスターレイス〟、天船巴の分身が、精神波で悲鳴を上げます。これは、全員に聞こえますね。「分身とはいえ、わたくしを殺すには、同じマスターエージェントの力が必要なはず……これは、一体……ッ！」──そして、声は消えます。

秋雨：……ん？　なんだそのセリフ。

墓守：同じマスター……俺、なンかしたか？　気づかないウチに力に目覚めた？（一同笑）

アンゼリカ：…………。

紅：ネズミちゃんは……助かったんだよね？

ＧＭ：はい。無事です。きょろきょろして、「な、なんか今、自分の中で、すごい強そうな感じの声が……！　ていうか、あんなのがいたんですか……怖すぎる！」

墓守：……シロ、ＵＧＮ。世話になったな、おかげでネズミは生いき延のびた。

アンゼリカ：どういたしまして、です。……もう、冷や汗だくだくですけど（笑）。

秋雨：そうッスね……でも、むしろ〝マスターマインド〟にしては、あっさり終わったって感じがするッスよ。

墓守：……そうだな。あの蛇みてェに陰険な女にしちゃ、ずいぶんと簡単に……。

紅：もう！　助かったんだよ、喜びなよ！

墓守：ま、そうだな……恩には、恩で返す。一回だけ、そっちの頼みも聞いてやンよ。

ＧＭ：「マ、マスター、自分のために……？」ネズミ感かん激げき。事情は説明します？

墓守：あァ、しとく。……でよ、別にお前のためじゃねェ。ネズミ一匹ぴきでも見殺しにしたら、俺は、アイツと、アイツらと、同じになっちまう。それが嫌だっただけだ。……だが、ま、よく生き残った。──角かく砂ざ糖とう投げてやる。

紅：素す直なおじゃな～い……♡

墓守：……ふゥ。じゃ、ネズミの頭を叩たたいて、「行くか」と……退たい場じようするぜ。……ふゥ。

ＧＭ：へとへとだな（笑）。ネズミは「甘あますぎます！　嬉うれしすぎます！」と、ぴょこぴょこ墓守の後ろをついていって──足を止めて、振ふり向むきます。「ありがとうございました！」

紅：よかった……。

アンゼリカ：そうですね。




　墓守とネズミ。ふたりは、短く感謝を述のべ、去って行った。

　それを見送りながら、紅は──。

　やっと……やっとひとり救えた、と。そう呟つぶやいた。







◆Middle13◆さらなる〝ループ〟




　阿玉の事情、墓守の〝秘密〟。

　それらが解かい決けつしたことで、伊武の〝ループ〟は終わろうとしていた──。




ＧＭ：では──三度目の、事故当日です。先に結果を言うと、事故は防ふせげます。

紅：やった……。

ＧＭ：阿玉くんが心の底で、事故に遭ってもいい──ピッチャーが続けられないなら野球ごと……と思っていたのが、この周回では、なくなっているので、事故を防ぐ試みが、成功するんですね。事故を防ぐ判定自体は、もう成功しているので、省略します。

秋雨：墓守サンの妨害もありませんし……ッスよね。

墓守：あァ。恩もあるしな。

ＧＭ：ソフィアは一応、妨害に来ますが──ま、そうなると、ほどほどで撤てつ退たいします。

アンゼリカ：……わたしは、一応、現場には行きますが──。

ＧＭ：今回は、ソフィアは、アンゼリカのところには来ません。

アンゼリカ：……そうですか。

ＧＭ：──と、いうわけで、羊坂さんや珠樹の協力もあり、居眠り運転のトラックは止め、道路に飛び出した子供は保ほ護ごしました。

紅：よかった……ん、だよね、これで……。

ＧＭ：トラックが路上で止まっていて、子供を羊坂さんが抱かかえている。その様子を見て、阿玉が「あれ、なんだろうな」と伊武を振ふり向むくと──伊武が、ぽろぽろ泣いている。

紅：うん……。よかった……。

ＧＭ：キミたちは、離はなれて、見ている感じでいいかな。

紅：止められたんだよね……？　よかった……。

アンゼリカ：紅は、これでいいのですか……？

紅：わかんない。わかんないけど、でも……ぐすっ、やっと……助けられた。

アンゼリカ：（小さな声で）そういうところ、です……。

ＧＭ：では、そこに伊武が走ってきて、頭を下げる。「みんな、ありがとう！　これで、わたし、願いが叶かなったよ……！」

紅：……うん。おめでとう。

秋雨：〝林檎〟は、どうなるッスかね。

ＧＭ：はい。伊武がそう言ったところで、伊武の持つ〝林檎〟が赤く光って──消えます。

秋雨：ふむ……前と、同じッスかね。

ＧＭ：──そこで、みなさんは気づくんですが、近くのビルの屋上に、半はん透とう明めいの少女が立っています。墓守以外は見たことがありますね──刻ヶ峰園その果かです。

紅：あの子……！

秋雨：ああ、そうか。言うタイミング逃のがしてましたが……と、尾嚙サンの幼おさななじみが、役守奏やくもり・かなで。その親友があの子──刻ヶ峰園果サン、ッス、と今いま更さら言っておく（笑）。

墓守：また、いわくありげな名前だなァ。

紅：声、届とどくかな……ねえ！　園果ちゃん！　あなたがこの〝ループ〟を起こしてるの!?

ＧＭ：そうすると、園果は紅の方を見ます。距離はかなり離れているはずなんですが、なぜか、囁ささやき声のような、その声が、キミたちにもはっきり聞こえます。




「もう、止められない。私にも、尾嚙くんにも──それが、望んだことだけど」




紅：どういうことなの？　貴方あなたが、これを始めたの？

ＧＭ：園果は、悲しげな視し線せんを紅に向け──「新たな〝林檎〟が、新たな〝持ち主〟のところに行きました。次の〝ループ〟が始まる……」と呟く。

秋雨：ん？　新たな〝林檎〟？

アンゼリカ：……〝林檎〟は、ひとつ、じゃないですか……？

ＧＭ：「この〝世界〟に、願いを持つ者がいる限かぎり、〝林檎〟はまた実ります」

紅：どうやったら止まるの？　どうやったら、〝ループ〟は終わるの？

ＧＭ：「それは──」そこで、世界はまた、赤い光に満たされ──。

紅：やだ、こんなの……いつまで──っ！

ＧＭ：──〝ループ〟します。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──気がつくと、紅とアンゼリカは、刻ヶ峰の駅前にいます。

アンゼリカ：……また、ここですか。

秋雨：今度は、いつなんスかねェ。

墓守：初夏、春と戻もどって……冬、とかかねェ。

ＧＭ：いえ、夏です。服ふく装そう的に、ちょっと暑いかもしれないですね。

紅：夏？　そんなに戻ったのかな……それとも、時間が進んだとかなのかな、アンちゃん。

アンゼリカ：……わからないです。──ちょっと、紅と距離を取るです。

紅：アンちゃん！　もう、どうしちゃったの……また、前みたいに……。

墓守：全部、〝秘密〟がいけないンだよ、俺にはわかる（一同笑）。

ＧＭ：──さて、ふたりがそうしているとですね、「あれー？」と、声がかけられます。

紅：ん？

ＧＭ：駅前で、時間は──太陽の位置からして、午後、でしょうか。あまり人はいないんですが、そこに、目立つギャルがいます。

墓守：宇う津つ木ぎちゃンか！

ＧＭ：「転校生じゃん。なんでいるの？」と、小首を傾かしげる宇津木ちゃんです。

紅：なんで、私たちのこと知ってるの!?

ＧＭ：「だって、昨日、始業式で会ったじゃん」

アンゼリカ：というと、前の周回の記憶はある……？

ＧＭ：「でも不思議だよねー。なんで、一年近く前なのに転校生がいるの？　しかも、ウチの制服着てるし……ウケる」（一同笑）

墓守：ウケてる場合かよ！（一同笑）

紅：……いちねんまえ？

ＧＭ：「うん、そーだよ。なんか気がついたら、スゲー前に戻ってんの。ありえなくない？」

アンゼリカ：なんでそんな落ち着いてるですか!?（一同笑）

ＧＭ：「いやだってさ、ぶっちゃけ夢ゆめだと思ったんだよね」（一同笑）

秋雨：ああ、まあ……それは普通ッスかね。

ＧＭ：「でも、なんか緋蜂……さん？　と、鳩宮……さん、がいるし。夢じゃないのかな」

アンゼリカ：……前は、「紅っち」と呼よんでいたですが……。

ＧＭ：それは一巻の、アンゼリカの〝ループ〟の時ですね。今は、昨日始業式で会った、という記憶しかないみたいです。

紅：話したり、一緒に学園祭の準じゆん備びしたこと、忘れてるんだ……寂さびしいな。

ＧＭ：「あれだね、あんま話してないけど、緋蜂っちは真っ直ぐな感じで、鳩宮っちは、なんていうか……心開かない系？」

紅：間ま違ちがいなく宇津木ちゃんだ！（一同笑）

ＧＭ：「うーん……でもやっぱ、夢っぽくない？　ウチとか、服も髪かみ型がたも、前のまま、一年前に戻ってたけど、周りは全然気づかないしさー。……あと、なんかカバンに変なモノ入ってんだよね」と、ごそごそと、赤いものを取り出します。

一同：…………。

紅：……それは、〝林檎〟だね？（一同笑）

ＧＭ：「あー、そんな感じー」──はい、〝林檎〟です。

アンゼリカ：それは……どうやって、手に入れたですか？

ＧＭ：「フツーに、気づいたらカバン入ってた」ちなみにデコってある（一同笑）。
















アンゼリカ：なんでそれをデコろうと思ったですか？（一同笑）

ＧＭ：「え？　可愛かわいくない？　あっ、あとさー、これ、なんだかわかる？」──と、宇津木ちゃんが手をかざすと、虚こ空くうに漆しつ黒こくの球体が浮うかび上あがります。

墓守：バロールの〝魔ま眼がん〟じゃねェか！

ＧＭ：「なんか、これ使うと、空とか飛べんだよねー」

秋雨：確かにバロールにそういうエフェクトあるけどさ！　もうちょっと驚おどろけよ！（笑）

ＧＭ：ちなみにこれもデコってある（一同爆笑）。

アンゼリカ：なんで、それを、デコろうと、思った、ですか（一同笑）。

ＧＭ：「……ギャルだから？」（一同笑）

秋雨：伊武サンは動どう揺ようしすぎて会話が難むずかしく、宇津木サンは、落ち着きすぎてて、かえって会話が成立してないッス……（笑）。

ＧＭ：「ていうか、これ夢じゃないの？」

紅：夢じゃないよ！（一同笑）

ＧＭ：「え～……でもさ、一年近く前に戻ってんだけど、おかしくない？」（一同笑）

墓守：うン、おかしいよな。宇津木ちゃンの言ってることは正しい（笑）。

紅：えっと……時間が〝ループ〟する、って、わかる……？

ＧＭ：「あ、なんかそういうアニメとか見たことあるかも」（一同笑）

アンゼリカ：ギャルは案外アニメに詳くわしかったりするですからね（頷うなずく）。

ＧＭ：「え、なに？　そういう系けい？　そういう系なの？」（一同笑）

アンゼリカ：……時間が戻もどる前に……何か、願い事をしなかったですか？

ＧＭ：「あ～……うん、まあ……」なんか、照れくさそうに顔を背そむけます。

紅：言ってみてよ♡

ＧＭ：「うーん……ね、もしかして、こういうの詳くわしい系の人たち？」

紅：実はね……私たちは、この〝ループ〟を止めようとしているの！

ＧＭ：「あー！　タイムパトロール系の人？」（一同笑）

アンゼリカ：……まあ、そう思って頂いただいても、構かまわないのです。……本当はちょっと違ちがうですが、説明が面めん倒どうくさいです……（笑）。

ＧＭ：「そうなんだー。……じゃあ、元々の過去と違うことをすると、逮たい捕ほする系？」

紅：（迷いながら）……何をするかに、よる、かな。

ＧＭ：じゃ、宇津木ちゃんは、うーん、と唸うなってから……ぱん！　と、紅に向かって手を合わせます。「前と違うことしちゃいけない、ってのは……まあ、わかるんだけどさ、どうしても、やりたいことがあるんだよね。見み逃のがしてくれないかなぁ！」

紅：えっと、なにをしたいの？

ＧＭ：「うーん……恥はずいなぁ……あのね、父親に謝あやまりたいの」

紅：……どういうこと？

ＧＭ：「あー、うーん……一年前、っていうか、昨日……か、ややこしいねこれ。昨日ね、父親と喧けん嘩かしちゃったんだよね。普ふ段だん、あんま喧嘩とかしないんだけどさ」

紅：うん。

ＧＭ：「そんで、今日からだから……三日後かな。謝る前に死んじゃうの」

紅：……えっ……。

アンゼリカ：……それは、事故かなにかですか？

ＧＭ：「ううん、病気。ずっと悪くて……でも、そんな、すぐ死んじゃうとか思ってなかったんだよね。今思えば、ウチには、詳くわしいこと言わなかっただけ、なんだろうけど」




　今思えば、とか、今日とか昨日とか──混こん乱らんすんね。

　そう言って、宇津木椎しい子こは照れくさそうに笑う。




ＧＭ：「死んじゃう前に、ちゃんと謝りたいんだよね。ひどいこと言ってごめん、て」

紅：……そうなんだ。

ＧＭ：「お父さん……父親もさ、けっこうイイ年なんだけど、死ぬとか、考えてなかったんだよね……あ、うちはさ、年スゲー離れてんだ。本当の父親じゃないの。母親もだけど」

紅：……そうなんだ。

ＧＭ：「うん、元々は、遠い？　親しん戚せき？　かな。本当の親は、なんか……ウチを捨すてて、どっか行っちゃったみたい。あんま、いい人たちじゃなかったんだろうね」

アンゼリカ：……。

ＧＭ：「あ、ごめんね急に……なんか、一年前に戻ったってわかってる人がいて、安心したのかな、夢だとばっかり思ってたから……全然、そんな暗い話じゃないの。ウチ、親と仲いいし。ホント、昨日はね、珍めずらしくっていうか……たいした理由でもないのに──」

アンゼリカ：そういうもの……かもです。

ＧＭ：「本当の親じゃないくせに、って……そんなこと、初めて言っちゃってさ。よりによって、それが最後で……死んじゃうんだもんねぇ……。──で、どうかな。ダメ？」

紅：……ううん、いいよ。お父さんに、会って来てよ。

ＧＭ：「ありがとう！　すごい助かるよ！」宇津木ちゃんは、ニコニコして、紅の手を握にぎります。「見逃してくれるなんて、緋蜂ちゃんは、いいタイムパトロールだね！」

紅：そんなこと……ないよ。

ＧＭ：では、宇津木ちゃんは、明るい顔になって、病院──父親の入院先へと向かいます。去り際ぎわに「あ、そうだ、なんかね、一年前と、髪かみ型がたとか背とか違ちがっても、周り、全然気づかないから、安心していーよ。……あ、タイムパトロールだから知ってるか」（一同笑）

秋雨：タイムパトロールで、ずっと話が進んでいる……（笑）。

ＧＭ：なんか、違い和わ感かんなく進むんで（笑）。「──なんか変だよね、ウチだけ、一年後の姿なのに、誰も気づかないなんて。なんか──」




「作り物の世界みたいだね」

　そう、明るい顔で言って。宇津木椎子は走っていった。




アンゼリカ：いいのですか、紅。

紅：……うん。

アンゼリカ：……本当の父親じゃないのに、あそこまでする気持ちは……わたしには、わからないです。（素すになって）──と、アンゼリカは言ってしまう……です。

紅：…………でも、私には、気持ちがわかるから。




　そう言って、紅は俯うつむいた。

　太陽は眩く、空は青く晴れ渡って──けれど紅は、足下の影をずっと、見つめていた。
















◆Middle14◆〝ループ〟の謎なぞ




　アンゼリカ、伊武に続く、三つ目の〝ループ〟が始まった。

　今度は、一年近くも前──夏。

　時間も、空間も……〝ループ〟の規き模ぼは、広がり続けていた……。




ＧＭ：──では、一いつ旦たん、ＰＣが合流するシーンにしましょうか。ＵＧＮ支し部ぶのメンバーなんかは、第二音楽室──支部に集まる感じでしょうかね。

墓守：俺おれらも全員〝ループ〟してンだよな？

ＧＭ：はい。ちなみに、〝ループ〟して出て来た場所は、秋雨がまた私し室しつ、墓守とネズミは……どこか馴な染じみのある場所、かな。市内の、セイフハウスの中とか。ま、校内でも。

秋雨：ふむ。なんとなく「いそうな場所」に出てくる、くらいの法ほう則そくッスかね。

ＧＭ：そういう感じみたいですね。

墓守：まァ、市内に出たら、コンビニに駆かけ込ンで新聞で日付けを確かく認にんしたりするな（笑）。

秋雨：店員に「今は何年の何月何日ですか!?」って聞いたりッスね（一同笑）。

ＧＭ：最初の〝ループ〟開始時点が五月ですから……だいたい、十ヶ月くらい前、ですかね。今は去年の七月です。

秋雨：なるほど。ま、ＵＧＮメンバーと、墓守サンと、連れん絡らくして集まりますか。

アンゼリカ：……わたしは、別行動するです。

紅：……え？　どうして？

アンゼリカ：宇津木の様子が気になりますから。見み張はっておくです。

紅：……そっか。

ＧＭ：では、第二音楽室に、紅と秋雨、墓守とネズミ、珠樹と羊坂さん、が集まります。

秋雨：さて──まずは、現げん状じようを確認しましょうかね。




　現げん在ざいの時間や状じよう況きようが確認され、そして、紅は〝持ち主〟について説明した。

　宇津木椎子が〝持ち主〟であること。その願いの内ない容よう。

　三日後に死ぬ、父親に謝あやまるために、病院に向かったこと──。




秋雨：……なるほどね。続けて、緋蜂サンと鳩宮サンのクラスメイトってことッスか。

紅：はい。

秋雨：ところでＧＭ、刻ときヶが峰みね市のレネゲイド濃のう度どはどうッスか。

ＧＭ：さらに上じよう昇しようしています。危き険けんな域いきには、とっくに入っていて、前にもあった、突とつ発ぱつ的てきなジャームの発生は今後増ふえるでしょう。

秋雨：……やはり、そうッスか。

紅：秋雨さん？

秋雨：今回の〝持ち主〟、宇津木さんの願いは、それ自体は簡かん単たんな、我われ々われの手助けなしでもできる内容です。──ですから、今回、我々は、〝ループ〟そのものの調ちよう査さをメインに考えた方がいいと思うッス。

墓守：宇津木ちゃンは、放っておく、ってことか。

秋雨：言い方は悪いッスけど、そういうことッス。〝持ち主〟の願いを叶かなえても、〝林檎りんご〟は、次の〝持ち主〟に渡わたるだけ。前の〝ループ〟の終わりを見て、それははっきりしたッス。

紅：前の……そういえば、伊武ちゃんはどうしてるんだろ……。

ＧＭ：じゃあ、伊武が駆かけ込こんできますよ。「大変！　一年近く前に戻もどってる！」（一同笑）

秋雨：ああ、はい。……加賀美サン、ちょっと伊武サンの相手お願いします（一同笑）。

ＧＭ：では、伊武は珠樹が相手してます（笑）。

秋雨：話を戻すと、〝ループ〟を止めるには、〝持ち主〟ではなく、この〝ループ〟そのものや、〝林檎〟について調べる必要があるッス。

紅：そう……ですね。

秋雨：幽ゆう霊れいのように出て来ている刻ヶ峰園果サンや、十年前の事じ件けんについても調べ直す必要があるでしょう。……尾嚙サンのデータがないのが、こうなると不便ッスけどね。〝林檎〟についても、あのヒトが、一番知ち識しきを持っていたはずッスから。

墓守：あとは、ソフィアか。

秋雨：そうッスね。〝マスターレイス[image: ]ベータ〟が重要な情じよう報ほうを持っているのは、間ま違ちがいないッス。そっちも、どうにかしてみるべきでしょう。

墓守：そういや……ハチはよ、物品から記き憶おくを引き出す能のう力りよく、持ってたよな。

紅：うん！　持ってるよ♡

ＧＭ：モルフェウスの《巨きよ匠しようの記き憶おく》ですね。

墓守：あれで、〝林檎〟を調べてみたらどうだ？　やったことなかったよな。

紅：あ……そっか。考えもしなかった……。

墓守：バーナーで炙あぶってる場合じゃなかったな（一同爆ばく笑しよう）。

アンゼリカ：炙るんじゃなくて、ペロペロするべきだったですね……（笑）。

ＧＭ：そこで、羊坂さんが、ふと思いついたように言います。「あの、緋蜂さん、ちょっとこの、支部のデータベース……コンピュータに、その能力使ってもらえますか？」

紅：はい！　じゃあ、パソコン舐なめます（一同笑）。

墓守：なンか、新手の妖よう怪かいみたいだ……（笑）。

ＧＭ：判はん定ていはいいんで、侵しん蝕しよく率りつだけ上げておいてください。──《巨匠の記憶》でデータベースにアクセスすると、わかるんですが……ＵＧＮのデータベースには、尾嚙筐一郎のデータが残っています。

紅：あれっ！　尾嚙さんの記録がある……！

ＧＭ：「やはり、そうでしたか……どうも、私の〝オラクル〟で見える範はん囲いが、〝ループ〟の、なんというか……外、のことまで見えているようだったので……」

秋雨：羊坂サンの未み来らい視しが、〝ループ〟の外まで見えているなら、緋蜂サンの過去視も、〝ループ〟による修しゆう正せいの外にアクセスできる……そういうことッスか。

ＧＭ：「そうですね。……でもこれは、つまり──」




「〝ループ〟は、過去を書かき換かえてはいない、ということです」

　羊坂供く犠ぎ──一度は死に、〝ループ〟によって蘇った女は、そう言った。




秋雨：隠されていただけで、実のところ、過去の事実そのものは変わらずに残っている、ってこと……に、なるッスかねえ。

墓守：俺はよ、たとえばこの街の全員が、ひとつの夢ゆめを見ている……そンな気がしてる。

ＧＭ：珠樹が、「強力な、集しゆう団だん催さい眠みんのようなものですか？　だとすると、意い志しの強いオーヴァードが影えい響きようを逃のがれる……保持者キーパーになる、という法則も納なつ得とくできます」と、頷うなずきます。

紅：みんなで、都合のいい夢を見てる……っていうこと？

秋雨：かもしれない、って話ッスね。……ともあれ、尾嚙サンの持ってたデータや、十年前の事じ件けんについて調べるには、緋蜂サンの《巨匠の記憶》が必要なんスね？

ＧＭ：はい。《巨匠の記憶》を組み合わせた〈情報〉判定で、〝ループ〟による改変を無む視しして、調査することが可か能のうです。

墓守：つまり、尾嚙のデータ、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟、刻ヶ峰園果……今調べなきゃいけないのは、そンなところか。

秋雨：そうッスね。……墓守サン、〝秘ひ密みつ〟が片かた付づいたら、落ち着きましたね（一同笑）。

墓守：あァ、晴れ晴れとした気分だ（笑）。

秋雨：ま……アタシには、他にも悩なやみ事ごとはあるんスけどね……（笑）。

紅：〝秘密〟……秋雨さんも、アンちゃんも、まだある……。

秋雨：はっはっは、ま、そんなわけで、手分けして調査を始めましょうか。えー……緋蜂サンが、尾嚙サンについて。アタシは刻ヶ峰園果サンについて。墓守サンには……生徒会長サン、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟について、調査をお願いしましょうか。

紅：わかりました！

墓守：あいよ。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──まとまったところで、伊武が紅のところに来て、言います。「あの……みんなに手伝ってもらって、願いを叶かなえたのに……でも、もっと時間が巻き戻っちゃって、なんか、意味なかったね。……無む駄だなことさせて、ごめん」

紅：意味なくは、ないよ。助けたいって気持ちに、無駄なことなんて……ない。

ＧＭ：「緋蜂さん……」

紅：──私ね、〝ループ〟を止めることばっかり考えてた。この危険な現象を止めないと、周りが、みんなが、どんどん危ない目にあっちゃう、って思って。〝ループ〟を止めて、平和な、日常を守らなきゃ、って。

ＧＭ：「それは……当然だと、思う」

紅：でも、気づいたの。今、目の前の、困ってる人、悲しんでる人を助けられないで、何が「日常を守る」だ、って。

アンゼリカ：……。

紅：だから……ごめんね。私は、バカ野郎スパイでした。

墓守：バカ野郎スパイってすごい言葉だな（笑）。

ＧＭ：「そういえばスパイだって言ってたね。忘れてたよ、その設定……」（一同笑）

紅：……大事なこと、思い出させてくれて、ありがとう。

ＧＭ：「そんなの……謝るのも、お礼を言うのも、こっちなのに……」

紅：あの時……伊武ちゃんの気持ちも考えないで、頭ごなしに反対して……ごめんね。……（涙なみだぐんで）ずっと、謝あやまりたかった。

ＧＭ：伊武も、涙目になって、でも、笑います。「あんた……いいやつだね」

紅：そんなこと、ないよ……手を握にぎって、ふるふる、首を振ふります……。

墓守：美しき友ゆう情じよう、ってとこ、か……特に皮肉っぽくもなく、呟つぶやくぜ。

秋雨：では──最後に。その墓守サンの側に行って、周囲に聞こえないように囁ささやくッス。

墓守：あン？

秋雨：さっきの、分ぶん担たんッスけどね。〝マスターレイス[image: ]ベータ〟については、アタシが一回調べてるんスよね。だから……墓守サンは、鳩宮サンについて、調べてもらえます？

墓守：シロについて調べろだァ？　……手前ェ、何を考えてる。

秋雨：……アタシだって、こんなこと考えたくないッスけどね。




「誰だれが〝裏切り者ダブルクロス〟なのか、ってことッスよ」

　篠月秋雨はそう答え──困こまったように笑った。







◆Middle15◆堕だ天てん使しの遊ゆう戯ぎ




　晴れ渡った夏の青空を、鳩はとが飛ぶ。鳩──アンゼリカが、知覚情報伝達に使用する端たん末まつ、いわば、ネズミの使う二十日鼠はつかねずみのようなものだ。

　その鳩の目を通して──アンゼリカは、無残な光景を目にしていた。




ＧＭ：では、宇津木ちゃんを監かん視ししにいった、アンゼリカのシーンです。

アンゼリカ：はいです。

ＧＭ：駅前で別れてから、宇津木ちゃんの監視を始めるまで、少し時間があったと思うので、まず追いかけているところです。

アンゼリカ：はい。鳩を飛ばしつつ、病院に向かうです。場所は知ってていいですか？

ＧＭ：いいですよ。アンゼリカは、刻ヶ峰市の建物は一通り把は握あくしているでしょう。──で、その病院の手前、路地の奥おくに、宇津木ちゃんはいます。ちなみに、本来なら、とっくに病院に着いているはずの時間です。

アンゼリカ：足止めされてる……？　離はなれて、鳩を通して〝見る〟です。

ＧＭ：はい。宇津木ちゃんの前には、羽根を持った天使のようなシルエット──銃じゆうを持ったソフィアが浮うかんでいます。

墓守：〝マスターレイス[image: ]ベータ〟か！

ＧＭ：宇津木ちゃんは、撃うたれて倒たおれているんですが……少しして、《リザレクト》して起き上がります。それに対して、ソフィアがまた銃を向け、言う。「──何度やっても無駄だ」

秋雨：これはまずいッスね。アイツの持ってる〝悪あく魔まの銃〟は、撃たれると侵蝕率が上がるッス。……ストレートに、ジャーム化させようとしているッスね。

墓守：何度も殺されてるのか。……痛いたいし、怖こわいだろうにな。

ＧＭ：そう長い時間ではないので、多くても三、四回でしょうけどね。──宇津木ちゃんは、「ウチは、病院行かなきゃいけないんだよ」と言って、歩き出そうとする。

アンゼリカ：…………。

ＧＭ：どうしますか？

アンゼリカ：…………止めに、入ります。

ＧＭ：ほう……いいんですか？

アンゼリカ：……これを、見み過すごすわけには……いかない、です。

ＧＭ：なるほど。では、出て来たアンゼリカを見て、ソフィアが……ええと、コイツは羽根が生えてる奴か──じゃあ、無む表ひよう情じように見て「……お前が来るとはな」と、ぼそっと呟つぶやきます。

アンゼリカ：……無関係な人間を巻まき込こむのは、やめるです。

ＧＭ：「無関係？　〝林檎〟を持ち、己おのれの意志で〝世界〟を改変しようとする者が、無関係なわけは、ないだろう？」──と、無表情なまま言います。

アンゼリカ：彼かれらは、「気がついたら〝林檎〟を持っていた」と言っていました。結果も代償も、教えずに、押おしつけただけです。

ＧＭ：「ずいぶんと口が回る。──の、くせにな」

紅：え、何？

ＧＭ：シーンの外には聞こえません（笑）。──で、ソフィアですが、〝悪魔の銃〟を、宇津木ちゃんから、アンゼリカの方に向け──それから、急に人が変わったように、嘲あざけるような表情で、「もちろん、避よけませんわよね？」と言って、撃うちます。

アンゼリカ：……避けようとは、します。

ＧＭ：判定できません。（ダイスを振ふって）ダメージは、30点。

アンゼリカ：ＨＰは24点。倒たおれるです。……《リザレクト》は？

ＧＭ：できますよ。ただ、このまま戦っても絶ぜつ対たい勝てませんし、しばらく気き絶ぜつして、それから復ふつ活かつした、という感じにしましょうか。

アンゼリカ：了りよう解かいです。《リザレクト》は１点回かい復ふく。侵蝕率も１上がって、92になったです。

ＧＭ：〝悪魔の銃〟の効こう果かでさらに＋５してください。では、しばし時間が経けい過かします──。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：アンゼリカが気がつくと、周囲はもう暗くなっていて、隣となりで、こちらも恐おそらくあの後撃たれたのだろう、宇津木ちゃんが倒れています。

アンゼリカ：息を確たしかめるです。

ＧＭ：《リザレクト》したらしく、生きてはいますね。

アンゼリカ：大だい丈じよう夫ぶ……ですか。

ＧＭ：「……あ、うん。助けてくれて、ありがとね」

アンゼリカ：いえ。……何もできなかったです。

ＧＭ：「なんか、鬼おに強かったね……あれ、生徒会長だよね？　何なの、アイツ」

アンゼリカ：あいつは……わたしなのです。

ＧＭ：「へ？」

墓守：ほォ……コイツは、面白い。

秋雨：なるほど、ねぇ。

アンゼリカ：──いえ、なんでもないです。しばらく、病院行くのは諦あきらめるです。

ＧＭ：「うーん……なんか、悪いヤツ、ってこと？」

アンゼリカ：……そう、です。

ＧＭ：「そっかぁ……なんでウチの邪じや魔まするんだろ……ただ、お父さんに、謝あやまりたいだけなのに……なぁ……」宇津木ちゃんは、倒たおれたまま、顔を手で覆おおいます。

アンゼリカ：……（小さな声で）ごめんなさい、なのです。

ＧＭ：──では、一いつ旦たん、ここでシーンを切りましょう。




　周囲に、宵よい闇やみが下りてくる。

　人気のない路地で、宇津木椎子は、声を出さずに泣いているようだった。

　アンゼリカは、何も言えず、ただ──見守るしかなかった。







◆Middle16◆〝秘密〟②──篠月秋雨




　墓守清正は、相棒のネズミを伴ともなって、刻ヶ峰市の市外に出ていた。

　目的は調査。対象は──。

　ＵＧＮチルドレン──〝天使のお遊戯エンジエルプレイ〟鳩宮アンゼリカの経けい歴れきである。




ＧＭ：では、〝宇津木のループ〟、一日目の行動をしていきましょうか。

墓守：俺からいいかい……シロについて調べる。頼たのまれたンでな。

ＧＭ：了解です。

紅：わっ、私も、その場にいていいですか!?

秋雨：いえ、すいませんね、これ、アタシが、こっそり墓守サンに頼んだんで……。

紅：……そっか。わかりました。

墓守：ネズミと一いつ緒しよに、刻ヶ峰市の適てき当とうなネットカフェに入ろう。あーあ、なンだ、俺の身内じゃねェが、身内を調べるのは、面めん倒どうだな。

ＧＭ：「はい、調べてることも秘密ですもんね」とネズミ。まあ、ＦＨでは、わりとよくあるシチュエーションではあります（笑）。──〈情報：ＵＧＮ〉でどうぞ。

墓守：連中のおかげで、ＵＧＮのデータベースが使える、前よりは色々わかるかもな……ってことで、情報収しゆう集しゆうチームの効果で＋２──達成値10だ。

ＧＭ：十分ですね。プロフィール的なことは、前回調べたので、今回は、経歴を調査することになります。まあ、ＵＧＮのデータベースは使わせてくれないと思うので、普ふ通つうにネズミがハッキングしますよ（笑）。

墓守：どうだネズミ。何か摑つかめたかよ。

ＧＭ：「えっと、白い人は、ＵＧＮチルドレンですね。七歳さいの時に、ＵＧＮに保ほ護ごされたみたいで、それ以前の記憶がないみたいです」

墓守：それ以前の経歴は、わからねェってことか？

ＧＭ：「はい。……ただ、保護された場所なんですけど、えっと……廃はい棄きされた、ウチの研究所のひとつ、だそうです」

墓守：……ＦＨの？

ＧＭ：「そうです。培ばい養よう槽そうに眠ねむっていたのを、回かい収しゆうされた、ってことで。他にも同じような個こ体たいはいたけど、そっちは全部、死んでたそうです」

墓守：破は棄きされた実験体の中で、たまたま生き残ってたのが、シロってことか。

ＧＭ：「そ、そうだと……思います」

墓守：どこのセルが管理してた研究所かわかるか？

ＧＭ：ネズミは、ＦＨのデータベースにアクセスしますが……「いえ、わからないです。かなり上位の秘ひ匿とく情報みたいです」とのこと。

アンゼリカ：…………。

墓守：ふゥむ。破棄された、ＦＨの実験体……失敗作──ってとこか。

ＧＭ：ネズミは困ったような顔をしていますね。アンゼリカが心配みたいです。

墓守：そんな顔すンな。別に、ＵＧＮの内部で揉もめようと、俺たちには関係ねェだろうが。

ＧＭ：「……でも、助けてくれましたし」

墓守：わかってるよ、だから借りは返す。オッサンにも……シロにも。ハチにもな。

ＧＭ：ネズミは、小さな声で、「……友達、って。言ってくれました」と呟きます。

墓守：……そうだな。──秋雨のオッサンに、さっきのデータはメールしておく。

ＧＭ：了解です。では、場面を切きり替かえましょう。




　　　　＊　＊　＊




秋雨：じゃ、アタシの行動いいッスかね。アタシは、刻ヶ峰園果サンを調べ……ないで、緋蜂サンに会いに行くッス。

紅：私っ!?

秋雨：それで、公開条件を満たせると思ったんスけど、どうスかね。

ＧＭ：問題ないですよ。

秋雨：緋蜂サンをメールで呼よび出だし……緋蜂サン、携けい帯たい持ってない（一同笑）。──仕方ないんで、探さがしましょう。

紅：私……アンちゃんを探してる。

ＧＭ：今、ちょうど気絶してるくらいのタイミングだと思いますよ。

アンゼリカ：裏うら路ろ地じで寝ねてるです（笑）。

秋雨：ま、申もうし訳わけないッスけど、じゃあ、途と中ちゆうで捕つかまえさせてもらいますよ。

紅：……わかりました。すぐ見つかると思います。

秋雨：街にいるところで声をかけて──データベース調べてくれって、言ったじゃないッスか。困ったヒトっすねぇ……と。自分も調査してないのに言う（一同笑）。

紅：私、アンちゃんが心配で……伊武ちゃんの〝ループ〟の時から、様子が変で……。

秋雨：その、鳩宮サンの話なんスけどね……ま、喫きつ茶さ店てんでも、入りましょうか。




　ややレトロな雰ふん囲い気きの、喫茶店。店内の客はまばらで、静かなＢＧＭがかかっている。

「──少し、内ない緒しよの話なんで」

　秋雨は、ウェイトレスに、にこやかに言って、ロザリオをかざす。

　──一滴てき。室内にもかかわらず、雨あま粒つぶが彼かの女じよに当たり……。

「わかりました、じゃあ、奥の、特別な席にご案内しますね」




秋雨：んじゃ、《竹馬の友》で人ひと払ばらいをして、と……《ワーディング》が使えないと、こういう時、不便ッスよねぇ。

紅：……アンちゃんの話って、なんですか？

秋雨：そうッスね……しばらく前っていうか……何〝周回〟か前に、アタシのところに、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟が訪たずねて来ましてね。

紅：ソフィアさんがですか？

秋雨：そうッス。生徒会長サン。──で、彼女が言うにはね、アタシたちの中に〝裏切り者〟がいる……と。

紅：そんなの、いるわけないです！　私たちは、仲間です！

秋雨：でもね、彼女は噓うそをついてはいなかった。この〝裏切り者〟っていうのは……ソフィアの仲間って意味ッスよ。前とは、少し違いますね。

紅：仲間……。

アンゼリカ：……。

秋雨：この話をするにはね、話す相手が〝裏切り者〟じゃない、って確かく信しんがないとできなかった。羊坂サンや加賀美サン、墓守サンにも、可か能のう性せいはあったッスからね。

ＧＭ：秋雨の〝秘密〟は、公開条件が「〝裏切り者〟ではないと確信できる相手にだけ話す」というものでした。

秋雨：まあ、墓守サンはどうも違ちがう、ってのは、あのお嬢じようサンの一件でわかりましたが。

紅：ネズミちゃんの……。

秋雨：ええ。でも、内容が内容ですしね。緋蜂サン、アナタは、行動も、噓をつけないところも、信しん頼らいできる……そう思ったッスよ。

墓守：メタ視し点てんで言えば、ひとりだけ〝秘密〟もらってないしな（笑）。

秋雨：──もうひとつ、緋蜂サンに話す理由があるッス。それは、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟が、こう言ったからッス。我々の中に、〝裏切り者〟がいる、ということは──。




「我々は、絶対に、勝利できない」




紅：そんな……。

秋雨：ま、彼女はそう思ってる、ってことッスけどね。でも、〝裏切り者〟を見つけるだけじゃダメで、その〝裏切り者〟を……こちらに、引ひき戻もどさなきゃ、いけない。それができるのは、多分──緋蜂サン、アナタだけッス。

紅：……秋雨さんは、その〝裏切り者〟が……。

秋雨：恐らく、鳩宮サンだと思ってるッス。……まだ、確かく証しようはないッスけどね。

紅：アンちゃんは、〝裏切り者〟なんかじゃありません！

秋雨：そうッスね。そう言い切れるアナタだから、アタシは話したッスよ。

紅：…………。

秋雨：ちなみにッスね、〝裏切り者〟がいるから、絶対勝てない。だから、自分たちの味方になれ、と。アタシは〝マスターレイス[image: ]ベータ〟に持ちかけられましてね。

紅：なんでソフィアさんは、秋雨さんに、誘さそいを……。

墓守：俺たちは知らねェが、前も仲間に誘ってるしな。

秋雨：……アタシには、〝持ち主〟になる資格があるらしいッスよ。

紅：秋雨さんに？

秋雨：ええ、元々、〝ループ〟のことを調べてたのも、死んだ妹を蘇よみがえらせるためッスからね。

紅：もっ、もし、〝林檎〟が、来たら、秋雨さんは〝ループ〟を起こすんですか？

秋雨：……さあ？

紅：……顔面蒼そう白はくになります（一同笑）。

秋雨：わからないッスね。ただまあ、尾嚙サンみたいに、周囲を、世界を犠ぎ牲せいにする、そういうやり方で妹を生き返らせても……生き返った妹に、責せき任にんを押おしつけることになっちゃうッスねぇ。アタシは、それはできないッス。

紅：……わかりました。

秋雨：そうそう。アタシのところにまだ〝林檎〟が来てないのは、アタシの願いを叶える──五年前に戻もどるだけの力が、まだ〝林檎〟にないから、らしいッスよ。

墓守：最初は三日、次は一ヶ月で……今は一年、か。五年もすぐだろうな。

秋雨：力を溜ためるには、強いジャームを喰くわないといけないらしいッスけどね。それこそ、マスターエージェント……墓守サンとか。あるいはそれに匹ひつ敵てきする、緋蜂サンとかね。

紅：じゃあ、私、食べられないよう、がんばります！

秋雨：あの〝林檎〟が喰うのは、ジャームだけみたいッスから。ジャームにならなければ大丈夫ッスよ。

紅：はいっ、わかりました！

秋雨：返事がいいッスねぇ……（笑）。ま、アタシの話はこんなところッス。だから、緋蜂サンには、鳩宮サンを見張ってもらって──。




　監視と説得、そう、指示を口にしようとした秋雨に、

　紅は、真しん剣けんな顔で、こう宣せん言げんした。

「わかりました！　私、この話を全部、アンちゃんにしてきます！」




秋雨：……「しまった」って顔をします（一同爆笑）。

ＧＭ：秋雨が、そこまで意表を突つかれた顔をしたのは初めてかもしれないですね（笑）。

紅：困こまらせちゃった……。

秋雨：いや、まあその……考えもしない発想でして……（笑）。

紅：でも、私、アンちゃんのこと、好きだから……！

秋雨：少し考えて……溜ため息いきをつくッス。で、言う──お任まかせします。

紅：はい！

墓守：策さく士し、策に溺おぼれるって感じだなァ……（一同笑）。

秋雨：ま、こういうヒトだから話した、ということでは、あるッスよ……（笑）。




「アンちゃんに会ってきます！」

　そう叫さけんで、喫茶店を飛び出す紅を見送って──。

　秋雨は、困ったように、呆あきれたように──そして、眩まぶしいものを見るように、目を細めた。
















　　　　＊　＊　＊




秋雨：ふぅ……緋蜂サンにロイスを取っておくッス。そうッスね……可能性を見ておきましょうか。「Ｐ：有ゆう為い／Ｎ：隔かく意い」で。表はポジティブの「有為」ッス。

墓守：俺も、なンか似にたような境きよう遇ぐうっぽい、シロ……アンゼリカに取っておく。「Ｐ：親近感／Ｎ：無関心」で、表は「無関心」。

ＧＭ：お前、また無関心無関心詐さ欺ぎかよ（一同笑）。

墓守：失礼なッ！　詐欺じゃない！（一同笑）

紅：私は、秋雨さんに「Ｐ：信頼／Ｎ：不安」、お墓くん……墓守くんに「Ｐ：友情／Ｎ：不安」。どっちも表はポジティブです！

ＧＭ：了解しました。では、続いて、紅の場面にしましょう──。

アンゼリカ：わたしは路地裏で倒れていますが……。

ＧＭ：そうすると、ちょうど、目が覚めた……アンゼリカの、前のシーンの続きくらいのタイミングでしょうね。

紅：走っていきます！

ＧＭ：わかりました（笑）。では、次のシーンへ──。







◆Middle17◆〝秘密〟Ｘ──緋蜂紅




　病院、病院──それだけを唱え、土と地ち鑑かんもなく、闇やみ雲くもに紅は走り回る。

　やっとアンゼリカを見つけた時には、もう、周囲は夕ゆう闇やみに包まれていた。

　暗い路ろ地じ裏うら。切れかけて、点てん滅めつする街灯の光の中で、羽虫が舞まっている。

　そこに、アンゼリカと宇津木椎子が倒れていた──血まみれで。




紅：アンちゃん！　ギャル子ちゃん!?　どうしたの、何があったの!?

ＧＭ：「……襲おそわれて、撃うたれたんだよ」と、宇津木ちゃん。

紅：そんな、私が、行っていいって、言ったから……。

アンゼリカ：紅の……せいでは、ないです。

紅：だ、誰に、誰にやられたの？

アンゼリカ：……〝マスターレイス[image: ]ベータ〟。

紅：ソフィアさんが……なんで、あの人は、ふたりを狙ねらったりなんて……。

アンゼリカ：……伊武の時と同じでしょう。無理矢理、〝ループ〟を継けい続ぞくさせる。あるいは、もっと直ちよく接せつ的てきに、あの銃でレネゲイドを暴ぼう走そうさせ、ジャーム化させる。

紅：……そんなの、ひどいよ。ギャル子ちゃんは──。

ＧＭ：「ギャル子って誰？」（一同笑）

紅：う、宇津木ちゃんは、ただ、お父さんに謝りたいだけなのに……。

アンゼリカ：このままでは、宇津木はジャームになってしまうです。

紅：そんなのダメだよ！　宇津木ちゃんを、お父さんに会わせてあげたい。どうすれば……。




　不ふ規き則そくに明めい滅めつする街灯の下、アンゼリカは俯うつむき──ぽつりと、言う。




アンゼリカ：紅に、ひとつ、お願いを聞いて欲ほしいです。

紅：何？　なんでも言って！

アンゼリカ：わたしでは、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟を倒すことはできないです。だから、みんなに、あいつを倒して欲しいです。

紅：うん。一緒にみんなのところに行こう。作戦、考えよ？

アンゼリカ：……それは、できないです。

紅：どうして？　みんなで、一緒にやっつけるんでしょ？　一緒に行こうよ！

アンゼリカ：──無理なんです！　嫌いやなんです！

紅：どうして嫌なの？　話してよ、話してくれなきゃ、わかんないよ！

アンゼリカ：……無理なんです!!

紅：そんなことない！　私、なんでも聞くよ。受け止めるよ。……友達でしょ？

アンゼリカ：……だったら、紅は──もしもの時に、わたしを殺せますか？

紅：そんなの無理だよ！

アンゼリカ：だったら──！




　アンゼリカは、紅を押おしのけ、跳はね起おきる。肩かたで息をして、震ふるえながら。




アンゼリカ：だったら、やっぱり、一緒には、いられないです──。

紅：アンちゃん!?

アンゼリカ：……走って、退たい場じようするです。追おうとしても、羽根で攪かく乱らんします。

ＧＭ：わかりました。空中に白い羽根が舞まい、光の粒りゆう子しのようになって拡かく散さんすると──もう、アンゼリカの姿すがたはありません。

紅：アンちゃん……。

ＧＭ：……紅はこの後どうしますか。

紅：……とりあえず、宇津木ちゃんに、一緒にＵＧＮ支部いこ、って言います。

ＧＭ：「あのさ」と、宇津木ちゃんは壁にもたれて、俯うつむいて──「もういいよ」と言います。

紅：どうして？　諦あきらめないで！

ＧＭ：「ウチの、つまんない願い事のために、緋蜂っちや鳩宮っちが、危あぶない目にあうことないよ。生徒会長マジ強いし。……それに、ふたり、喧けん嘩かさせたり、悪いよ」

紅：それは、喧嘩はしたけど大丈夫！　それに──宇津木ちゃんの願いは、つまらない願いなんかじゃないよ。

ＧＭ：「……そうかな？」

紅：うん。……それに、宇津木ちゃんの気持ちは、私、よくわかるから。

ＧＭ：「そう、なんだ……そんな風には見えないけど」

紅：だって、私も……。




　そう、言いかけて、紅は黙だまってしまう。

　ジジ……と、切れかけた蛍けい光こう灯とうの音だけ、響ひびいていった。




ＧＭ：では、ここでちょっと、用意しておいた描びよう写しやを読みましょうか。

一同：……？

ＧＭ：回想シーンというか、過去のイメージのシーン、という感じでしょうか。……そこは──暗い、どこだかわからない場所です。




　　　　＊　＊　＊




〝そこ〟は、暗く、湿しめっている。元は洞どう窟くつか、穴あな蔵ぐらか。〝彼女〟にはわからない。

　わかるのは、何重にも錠じようをかけられ、さらに厳げん重じゆうに拘こう束そくされていること。誰も彼も、〝彼女〟を恐おそれ、忌いみ嫌きらっているのだ。

　大おお勢ぜいの、苦く痛つうと恐きよう怖ふに満ちた声が、彼女に浴びせられていく。




　──お前は呪のろわれた子だ。

　──周囲のすべてを腐くさらせ、朽くちさせ……殺す。

　──お前がいるから、みんな死んだんだ。

　──お前は〝毒どく〟だ。




　暗くら闇やみの中、〝彼女〟の周囲には、様々な〝死し骸がい〟がある。

　枯かれた植物、腐くさった金きん属ぞく、そして様々な……動物の、死体。

　……動物？

〝死〟の充じゆう満まんした闇やみの中、〝彼女〟は閉とじ込こめられていた。




秋雨：これは……鳩宮サンのことじゃ、ないッスよね……。

アンゼリカ：違う……です。




　けれど──ある日。その闇の中に、光が差した。

　明るい……とても明るい光が、暗闇を、退しりぞけていく。

　眩しい光を背はい後ごに、ふたりの影かげが立っている。男と、女。

　男が、手をさしのべる。

「もう大丈夫。キミを助けに来たよ」

　女が、抱だき寄よせ、髪かみを撫なでてくれる。

「綺き麗れいな色の髪をしているね。その色は──紅、というんだよ」




ＧＭ：──そこで、回想は終わります。

墓守：は、ハチさン、いやさ、紅さン……もしや、〝裏切り者〟は貴方……？

紅：私、裏うら切ぎらないです！（一同笑）

ＧＭ：一巻かんの時に出た、紅の〝秘密〟──そのひとつが、「実は、両親とは血が繫つながっていない」でした。せっかくなので、関連した描写を用意して来ました。

秋雨：まさか、ここで緋蜂サンの〝秘密〟が来るとは……！

アンゼリカ：驚おどろいたです……。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：……では、宇津木ちゃんは、しばらく黙っている紅をじっと見て「……うん、ありがとう」とだけ、言います。

紅：……私たちの仲間のとこ、行こう。きっと、みんなでなんとかできるよ。




　そして紅は、少女に手を伸のばす。

　あの時、自分がそうしてもらったように──。







◆Middle18◆行動方針




　ＵＧＮ刻ヶ峰支部──旧きゆう校こう舎しや、第二音楽室。

　紅は、宇津木椎子を伴ともなって戻もどり、（アンゼリカを除のぞく）ＵＧＮメンバー、そして墓守とネズミを相手に報ほう告こくした。〝マスターレイス[image: ]ベータ〟による宇津木への妨ぼう害がい、そしてアンゼリカの不ふ審しんな言動と逃とう亡ぼうについて──。




ＧＭ：──と、いうことで、紅から一通りの説明があったところです。

秋雨：ちょっと……思ったより、いきなり直接的な妨害に来たッスね、あっちは。あ、宇津木サンの怪け我がは、アタシが治ち療りようしておくッス。

ＧＭ：了解です。ちなみに、羊坂さんと、珠樹もそれぞれ調査してたので、報告します。珠樹によると、刻ヶ峰市のあちこちで、ジャーム化事件が発生している、と。で、ソフィアがそれを狩かって──〝喰わせて〟回っているようです。

墓守：あっちこっちに忙いそがしいヤツだね。勤きん勉べんだ。

ＧＭ：羊坂さんは〝ループ〟の範囲を調べてました。やはり、前より拡かく大だいしている……と。正せい確かくにはわかりません、近きん隣りんの数都市が範はん囲い内ないになったようです。

秋雨：時間も空間も、広がり続けてるってわけッスね。

ＧＭ：あと、紅が連れてきた宇津木ちゃんと、他のメンバーの挨あい拶さつとかは、済すませたってことで。「へ～、タイムパトロールって、思ったより人数いるんだね。風紀委員長とか、シスターもいるし……大だい組そ織しき系けい？」（一同笑）

墓守：まだその話引ひっ張ぱってたのか！（笑）

ＧＭ：訂てい正せいする機会がなくて……（笑）。あ、ちなみに、伊武もいるので、宇津木ちゃんと「あれ、なんで伊武っちがいんの？」「……宇津木、貴方あなたも目覚めてしまったのね、この呪われたチカラに……」とか、嚙かみ合あわない会話をしています（一同笑）。

秋雨：もう、そのへんの説明は伊武サンに任せちゃいましょうか（笑）。

ＧＭ：じゃ、そういうことで（笑）。

秋雨：あ……と、今日の行動は終わってるのか。いや、宇津木サンが持ってる〝林檎〟に、緋蜂サンの《巨匠の記憶》だけ使ってもらいたかったんスよね。

ＧＭ：ああ、そのくらいはいいですよ。紅は、侵蝕率だけ上げてください。

紅：はい！　じゃあ、〝林檎〟を触さわって、ペロペロしてみます！

秋雨：《ブラッドリーディング》じゃないんで、別に舐なめなくても……（笑）。

ＧＭ：まあ、演えん出しゆつの統とう一いつ感かん、ということで（笑）。──〝林檎〟の記憶を読み取るとですね、誰だれかの視点で、こんな、断だん片ぺん的てきな光景が見えます。




　──今日も、あの人たちが喧けん嘩かしている。

　きっと、ウチのことが邪じや魔まだから、喧嘩するのだろう。




　──今日、あの人たちが、いなくなった。

　ウチを捨すてて。そしたら、仲良くなるかな……って思ったけど。

　でも、結局、バラバラに、別のところに、いなくなったみたいだ。




　──今日、知らないおじさんとおばさんが、施し設せつにやってきた。

　なんでも、遠い親しん戚せきらしい。優やさしそうだ。

　でも、ウチがいたら、この人たちも、〝あの人たち〟みたいになるのかな……。




　──今日、初めて、「お父さん」「お母さん」と呼よんでみた。

　ふたりは泣き出して、夕食はなんか、寿す司しだった。




　──今日、お父さんが、死んだ。

　こんなことなら、喧嘩なんかしなきゃよかった。

　お父さんに……謝りたい。




ＧＭ：──と、いった感じです。

墓守：これは……宇津木ちゃンの、記憶か。

紅：……宇津木ちゃん……。悲しい……ぐす。

秋雨：（考かんがえ込こむ）……それだけッスか？

ＧＭ：はい。この〝林檎〟にあるのは、宇津木ちゃんの願いだけみたいですね。

秋雨：……ふむ。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：報告も一段だん落らくしたところで、ＵＧＮ組──墓守もいますが──は、方針なんかを相談する感じになっています。

秋雨：ま～、こういう話を聞いちゃったら、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟を止めるしかないッスね。はっきり、宇津木サンをジャーム化させようとしてるッス。

ＧＭ：「はい。ジャーム化や、その被ひ害がいは食い止めなければいけません」と羊坂さん。

墓守：はン、ま、ＵＧＮらしい考えだな。

ＧＭ：羊坂さんは、秋雨の「放っておく」という方針を認みとめたのを、少し後こう悔かいしているようです。「……妨害があることは、秋雨神父は、予想していたのでしょう？」

紅：え？

秋雨：……単に、「父親と会わせない」というくらいなら……。酷こくですが、〝ループ〟の調査を優ゆう先せんしよう、と思ってたッスね。

紅：そうなんだ……。私、全然思いつかなかった。

ＧＭ：「……いえ、すみません。私こそ、予よ測そくしてしかるべきでした。こんな能力を持っているのですから……」と、目を伏ふせたまま、羊坂さん。

墓守：なンか、目ェ開いたら強そうだよな、この人（一同笑）。

ＧＭ：──で、方針ですが。

紅：ソフィアさんを、倒たおさないといけないです！

ＧＭ：「そうですね……」羊坂さんは、ちょっと意外そうに紅を見ます。

秋雨：これまで、戦いに積極的じゃなかったッスからね。

紅：アンちゃんが、言ったんです。ソフィアさんを、倒してくれ、って。自分じゃ無理だから、って……それで、自分を殺せるか、って、変なこと聞いてきて……。

秋雨：ふむ……。まあ、これでほぼ確かく実じつに、鳩宮サンが〝裏切り者〟ッスね。

紅：そんなわけないです！

墓守：あのよ、ハチ。……シロは多分、ＦＨに造つくられて、廃はい棄きされた失敗作だ。

紅：……どういうこと？

墓守：そのままの意味だよ。捨すてられたのを、ＵＧＮに拾われたンだ、恐らくな。ＦＨには、そンな風に造られたような存そん在ざいがゴロゴロいる。俺も似たようなもンだ。

紅：アンちゃんは、失敗作なんかじゃない！

秋雨：……ま、可能性の話ッスね。まだはっきりしたわけじゃないッス。ただ、鳩宮サンに、ＦＨと……あるいは〝マスターレイス[image: ]ベータ〟と関わる、何らかの事じ情じようがあるのは、間違いないでしょうね。

紅：じゃあ、アンちゃんの事情が何かも、私、聞いてみます！




「話してみる」「聞いてみる」

　紅の宣言は、ひたすらに真っ直ぐで──。

　けれど、その言葉を受けた秋雨は、溜息で応える。




秋雨：…………ま、試してみるのは、止めないッスよ。

ＧＭ：では、明日──二日目の行動方針を決めて、このシーンをまとめましょう。

秋雨：我々は、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟と対決するッス。宇津木サンには、申し訳ないッスが、一緒に来てもらいましょう。相手を呼よび出だすためッスね。

墓守：俺も手伝うさ。……で、ハチよ。

紅：なに？

墓守：もし、シロが来て……敵てきに回ったら、どうするよ。

紅：絶対に、殺さないで。

墓守：……やれやれ、ワガママなスパイだな。

ＧＭ：ネズミも、墓守の服の裾すそを引っ張って、「こ、殺すとか、やめましょう」と言いますね。

墓守：わかってるよ。──ＯＫ、殺さない。これでいいだろ。

紅：……うん。ありがと。




「私は──」

　紅は、溢あふれる想いをすべて込こめて、言う。

「私は、ソフィアさんを倒す。それで、宇津木ちゃんをお父さんと会わせて、それから、アンちゃんと仲直りするんだ──絶対に」







◆Middle19◆対決




　翌よく日じつ──〝宇う津つ木ぎのループ〟、二日目。

　紅くれないは、宇津木と秋雨、墓守らと共に、病院に向かっていた。




ＧＭ：では、翌日。紅と秋雨、墓守が病院に向かうところです。アンゼリカはどうしますか。

アンゼリカ：……登場しないです。

ＧＭ：わかりました。では、他の三人は侵しん蝕しよく率りつ上げてください。

墓守：俺おれは３上がって、[image: 101]％だ。長なが丁ちよう場ばで、だいぶ上がってきたな。

紅：２上がって、90％です！

秋雨：一番エフェクト使って、シーンも出てる緋蜂サンが一番低いッスね。アタシは[image: 109]％。

ＧＭ：了りよう解かいです。ちなみに、戦闘が始まったら、珠樹やネズミが宇津木ちゃんの護ご衛えいに回る予定、なので彼らは戦闘に参加しない──という処しよ理りで、どうでしょう。

秋雨：ああ、それが一番助かるッスね。

ＧＭ：──では、病院の近く、人気のない路地……で、やはり、羽根を生やし、銃じゆうを持った〝マスターレイス[image: ]ベータ〟が登場します。「……繰くり返かえし殺されても、また来るか。……当然か。でなければ、〝林檎りんご〟を手にはできない」

秋雨：強い願いが必要、ってことッスかね……。

ＧＭ：宇津木ちゃんは、みんなに「ありがとう」と言ってから、一歩前に出て、「ここを通して。ウチは──お父さんに会いに行くんだ」と、震ふるえながらも、宣せん言げんします。

墓守：たいしたもンだ。

ＧＭ：それに対し、〝[image: ]ベータ〟は無む表ひよう情じように銃を向ける。「なら死ね」

紅：宇津木ちゃんの前に出る！　──こんなこと、もうやめて！

ＧＭ：「こちらを止めても、次の〝ループ〟に移うつるだけだ。無意味だとは思わないのか？」

紅：だとしても、アンちゃんの、宇津木ちゃんの、願いだもん。……あなたを、止めます！

ＧＭ：「やってみろ」──では、戦闘になります。




◆第一ラウンド

行こう動どう値ち

〝マスターレイス[image: ]ベータ〟　……16[image: →]46

紅　　　　　　　　　　……11

秋雨　　　　　　　　　……11

墓守　　　　　　　　　……１

[image: ]




ＧＭ：セットアッププロセスです。〝[image: ]ベータ〟は、《戦いの予感》で行動値に＋30。さらに《スピードスター》ラウンド中、ダメージに＋行動値点です。

秋雨：Ｄロイス「神速の担い手スピードスター」専せん用ようエフェクト、ッスね。ダメージが上がるかわり、このラウンド中はアイツはリアクションできないッス。

墓守：エンジェルハィロゥ／ハヌマーンね。確たしかに速くて射しや撃げき向きだわな。……俺は、《フルパワーアタック》を宣せん言げん。距きよ離りが５ｍなら問題ねェ。

ＧＭ：はい。では、先手を取って行動──《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》《レーザーファン》《ピンポイントレーザー》《対たい地ち攻こう撃げき》その他、範はん囲いに対して射撃攻撃です！




「鷲わしの翼つばさに追いつけるものか──」

　そう呟つぶやくと、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟は高速で上じよう昇しよう。

　速度と太陽を利用して死角を作り、〝悪魔の銃〟から弾だん丸がんをバラ撒まいた。




ＧＭ：達たつ成せい値は22！　墓守はガードですね。紅はまだ《リザレクト》できますが……。

秋雨：アタシはヤバイっすね、一いち応おう、ダイス４つですけど、頑がん張ばって回かい避ひしてみますか。

ＧＭ：じゃ、その判はん定ていに《フラッシュゲイズ》。マイナス８個こで、０になって自動失敗です。

秋雨：……ま、仕方ないッスね。

ＧＭ：では、全員に命中──ダメージは……なんと[image: 105]点！　さらに、侵蝕率＋５％です。

墓守：行動値の46点増ふえてっからなァ……さすがにカバーリングは無理だな。

秋雨：アタシは倒たおれるッス。仕方ない、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟のロイスを取って、即そく座ざにタイタスに。昇しよう華かして立ち上がるッス。

紅：倒れます……けど、《リザレクト》で立ち上がる！

墓守：ガードで８点軽けい減げん。装そう甲こう値ちは……無む視しか。じゃ、97点受けて、残りＨＰ34点だな。

ＧＭ：くぅ～……相変わらずタフだな！

墓守：いやいや、いてェいてェ、普ふ通つうなら三回死ンでるぜ、さすがはマスタークラスだ。

ＧＭ：「〝マスターグレイヴ〟……噂うわさ通り、不死身か」無表情なまま、ぼそっと。

墓守：ン～、どうもお前ェは、前に会ったのと印象が違ちがいすぎンな。前のベラベラ喋しやべる方が、まだ愛あい嬌きようがあったぜ。

ＧＭ：「黙だまれ……」──ということで、ＰＣの行動どうぞ。




　秋雨は、治ち癒ゆと強化の雨を降ふらせ、ＰＣたちの回かい復ふくと支し援えんを行なう。

　そして紅は、みずからの血で生み出した弾丸を放ち、攻撃──。




ＧＭ：紅の達成値は40ですね。こちらはリアクションできません、命中。

紅：まだ侵蝕率[image: 100]％未満だから、使えるエフェクトが少ない……。

秋雨：《赫あかき弾》と《ブラッドバーン》くらいッスかね。攻こう撃げき力りよくは＋21ッス。

紅：「対抗種カウンターレネゲイド」合わせて……合計、ダメージ60点です！

ＧＭ：……思ったよりだいぶ食らったな。一気に青くなります（笑）。「……これは、報ほう告こく通り、マスターエージェント級の力……！」

墓守：じゃ、こっちも行くぜ……って、飛ンでると、俺、攻撃できない？（一同笑）

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶですよ、見た目は飛んでても、距離は５ｍです（笑）。

墓守：ありがてェ──行けよ、白き墓碑槍エピタフ！




　墓守がセイキロスの墓ぼ碑ひ銘めいを口ずさむと、アスファルトから白槍が幾いく本ほんも突つき出だし、上空の〝マスターレイス[image: ]ベータ〟に迫せまった。

　白槍が翼持つ狙そ撃げき手しゆを串くし刺ざしにする──と見えたが、そこには羽根だけが舞まっている。




ＧＭ：回避はできない、ので、《空うつ蟬せみ》。ダメージを０にします。

秋雨：もう切り札ッスか。

ＧＭ：紅の攻撃が、思ったより痛いたかった……（笑）。

墓守：とはいえ、コッチも余よ裕ゆうはねェな。




◆第二ラウンド

行動値

〝マスターレイス[image: ]ベータ〟　……16

紅　　　　　　　　　　……11

秋雨　　　　　　　　　……11

墓守　　　　　　　　　……１




ＧＭ：第二ラウンドです。〝[image: ]ベータ〟は、セットアップで、今度は《ミラーコート》を使用。周囲に幻げん惑わく用の鏡を出しゆつ現げんさせます。

秋雨：ドッジのダイスをプラスするエフェクト……今度は避よける気ッスか。

ＧＭ：はい。《戦いの予感》《スピードスター》で最初のラウンドだけ大ダメージを与あたえ、あとは避けながらチクチク攻撃しよう、という作戦です（笑）。

アンゼリカ：……意外と、せこい、です（一同笑）。

秋雨：うーん……まずいッスね。墓守サンはともかく、アタシと緋蜂サンは、先に動かれると、タイタス切ることになります。

墓守：だが、どうするよ。

秋雨：──イニシアチブプロセスで《生命の追い風》。ＨＰを５点消費して、緋蜂サンの行動値を＋５するッス。これで16──同どう値ちなら、こっちが先ッス。

ＧＭ：……ですね。紅の行動、どうぞ。

秋雨：ちなみに、多分全力で攻撃しなくていいッス、ＨＰ少なそうなんで（笑）。とはいえ、回避されるのは困こまるんで、《援えん護ごの風》、[image: 100]％超こえたんで、ダイス＋２個ッス。

紅：《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》《赫き弾》《カスタマイズ》で攻撃する！

ＧＭ：《フラッシュゲイズ》です！　ダイス８個減へらしてください。

紅：一気にダイス減っちゃった……４個。あ、でも、結けつ構こう出た──達成値36！

ＧＭ：こちらは《神の眼め》《リフレックス：エンジェルハィロゥ》で、〈知覚〉によるドッジを行ないます。ダイスは13個でこっちが多い──ダメ、達成値27！　命中です。




　高速、かつ自じ在ざいに飛行し、巧たくみに射線を避ける〝マスターレイス[image: ]ベータ〟。

　だが、紅の血で生成された弾丸は、空中で軌き道どうを変えて標的を追い──貫つらぬく。




紅：ダメージは……47点！　──どう!?

ＧＭ：……ＨＰは残り28点。〝[image: ]ベータ〟は落下し、倒たおれます。戦闘終しゆう了りようです。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──倒れた〝マスターレイス[image: ]ベータ〟──ソフィアの身体から、路上に血が広がっていきます。背せ中なかの翼は、羽根が散って、消えていく。「……まさか、負けるとはな」と、ソフィアは無表情のまま、呟つぶやきます。

秋雨：死ぬ前に聞きたいんスけどね。──鳩宮サンに、何をしたッスか？

紅：アンちゃんは、ソフィアさんと話してから、様子がおかしくなったんだよね……。

ＧＭ：「何を？　別に……思い出させてやっただけだ。……アイツが、失敗作だということをな」

紅：……なんてこと言うのよ！

ＧＭ：ソフィアにはもう聞こえていないようで、「まさか、私わたしの方が〝餌えさ〟になるとは……」と、独ひとり言ごとのように呟くと……突とつ然ぜん、身体の一部が消滅します。

秋雨：尾嚙サンの時と、同じッスね……。

ＧＭ：戦闘不ふ能のうになったところで、何者かがとどめを刺さし、Ｅロイス《飢うえたる魂たましい》を使用。ルール的な効こう果かは、エフェクトをひとつ奪うばう、というものですが……まるで、ソフィアの存そん在ざいそのものを喰くっているかのように、肉体が完全に消滅します。

墓守：……〝飢き餓がのインフィニティ・コード〟……ねェ。

ＧＭ：で──後ろに避ひ難なんしていた宇津木ちゃんが、「あれ、なんか……〝林檎〟がチョー大きくなったんだけど」（一同笑）。

墓守：西瓜すいかくらいか？（笑）

ＧＭ：そんなではないですが、まあ、見てわかるくらい大きくなりましたね。

紅：敵てきを倒しても、〝林檎〟が成長しちゃうんだよね……。

秋雨：そうッスね。厄やつ介かいッス。……さておき、怪け我がを治ち療りようしておきますか。

墓守：この後、〝ループ〟するなら、怪我も治るンじゃねェの？

秋雨：ま、そこは用心しときましょう。《癒いやしの水》かけておきます。

ＧＭ：その様子を見ていた伊武が「……神父さんの超ちよう能のう力りよくで、宇津木のお父さん、治せたりしないのかな……」と、言います。実じつ際さいのところは、無理ですが。

秋雨：だろうね。……万ばん能のうとはいかないッス。特に病気はね──と答えておく。

ＧＭ：伊武がしょんぼりと「そうか……」と言うのを、宇津木ちゃんが肩かたを叩たたいて、「いいんだよ」と──そして、キミたちに、「ウチ、行ってくる」。

紅：うん……仲直り、できるといいね。

ＧＭ：「ありがと、紅っちも、みんなも」──宇津木ちゃんは、父親の病室に向かいます。一緒に行きますか？

紅：……ううん。ひとりで行かせてあげたい。

秋雨：そうッスね。それがいいでしょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：しばらくして、宇津木ちゃんが、病院から出て来ます。

紅：……どうだった？

ＧＭ：「うん、ちゃんと話せて、謝あやまれたよ。怒おこってないって、言ってくれた。……むしろ、喧けん嘩かできて嬉うれしかった、ってさ。変だよね、喧嘩して嬉しいなんて」

秋雨：……そういうもんッスよ。

ＧＭ：「そうなのかな。……ありがと、紅っち。他のみんなも。おかげで、ずっと後こう悔かいしてたことを、やり直せて……それに、あのまま死んだとしても、怒ったり、悲しんだりしてなかったんだ、って。喜んでたんだって、わかって──」と、笑います。

紅：うん……よかった。

ＧＭ：宇津木ちゃんは笑顔で──不意に、ぽろぽろと涙なみだをこぼします。「……本当に、これで、よかったのかなぁ……ホントは、助けてあげた方がいいのかな……超ちよう能のう力りよくでも、時間旅行でもして、こんな、死ぬ前じゃなくて、もっと前に戻もどって……」

紅：宇津木ちゃん……。

ＧＭ：「助けられなくても、一週間でも、一日でも、長く、生きられるように、とか……したほうがよかったのかな……でも、わかんないけど、ウチはただ、謝りたかったんだ……」

紅：抱だきしめるよ。……宇津木ちゃんは、間ま違ちがってない。間違ってないよ。

ＧＭ：──紅が抱きしめた宇津木ちゃんの胸むねで、抱かかえた〝林檎〟が、光って──消えます。そして、どこからか、赤い光が世界を染そめていく。

墓守：また、次の〝持ち主〟の所に行ったのか。

秋雨：…………そうみたいッスね。

紅：もう、終わりにしなきゃ……こんなの。




　そして、世界はふたたび、赤く染まり。

　次の、新たな〝ループ〟に向けて──塗ぬり替かえられていく。







◆Middle[image: ]◆対決の裏うら側がわで




　時間は、少し遡さかのぼる。

　紅たちが、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟を倒し、倒れた〝[image: ]ベータ〟が喰くわれた、その一部始終を──アンゼリカは、少し離はなれた場所で見ていた。




ＧＭ：──次の〝ループ〟の前に、アンゼリカのシーンを挟はさみましょう。紅たちが戦っている間、アンゼリカはどこにいますか？

アンゼリカ：近くで、戦っているのを見ていたです。本当に危あぶなくなったら助けに入ろう……と思っていたですが、その必要はなかったですね。

ＧＭ：そうですね。紅の方が強かった。──では、ソフィアが《飢えたる魂》で喰われた後、見ていたアンゼリカの背はい後ごに、ソフィアが現われます。

紅：ええっ!?

墓守：……アレで終わりじゃねェとは思っていたがよ。

ＧＭ：「貴き様さまがご執しゆう心しんの〝レッドホーネット〟。なるほど、たいしたチカラだな」──どこか、無ぶ骨こつな、軍人ぽい喋しやべりですね。ちなみに、グレートソードを持ってます（一同笑）。

アンゼリカ：わかりやすく装そう備びでキャラが違ちがうです！（笑）

秋雨：しかし、人じん格かくだけじゃなくて、肉体ごとに別にいたんスねぇ。

ＧＭ：装備以外の外見はまったく同じです。ま、クローンですね。

アンゼリカ：あなたとは……はじめまして、ですね。

ＧＭ：すると、無骨な雰ふん囲い気きだったソフィアが……妖よう艶えんな感じに変わって、「いいえ……別に、個こ体たいの区別を付ける必要はありませんわ」と言います。

墓守：クローンを束ねる、統一人格みたいなのがいるな、これ。

アンゼリカ：……嫌いやな顔になるです。入いれ替かえのきく、道具扱あつかいですか。

ＧＭ：「ええ、実際そうなのですから。……どうです？　一体、欠けたことですし。失敗作の貴方あなたも、バックアップとして迎むかえてもいいですわよ。貴方が、そこに這はいつくばって、お願いします、と言うならね」

紅：ひどい……ッ！

アンゼリカ：（淡たん々たんと）……クローンは、全部で何体いるですか。

ＧＭ：「あら。……いじらしいですわね、そうやって、少しでも情じよう報ほうを集めて、お仲間のところに渡わたしたいんですのね」

アンゼリカ：……答えるです。

ＧＭ：「フッ、わざわざ聞かなくても、教養があればわかりますのに。……智ち天てん使しの四面は、〝鷲アエトス〟、〝牛アグラダ〟、〝獅子リオーン〟、そして──〝人間アントロポス〟。今倒れたのは、〝鷲アエトス〟ですわ」

墓守：鷲わし、獅子、牛に、人間か……。

ＧＭ：そうです。四体いて、残り三体、ということですね。ちなみに、このグレートソードを持っているのが〝獅子リオーン〟で、途中から喋ってる主人格が〝人間アントロポス〟。そして炎ほのおの剣けんを召しよう喚かんするのが〝牛アグラダ〟です。秋雨が失敗した、〝[image: ]ベータ〟の難なん易い度ど20の情報でした（笑）。

アンゼリカ：……あの程てい度どの強さで、三体いても、紅の敵ではないです。

ＧＭ：「心外ですわね……〝鷲アエトス〟は──四面の中では一番の小物ですわ」（一同笑）

秋雨：言うと思ったッス（笑）。

ＧＭ：「それに、わたくし、〝人間アントロポス〟がいる限かぎり……いくらでも補ほ充じゆうはできますし」

アンゼリカ：……本体が生き残っている限り、クローンは替かえがきく、というわけですか。

ＧＭ：一応補ほ足そくしておくと、ＦＨの施し設せつに戻もどる必要があるので、〝ループ〟の中で補充はできません。ま、こっちは、負ける気がないので、後で補充できると思ってます。

アンゼリカ：……それでも、本体を倒たおせば、終わるです。

ＧＭ：「できると思っているのですか？」──と、ソフィアは、冷たい目でアンゼリカを見ます。「お前など、いつでも、命令ひとつで殺せるのに」

アンゼリカ：…………。

ＧＭ：「……ふふ、ま、いいですわ。〝鷲アエトス〟は倒れましたが、それによって〝林檎〟はさらに熟じゆくしました。次の〝持ち主〟も、決まったようですし──」このへんで、周囲に赤い光が満ちていきます。……ちなみに、這いつくばってお願い、します？（笑）

アンゼリカ：（素になって）どうしよう、やろうかな（一同ざわめく）。

紅：（泣きそうな声で）だめだよぉ……！　そんなの……。

アンゼリカ：……そうですね。では、何も答えないです。

ＧＭ：はい、了解です。ソフィアは、ふ、っと笑うと──元の、軍人のような雰囲気に戻って「せいぜい、あがくがいい、出で来き損そこない」、そう言って、背せを向けます。

アンゼリカ：……青ざめて、黙っているです。

紅：アンちゃん……。




　そして、世界はふたたび、赤く染まり。

　次の〝ループ〟に向けて──塗り替えられていく。

　赤く、赤く──世界は熟していく。

　いずれ生まれる命をはぐくむ、子宮マトリクスのように。
















◆Middle20◆別れ




　紅が目を開けると、桜さくらの花びらが舞っていた。

　隣となりには、春の風に金きん髪ぱつをなびかせるアンゼリカ。

　まるで、ふたつ前の、〝伊武のループ〟に戻ったような気がした。

　……けれど、ふたりの間の空気は、あの時のような暖かいものではなく、ぎこちないものだった。




ＧＭ：紅とアンゼリカは、気がつくと、刻ときヶが峰みね駅前にいます。

紅：アンちゃん、久ひさしぶりだね！

アンゼリカ：……そうですね。

紅：今は、いつなのかな……何年か前の、春なのかな。

アンゼリカ：……わからないです。

紅：止めないとね、〝ループ〟。

アンゼリカ：……そうですね。

紅：ね、アンちゃん、私たち、ソフィアさんを、倒したんだよ！

アンゼリカ：知っているです。

紅：そうなの？　どうして知ってるの？

アンゼリカ：……わたしは、なんでも知ってるです。

紅：そっかぁ……ま、いいや！




　紅は、明るく──明るさを装よそおって、笑顔で、アンゼリカに向き直る。

　なんでも話すと、アンゼリカを助けると、そう決めたから。

　けれど──。




紅：ね、アンちゃん。アンちゃんの……昔の話、なんだけど。

アンゼリカ：……はい。




「アンちゃんは、失敗作だって言われてるよね──」

　けれど──その言葉は、アンゼリカの心を壊こわす、毒になった。




アンゼリカ：──そこまで聞いて、走って逃げます。

紅：え？　……待って！　違うの、アンちゃん！

アンゼリカ：羽根を飛ばして、声も痕こん跡せきも搔かき消けすです。

紅：違うの……。




　紅は、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす。

　また。

　また、失敗してしまったのだ。




紅：…………最低だ、私。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：場面を切きり替かえて、墓守。今回は……そうですね、気づくと、屋上にいます。ネズミも一緒です。「……桜、キレイですね」と、春風に目を細めています。

墓守：いつの春なンだかなァ……で、お前ェ、もう仕込まれてねェだろうな？

ＧＭ：「ど、どうなんでしょう……わからないですけど。でも、マスターが、えっと……爆ばく弾だんを壊こわしてくれたんで、もう大丈夫じゃないでしょうか」

墓守：やったのは俺じゃねェけどな。シロにも感かん謝しやしとけよ。あと、マスターはやめろ。

ＧＭ：「はっ、はい……白い人とか、蜂の人とか、神父の人とか……ＵＧＮの人も、親切ですね。なんだか……不思議です」

墓守：お人好しなンだよ、連中は。

ＧＭ：ネズミは、ポケットから、紅のメッセージカードを取り出して、見返しています。




DEAR：ネズミちゃん

　同じ刻ヶ峰学園の生徒なんだから、私とも仲良くしてよー♡　協力し合って、〝ループ〟を止めようね!!

　Ｐ．Ｓ．甘あまいモノなら、いつでもあげるよ♡




ＧＭ：「……と、友達って、言ってくれました」

墓守：……あァ、そうだな。

ＧＭ：「じ、自分、そんなこと言われたの……初めてです」と、ネズミはメッセージカードを大事そうにしまって、「ゆ、ＵＧＮのところ、行きましょう、マスター」と言う。

墓守：そうだな。情報は必要だ。こんなところから、抜ぬけ出だすためにもな。




　墓守の横顔を、ネズミは、何かモノ言いたげに見て──すぐ、目を伏ふせた。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、秋雨の場面。ＵＧＮ支し部ぶ、第二音楽室ですね。ここで一いつ旦たん、ＰＣが合流する予定でしたが、アンゼリカは登場しませんね。

アンゼリカ：……（頷うなずく）。

秋雨：じゃ、まあ、例によって、今回の〝ループ〟の、状じよう況きよう確かく認にんといくッスかね。

ＧＭ：はい。羊坂さんが、諸もろ々もろデータを表ひよう示じしつつ、説明します。「〝今〟は〝一ヶ月前〟、四月の八日……つまり、前々回の、〝伊武さんのループ〟と同じ開始地点です」

墓守：あン？　じゃ、もっと過か去こに戻ったワケじゃねェのか。

ＧＭ：「はい。ただ、空間の範囲は拡かく大だいしているみたいです。まだ、正せい確かくには確認できていませんが……。それから、レネゲイド濃のう度どは──さらに上昇しています。いつ、ジャームの大量発生といった、大だい規き模ぼなレネゲイド災さい害がいが発生してもおかしくありません」

秋雨：この〝ループ〟で、なんとしても、大本を断たたないと、ッスね。ちなみに、今回は、〝林檎〟持ってる人が名乗り出て来たりしないんスか？（笑）

ＧＭ：はい、来ません（笑）。なので、〝ループ〟の期き限げんとかトリガーとかは不明ですね。

秋雨：それなら、やはり、〝ループ〟の大本に関する調ちよう査さが優ゆう先せんッスね。……ところで、緋蜂サン。鳩宮サンとは、やっぱり会えなかったんッスね。

紅：会ったんです！　……でも、私が傷きずつけちゃった……。

秋雨：……どういうことッスか？

紅：私、アンちゃんの過去のことを知って、でも、私も、同じような経けい験けんがあって……。

墓守：……へェ、と、意外そうに呟つぶやく。

紅：だから、気持ちもわかるし、それに、アンちゃんは失敗作なんかじゃない、って、そう伝えたかったの。でも、途と中ちゆうで、逃にげちゃって……だから、伝えられなくて、アンちゃん、誤ご解かいしたままで……。

秋雨：途中って、どこまで言ったんスか？

紅：「アンちゃんは、失敗作だって言われてるよね」までです……「でも、そうじゃなくて」って、言いたかったのに……言わせてくれなかった。

秋雨：あー……まあ、その……ちょっと、出だしが悪かったですかね（一同笑）。

ＧＭ：まさに直球ストレート・オンリー投法ですね（笑）。

紅：……私、わかったんです。

秋雨：何がッスか？




紅：唐とう突とつってダメです（一同爆ばく笑しよう）。




秋雨：そっ、そうッス、ねっ……（笑）。

アンゼリカ：今さらか。今さらそこか……！（一同笑）

秋雨：まあ、あれッスね、これから気をつけましょう……（笑）。

紅：はいっ！

墓守：ま、逃げたもンはしょうがねェ。それより、〝ループ〟の調査だな。

ＧＭ：ネズミが墓守の袖そでを引いて「し、白い人……探さがさないんですか？」と。

墓守：お前ェが、そンなこと言い出すなンて、珍めずらしいな。

ＧＭ：「白い人には……助けてもらいましたし。そ、それに……」

墓守：それに？

ＧＭ：「とっ、とも……ともだ……フヒッ」（一同笑）

墓守：なンで、友達って言えないンだよ！（笑）

ＧＭ：「す、すいません、言いい慣なれてなさすぎて……」

秋雨：まあ、鳩宮サンのことは、確かに気になりますけど。……ただ、我われ々われには、もう時間がありません。〝ループ〟を終わらせる方法について、この期ごに及およんでも、見当も付いていない。調べられることは、急いで調べるべきッスよ。

ＧＭ：羊坂さんも頷うなずきます。「……〝ループ〟の対たい処しよに追われているだけでは解かい決けつできない、ということは、もうわかっていますしね」

秋雨：前に、鳩宮サンが言っていた、「目の前の人を助けるより、他にやるべきことがある」ってのは、そういう意味では正しいッスよ。

紅：でも……。

秋雨：もちろん、緋蜂サンのしてきたことは、間違ってないッス。ただ、結果として今、我々には時間がない、ということはわかってください。……何より、調査には、緋蜂サンの能力が必要なんスよ。

紅：……はい。

ＧＭ：羊坂さんは「いやー全部言ってくれて楽だなぁ」って顔してます（一同笑）。

秋雨：調べ残してるのは、刻ヶ峰園果サンのことと、尾嚙サンの遺のこしたデータ……。

ＧＭ：「それと、ひとつ気になることがあります」と羊坂さん。「この〝ループ〟で行動できる範囲が広がっていますが、どうも、刻ヶ峰市の中心に近い方が、レネゲイド濃度が、より濃こいようなのです」

秋雨：だとすると、この現象そのものの中心が存在するかもしれない、ッスね。

ＧＭ：「はい、そうです」……本当は、一巻でヒントを出すつもりだったのですが……墓守がファンブルしたので、出せなかったという（一同笑）。

秋雨：アイツ、同時期に出た『リプレイ・ナイツ』の最さい終しゆう巻かんでも、似にたようなファンブル出してるッスからね、もうしょうがないッスよ（一同笑）。

墓守：ぐぬぬ……。

ＧＭ：そんなわけで、初日はこんな感じです。──次は、翌日になって、それぞれの行動……恐おそらくは調査を行なうシーンにしましょう。

一同：はーい！




　ＵＧＮのメンバーたち、そして墓守とネズミは、それぞれの調査に動き出す。

　紅は、ひとり、アンゼリカのことを考えていた。

　どこに行ったのだろう。

　ひとりで……どうしているのだろう。

「会いたいな……アンちゃん」

　呟きは、春の風に流され、誰だれにも届とどかない。







◆Middle21◆十年前の真実




　アンゼリカ、伊武、宇津木に続く〝第四のループ〟──その、二日目。

　紅たちは、それぞれ、手分けして調査に動いていた。




ＧＭ：というわけで、二日目。それぞれの調査ですね。ちなみに、羊坂さんは学園で調査しつつ、伊武と宇津木ちゃんの面めん倒どうを見ています。現げん在ざい、予知能力が本調子じゃない、というのもありますね。

紅：うん、その方が安心できるよ。

ＧＭ：ちなみに、二日目になったのでわかりますが、阿玉の事じ故こは、発生しません。どうやら、〝伊武のループ〟で変わったままのようです。

紅：そうなんだ……よかった。

ＧＭ：それと、珠樹の方は、刻ヶ峰市を中心に、調査と、もしジャームが発生した場合の対処を行なっています。彼かの女じよは戦闘向きのオーヴァードですしね。

墓守：なンか、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟と遭そう遇ぐうしてヤラれそう（一同笑）。

ＧＭ：というわけで、ＰＣの行動をどうぞ。

秋雨：では、アタシから……刻ヶ峰園果サンについて、調べるッス。

ＧＭ：はい。〈情報：ＵＧＮ〉〈情報：学問〉あたりでどうぞ。

秋雨：〈情報：ＵＧＮ〉で調べるッス。なにせ今、侵蝕率[image: 140]％超こえてるんで、さすがにダイスが増えている……おっ、二回クリティカル！　達成値29ッスよ。

ＧＭ：……達成値30出すと、追加の情報ありますよ。

墓守：すげーなそれ（笑）。

秋雨：じゃ、財ざい産さんポイント１点使って、30ッス。

ＧＭ：はい。刻ヶ峰園果は、刻ヶ峰学園の理事長の孫まご娘むすめです。

紅：名字、刻ヶ峰だもんね。

ＧＭ：しかも、市の名前まで一緒。刻ヶ峰家は、大地主で、この辺り一番の権けん力りよく者しやにして財ざい産さん家かです。──が、十年前、刻ヶ峰学園で、生徒同士の殺し合いという、大変に外聞の悪い事じ件けんが発生し、しかも、原因不明ですが園果は意い識しき不明になってしまいます。

墓守：だいぶ金積ンで、報ほう道どうとか潰つぶしてそうだな（笑）。

ＧＭ：はい、まさに、全力で事件の報道を抑おさえ込こみ、また、校内での殺し合い、という陰いん惨さんなイメージを払ふつ拭しよくするために、学園を大々的に改かい修しゆうしたりしました。

秋雨：新しん校こう舎しや、旧きゆう校舎があるのは、そのへんからなんスね。

ＧＭ：ちなみに、理事長で刻ヶ峰家の当主、刻ヶ峰玄げん蔵ぞうは、十年前の事件の後からオカルトに傾けい倒とうしました。校章が「みずからの尾を嚙かむ蛇へび」なのも、そのへんの影えい響きようでしょうね。

墓守：う、うわァ……（一同笑）。

ＧＭ：で、事件の直後から刻ヶ峰市の病院にいた、昏こん睡すい状じよう態たいの刻ヶ峰園果は、この改修が終わった時期に転院し、その先は不明なまま現在に至いたります。

秋雨：……刻ヶ峰家で隠かくしている、ってのがありそうッスね。

墓守：ていうかこれ、学園のどっかに隠されてンじゃねェのか……？

ＧＭ：……ちなみに、行方不明になった後、刻ヶ峰学園では、時折、少女の──というか、園果の幽ゆう霊れいが目もく撃げきされています。

秋雨：なるほどね……。

ＧＭ：最後に、30の追加情報──園果は、〝十年前の事件〟の、しばらく前に、親友の役守奏かなでを亡なくしており、ずいぶん荒あれていたそうです。その時期に、彼女に接せつ触しよくした人物がいるのですが──これは、容よう貌ぼうから、恐おそらく、アルフレッド・Ｊ・コードウェルです。

秋雨：ＵＧＮの創そう立りつ者しやにして、今はＦＨの実じつ質しつ的てき指し導どう者しや……コードウェル博士。

墓守：十年前ってェと、博士は「研究中の事故で死し亡ぼうした」とされていた時期だな。

ＧＭ：はい。事故死の発表があってから、一年ほどの頃ころですね──情報は、以上です。




　　　　＊　＊　＊




墓守：じゃ、俺はレネゲイド濃度の中心について調べるぜ。

秋雨：ファンブルのリベンジ、ッスね……（笑）。

ＧＭ：そうですね。〈知覚〉〈知ち識しき：レネゲイド〉〈情報：刻ヶ峰市〉あたりで。

墓守：〈情報〉で行くぜ、情じよう報ほう収しゆう集しゆうチームを使って──達成値11。

ＧＭ：羊坂さんの言うとおり、刻ヶ峰市の中心に行くほど、濃度が上がっています。特に濃いのが、刻ヶ峰学園ですね。

墓守：学園のどこか、までわかるか？

ＧＭ：では、墓守とネズミが、学園を調べているとですね、ネズミが、「ちょっと、【精せい神しん】で難易度30の判定が必要っぽいです」と言う（一同笑）。

墓守：そうかそうか！　よし、ネズミ、お前も一緒に判定しろ！（一同笑）

ＧＭ：「はっ、はい！」じゃあ、判定します（笑）。──クリティカルした……でも、13。

墓守：ダイス四つ……お、クリティカルした！　……17。

ＧＭ：「じ、自分たち、かなりがんばりましたよね」（一同笑）

墓守：足したら30だからな！　ほとんど成功したようなもンだ（一同笑）。

秋雨：そういうルールじゃないから（笑）。

ＧＭ：……じゃ、そうですね。「あのですね、マスター、自分も『工作員マグネイト』なんで、なんとなく、わかるんですが……これ、多分、三つくらい、かかってます」

墓守：は？　……敵に、「工作員マグネイト」が三人いるってことか？

ＧＭ：「多分、そうです……なので、【精神】で30を、三回出さないと……」

秋雨：……ま、実じつ質しつ、不ふ可か能のうってことッスね。

ＧＭ：「それと、この『工作員マグネイト』って、あの生徒会長の人の居い場ば所しよ隠してたのと、同じ効果っぽいですよ」

墓守：……〝マスターレイス[image: ]ベータ〟は、レネゲイド濃度上昇の中心にいる。だが、そこに行くには、「工作員マグネイト」を三つ突とつ破ぱする必要がある、と。

秋雨：参ったッスね。どうしたものか……。

アンゼリカ：………やはり、無理ですか。




　　　　＊　＊　＊




紅：私は、支部のコンピュータ先生を調べてみます。

秋雨：尾嚙サンが、何かデータ遺してる、ってのが一番いいんスけどね。

ＧＭ：では、《巨きよ匠しようの記き憶おく》を組み合わせた、〈知識：電子工学〉や、〈情報：ＵＧＮ〉などで判定してください。

紅：えっと、〈情報：ＵＧＮ〉で判定して──達成値18です！

ＧＭ：──では、支部のパソコンの中……というより、そこから諸々ネットワークなどを辿たどって、尾嚙の遺したデータを見つけました。

紅：尾嚙さん……。

ＧＭ：で、ズバリ日記……というか、手記のようなものが残っています。断だん片ぺん的てきなものですが、紅が直ちよく接せつ記憶を読み取って補ほ完かんした結果、以下のようなことがわかります。




　十年前、尾嚙筐一郎は、幼おさななじみである役守奏を、事故で亡くした。

　その時、既すでにオーヴァードに覚かく醒せいしていた尾嚙は、能力を利用して、奏を生き返らせることはできないかと、同じくオーヴァードであった、奏の親友、園果と共に考えた。

　そんな尾嚙と園果の前に現あらわれたのが──アルフレッド・Ｊ・コードウェルである。




紅：また、コードウェル博士……。

ＧＭ：さっき30出したんで、普通に名前が出て来てます。で──。




　コードウェル博士は、刻ヶ峰園果が、〝生命の樹〟と呼よばれる、オーヴァードの中でも、特とく殊しゆな能力を持っていると告げる。その〝生命の樹〟ならば、死んだ者を蘇よみがえらせることも、可か能のうである──と。

　そして、尾嚙と園果は、コードウェル博士の提てい案あんの元、〝生命の樹〟を生み出し、そこに実った〝林檎〟を用いた実験を開始した──そう、〝ループ〟である。




秋雨：その〝生命の樹〟から〝林檎〟が実ってた、ッスか。なるほどね。だから、〝林檎〟そのものを破は壊かいしたり、調査しても意味がなかった、ってわけッスか。

ＧＭ：そういうことですね。そして、十年前の〝ループ〟については──こうあります。




　──失敗した。奏を生き返らせることは、できなかった。

〝生命の樹〟の力が足りず、十分な大きさの〝林檎〟を実らせることができなかった。

　刻ヶ峰は、〝生命の樹〟と共に眠ねむりについた。

　次は──十分な準じゆん備びをしなければならない。

〝生命の樹〟を育てるための餌を、この刻ヶ峰学園に集めるのだ。




墓守：餌、ねェ……。

ＧＭ：ちなみに、コードウェル博士が協力したのは最初だけのようです。その後は、尾嚙は自力で──あと、オーヴァードじゃないですが、園果の祖そ父ふ、玄蔵の協力などを得て、準備を進めていきます。そして、二年前──。




　新入生が、ソフィア・Ｌ・コードウェルと名乗った。……あのコードウェル博士の〝娘むすめ〟だという。

　ソフィアは、自分なら〝生命の樹〟を再さい起き動どうすることができる、と言った。そのためには、〝生命の樹〟の側にいなければならない、とのことで、あの〝部屋〟の鍵かぎを渡した。

　ソフィアは〝部屋〟に閉とじこもっているが……しかし、学園には、同じ顔をしたソフィアが登校している。どうやら、複ふく数すう体存在するらしい。




秋雨：ってことは、さっき倒したの以外にも、いるってことッスねぇ。

墓守：〝マスターレイス〟、それも〝[image: ]ベータ〟なんて大物にしちゃ、手て応ごたえがなさすぎたからな。




〝生命の樹〟が、ふたたび〝林檎〟を実らせれば……また、〝ループ〟が始まる。

　僕は、もう失敗するわけにはいかない。




紅：尾嚙さん……。

ＧＭ：──尾嚙の遺した記録は、以上です。じゃ、ＰＣは一回合流して、報告しあった感じですかね。

秋雨：色々ありましたが……つまり、〝生命の樹〟を探さがして、それを、なんとかすれば、〝ループ〟は終わるってことッス。

墓守：だが問題は……〝生命の樹〟が、どこにあるかわからねェってことだ。

紅：〝部屋〟ってのが、学園の中にあるんだよね？

墓守：恐らくな。だが、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟の偽装を破やぶるのは……不可能だな。

紅：そんな、じゃあ、どうしたら……。

秋雨：何か、まだ手に入れていない、ピースがあるッスね。

アンゼリカ：……わたし。

ＧＭ：はい。

アンゼリカ：今の話、《地じ獄ごく耳みみ》で聞いていたことにして……いいですか。

ＧＭ：どうぞ。

アンゼリカ：なら……わたしは墓守を呼び出して、〝秘密〟を公開したいです。

ＧＭ：──はい。了解です。では、次はアンゼリカのシーンになります。




　そして──最後の〝秘密〟が、明かされる。







◆Middle22◆〝秘ひ密みつ〟③～鳩宮アンゼリカ




　──夜。

　刻ヶ峰市の一角にある、公園。

　月明かりに照らされて、夜よ桜ざくらが白く浮うかび上あがっている。

　風が吹ふく。桜さくらが一いつ斉せいに揺ゆれて、花びらを散らせる。

　そして──その下に、墓守清正が、歩いてきた。




墓守：いるンだろ、シロ。

アンゼリカ：……お呼よび立たてして、申もうし訳わけないです。墓守。

墓守：なンだい、ＦＨの俺おれを、呼び出す用ってのは。

アンゼリカ：……他には、聞かせられない話です。

墓守：ほう。……ネズミは、ついてきててもいいのかね。

アンゼリカ：構かまわないです。

ＧＭ：では、ネズミは墓守の後ろで、不安そうにアンゼリカを見ています。

墓守：……で、話ってのは？

アンゼリカ：わたしは──。




「わたしは、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟のひとりです」




墓守：……そうか。

アンゼリカ：……廃はい棄きされた、失敗作ですけど、でも、プログラムは、残っていて……〝マスターレイス[image: ]ベータ〟の本体は、わたしを、操あやつることができるです。

墓守：本体、ね。前の〝ループ〟で倒たおした奴やつは、端たん末まつってワケか。

アンゼリカ：全部で四体、残りは三体……〝牛アグラダ〟、〝獅子リオーン〟、〝人間アントロポス〟。〝人間アントロポス〟が本体です。

ＧＭ：ネズミは、「マ、マスターエージェントが三人も……」と震ふるえてます。

墓守：面めん倒どう臭くせェ話だ。

アンゼリカ：わたしは、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟には、逆らえない。だから、絶ぜつ対たいに勝てないです。一いつ緒しよに戦えば、足手まとい……いえ、敵てきになってしまうです。

墓守：……別に、後ろで待ってりゃ、いいだろ。あのデコや糸目だって、そうしてる。

ＧＭ：珠樹と羊坂さんのことですね。

アンゼリカ：……でも、〝ループ〟を止めるためには、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟の……本体の場所を、知らないといけないのでしょう？

墓守：あァ。

アンゼリカ：わたしは……自分の中の、リンク、のようなものを復ふつ活かつさせることで、本体、〝人間アントロポス〟の居い場ば所しよを知ることができる……と、思うです。

墓守：……それをすると、お前ェはどうなる？

アンゼリカ：多分、もう、みんなの知っているわたしでは、なくなります。




　雲が流れ、月明かりが強くなる。

　照らし出された、アンゼリカの表ひよう情じようを見て、墓守は──溜ため息いきをついた。
















墓守：お前が、お前でなくなる前に、本体とやらの居場所を俺に言う、と。

アンゼリカ：……はい。

墓守：で、そうしたら──俺に、お前を殺せ……と。

アンゼリカ：……はい。

墓守：クソッタレが。

ＧＭ：「そ、そんなの、ダメですよ。とっ、友達じゃないですか！」と、涙なみだ目めのネズミ。

墓守：…………。

アンゼリカ：墓守は、この〝ループ〟から出たい、と、言ったです。

墓守：あァ。出てェな……。

アンゼリカ：それには、この方法しかないです。

ＧＭ：「だ、だからって、殺すなんてないですよ！　やめましょうよ、もう、いいじゃないですか、みんなで、仲良くして、ずっとここにいましょうよ！」

アンゼリカ：……そんなのは、無理です。

墓守：……そうだな。

アンゼリカ：墓守は、わたしに恩おんがあるです。恩には恩で返すと言ったです。

墓守：ネズミをチラっと見て──あァ。言った。確たしかにな。

アンゼリカ：それに……この頼たのみ事ごとを聞いてくれるのは、墓守だけです。

墓守：……あァ。そうだろうな。




　雲が流れ、月は隠かくれ、夜よ闇やみが周囲を隠かくす。

　夜の中に──小さく、歌が響ひびいた。




　──生あるうちは輝かがやいていろ。

　──思おもい悩なやむな。

　──人生は短く、

　──時は常つねに代だい価かを求める。




墓守：……次に月が出ると、そこら中に、白い槍やりが突つき出だしている。

アンゼリカ：本当に、墓はか場ばのようですね。

墓守：ネズミに、下がってろ、と言って、槍を一本引ひき抜ぬくぜ。

ＧＭ：「やめましょうよ……」とは言いますが、ネズミは指し示じに従したがって下がります。

墓守：お前ェは情じよう報ほうを得るために勇ゆう敢かんに戦って死ンだ、英えい雄ゆうだ。そういうことにしておく。

アンゼリカ：そんなの……ダメです。紅は、優しい子です。わたしが英雄になったら、悲しみます。だから──。




　月明かりに照らされて、

　アンゼリカは、泣きながら、笑う。

「〝裏切り者〟で、いさせてください」




墓守：……どうして、ハチに全部言ってやらねェんだ。

アンゼリカ：……（涙なみだ声ごえで）わかるでしょう？

紅：（プレイヤーには）聞ごえでるのに……（[image: ←]すごい泣いてます）。

墓守：……槍を構かまえる。

アンゼリカ：では……始めるです。

ＧＭ：──はい。アンゼリカが、リンクを復活させると、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟たちと意い識しきを共有します。そして、膨ぼう大だいな情報が流ながれ込こんでくる。

アンゼリカ：本体の……場所を、探さぐるです。

ＧＭ：学園の地下です。偽ぎ装そう手しゆ段だんと解かい除じよ方法もわかります。

アンゼリカ：それを、墓守に伝えるです。

ＧＭ：了解です。──その直後、アンゼリカの意識は、膨大な情報、そして〝マスターレイス[image: ]ベータ〟としての人じん格かくデータに塗ぬりつぶされ──消えます。以後、行動はすべて、こちらの指示に従ってください。墓守には、アンゼリカの目が、虚うつろになるのがわかります。

アンゼリカ：……わかりました。（墓守に）──お願いするです。

墓守：槍を突つき込こむ。

ＧＭ：アンゼリカは《瞬しゆん間かん退たい場じよう》を使用。槍の穂ほ先さきで羽根が舞まい、姿すがたが消えます。

墓守：槍を突き出したまま……悪ィ、と呟つぶやく。

ＧＭ：「マスター……」

秋雨：うまいな。「仕し留とめ損そこなって」とも「本気で突つけなかった」とも解かい釈しやくできる。

紅：アンちゃん……。




　月明かりの下、桜が揺ゆれる。

　夜の公園に、ネズミがしゃくりあげる声が響いて、

　墓守は、ただ──月を見上げていた。
















　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──アンゼリカ、Ｓロイスを決めてください。

アンゼリカ：紅です。

ＧＭ：了りよう解かいしました、ではそのＳロイスを──タイタスにしてください。

墓守：うォ……。

秋雨：……「憎ぞう悪お」のＥロイス、《憎にくしみの楔くさび》の効果ッスか。

ＧＭ：そうです。〝人間アントロポス〟が使用したものです。──で、以後、１シーンが過すぎるごとに、アンゼリカの持つロイスがひとつ、タイタスになります。

アンゼリカ：……マジか（一同笑）。

秋雨：厳きびしいッスね、これは……。

墓守：こうなると、ネズミを助ける時に、ひとつタイタスにしたのが、すげェ響いてくるな。

一同：……。

ＧＭ：と──いうわけで、アンゼリカの〝秘密〟は「〝マスターレイス[image: ]ベータ〟のクローンであり、記き憶おくの中の〝父親〟はコードウェル博士である。〝マスターレイス[image: ]ベータ〟本体の命令には逆さからえない」というものでした。

秋雨：なるほどなー、それで、天使と天使で被かぶせてたのか。

墓守：おっぱいは全然似にてないのにな（一同笑）。

アンゼリカ：思ったけど言わなかったのに……（笑）。

ＧＭ：で、〝秘密〟の他に〝効こう果か〟が設せつ定ていしてありまして、それが、「本体の居場所を知ることができる代わりに、意い志しを失い〝マスターレイス[image: ]ベータ〟のひとりになる」です。

アンゼリカ：公開条じよう件けんが、「〝効果〟を使うと決めたなら」だったです……。

秋雨：つまり、〝秘密〟を公開すると、事実上、ＮＰＣになってしまうッスか。

墓守：それは、引ひっ張ぱるしかねェな。

ＧＭ：そうですね、クライマックスの前、というイメージでした。というわけで、次のシーンは、恐おそらくミドルフェイズの最後でしょう。

墓守：情報を渡さねェとな。俺から連絡して、ＵＧＮの連中を集めるぜ。

ＧＭ：了解です。シーンを変えます。







◆Middle23◆オリーブの枝えだを探さがして




　夜──刻ヶ峰学園旧きゆう校こう舎しや、第二音楽室。

　墓守からの呼よび出だしで、ＵＧＮメンバーが集められた。

　紅は……これまでにないほどの、胸むな騒さわぎを感じていた。




墓守：──さっさと結けつ論ろんから言うぜ。シロが〝裏うら切ぎり者もの〟だった。アイツは、最初から〝マスターレイス[image: ]ベータ〟のスパイだったンだよ。で、俺はシロを尾つけて、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟、本体の居場所を突つき止とめた。

秋雨：……なるほど。

墓守：シロとの約束だからな……ま、そう言うよ。

紅：（涙声で）──そんなことない！　アンちゃんは、絶対裏うら切ぎったりしない！

墓守：しょうがねェだろうが。事実、そうだったンだからよ。

紅：噓うそつき！

墓守：俺は、噓はつかねェよ。シロは〝裏切り者〟だったよなァ、ネズミ？

ＧＭ：ネズミは「う、うう……っ」と、困こまったようにモジモジしていますよ。

紅：絶対に信じないから！

秋雨：ロザリオを、スッとかざして──《真しん偽ぎ感知》で、達成値27ッス（一同笑）。

墓守：俺の心の中で、傷きずついた少年が「噓だ！　噓なンだ！」と叫さけびながら泣いているのが見えます（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：見えません。《真偽感知》でわかるのは、噓であることだけです（一同笑）。

秋雨：……ま、もういいんじゃないッスか。鳩宮サンへの義ぎ理りも、そのくらいで果たしたでしょ──と、見み透すかしたように言う。

墓守：嫌いやだね、なンでもお見通しって顔してよ。…………ああ。シロは、みずから望ンで、犠ぎ牲せいになった。自分を差し出して、居場所を突き止めたンだよ。──と、前のシーンのことを、ざっくり全部話すよ。

紅：う……うう……うう……っ！

アンゼリカ：今日はもう、ほんと、泣きっぱなしなのです……（笑）。

紅：だっで……わだし、アンちゃんに、〝失敗作〟って言ったままになって……それで終わってて……そんなの、やだ。

墓守：……他に方法はなかったンだよ。

紅：……私、アンちゃんを、取とり戻もどしたい。きっと、アンちゃんの心は、まだ残ってる。私なら、きっと、アンちゃんを取り戻せる、絶対に取り戻すから！　だから、私を、そこに、アンちゃんのいる場所に──連れていってください、お願いします！

墓守：……けどよ、と、困ったように言って、秋雨を見るぜ。

秋雨：じゃ、飄ひよう々ひようとした顔で──どのみち、本体のいる場所には行かなきゃいけないんスよ。

墓守：まァ……な。

秋雨：それにね、アタシ、こう見えて神父ですから……緋ひ蜂ばちサンと鳩宮サンの絆きずなを、手助けする……取り持つことも、できるかもしれないッスよ。

紅：どういう、ことですか……？

秋雨：動きを乗っ取られるまで、時間があったこと。どうも、情報の上書きで操あやつっていること……を考えれば、急いで向かえば、アタシの力で、記憶、人格を取り戻すことができるかもしれないッス。

墓守：記憶を探る雨……か。

秋雨：ぶっちゃけると、やにおが、「Ｓロイス決めてください」って言って、それをタイタスにしたでしょ。だから、「記憶探索者メモリダイバー」で、それをロイスに戻もどせば、なんとかなるんじゃないか、と。

ＧＭ：うん、まあ、その……矢野はなんでもお見通しだなぁ（一同笑）。

紅：すごい……そうなんだ……!!

アンゼリカ：……やった！（一同笑）




　本気で喜ぶあづささん。

　このままアンゼリカは戻もどって来られないんじゃ……と、思っていたそうです。




ＧＭ：とはいえ、ロイスが全部タイタスになってしまったら、その時点で完全にＮＰＣになるものとします。

秋雨：まあ、ロイス１個こだけ残ってても、バックトラックで帰ってこられませんしね。

ＧＭ：そこで羊坂さんが、効果線を背せ負おって前に出ます。「そうとは限かぎりませんよ！」

秋雨：メタ会話に自然に混まざってこないでください（笑）。

ＧＭ：「なにしろ今回、敵のＥロイスは合計15個ありますから」（一同笑）

墓守：すげェな予知能のう力りよく！（笑）　ていうか、15個ってのもまた、とンでもねェな……。

ＧＭ：〝マスターマインド〟の分も入ってるんですよ。

秋雨：そうすると、侵蝕率[image: 200]％くらいまでは普ふ通つうに帰って来れそうッスね。

ＧＭ：で、羊坂さんは、「すみませんが、珠樹ちゃんは支し部ぶの護ご衛えいに残ってもらっていいですか？　伊武さんと宇津木さんもいますし、ひとりは戦せん闘とう要員がいないと……」と。

秋雨：そうッスね、加賀美サンには残ってもらいましょう。

墓守：ネズミも置いていこうか？

ＧＭ：「い、一緒に行き……ます」と、ネズミ。

墓守：そうか。ま、そうだな。

秋雨：……ちょっと、羊坂さんに、こっそり聞きたいことがあるんスけどね。

ＧＭ：はい、なんでしょう。

秋雨：これッス……（メモを書いて渡わたす）。こんな未来って、〝見えます〟？

ＧＭ：では、羊坂さんはメモを見て青ざめる。「秋雨神父、どうしてこんなことを」

秋雨：単なる好こう奇き心しんッスよ。

ＧＭ：羊坂さんは、しばし逡しゆん巡じゆんしてから、「はい……未来のひとつには、あります」と答えます。「でも、どうして、秋雨神父……まさか」

秋雨：……言ったでしょ、ただの好奇心ッスよ。ここでアタシは、一個ロイスを取っておきます。対象は……秘密で。

墓守：おいおい、なに怪あやしげなことやってンだ。

紅：アンちゃんを助けるには、急がないと！

秋雨：ははっ、いや、すみません。では……行きますか。早ければ早いほど、鳩宮サンを救える可か能のう性せいも上がるッス。

紅：──はい！　あの、秋雨さん、ありがとう。墓守くんも……ごめんね。

墓守：そンなのは、後でいいだろ。……シロを助けた後でよ。

紅：うん！　絶対……絶対、助けるから。




「行こう！」

　紅くれない色いろの髪かみが、元気を取り戻して跳はねる。

　残った涙を振ふり払はらって、紅は歩き出す。

　もう泣かない。絶対に──助けるんだ。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、アンゼリカの人格書き換えの処理をしましょう。アンゼリカは、ロイスをひとつ、タイタスに変えてください。

アンゼリカ：……〝マスターレイス[image: ]ベータ〟へのロイスを、タイタスにするです。

ＧＭ：了解しました。──それでは、クライマックスフェイズになります。







　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆すばらしい日々




　目的の場所──隠かくされた地下への入り口は、新しん校こう舎しやにある。

　紅くれないたちは旧きゆう校こう舎しやを出て、夜の森の中を走る。

〝マスターレイス[image: ]ベータ〟を、〝生命の樹き〟を、そして、アンゼリカを見つけるために。

　だが、道の半ば、森の中で。ネズミが──ピタリと、足を止めた。




紅：どうしたの、ネズミちゃん。急ごう！　アンちゃんが、危あぶないんだよ！

ＧＭ：「あの……やっぱり、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟と戦うとか、やめませんか？　マスターエージェントが、三……四人もいるんですし、む、無理ですよ。無理すぎますよ……」

墓はか守もり：今いま頃ごろ、何言ってやがンだ。怖こわいなら残ってりゃいいじゃねェか。

ＧＭ：「もっと、待ってくれてもいいじゃないですか……まだ、二日目ですよ」

秋あき雨さめ：……（溜息）そういうことッスか。

紅：え？

ＧＭ：「この一ヶ月が、自分が生まれてから、一番……初めて、幸せな時間だったんです。だから……お願いします！　戦いとか、やめてください！」──ネズミは、土ど下げ座ざします。

墓守：……馬ば鹿かが。

紅：（不思議そうに）なんで土下座してるの？　話してみて？　私も土下座します。

秋雨：緋ひ蜂ばちサン、そ、その行動……怖いッス（一同笑）。

アンゼリカ：唐とう突とつはいけないと学んだのではなかったのですか（一同笑）。

ＧＭ：ネズミは、地面に頭を擦すりつけます。「……〝ループ〟すれば、白い人も戻もどってくるじゃないですか。次は、〝マスターレイス〟なんかに関わらないで、みんなで、楽しく過すごしましょうよ！」

墓守：（不ふ機き嫌げんそうに）そンなことして、どうなる。全員ジャームになるだけだ。

ＧＭ：「そ、それでも……死んだり、元に戻もどるより、いいじゃないですか……」

墓守：馬鹿野や郎ろう……！

ＧＭ：「はっ、初めて、友達もできたんですっ！　本当に嬉うれしかったんです！」

紅：その友達を、助けに行くんだよ？

ＧＭ：「でも、行ったら終わっちゃうじゃないですか……！」

紅：〝ループ〟が終わっても、何も変わらないよ。ずっと友達だよ！

ＧＭ：「そ、そんなわけないです……そんなの、信じられないです……。なんで……どうして、聞いてくれないんですかぁ……お願いしますよぉ……」──這はいつくばったネズミの懐ふところから、〝林檎りんご〟が転がります。

紅：──〝林檎〟。ネズミちゃんが、持ってたんだ……。

墓守：……なンでお前ェはそんな馬鹿なンだ。ったくよォ……。

ＧＭ：ネズミは、頭を下げたまま、「──あらあら、かわいそうに。こんなに泣いて、お願いしてるのにねぇ」と言います。

紅：ええっ!?

ＧＭ：「だから言ったじゃないですか、ネズミ。わたくしに頼たのめば、いつでも、墓守を、もっと優やさしい子に改造してあげるのに、って」と、喋しやべりながら、ゆらぁ、と立ち上がります。

墓守：……ぶっ殺してやったはずだがなァ、天船巴あまふね・ともえ。

ＧＭ：ネズミの表ひよう情じようは泣き顔のまま、口だけ勝手に動いて──。「バックアップくらい、あると思わなかった？」

墓守：……だよなァ（一同笑）。

秋雨：──で、その子を操あやつって、どうするつもりなんスかね。アタシたち、急いでるんですけどね。

ＧＭ：「あら、操るなんて、心外ね。わたくしはただ、悩なやみの相談に乗ってあげただけなのに」──背はい後ごから、何体ものジャームが登場します。

墓守：何が相談だ、クソ女が。そのジャームはどうした。

ＧＭ：「今、この街の住人は、レネゲイドで、はち切れそうになっていますから。少し、つついてあげたら、こんな風に──いい道具になってくれました。即そく席せきですから、たいしたものではないですが……時間稼かせぎには使えますよ」

紅：街の人を……ひどい！

秋雨：鳩宮サンの、タイムリミットまでの時間稼ぎ、ッスか。〝ループ〟を続けさせたいんでしょうが、そんなことして、意味あるんスかねぇ……天船サン、でしたっけ。

ＧＭ：「どうでしょうか、まあ、やってみてもいいですよね。だって、別にわたくしは、失うものとかありませんし。所しよ詮せん、大した時間は保もたない、バックアップですから」

秋雨：ふむ。時間は保たない、と……話しながら観察して、何かわかります？

ＧＭ：この天船巴は、まあ、残ざん響きようみたいなものですね。本人の言う通り、長時間は保たない感じです。ぶっちゃけ、ネズミを戦せん闘とう不ふ能のうにすれば消えるでしょう。

墓守：シロがいねェから、精せい神しん攻こう撃げきもできねェしな。

ＧＭ：で、目的は、足止めと時間稼ぎ……ま、嫌いやがらせですね（一同笑）。

墓守：本ッ当に、性せい格かくの悪い女だな！（笑）

秋雨：厄やつ介かいなことに、今それやられると、本当に困るんスよね。これ、倒たおさないと、先に進めないんスか？

ＧＭ：はい。周囲はジャームで囲まれてます（戦せん闘とう用のポーンを並ならべ始め）。──ちなみに、ラウンド進行の場合、１ラウンドごとに、アンゼリカのロイスはタイタスになります。

秋雨：多い！　バラけてる！　本ほん格かく的てきにまずいッス。

墓守：……誰だれかが残って食い止めたら、残りは先に行けるか？

ＧＭ：はい、できます。その場合、この戦闘にかかる時間は、アンゼリカに影えい響きようしません。

墓守：ハチ、オッサン、先に行けよ。コイツの始末は、俺おれがつける。

秋雨：……それしかないッスかね。アタシも「記憶探索者メモリダイバー」のために行かないとッス。

紅：……ありがとう、お墓くん！　絶ぜつ対たい、死なないでね！

墓守：誰だれに言ってンだ。俺が死ぬワケねェだろ。

ＧＭ：（紅に）「あれあれ、ひどいですね～、やっぱり、ＦＨは敵てきだから、墓守は見み捨すてていくんですね？」

紅：違ちがうよ！　仲間だから、託たくすんだよ！

ＧＭ：「そんなこと言いますけど、本当は、墓守やネズミより、鳩宮アンゼリカの方が大切だから、先に行くんですよね？　友達でも、順番がありますからねぇ？」

紅：そんな……そんなこと──。

墓守：ハチ、そいつの言葉に耳を貸かすな。そいつは……煽あおりのプロだ。

ＧＭ：まあね、煽りだけでマスターエージェントに成り上がったからね（一同笑）。

秋雨：……あながち間ま違ちがっていないところが……（笑）。──ま、墓守サンの言う通りッスね、緋蜂サン。今は、それが最さい善ぜんの方法ッスよ。

紅：……うん。先に進みます。




「あら。ゆっくり、のんびり、一いつ緒しよに遊んでくださいよ？」

　必死な泣き顔のまま、ネズミの口だけが別の人じん格かくによって操られる。

　脇わきを抜ぬけようとした紅と秋雨の前に、ジャームが立ちはだかり──しかし即座に、白はつ骨こつめいて白い槍やりに貫つらぬかれた。

「さっさと行け。シロの野郎が、戻ってこれるようにな」

「──ありがとう！」

　ふたたび、そう言って。紅は走はしり抜ぬける。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：紅と秋雨が退たい場じようすると、巴は「あらら、残念」と、軽く言います。

墓守：お前ェのことは、前からブン殴ってやりてェと思ってたンだよ。

ＧＭ：「本当に、可愛かわいいネズミちゃんを殴なぐる気ですかぁ？」と言いつつ、ジャームを展てん開かいさせていきます──では、先にこちらの戦闘を処しよ理りしましょう。




◆第一ラウンド

行こう動どう値ち

ネズミ　　　　　……８[image: →]16

ジャーム×９　　……４

墓守　　　　　　……１

天船巴（分身）　……行動済ずみ

[image: ]




ＧＭ：行動値と配置は以上です。巴の分身は、Ｅロイス《ありえざる存そん在ざい》で取得したエフェクト、《融ゆう合ごう》を宣せん言げん。ネズミが巴のエフェクトを使えるようになります。

墓守：ロクでもねェな、お前ェはよ。

ＧＭ：「そんなに褒ほめられても、何も出ませんよ」（一同笑）

墓守：……で、ネズミを殴って気き絶ぜつさせりゃ、いいンだな？

ＧＭ：はい、そうすれば巴は消しよう滅めつします。ちなみに、ジャームもそれで動かなくなります。

墓守：そりゃありがてェ。

ＧＭ：──ただし、戦闘中にネズミの侵しん蝕しよく率りつ上じよう昇しようをカウントし、一定値以上の場合、戦闘不能になった際さい、ジャームとして〝生命の樹〟に喰われます。

墓守：……あンたって、最低の屑くずだわ（一同笑）。

秋雨：それで、前に《リザレクト》の侵蝕値カウントする、って言ってたんスねぇ（笑）。

ＧＭ：では──戦闘を始めましょうか。




　墓守と、〝マスターマインド〟率ひきいるジャームの群むれ。一対一〇の戦いが始まった。

　セットアップで、ネズミは《加か速そく装そう置ち》を宣言。行動値を上昇させる。

　墓守は、《フルパワーアタック》で、攻こう撃げき力りよくを上昇させた。

　そして最初の行動は、ネズミ。




ＧＭ：ネズミの《強化の雷らい光こう》《領りよう域いきの加か護ご》に、巴の《戦いくさ乙女おとめの導みちびき》《ポイズンフォッグ》《タブレット》を組み合わせ、ジャーム１エンゲージ、つまり３体を強化します。

秋雨：ネズミの能のう力りよくに、巴の能力が上乗せされてるッスねぇ。

ＧＭ：ちなみに、このメジャーアクション１回で、侵蝕率が10％上昇します。

墓守：さっさと終わらせねェとな……。




　続いての行動は、ジャームの群れ。

　意い志しを失い、巴の操あやつり人にん形ぎようとなったジャームたちが、木々の間を、人間離ばなれした速度で疾しつ走そう。墓守ひとりに、数多の爪つめが襲おそいかかる。

　しかし──。




　──生あるうちは輝かがやいていろ。

　──思おもい悩なやむな。

　──人生は短く、

　──時は常つねに代だい価かを求める。




　爪を避さけようともせず、墓守は、地面から引ひき抜ぬいた槍を突つき出だす。

　白槍が、あっさりとジャームを貫つらぬき、木に縫ぬい止とめる。




墓守：ジャームの攻撃には、全部《復ふく讐しゆうの刃やいば》で反はん撃げきするぜ。

ＧＭ：男前ですね。しかし、それが一番速いのは確たしかです……こちらの攻撃、達成値は15、自動命中なのでダメージ出します──18点。

墓守：装そう甲こう値で５点止めて、13点食らった──残りＨＰ、[image: 118]点！　こっちの反撃もいくぜ、《復讐の刃》で反撃、トツカの効こう果かも使って──51点だ。

ＧＭ：ジャームは倒たおれます。ＨＰは30点でした。装甲値はありますけど、よっぽど、出目が悪くなければ、一いち撃げきで倒せそうですね。

墓守：そうすると、トツカの効果はいらねェな……侵蝕率は相当やべェ。




　次のジャームも、そして、また次も──。

　墓守は、一切の回かい避ひを行なわず、ただ、攻撃に対し新たな槍を引き抜き、応おうじる。

　墓守の肉体も爪で斬きり裂さかれ、抉えぐられる。服は破やぶけ、刺青いれずみの露あらわになった肌はだからは、おびただしい血が流れていく。




ＧＭ：──続いて、４、５、６体目。こいつらはネズミの支し援えんで強化されています。ダイスも増ふえて……クリティカル！　達成値27の──ダメージ、34点！

墓守：29点抜ぬけて──残り、65点。どうした？　まだ半分だぜ。こっちの攻撃は43点だ。

ＧＭ：４体目は吹ふき飛とびますが、そのすぐ背後に５体目と６体目！

墓守：ちィっ！




　そして──不死身に思えた墓守だが、ついに、７体目の攻撃でＨＰが０になり、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟へのロイスをタイタスにして昇しよう華か、復ふつ活かつ。さらに、続く８体目の攻撃でも、タイタスを昇華する。

　肉体はとうに限げん界かいを超こえて……それでも墓守は立ち続け──ジャームを、一撃で仕し留とめ続けていた。




ＧＭ：最後──９体目。ダイス目が悪いな……ダメージ、16点。

墓守：タイタスで復活するとＨＰが15、装甲値５点で──ＨＰ４点残った。

秋雨：お！　これは大きいッスよ。

墓守：《復讐の刃》で反撃。達成値46で──ダメージ55点。倒たおした……ッ！

紅：すごい、９体を……ひとりで。

アンゼリカ：あれだけの攻撃を受けて立っているのがすごいです。

墓守：やっと俺の番だぜ、〝マスターマインド〟！　全力で行く！




　襲おそい来るジャームを薙なぎ倒たおし、墓守が疾走──ネズミに迫せまる。

「ちっと痛いたいが、我が慢まんしてろ、ネズ公！」

　走はしり抜ぬけながら、脇の木を殴なぐりつけ──白槍を引ひき抜ぬく。巨きよ大だいな槍を手の中で回転させ、石いし突づきを、ネズミに向けて突つき出だした──。




墓守：達成値30──ダメージ、64点だ！

ＧＭ：ネズミのＨＰは26。巴の《生命増ぞう強きよう》の効果で＋30点されていますが、そのダメージだと倒たおれますね。──巴が《蘇生復活》を使用し、ネズミを復活。

墓守：復活まですンのかよ……。

ＧＭ：ま、そのくらいはね？（笑）　──で、さらに、《加速する刻とき》を宣言します。

アンゼリカ：……追加行動！

ＧＭ：はい。《タブレット》《さらなる力》《ヨモツヘグリ》で──倒れているジャームの一体を復活させ、さらに未行動にします。

墓守：やっべェ……！




　ゾンビのように起き上がったジャームは、背後から墓守に襲いかかる。

　《復讐の刃》で倒したものの、この攻撃で墓守はさらにタイタスを昇華。




墓守：残りのロイスはみっつ。侵蝕率は……[image: 199]％。

秋雨：……もう、後がないッス。

墓守：ネズミの侵蝕率はどうなってる？

ＧＭ：今のコンボで13上がったんで、95％。ちなみに、[image: 100]％超えてもまだ猶ゆう予よはあります。墓守へのロイス持ってますからね。

秋雨：……[image: 110]か[image: 110]％あたりがリミットっぽいッスかね。

ＧＭ：では、第二ラウンドです。




◆第二ラウンド

行動値

ネズミ　　　　　……８[image: →]16

墓守　　　　　　……１

天船巴（分身）　……行動済み

[image: ]




ＧＭ：セットアップは《加速装置》。侵蝕率＋２％。

秋雨：向こうの行動が、さっきと同じコンボだとすると……（考えて）蘇そ生せいされるであろうジャームが、墓守サンより先に動くッスね。厳きびしいかな……。

墓守：……ＧＭ、トツカを投なげ捨すてて、行動値を上げられないか？

ＧＭ：マジで？　……えーと、まあいいよ。

墓守：できるなら、行動値６で、ジャームより先に動ける。素す手でだと攻撃力はマイナス５だが……《蘇生復活》なら、相手のＨＰは１だ。当たれば、なンとかなる！

ＧＭ：そうだねェ……（しばらく考えて）よし、わかった！　墓守、お前、この攻撃外したら死ね（一同爆ばく笑しよう）。

秋雨：何言ってるんだ（笑）。

ＧＭ：行動値16でネズミの行動。《ヨモツヘグリ》《ポイズンフォッグ》《タブレット》で──後ろのエンゲージで倒れている、ジャーム８体が全員蘇生します。

墓守：こ、の、や、ろ、う……ッ!!




　ボロボロになった墓守の背後で、ジャームたちが一いつ斉せいに起き上がる。

　振ふり向むかずとも、足を引きずり、爪つめと牙きばを剝むきだして迫せまってくるのがわかる。

　これが、最後だ──墓守は、槍やりを投げ捨て、拳こぶしを握にぎった。




ＧＭ：では、行動値６の墓守くん、どうぞ！

墓守：やったらァ！　《コンセントレイト：エグザイル》《貪どん欲よくなる拳》！

ＧＭ：巴の《盲目の羊》。ダイス12個減らしてください。効果はＥロイス《超越活性》で強化してます。──ネズミの泣き顔に、墓守の手が止まる。

秋雨：そんなもの隠し持ってたッスか……！

墓守：まだだ、紅のロイスをタイタスにして昇華、不利な効果を打ち消す！　攻撃の達成値は──44！




　拳を握にぎり──墓守は、ネズミに、語りかける。

「お前ェはよ、どうしてそンなに馬鹿なンだ。人生で一番幸せな時間だァ？　〝ループ〟が終わったら友達じゃなくなるだァ？　そンな──」

　そして、墓守は、固く握った拳で。刺青いれずみが──〝仲間〟の命が彫ほり込こまれた腕うでで。

　ネズミを──殴なぐり飛とばした。

「そンなワケ、あるか──馬鹿が」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：……というわけで、見事、ネズミは戦闘不能。巴に操あやつられていたジャームたちは、糸の切れた操り人形のように崩くずれ落おちます。

墓守：……おう。

ＧＭ：ネズミの侵蝕率は──[image: 110]％。墓守へのロイスがあるんで、ジャームにはなりません。帰還リミットは[image: 110]％まで、でした。

紅：私のロイスは？（一同笑）

ＧＭ：じゃあ、紅にもありました。いっぱい下がりました（一同笑）。

秋雨：終わったからって適てき当とうだなぁ……（笑）。

ＧＭ：殴られ、吹ふっ飛とばされた後……しばらくして、目を開けます。「……ま、マスター……？　じ、自分は……」

墓守：……お前ェはホントに……。……もう、ボロボロだな。

ＧＭ：「マスターの方が、ボロボロすぎます……」

墓守：ハッ、そりゃそうか。……巴の野郎は、今度こそ、いなくなったみてェだな。

ＧＭ：「……そうみたいです。その、すみません、自分は……」

墓守：……まァ、なンだ。アイツに煽あおられたら、しょうがねェよ。

秋雨：煽りのプロだからな……（笑）。

墓守：毎日ツイッターで煽りまくってるからな（一同笑）。

ＧＭ：「……白い人とか、蜂はちの人たちは……大だい丈じよう夫ぶ、でしょうか」

墓守：心配いらねェよ、あいつらなら。……俺は、少し、疲つかれた。




　墓守清きよ正まさ──〝マスターグレイヴ〟は、座すわり込こみ、木にもたれかかった。

　そして、傍かたわらで震ふるえるネズミに目をやると、

「馬鹿なンだよ、お前ェは──」

　そう、ネズミの、くしゃくしゃの髪かみを、乱らん暴ぼうに搔かき混まぜたのだった。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：アンゼリカは、ロイスをひとつ、タイタスにしてください。墓守の戦闘ラウンドはカウントしないので、ひとつでいいです。

アンゼリカ：もう、切れるロイスが……秋雨のロイスをタイタスに。すみません。

秋雨：（優しい顔で）いいッス、いいッス、まあアタシからですよね（一同笑）。

ＧＭ：──では、次のシーンです。



トツカを投げ捨てて　『ＤＸ３』では、装備の交換は本来マイナーアクションである。この時は、捨てるだけなら、ということで、ＧＭの裁量で特別に許可した。









◆Climax02◆微笑ほほえむキミに会いたい




　刻ときヶが峰みね学園、新校舎。

　建物の配置により、巧こう妙みように死角になった場所に、さらに偽ぎ装そうを施ほどこされた隠かくし扉とびらがある。その先は、設せつ計けい図ずにも載のっていない、学園の地下空間。

　紅と秋雨は、暗く、長い階かい段だんを下りていく。

　そして──。




ＧＭ：階段を下りきった先は、上下にも左右にも、数十メートル以上広がった、広大な地下室です。石いし畳だたみのその部屋の奥おく。ぽつんと、ベッドがひとつ置かれ、そこに少女がひとり、眠ねむっています──刻ヶ峰園その果かです。

紅：十年間、ずっと……ここで、眠っているんだ……。

ＧＭ：その少女の身体と重なるように、半はん透とう明めいの、巨大な樹があります。床ゆかに根を張はり、地下の空間に枝えだを伸のばし……その枝と、煌きらめくような緑の葉が、風もないのに、ざわざわと……揺ゆらめいています。

秋雨：これが、〝生命の樹き〟ッスか……。

ＧＭ：「──ようこそ、楽園の東へ」そう声がすると、闇やみの中に、ふっ、っと、ソフィアが現あらわれます。穏おだやかに微笑む彼かの女じよの左右に、ひとり、ふたり──まったく同じ顔の、ソフィアが立っています。そして、背後に……アンゼリカ。

紅：アンちゃん！

アンゼリカ：わたしは、どういう状じよう態たいですか。

ＧＭ：微睡まどろんでいるような状態で、遠くに、紅の声が聞こえた、ような気がしました。しかし、身体自体は〝マスターレイス[image: ]ベータ〟としての人格の支し配はい下にあります。判はん定ていや行動は、こちらの指し示じ通りに行なってください。

アンゼリカ：……わかりました。

紅：ソフィアさん！　アンちゃんを返して！

ＧＭ：「念入りに隠したつもりだったのですけれど、よく、ここまで来れましたわね」

秋雨：ちょっとした、絆きずなってやつッスよ。

ＧＭ：「おおかた、そこの、失敗作が教えたのでしょうけどね」

紅：……アンちゃんは、失敗作なんかじゃない！

ＧＭ：「美しい友ゆう情じようですわね」と、どうでも良さそうに言います。この、喋しやべってるのが〝人間アントロポス〟ですね。

墓守：さすが本体、お嬢じよう様さま喋りがスムーズだ。

ＧＭ：「ま、目の前の〝樹〟に喰くわれてみる、というのも一いつ興きようでしょう。〝レッドホーネット〟、貴方あなたを養分にして、〝生命の樹〟はより育ち、より大きな果実を実らせますわ」

紅：私は、あなたに負けたりしません。

ＧＭ：〝人間アントロポス〟は、紅を無む視しします。「ＵＧＮの中でもトップクラスのオーヴァード、〝レッドホーネット〟。ＦＨでいえば、マスターエージェント級、と言えますわ。そして〝マスターグレイヴ〟。ふたりのマスターを喰えば──秋雨さん、やっと、貴方の番ですわ」

秋雨：……五年前に戻もどれるだけの大きさを持った、〝林檎〟が実るッスか。

ＧＭ：「ええ。そろそろ返事を聞かせてもらいましょうか。わたくしに、従したがうかどうか」

秋雨：あの時は、保ほ留りゆうにしないと、アンタが、〝裏うら切ぎり者もの〟に何をするかわからなかったから、そう言っただけで、最初から、答えは決まってるッス。──お断ことわりッスよ。

ＧＭ：「……五年前に戻ってやり直す、それが貴方あなたの望みなのに？」

秋雨：だって、アタシがもし五年前に戻って、それで妹を助けようとしたら……アンタたちは、それを邪じや魔まして、アタシをジャーム化させようとするじゃないッスか。

ＧＭ：「……そうかも、しれませんわね」

秋雨：アタシは、ジャームになるつもりはないッス。でも、妹を助けることを諦あきらめるつもりもないッスよ。アタシは、アタシの力で……妹を助けられる場所まで、辿たどり着つくッス。

紅：かっこいい……！

ＧＭ：「あら、そうですの」……〝人間アントロポス〟は、秋雨から興きよう味みを失ったように、視し線せんを外します。「まあ、いいですわ。どのみち、ふたりのマスター級を喰わせることで、この果実は熟じゆくし、完成に……ふたりの、マスター級？　〝マスターグレイヴ〟は？」（一同笑）

紅：墓守くんは、外で戦ってるよ。アンちゃんのために、時間を作ってくれた。

ＧＭ：「外で……？」

墓守：コイツは、巴のことを知らないンだな。

秋雨：ホント、ＦＨってバラバラな組そ織しきッスねぇ（笑）。

ＧＭ：「ま、いいですわ。貴方たちを片かた付づけて、養分にして差し上げます」




〝人間アントロポス〟は、そう言って、優ゆう雅がに手を掲かかげる。

「〝レッドホーネット〟といえど、たった一人では勝ち目はないぞ」

　軍人めいた雰ふん囲い気きで、大たい剣けんを抱かかえた〝獅子リオーン〟。

「さっさとブチ殺されて、コヤシになっちまえよ……ですわ」

　粗そ野やな笑えみを浮うかべ、回転する炎ほのおの剣けんを呼よび出だした、〝牛アグラダ〟。

　三人のソフィア、そしてアンゼリカが、紅と秋雨に立ちはだかる。
















秋雨：……しかし、こうして混まざると、鳩宮サン、似にてないッスね（笑）。

ＧＭ：「失敗作だからですわ。きっと養分が足りなかったんでしょうね。胸むねとかに」

アンゼリカ：これはこれで需じゆ要ようがあるです。……ですわ（一同笑）。

秋雨：ところで、やりあう前に、ひとつ、いいッスかね。

ＧＭ：「なんですの？」

秋雨：その〝生命の樹〟を切り倒せば、〝ループ〟は終わる。そうッスね？

ＧＭ：「……答える義理はありませんけれど、そうですわね。終わりますわ。けれど、そんなことにはなりません。貴方たちは、勝てませんもの」

秋雨：〝裏切り者〟がいる限り、ッスか。確かに、二対四ではね。

紅：──アンちゃんは取り戻す。それで、ソフィアさん、今度こそあなたを……倒す！

ＧＭ：「うるさい虫ケラですわね」それでは──〝人間アントロポス〟が手をかざすと、背後で、〝生命の樹〟が淡あわく光り、レネゲイドの波を撒まき散ちらします。衝しよう動どう判定をどうぞ。




　陽光の下で、枝を揺ゆらすような、そんな眩まばゆい〝樹〟から──どうしようもないほどの、〝飢うえ〟が伝わってくる。

　その〝飢え〟は、こちらの身体に染しみこんで……体内から、揺ゆさぶってくるようだった。




秋雨：〈意志〉で目もく標ひよう値ち９ッスね？　……成功。

ＧＭ：アンゼリカも衝動判定してください。

アンゼリカ：……成功です。

紅：あぅ、８！　１足りない！

ＧＭ：では、紅はバッドステータスの暴ぼう走そうを受けます。マイナーアクションで解かい除じよするまで、リアクションができません。

秋雨：緋蜂サンは、アージエフェクトの《聖せいなる血槍》を取ってるんで、衝動に応おうじた、変へん異い暴走を受けるッス。衝動は……。

紅：「妄もう想そう」です……。

ＧＭ：では、リアクション不ふ可かにくわえて、行動値がマイナス10されます。

秋雨：相手の行動値次第では、かなりキツイかもしれないッスね、これ。

紅：うぅ～……。

ＧＭ：なるほど──では、暴走の演出は、こんな感じになります。




　紅の体内で、〝血〟がざわめいた。

　あの〝生命の樹〟の、膨ぼう大だいなレネゲイドに反はん応のうして、変化したがっている。

　変化して……アレを殺す毒に、なりたがっている。

　アレを取とり込こみ、分ぶん析せきし、変化して──確かく実じつに殺す、〝毒どく〟に。




墓守：ハチの……血が。毒になりたがってる、か。

紅：……。

ＧＭ：衝動判定の後に、侵蝕率２Ｄ10あげるのも忘わすれずに。──では、ラウンド進行です。




◆第一ラウンド

行こう動どう値ち

〝人間アントロポス〟　　……14

〝牛アグラダ〟　　　……12

秋雨　　　　……11

アンゼリカ　……４

紅　　　　　……11[image: →]１

〝獅子リオーン〟　　……７[image: →]０

[image: ]




ＧＭ：アンゼリカを元に戻もどす方法ですが、アンゼリカのＳロイスを、ロイスに戻した上で、相そう互ごにロイスを持つキャラクターが、至し近きん距きよ離りにエンゲージして〈交こう渉しよう〉の判定を行なう必要があります。

秋雨：相互……ってことは……。

アンゼリカ：秋雨のは、タイタスになってしまったです（一同笑）。

紅：大丈夫！　私に任まかせて！

秋雨：ま、その方がいいでしょうね。

ＧＭ：では、セットアップです。こちらは、〝獅子リオーン〟が《フルパワーアタック》、〝牛アグラダ〟が、ラウンド中受けるダメージを減へらす《氷の城じよう塞さい》を使用。これでセットアップ終了です。

秋雨：攻撃役と、護ご衛えい役ってことッスか。面めん倒どうな。

ＧＭ：で、行動値14。〝人間アントロポス〟の行動は……メジャーアクションを消費して、アンゼリカに〝命令〟します。これによって、アンゼリカは行動済みにならずに動きます。

秋雨：クローンを対象に限げん定ていした能力って感じッスか。

ＧＭ：そうです。では、アンゼリカは……そうですね、回数制せい限げんのあるエフェクトは使わないで、でも全力で、紅に攻撃してください。

アンゼリカ：……はい。

紅：アンちゃん……大丈夫、私、死なないよ。

アンゼリカ：……《コンセントレイト：ソラリス》《絶対の恐きよう怖ふ》で攻撃するです。……達成値、17です。

ＧＭ：低いな！　とはいえ、紅は暴走中なので回避できません。ダメージどうぞ。

紅：きっと、アンちゃんの心が、ダイスを悪くしたんだよ♡

ＧＭ：〝人間アントロポス〟が、ソラリスの《力の霊れい薬やく》を使用。ダメージに＋４Ｄします……27点、追加してください。

紅：合計で41点……倒れちゃう。

秋雨：《波は紋もんの方ほう陣じん》ッス。何しろ、[image: 160]％超えてるんで、レベルが＋２されて──６Ｄ10軽けい減げん。38点減らしたッス。

紅：それなら……３点受けて、ＨＰ34！　立ってる！




　アンゼリカの放った幻げん覚かくの羽根が、紅に取りつき──斬り裂こうとする。

　そこに、秋雨の雨が降ふり注そそぎ、羽根を消していく。

「落ち着いて、緋蜂サン。鳩宮サンを救えるかどうかは……貴方にかかってるッス」

「……はい！」




ＧＭ：では、〝牛アグラダ〟の行動です。マイナーアクションで《氷ひよう炎えんの剣》と《ポルターガイスト》。回転する炎の剣を生み出し、浮うかべます。




〝牛アグラダ〟は炎の剣を撃うち出だし──《焦しよう熱ねつの弾だん丸がん》《雷いかずちの槍》その他による射しや撃げき攻撃を行なう。単体攻撃で紅を狙ねらい、66点のダメージを叩たたき出だした。




紅：これは無理……でも、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟のロイスをタイタスにして、立ち上がります。死なないもん！

秋雨：その意気ッスよ。アタシは、イニシアチブプロセスで、緋蜂サンに《生命の追い風》を使うッス。ＨＰを10点消費して、緋蜂サンの行動値＋10ッス。

紅：行動値11……元に戻った！

秋雨：で、自分のメジャーアクションで、《狂戦士》《ポイズンフォッグ》《癒いやしの水》。墓守サンがいないんで、《ソーマの雫しずく》はいらないッスね。──ＨＰ36点回かい復ふくッス。

紅：ＨＰ12点だったのが、全ぜん快かい！

秋雨：で、緋蜂サンの行動ッスね。……大丈夫、緋蜂サンの声なら、きっと届とどくッスよ。オートアクションで、「記憶探索者メモリダイバー」。鳩宮サンの持ってる、緋蜂サンへのタイタスを……ロイスに戻す！

アンゼリカ：くれ……ない……？

紅：アンちゃん、今行くから！




　そして、紅の行動。

　マイナーアクションで走り出し、アンゼリカに近づくと、そのまま抱だきついた。




ＧＭ：メジャーアクションで〈交渉〉の判定をしてください。《狂戦士》の効果で、ダイス＋６個こ、クリティカル値マイナス１──難なん易い度どは、15です。

紅：（涙なみだ声ごえで）絶対成功する。絶対──ほら！

ＧＭ：おお……クリティカル値９なのに、三回もクリティカルしてる……！

紅：達成値33！　届とどいて──アンちゃん！

ＧＭ：なるほど、なるほど……そしてですね、〝人間アントロポス〟は、余よ裕ゆうの表情だったんですね。実は、三回くらい成功しないと、元に戻もどらないはずだった。

紅：三回……!?

秋雨：いや、「はずだった」、ということは……。

ＧＭ：はい、紅がかけた声で、アンゼリカは元に戻ります。具体的には──紅が抱きついた時に、紅の血が、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟の人格を殺す毒になる。そのため、一回で、〝[image: ]ベータ〟としての人格が殺され──消滅します。

墓守：へェ……。

ＧＭ：で、初めて、〝人間アントロポス〟が紅を見て──少しだけ怯おびえた目で見て、言います。「──その力は……？　なんなんですの、お前は……一体？」

紅：アンちゃんの親友だよ！




　紅は、〝人間アントロポス〟に目もくれず、アンゼリカを抱きしめる。

「ねえ、アンちゃん……帰ってきて！」

　抱きしめ、そして、これまで溜ためてきた……堪こらえてきた想いを、一気に、吐はき出だした。




「『そういうところです』、アンちゃんの口くち癖ぐせだよね。

　私のことが、大好きなんだよね！

　私も言うよ──『そういうところです』。って。

　アンちゃんの優やさしくて、賢かしこくて、真面目なところ……『そういうところです』」




「アンちゃんはいつも、ひとりで抱かかえ込こんでしまうよね。

　ひとりで、全部、抱えて、一いつ生しよう懸けん命めいで、傷きずついて。

　もっと、頼たよって欲ほしい。なんでも言って欲しい。

　アンちゃんが、私を諦あきらめないでくれたように。

　私だって、アンちゃんを諦めることはできない。

　わたしたちは──親友だから」

「『失敗作』って、言い出して、ごめんね。

　でも、続きがあるんだよ。アンちゃんは、失敗作なんかじゃない。

　私もね、捨すてられてた。

　でも、ダディとマミィが私に手を差し出してくれて、私は救われたの。

　アンちゃんは、そういう人に出会えたかな。

　私じゃ、アンちゃんの、そういう人になれないかな」




紅：それから……それから……っ！

アンゼリカ：……抱きついた紅を、一回、ぎゅってしてから……突つき放はなすです。

紅：（即そく座ざに）また抱きつく！

アンゼリカ：その前に、セリフを言わせて欲しいです（一同笑）。




　ぼろぼろと、壊こわれた蛇じや口ぐちのように泣き続ける紅を見て──。

　アンゼリカも、泣いている。




アンゼリカ：……それでも、紅は、造つくられたわたしと違ちがって、普ふ通つうの人間なのです。……なんでずっと手を握っているですか（一同笑）。

紅：だってぇ……。

アンゼリカ：紅は、せっかく、救ってもらって。温あたたかい場所にいけたのだから、そのまま……ぬくぬくしていればいいのです。

紅：……。

アンゼリカ：わたしは、もともと、存在しなかったような、捨てられたものですし。これからも、こんなふうに、迷めい惑わくになるかもしれませんし。……わたしはもう、紅のことを傷きずつけるような、こんな自分なら……いらないのです。

紅：ん～……！




紅：んぅ～う～んぅ～～～っ!!




秋雨：ついに言葉じゃなくなった！（一同笑）

ＧＭ：しかも、今、有世さん、あづささんのこと叩いてましたよ（笑）。

紅：（涙なみだ声ごえで）……本気で叩たたいちゃってごめんなさい（一同笑）。




紅：生まれた環かん境きようとか、関係ないよ。私たちはもう友達だし、ずっとそう。

アンゼリカ：…………。

紅：私は、アンちゃんになら、殴られてもいい。……だって、可愛かわいい子に殴られるのは、嬉うれしいから。

アンゼリカ：紅、何を言っているですか（一同爆笑）。

ＧＭ：マスターレイスが三人揃そろって同じ顔で「変へん態たいだ────！」って叫さけびます（笑）。




紅：あのね……。アンちゃんが、私のことを思ってくれたのはわかるし、すごく嬉しい。でも、どれだけ傷つけられても……私が、アンちゃんを大好きな気持ちは、変わらないから。




　──そして、涙でぐしゃぐしゃの顔で、

　涙で、びしょびしょの声で、紅は言う。

「友情、なめんなよ」

　その顔に、声に……アンゼリカは、諦あきらめたように、笑った。




アンゼリカ：……紅に、ひとつ、お願いを聞いて欲しいです。

紅：なに？

アンゼリカ：わたしと一緒に、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟を倒して欲しいです。

紅：そんなの、当たり前でしょ！




　そうして──。

　やっと、〝再さい会かい〟したふたりは、肩かたを並ならべて立った。




ＧＭ：──では、立ち上がったふたりに、〝獅子リオーン〟が「最後の別れは済すんだか」と、ぶっきらぼうに言って──大剣を構かまえ、突つっ込こんできます。

アンゼリカ：……紅を、傷つけさせは、しないです。

紅：アンちゃん！
















　強きよう烈れつな速度で迫る剣に──アンゼリカは手をかざし、〝羽根〟を舞まわせる。




ＧＭ：こちらは《獅し子し奮ふん迅じん》《獣けものの力》その他で範はん囲い攻撃、達成値46！

アンゼリカ：《束そく縛ばくの領域》《リフレックス：オルクス》で、攻撃を失敗させるです！

秋雨：達成値46は厳しいッスけど……。

アンゼリカ：こちらの達成値は……34。《妖よう精せいの手》を使うです。──達成値65！

ＧＭ：[image: 100]％を超こえて、使用回数増えてますからね──。




　無数の白い羽根が舞い、大剣にまとわりついて速度を殺す。

　剛ごう力りきで無理矢理に振ふり切きったその先には──既すでに、誰もいない。




ＧＭ：〝獅子リオーン〟は、驚おどろいて言います。「かわした……だと？」

アンゼリカ：ちょっとした、〝天使のお遊ゆう戯ぎ〟です。今度は、こちらから行くです──。




　そして、アンゼリカの羽根が、今度は刃と化して、敵を襲おそう。

　羽根が舞い、斬きり裂さき、燃もえ上あがって──。




アンゼリカ：《絶対の恐怖》《神の御み言こと葉ば》《アニマルアタック》その他で──達成値は27。《要の陣じん形けい》で、そちらの三人を同時攻撃です。

ＧＭ：回避は失敗。〝牛アグラダ〟はガードを宣言します。

アンゼリカ：３Ｄで──高い、23！　攻撃力を足して、80点です！

ＧＭ：ダイス目もすごいけど固こ定てい値ちも高いな。──ですが、まだ倒たおれません。

アンゼリカ：さすがに……強い！

ＧＭ：では、これで第一ラウンド終しゆう了りようです！




◆第二ラウンド

行動値

〝人間アントロポス〟　　……14

〝牛アグラダ〟　　　……12

秋雨　　　　……11

アンゼリカ　……４

紅　　　　　……11[image: →]１

〝獅子リオーン〟　　……７[image: →]０

[image: ]




秋雨：さて、前のラウンドでは、〝人間アントロポス〟はエフェクト使わなかったッスけど……何をしてくるか。

ＧＭ：〝人間アントロポス〟は、まず、セットアップで《レネゲイドキラー》。ソラリスのエネミーエフェクトです。〝マスターレイス[image: ]ベータ〟以外は、このラウンド中、エフェクトをひとつ使うごとに５点のＨＰを失います。

紅：ひとつごと!?　行動したら、それだけで死んじゃう……。

秋雨：こっちにＨＰ代だい償しようが多いんで、厳しいッスね。前に墓守サンがやったみたいに、タイタス昇華して不利な効果を消すのがいいかもッス。

紅：じゃあ、そうします！　霧谷さんのロイスをタイタスにして、昇華！

ＧＭ：タイタスの昇華で「不利な効果を打ち消す」のは、効果まとめて消えますんで、これで、暴走も消えます。

紅：やった！　行動値11に戻った！

秋雨：お、これは大きいッスね。

ＧＭ：とはいえ、最初の行動順はこちら。〝人間アントロポス〟です。「出で来き損そこないのクローンに、本物の精神攻撃というものを、見せて差し上げますわ」──と《絶対の恐怖》《神の御言葉》その他で攻撃。

墓守：同じような能力ってワケか。

ＧＭ：そして、《ポイズンフォッグ》《アウトブレイク》でシーン全体攻撃にします。

秋雨：こっちはもう、全員侵蝕率[image: 160]％超えてるってのに……！




　このシーン攻撃に対たい抗こうする手しゆ段だんはなく、全員倒れ──タイタスを昇華して立ち上がる。




ＧＭ：──で、〝牛アグラダ〟の行動です。「ハッ！　前にやりあった時は消化不良だったがなぁ、今度は〝マスターグレイヴ〟もいねえ、さっさと死にな！　……ですわ」

秋雨：……っていうか、あれッスね。喋しやべり方かたからすると、この〝牛アグラダ〟が基き本ほん的てきに表で生徒会長やってたんスよね（笑）。

ＧＭ：武ぶ器きをエフェクトで造つくるタイプなんで、外で行動しやすいんですよね（笑）。……さておき、実は〝牛アグラダ〟は至近距離に攻撃できないんで……秋雨に、単体攻撃。

秋雨：避よけられるわけがないッス……（笑）。

ＧＭ：ダメージは60点です。

秋雨：うーん、実はもう、ＰＣへのロイスしか切るものがなくなってて……さっきは墓守サンのロイスを切りましたが……（笑）。

墓守：（優しい顔で）あァ……いいンだぜ（一同笑）。

秋雨：仕方ない、助かったし、鳩宮サンのロイスをタイタスにして昇華。

アンゼリカ：仕方がないのです（笑）。

秋雨：で、アタシの行動ですが……ダメだな、これ。エンゲージが離はなれてるんで、自分が回復できない。しょうがないんで、緋蜂サンのロイスをタイタスにして昇しよう華か、《レネゲイドキラー》の効果を消すッス。

紅：わお！

秋雨：残りふたつ。さすがに、もうこれ以上はロイスは減へらせないッスね。──で、緋蜂サンと鳩宮サンのいる方のエンゲージに、回復と支し援えんッス。

紅：ありがとうございます！

ＧＭ：では、紅の行動です。

紅：マイナーで、《聖なる血槍》！　ＨＰを25点消費して、銃じゆうの攻撃力に＋25……自分の血で、紅の弾丸ができます！




　──殺す。

　──毒になって。殺す。

　言葉ではないモノで囁ささやく〝血〟が、滴したたり、固まって──銃じゆう弾だんになる。

〝レッドホーネット〟の針はり──レネゲイドを殺す、毒の弾丸だ。




紅：で、《赫あかき弾》《ブラッドバーン》《クリスタライズ》その他を組み合わせ！　あと、このエンゲージにふたりいるんで、《血の宴うたげ》で範囲攻撃！

ＧＭ：がっつりフルコンボですね（笑）。

秋雨：なんと、フルコンボで侵蝕率が17％上がった上に、ＨＰ代償で、ＨＰ全快37点から、残り２点になるという、身を削けずりまくりなデータですよ（一同笑）。




　紅の血で造られた弾丸が撃うち出される。

　空中で分ぶん裂れつし、弧こを描えがいて軌き道どうを変え、そして対象に合わせて変化する──毒になる。




紅：達成値、50ちょうどです！

ＧＭ：当然、命中です。ダメージください。〝牛アグラダ〟は、〝人間アントロポス〟のことをカバーリングします。

紅：ダメージが[image: 117]……！

墓守：すっげェ！（笑）

アンゼリカ：《力の法ほう則そく》です。６Ｄ足して──40点追加！

ＧＭ：ダメージが、合計[image: 157]点？　はっはっは……〝獅子リオーン〟と〝牛アグラダ〟が倒れます！

秋雨：あとは、〝人間アントロポス〟だけッスね。

アンゼリカ：……わたしの行動なのです。




　悠ゆう然ぜんと、微笑ほほえみを浮かべていた、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟の本体、〝人間アントロポス〟。

　その表情が、今では、歪ゆがみ……怯おびえている。

「ありえませんわ……なんですの、あの力は……」

「あれが、〝レッドホーネット〟緋蜂紅、ＵＧＮのエリートスパイなのです」

　怯えは、怒いかりに変わり──アンゼリカに向けられる。

「出来損ないの……廃はい棄き物ぶつ風ふ情ぜいが、わたくしに牙きばを剝むくなどと！」

「わたしは、出来損ないの〝マスターレイス[image: ]ベータ〟……ではないです」

　羽根が舞い──。

「わたしはＵＧＮチルドレン。〝天使のお遊戯エンジエルプレイ〟鳩宮アンゼリカです」

　嵐あらしのように、襲おそいかかった。




ＧＭ：……アンゼリカの与あたえたダメージが、77点。なんと一撃で倒れます。

秋雨：ＨＰが低いんで、ずっと〝牛アグラダ〟に庇かばわせてたッスね。

ＧＭ：《アクアウィターエ》を使用。復活はします。追おい詰つめられてますが。




◆第三ラウンド

行動値

〝人間アントロポス〟　　……14

紅　　　　　……11

秋雨　　　　……11

アンゼリカ　……４

墓守　　　　……１

[image: ]




ＧＭ：三ラウンド目なので、墓守は一いち応おうここから登場できますが、どうします？

秋雨：もう、侵蝕率まずいんじゃないッスか？

墓守：うーン……（計算して）俺は「死んだ仲間たち」へのメモリーがあるンで、一応、まだ大丈夫……だとは、思う。これ、登場すると衝動判定すンのか？

ＧＭ：いえ、あれは最初の〝生命の樹〟の反応によるものなので、しなくていいです。ただ、シーンへの登場による侵蝕率上昇はあります。

墓守：……まァ、一応出ておくか。登場。──侵蝕率は、９上がって、[image: 213]だ。

秋雨：それ、相当やばいじゃないッスか……（笑）。

紅：無理しないでよ、お墓くん……。

ＧＭ：──では、行動値14で、〝人間アントロポス〟の番ですね。

秋雨：いや、《生命の追い風》ッス。ＨＰを３点消費して、緋蜂サンの行動値を14に。

紅：じゃあ、私の番だ！

ＧＭ：いえ……《加速する刻》です。割わり込こみで行動します。

墓守：やっぱ、持ってたか……。

ＧＭ：〝人間アントロポス〟は、エフェクト使用回数を回復する《帰き還かんの声》を自分に使用。《アウトブレイク》の回数を回復し、ふたたび、さっきと同じシーン攻撃です。




「新世界創そう世せいの邪魔をする虫けらどもめ！　わたくしは、お父様から寵ちよう愛あいを受けた〝マスターレイス[image: ]ベータ〟！　お前たちのような下等種とは違う！」

　狂きよう気きすら孕はらんだ叫び──そして、アンゼリカと同種の、実体化した幻覚が、全員を襲う。獣、炎、嵐、雷──天てん罰ばつが。




紅：倒たおれる……でも、両親のロイスをタイタスにして、昇華。立ち上がります。ダディも、マミィも……力をくれる。こんなところで負けるなって！

アンゼリカ：ネズミのロイスをタイタスにするです。あの子は、もう大丈夫です。……と、なんとなく、思ったです（笑）。

秋雨：アタシはこのまま倒れますかね……。

墓守：いや、俺が庇かばうぜ。

秋雨：アタシは、もう倒れちゃってもいいと思うッスよ。

墓守：どうせ俺は、起きていても、侵蝕率が厳きびしくて攻撃できねェしな。エフェクトは使わず、行動を放ほう棄きしてカバーリングだ。




　ひとり、離はなれた場所で、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟の幻覚を受ける秋雨。

　諦めたように目を閉とじて……しかし、何も起こらない。

「よォ、こっちは終わったぜ。さっさと、ソイツも倒しちまいな」

　いつの間にか現あらわれた墓守が、全身に〝災さい害がい〟を受け、秋雨を庇って……笑う。




ＧＭ：では、《加速する刻》の追加行動が終わり──紅。

紅：これで、終わりにする……銃を構かまえます。

秋雨：《援護の風》ッス。せっかく、墓守サンのおかげで、まだ立ってますからね。

アンゼリカ：[image: 160]％超えたので、もう一回《妖精の手》を使うです！

紅：ソフィアさん、これが、みんなの力だよッ────!!




「お前……お前だ。わたくしが、わたくしたちが負けるのは、お前……！」

　恐きよう慌こうをきたしたように、〝人間アントロポス〟が目を見開く。

「お前のそれは、まるで……世界を殺すための毒」

　銃じゆう声せい。紅くれない色いろの弾丸が放たれ──同時に、雨が滴り、羽根が舞まう。

「紅は、そんなのじゃないです。紅は──わたしの、友達です」




　そして──弾丸が、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟を貫き、

　長かった戦いが、終わったのだった。







　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Inter Scene◆バックトラック




ＧＭ：というわけで、戦せん闘とうは終しゆう了りよう。バックトラックになります。最初にＥロイス分の15個こを減へらした後、ロイスの分を振ふりましょう。みんな、相当侵しん蝕しよく率りつ高いですよね。

墓守：[image: 200]％を超こえたのは俺おれだけかな。……が、実は普ふ通つうに、一倍で帰ってきた。Ｅロイス分の出目がやたら良かったンでな。

ＧＭ：他の三人も、[image: 180]とか[image: 180]とかだったと思いますが……。

秋雨：ロイスふたつしかなかったッスけど、案外平気でしたね、一倍振ぶりで。

紅：私わたしも！

アンゼリカ：わたしもです。

ＧＭ：おや、ミドルで[image: 160]％突とつ破ぱしてたりしたので、全員三倍かと思ったんですが。

秋雨：Ｅロイス分のダイス目が、みんな良かったッス。

ＧＭ：ま、めでたいことではあります。では、エンディングに進みましょう。







◆Ending01◆生命の樹




　激戦が終わり、地下室──というより、地下ホールというべき広さか──に、静寂が広がる。相変わらず、半透明の〝生命の樹〟は、風もないというのに、ゆらゆらと、枝と葉を揺らしていた。




紅：秋雨さん、お墓くん……アンちゃんを、助けることができたよ。

墓守：お墓くンはやめろって（笑）。……ま、お前ェならできると、思ってたよ。

紅：ネズミちゃんは、もう大丈夫？

墓守：あァ、問題ねェ。片付いたし、無事だ。

紅：そっか……お墓くんなら、できると思ってたよ♡

アンゼリカ：お墓くんて呼び方が、そんなに気に入ったですか……（笑）。




　そして、アンゼリカは紅の前に進み出て……。

　少し、赤くなりながら、言う。




アンゼリカ：──ただいま、です。

紅：うん！　おかえり♡

墓守：これで、一件落着、かね。後はあの〝樹〟をぶっ倒しちまえばいいンだよな。オッサンよ。

秋雨：……アタシは、倒れた〝マスターレイス[image: ]ベータ〟たちを、見てるッス。

ＧＭ：では、〝人間アントロポス〟が、「まさか……こんなことが」と呻きますよ。もう戦闘不能ですが、死んでいるわけではありません。

紅：よかった……。

秋雨：……さっき言ってた、「新世界の創造」って、なんなんスかね？

墓守：つかよ、この〝ループ〟の世界は、夢みてェなもンじゃねェのか？

ＧＭ：「夢？」〝人間アントロポス〟は嘲るように笑います。「そんなものではありませんわ──この、〝マトリクス〟は」

アンゼリカ：〝マトリクス〟？　……電脳の、仮想世界みたいな呼び方なのです。

墓守：前にも言ってたな、そンなこと。

ＧＭ：「〝生命の樹〟が生み出すのは、〝世界の果実〟。この〝ループ〟世界は、〝マトリクス〟──新たな世界を生み出すための、子宮マトリクスですわ」

墓守：そういや、マトリックスってなァ、ラテン語の母マーテルから来た言葉だっけか……。

ＧＭ：「そう、最後の果実が実った時、新たな世界が生まれ、塗り替える……」

秋雨：……なるほど。

ＧＭ：──そこまで言ったところで、ソフィアの肉体の一部が、〝ぞぶり〟と、何かに喰われたように消失します。

紅：そんな……！　止められ、ないの……？

ＧＭ：〝マスターレイス[image: ]ベータ〟三人に関しては、無理です。

紅：うう……っ！

墓守：〝樹〟が、養分にしてるってか。

ＧＭ：はい。〝生命の樹〟がソフィアにとどめを刺し、Ｅロイス《飢えたる魂》によって、その力を吸収します。

墓守：コイツ……ジャームなのか？

ＧＭ：「ああ……お父様……ッ！」〝人間アントロポス〟が呻き、そして、三体の〝マスターレイス[image: ]ベータ〟は、すべて〝生命の樹〟に喰われ、消滅します。

紅：ソフィアさん……。




　敵だった。憎んでもいた。

　でも──だからといって、死んでいいはずもなかった。

　紅は……消えてしまったソフィアのために、尾嚙のために、涙を流す。




アンゼリカ：紅……この〝樹〟を倒せば、やっと、終わるです。

紅：……うん。そうだね。長かった。

ＧＭ：半透明の、〝生命の樹〟が脈打ち──枝がざわざわと伸びて、大きく、育っていきます──そして、周囲に赤い光が差して──。




　全員が見守る前で、〝生命の樹〟に、果実が実った。

　これまでで一番大きな、赤い──〝林檎〟。




アンゼリカ：〝樹〟を壊してしまえば、〝林檎〟も消えるはずなのです。

墓守：じゃ、まァ、その〝樹〟をぶっ倒すか。床から、槍を引き抜くぜ。




　──これで終わる。誰もが、そう思った時。

　彼は動いた。




秋雨：墓守サンより先に、その〝林檎〟を手に取るッス。




一同（ＧＭ含む）：──っ!?

紅：え、え……秋雨さん!?

墓守：……オッサンが取るより前に壊せねェか？

ＧＭ：……（考えて）──行動値を比べることに、なりますね。

墓守：（にこやかに）俺は前より１上がってるぜ……１だ！（一同笑）

秋雨：アタシは、ＨＰを５点消費して《生命の追い風》、行動値16ッス。

アンゼリカ：紅よりも速くなって……誰も、止められないですか。

紅：あ、秋雨さん……壊すんですよね、それを。

秋雨：いいえ？




　暗く、広大な地下空間の中心で、〝生命の樹〟が淡く光る。

　その光を背に、秋雨は──〝林檎〟を手に取っていた。




墓守：どういうつもりだ。オッサンよ。

秋雨：これは、マスターエージェントを三人喰った〝林檎〟ッス。

墓守：……だから？

秋雨：だから、アタシの願いが叶うだけの力を持った──五年前に戻れる〝林檎〟なんス。

紅：噓……本気なんですか!?

墓守：オッサン……てめェ！

ＧＭ：……そこで、この部屋の入り口から、声がします。「秋雨神父……やはり貴方は」──羊坂さんですね。

アンゼリカ：やはり、とは、どういう意味ですか。

ＧＭ：「……さっき、出発の前に、秋雨神父は……『自分が〝林檎の持ち主〟になる未来は見えるか』と──私に、聞いたんです」

墓守：そういうことは早く言えよ！（一同笑）

ＧＭ：「だって、クライマックスでソフィアさんの勧誘は断ってたから、大丈夫だと思ったんですよ！」

墓守：メタ発言じゃねェか！（一同笑）

紅：秋雨さん、やめましょうよ……せっかく、もう、終わりにできるのに……！

秋雨：そうッスね、アタシも、これで最後のつもりッス。

紅：じゃあ……。

秋雨：最後の一周は、アタシの責任──そういうことッス。

ＧＭ：……（シナリオを眺めてから、伏せる）……なるほど。秋雨は、五年前に戻って、妹を助ける〝ループ〟を、望むんですね。

秋雨：ええ。

ＧＭ：わかりました。……では、〝林檎〟は一度、瞬いてから、消えて──次の瞬間、ふたたび秋雨の手の中に現われます。

アンゼリカ：〝持ち主〟に……。

墓守：選ばれやがった……！

秋雨：もう消えた後ッスけど、ソフィアが倒れていた場所に目をやるッスよ。──言った通りッスよ、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟──。




「アタシは、アタシの力で、辿り着いたッス」




紅：やめてよ、秋雨さん……冗談だよね。

秋雨：すいませんけど、本気ッス。──ちなみに、クライマックス前に取ったロイスは、「〝林檎〟へのロイス」だったッス。「執着」でね。




　赤く輝く〝林檎〟を手にした秋雨の瞳は──。

　これまで、紅が見たことがないほど、醒めていた。




秋雨：で、残っているロイスは、「妹」と「〝林檎〟」だけ。ＰＣへのロイスは……全部、タイタスにして、昇華したッス。

墓守：……どうやら、本気みてェだな。槍を構えるぜ。

秋雨：さっきから、そう言ってるじゃないッスか──と、笑う。

ＧＭ：──では、秋雨の手の中で、〝林檎〟が赤い光を放ちます。その光は、世界を、赤く、染めていく──。

紅：秋雨さん……秋雨さんっ！

秋雨：すいませんね、緋蜂サン。……赤い光に消える前に──紅からもらったメッセージカードが、床に落ちます。

紅：……秋雨さん！　もうっ、馬鹿！　やめてよ！

ＧＭ：その声に返事はなく──。




　秋雨は消えた。

　残されたのは、一枚のカードだけ。




DEAR：秋雨さん

　頼りにしてます秋雨さん！　協力し合ってループを止めましょう！　アーメン!!

　Ｐ．Ｓ．ワインのかわりに野菜ジュースにしてみませんか




　……そして、世界は赤い光に飲み込まれた。




　　　　＊　＊　＊




　秋雨は、目を閉じる。

　思い返す──までもない。いつでも、目を閉じれば浮かぶ、妹の面影。

　しょっちゅう、怒鳴られたり、叱られたりしていた気がするが、




　──こうやって浮かぶ妹は、なぜかいつも、微笑んでいる。
















　想いに応え、赤い光が広がり──。

　世界は、〝ループ〟する。
















　　　　あとがき




　──あとから聞いた話です。

　有世さんは、二巻かんのセッションの前、「どうしても〝ループ〟を止めなくては」と考えて、一いつ生しよう懸けん命めい、本を読んだり、方法を考えてきてくれたんだそうです。

「刑事さんや、推すい理りさんの物語をたくさん読んで勉強しました」

　とのことで……そう思って、セッション序じよ盤ばんの、紅くれないの勢いきおいと空回り（！）を見ると、また一いち段だんと面白く、そして、紅はいい子だな──と、そう思います。




　　　　＊　＊　＊




　どもども、やにおでございます。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・メビウス』、めでたく二巻となりました。

　こうしてふたたびお会いできるのも、応おう援えんしてくださったみなさんのおかげです！

　一巻に続き、二巻でも、〝秘ひ密みつ〟という、ちょっと凝こった仕し掛かけをしたセッションになっております。シナリオを作っているうちに楽しくなってしまい、あれもこれもと詰つめ込こんだ結果、一巻よりもだいぶ厚あつくなってしまいましたが……厚さに負けず、楽しんでいただければと思います。……夏らしいシャレを小こ粋いきに織おり交まぜてみました。




　さて、この『リプレイ・メビウス』。一巻では、わたくし、「有世さんの面白さ、可愛かわいさをみんなに見て欲ほしい」と書きました。幸い、ご好こう評ひようを頂いただき、拙つたない筆ですが、少しは伝わったかな……と、大変嬉うれしく思っております。

　そして、この二巻では、もちろん、有世さんの面白さ、可愛さ。あづささんの賢かしこさ、可愛さ──を見て頂きたいのですが、同時に、もうひとつ。

　「田中天の心の弱さ、可愛さを見て欲しい」

　と思いながら書いておりました。

　実を言うと、この二巻、それほど、墓はか守もりの話を大きく扱あつかう気はなかったんですね。ですが、実じつ際さいにセッションをしてみたら、まあ、天の狼狽うろたえること、迷めい走そうすること。

　あまりに面白く──そして最後は天らしく、格好良かったので、墓守の描びよう写しやが、ずいぶんと増ふえてしまいました。読んで「あ、墓守って、天って可愛い」と思って頂いただけると……本人は不本意でしょうが、わたくしとしては嬉うれしいです。

　さて、ここからは本書のストーリーに大きく踏ふみ込こんだ内ない容ようになります。

　まだ本文を未読の方は、読どく了りよう後にまたいらしてくださいませ。

　──と、いうわけで。

　今回はですねー、さっきの、墓守の話もそうですが、思いの外、大ボリュームになってしまい、どこからお話したものか……と悩なやむのですが。

　まず、結末について、ですかね……。

　はい、予定とは違ちがいます。

　ああなったところで、「この先もうシナリオに書いてあること使えないわ！」ということで、ＧＭ、シナリオを伏ふせております。

　なので、エンディングも、次の〝ループ〟の描写まで行っておりません。だって考えてなかったんだもの……！

　実のところ、「秋雨がソフィアに協力する」という展てん開かいは考えていたんですが……「ひとりで出だし抜ぬこうとする」というのが、わたくし、盲もう点てんになっておりました。このタイミングかよ……まじかよ！　ってなりましたね。

　言われてみると、確たしかに必ひつ然ぜん性せいのある行動、タイミングなんですよね。戦せん闘とう能のう力りよくのない秋雨が、ひとりでやろうと思うと、あそこしかない、という。

　うーん、ＧＭやにお、「プレイヤーの行動読み」には割わりと自信があったのですが、完全に虚きよを突つかれてしまいました。いやはや。

　──が、しかし。

　呆ぼう然ぜんとしつつも、「これはこれで超ちよう面おも白しろいからいいよね！」とも思うのです。

　さすが矢野。面白い！　そして悪いやつだ！

　セッション後の矢野先生、「次じ巻かん、秋雨ってＰＣとして参加できるのかなぁ？」とか、トボけたことを言っておりましたが、そんなの俺おれだって知らんわ！

　まあ、おかげさまで、次巻のネタがまるまるひとつ増えてしまい、また分ぶ厚あつくなってしまいそうですが……厚さに負けず、お楽しみに！




　ちなみに、ああいう展開になっていなかった場合、どういう展開で次巻に続いたか──というのは、こうなってしまうと、次巻用のネタになるので、一いち応おう、内ない緒しよということで。勘かんの良い方は、大体わかるかもしれません。




　一巻に続いての「仕掛け」、〝秘密〟についても、少し。

　本文でも言っていますが、一巻では「〝秘密〟を事前に渡わたす」、二巻では「〝秘密〟がセッション中に渡わたされる」という趣しゆ向こうになっております。

　両りよう巻かんとも、紅には渡されないのですが、これについては、ＧＭである自分が、プレイヤー全員をある程てい度どよく知っていることから行なった、やや特とく殊しゆな運用になります。

　より詳くわしい、〝秘密〟（『ＤＸ３』では、「Ｒリバースハンドアウト」とも呼よびます）の扱あつかいについては、サプリメント『ユニバーサルガーディアン』を参照してください。




　シナリオについて、もう一点。

　今回、〝秘密〟の設せつ計けいや、シナリオ内容、展開が、プレイヤーに、強めのストレスをかけるものになっています。これも、「ＧＭである自分が、プレイヤー全員をある程度よく知っている」からできることです。逆ぎやくに言うと、こういった、強めのストレスがかかるシナリオは、よく知っているプレイヤーを（そして、それを楽しめるプレイヤーを）選んで行なうようにしてください。やにおからのお願いでした。




　プレイングについて一点。

　セッション中でも感心していたのですが、リプレイにしてみて、あらためて「すごいな」と思ったのが、アンゼリカ──あづささんの動きです。

　特に、三番目の、〝ネズミのループ〟冒ぼう頭とう。紅が、「失敗作」の話をしはじめたところで、割わり込こみ気味に退たい場じようしていますよね。

　あづささんに聞いたところ、あれは「紅との〝最後の会話〟が、ああいう形で、すれ違ちがいで終わっている──という展開にしたかった」という意図だそうです。

　うーん……クレバー！　すごいですね。あづささんは、〝物語〟の作り方を、すごくよくわかっている人だと思いました。そして、有世さんを泣かせることに容よう赦しやがない（笑）。

　そんな、あづささんも、クライマックスにおける紅──有世さんの、「泣きっぱなし演えん説ぜつ」では、ついに押おし負けて泣かされてしまうという、見ていて、本当に面白いセッションでした。わたくしの拙い筆で、あの光景が紙面に描えがけているとよいのですが。




　──謝しや辞じになります。

　最初から最後まで全力で突つっ走ぱしってくれた、有世さん。難むずかしい〝秘密〟を、これ以上ないくらい完かん璧ぺきにこなし、今巻の〝ヒロイン〟を演えんじきった、あづささん。もうひとりのヒロインとして、豆とう腐ふのように脆もろいメンタルでフラフラになっていた天、そして、最後の最後に、わたくし含ふくめ、全員を驚きよう愕がくさせた悪いヤツ、矢野先生。ありがとうございました、おかげで、本当に楽しいセッションでした。次巻でもよろしくお願いします。

　ＤＴＰほか、様々にお世話になりました、Ｆ.Ｅ.Ａ.Ｒ.スタッフのみなさま。自分の進行が遅おくれてしまい（毎回言ってるなコレ）ご迷めい惑わくをおかけした、担たん当とうの剱けん持もちさんと、イラストレーターの白味[image: ]先生。今巻のイラストも大変素す晴ばらしいです。ありがとうございます。

　そして、最後に。今巻も手に取ってくださり、こんな最後まで読んで下さった、あなたに。本当に、ありがとうございます！　　それでは、また次巻で！




　　　　＊　＊　＊




　──あとから聞いた話です。

　有世さんは、二巻のセッションに際さいして、「どうしても〝ループ〟を止めなくては」そして、「主人公らしく解かい決けつしなくては」と、いっぱい考えてきたそうです。

　けれど、他の物語の主人公のようには、スマートにはできなくて……セッション中も、救えなかったり、失敗してしまったりもして……それで、帰り道に、「紅のように」悩なやんでいたんだそうです。

　そうしたら、隣となりにいた、あづささんが「アンちゃんみたいに」──。

「紅は、紅らしくいればいいんじゃない？」

　と言ってくれたのだそうです。この話を聞いて、あらためて、「このおふたりに参加してもらってよかった」と──そう思いました。

『リプレイ・メビウス』は次巻、三巻で完結の予定です。

　紅とアンゼリカの、そして墓守と秋雨の──物語の、最後までお付き合いいただけたら、大変嬉しく思います。





二〇一三年七月　中村やにお
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